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記
事
の
内
容

№
1416　

二
〇
一
三
年
九
月
十
五
日

一
面　

自
治
労
第
八
十
六
回
定
期
大
会
（
八
／
二
十
六
～
二
十
八　

大
阪
城
ホ
ー
ル
）

　

地
公
賃
金 

政
治
対
応
に
議
論
集
中

　

影
響
力
あ
る
運
動
へ
総
務
省
対
策
を
強
化

　
　

氏
家
体
制
が
ス
タ
ー
ト

豊
岡
公
災
認
定
の
た
た
か
い
を
発
言

　

迅
速
・
公
平
な
補
償
求
め
る

県
人
事
委
へ
申
し
入
れ
（
九
／
三
）

　

総
合
的
見
直
し
は
拙
速

指
定
管
理
で
学
習
会
（
三
田
市
職
労
）

　

サ
ー
ビ
ス
低
下
が
懸
念

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

憤
り
の
押
印　

大
西
英
剛

二
面　

県
本
部
第
六
十
三
回
定
期
大
会
基
調
（
要
旨
）

　

職
場
の
た
た
か
い
持
ち
寄
ろ
う

　

組
織
強
化
が
重
要
課
題

県
本
部
第
六
十
三
回
定
期
大
会
（
案
内
）

№
1417　

二
〇
一
三
年
十
月
一
日

一
面　

第
十
五
次
沖
縄
視
察
団
（
九
／
七
～
九
）

　

強
ま
る
沖
縄
切
り
捨
て

　

沖
縄
に
学
び
反
基
地
闘
争
を
強
化

沖
縄
視
察
団 

参
加
者
の
感
想

　

県
民
の
暮
ら
し
脅
か
す
米
軍
基
地

　

米
軍
を
過
剰
に
優
遇 

政
府
の
愚
行
知
る

え
さ
き
さ
ん
が
単
組
訪
問
（
九
／
十
一
～
十
三
）

　

職
場
の
現
状
を
聞
く

　

共
済
労
組
か
ら
は
要
請
書
も

県
議
会
に
請
願
書
提
出
（
九
／
二
十
四
）

　

地
方
財
政
の
充
実
求
め
る

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

状
況
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る

　

お
や
す
み
漫

二
面　

評
議
会
の
総
会
報
告
①

　

町
職
連
協
（
九
／
十
三　

佐
用
町
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
）

　

課
題
確
認
し
、
新
た
な
一
歩

　
　

再
任
用
の
制
度
化
を

　
　

一
三
確
定
で
全
単
組
が
交
渉

公
共
民
間
協
（
九
／
十
四　

神
戸
市
フ
ル
ー
ツ
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
）

　
　

仲
間
の
支
援
が
重
要

　
　

み
の
り
労
組
の
雇
用
確
保
へ

日
本
ヘ
ル
ス
労
組
と
初
交
流

　

委
託
職
場
の
労
安
な
ど
で
議
論

現
業
公
企
闘
争
統
一
行
動
日
は
二
十
五
日

　

九
月
十
八
日 

闘
争
委
員
会
を
発
足

新
規
加
盟
単
組
紹
介

　

競
走
会
労
組
尼
崎

　
　

公
正
な
レ
ー
ス
運
営
に
尽
力

№
1418　

二
〇
一
三
年
十
月
十
五
日

一
面　

第
六
十
三
回
県
本
部
定
期
大
会
（
九
／
二
十
七
～
二
十
八　

神
戸
市
舞
子
ビ
ラ
）

　

厳
し
い
か
ら
こ
そ
団
結
を

　
　

改
憲
阻
止
の
運
動
強
め
る

　
　

大
野
、
隅
田
新
副
委
員
長
を
選
出

　
　

法
人
格
取
得
へ
規
約
改
正

　

本
多
委
員
長
あ
い
さ
つ

　
　

働
く
者
の
分
岐
点
と
な
る
大
会

　
　

改
憲
勢
力
と
抗
す
る

県
本
部
組
織
内
候
補

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

こ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
け
れ
ば
よ
い
が
…　

吉
田
ノ
ボ

二
面
～
三
面　

経
過
報
告　

雇
用
確
保
、
賃
下
げ
阻
止
に
奮
闘

経
過
報
告
で
六
人
が
発
言

　

復
興
支
援
で
き
る
体
制
を　

兵
庫
県
職
労　

大
西
代
議
員

　

一
時
金
の
水
準
守
る　

尼
崎
競
艇
労
組　

小
川
代
議
員

　

控
訴
審
の
支
援
も　

豊
岡
市
職
労　

川
端
代
議
員

　

労
使
対
等
に
こ
だ
わ
る　

高
砂
市
職　

石
野
代
議
員

　

不
当
な
扱
い
は
許
さ
な
い　

全
国
一
般
兵
庫
労
組　

西
川

代
議
員

　

三
年
で
雇
い
止
め
は
不
当　

相
生
市
職　

大
道
代
議
員

方
針
で
十
二
人
が
発
言

　

賃
金
の
復
元
め
ざ
す　

兵
庫
県
職
労　

金
本
代
議
員

　

総
合
的
見
直
し
に
懸
念　

神
戸
市
従　

吹
田
代
議
員

　

共
済
制
度
の
充
実
を　

市
町
村
共
済
労
組　

生
駒
代
議
員

　

市
民
と
「
平
和
」
考
え
る　

明
石
市
職
労　

船
曳
代
議
員

　
「
憲
法
た
ん
ば
」
で
上
映
会　

丹
波
市
職
労　

堀
内
代
議

員

　

交
通
基
本
法
制
定
め
ざ
す　

神
戸
交
通
労
組　

平
田
代
議

員

　

特
養
の
民
営
化
で
交
渉　

淡
路
市
職
労　

谷
添
代
議
員

　

組
合
費
の
引
き
下
げ
を　

神
戸
市
職
労　

門
野
代
議
員

　

自
主
福
祉
の
強
化
で
要
請　

高
砂
市
職　

山
下
代
議
員

　

青
年
部
の
活
動
発
言　

豊
岡
市
職
労　

藤
原
代
議
員

　

図
書
館
の
直
営
守
る　

三
田
市
職
労　

前
川
代
議
員

　

非
正
規
の
雇
用
守
る　

丹
波
臨
職
労　

南
代
議
員

退
任
役
員

新
執
行
部
体
制

強
ま
る
改
憲
の
動
き
を
許
さ
ず
、
平
和
・
人
権
・
民
主
主
義

を
確
立
す
る
た
た
か
い
を
強
化
す
る
決
議

二
単
組
の
加
盟
承
認

　

南
但
広
域
労
組
・
北
播
磨
ユ
ニ
オ
ン

四
面　

評
議
会
の
総
会
報
告
②

　

青
年
部
（
九
／
十
五　

ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
）

　
　

新
部
長
に
藤
原
さ
ん

　
　
「
疲
弊
し
た
職
場
を
変
え
よ
う
」

　

臨
職
評
（
十
／
五　

神
戸
市
教
育
会
館
）

　
　

雇
い
止
め
阻
止
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
習

　

女
性
部
（
九
／
十
五　

ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
）

　
　

育
休
の
延
伸
を
復
元

　
　

取
り
組
み
の
成
果
持
ち
寄
る

　

障
労
評
（
九
／
二
十
一
～
二
十
二　

神
戸
フ
ル
ー
ツ
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
）

　
　

差
別
解
消
法
を
学
ぶ

　
　

職
場
で
合
理
的
配
慮
求
め
よ
う

　

公
企
評
（
九
／
二
十
～
二
十
一　

淡
路
市
）

　
　

苦
情
処
理
会
議
の
設
置
へ

　
　

但
丹
Ｂ
の
組
織
化
へ
努
力
も

滋
賀
県
あ
い
ば
野
で
反
対
集
会
（
九
／
三
十
）

　

オ
ス
プ
レ
イ
来
る
な
！

№
1419　

二
〇
一
三
年
十
一
月
一
日



一
面　

現
業
・
公
企
統
一
闘
争

　

明
石 

新
規
採
用
再
開
へ

　

直
営
堅
持
へ
奮
闘

　

苦
情
処
理
設
置
も
一
定
前
進

現
業
・
公
企
闘
争
総
決
起
集
会
（
十
／
十
五
）

　

人
事
院
報
告
に
備
え
よ
う

対
県
交
渉 

現
業
・
公
企
闘
争
委
員
会
（
十
／
十　

神
戸
市

教
育
会
館
）

　

違
法
の
放
置
許
さ
な
い

　

苦
情
処
理
、
シ
ル
バ
ー
の
実
態
追
及

青
年
女
性
交
流
会

　
「
仕
事
に
誇
り
を
持
つ
」

　

要
求
の
根
拠
づ
く
り
が
重
要

西
脇
・
村
井
さ
ん 

無
投
票
で
二
期
目
当
選

　

神
戸
な
ど
全
推
せ
ん
候
補
が
当
選

Ｓ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
み
え
な
い
手
錠
を
は
ず
す
ま
で 

完
成
上
映

会
（
案
内
）

し
こ
う

二
面　

豊
岡
裁
判
闘
争

　
「
気
持
ち
切
り
替
え
頑
張
る
」

　

十
月
十
六
日
控
訴
審
第
一
回
期
日

働
く
女
性
の
交
流
集
会
（
十
／
二
十
七　

ひ
ょ
う
ご
共
済
会

館
）

　

無
駄
な
時
間
を
大
切
に

　

香
山
リ
カ
さ
ん
が
講
演

部
落
解
放
第
三
十
四
回
県
研
究
集
会
（
十
／
十
九
～
二
十　

豊
岡
市
）

　

憲
法
の
危
機
訴
え
る

県
、
神
戸
と
も
に
勧
告
は
見
送
り

　

県
の
独
自
カ
ッ
ト
回
復
に
は
触
れ
ず

黒
豆
収
穫
祭
（
十
／
十
九　

篠
山
市
）

　

マ
ジ
ッ
ク
、
抽
選
会
な
ど
家
族
も
一
緒
に
楽
し
む

県
本
部
第
三
十
三
回
囲
碁
・
将
棋
大
会
（
案
内
）

№
1420　

二
〇
一
三
年
十
一
月
十
五
日

一
面　

県
本
部 

単
組
オ
ル
グ
で
意
思
統
一
（
十
／
九
～
二
十
七
）

　

雇
用
と
年
金
の
接
続
を

　

賃
金
抑
制
許
さ
な
い

　

但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク

　

阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク

県
市
町
振
興
課
と
交
渉
（
十
一
／
五
）

　

給
与
削
減
は
今
年
度
限
り

　

企
業
職
員
の
苦
情
処
理
も
追
及

国
会
議
員
へ
要
請
行
動
（
十
／
二
十
九
）

　

地
域
財
源
を
保
障
せ
よ

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

か
く
れ
ん
ぼ
し
て
る
間
に
寝
て
し
ま
い

　

長
谷
川
昭
三

二
面　

第
五
十
回
護
憲
大
会
（
十
一
／
三
～
五　

那
覇
市
）

　

憲
法
理
念
を
広
げ
よ
う

　

沖
縄
か
ら
「
平
和
・
人
権
」
を
考
え
る

連
合
兵
庫
第
十
四
回
定
期
大
会
（
十
／
三
十
一　

神
戸
市
）

　

辰
巳
さ
ん
が
副
事
務
局
長
に

　

地
公
賃
金
問
題
で
支
援
求
め
る

自
治
労
臨
職
集
会
（
十
／
二
十　

東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）

　

雇
用
上
限
撤
廃 

継
続
の
運
動
を

秘
密
保
護
法
案
を
廃
案
に

　

民
主
主
義
の
根
幹
ゆ
る
が
す

　

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
と
セ
ッ
ト

県
本
部
書
記
の
紹
介　

孫 

可
耶
さ
ん

№
1421　

二
〇
一
三
年
十
二
月
一
日

一
面　

一
三
確
定
闘
争
勝
利 

県
本
部
決
起
集
会
（
十
一
／
八　

県

庁
前
）

　

地
公
波
及
に
区
切
り
を

　

賃
金
削
減
は
三
月
末
で
終
了

確
定
闘
争
第
一
波

　

神
戸 

住
居
手
当
の
原
資
確
保

青
年
女
性
決
起
集
会

町
職
連
協
単
代
会
議
（
十
／
二
十
八
）

　

再
任
用
の
実
施
め
ざ
す

　

条
例
化
止
ま
り
の
実
態
を
改
善

特
定
秘
密
保
護
法
の
廃
案
求
め
座
り
込
み
（
十
一
／
十
九
～

二
十
一　

三
宮
マ
ル
イ
前
）

　

民
主
主
義
の
根
幹
ゆ
る
が
す

神
河
町 

山
名
さ
ん
無
投
票
で
再
選

　

十
一
月
十
二
日
町
長
選
挙

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

氾
濫
す
る
横
文
字
…　

大
植
賢

二
面　

三
田
市
職
労 

図
書
館
の
指
定
管
理
導
入
に
反
対

　

市
民
と
と
も
に
考
え
る

　

各
戸
ビ
ラ
や
講
演
会

高
砂
市
職　

ス
ト
の
要
因
は
当
局
に

　
「
処
分
を
撤
回
せ
よ
」

各
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
が
総
会

　

阪
神
淡
路
（
十
／
三
十　

淡
路
市
北
淡
震
災
記
念
公
園
）

　
　

非
正
規
の
処
遇
改
善
を

　
　

猪
名
川
、
芦
屋
、
尼
崎
が
発
言

　

播
磨
（
十
一
／
一　

高
砂
市
）

　
　

ス
ト
処
分
の
撤
回
、
雇
用
と
年
金
の
接
続
を

　

但
馬
丹
波
（
十
一
／
十
五　

豊
岡
市
民
会
館
）

　
　

地
公
波
及
の
成
果
確
認

　
　

ブ
ロ
ッ
ク
の
連
帯
で
国
下
回
る

№
1422　

二
〇
一
三
年
十
二
月
十
五
日

一
面　

確
定
闘
争
第
二
波

　

地
公
削
減
の
終
了
確
認

　

三
木
は
独
自
カ
ッ
ト
解
除
に

青
年
女
性
地
域
別
学
習
会
に
一
一
六
人

三
田
市 

図
書
館
指
定
管
理
反
対
講
演
会
（
十
一
／
二
十
三
）

　

指
定
管
理
な
じ
ま
な
い

　

伊
万
里
の
盛
市
議
招
き
講
演
会

県
本
部 

公
営
競
技
評 

秋
季
オ
ル
グ
（
十
二
／
三
）

　

労
使
関
係
正
常
化

　

経
営
改
善
が
課
題

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

数
の
暴
挙
＝
強
権　

大
西
英
剛

二
面　

部
落
解
放
兵
庫
県
民
共
闘
会
議
（
十
一
／
十
九
）

　

就
職
差
別
撤
廃
申
入

　

統
一
用
紙
の
活
用
求
め
る

　

ネ
ッ
ト
募
集
の
対
応
課
題

第
四
回
ピ
ー
ス
・
セ
ミ
ナ
ー
（
十
一
／
十
三
・
二
十
）

　

憲
法
、
労
働
法
制
改
悪

　

大
衆
運
動
の
強
化
を

阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
フ
ッ
ト
サ
ル
交
流
会

　

女
性
選
手
も
参
加

人
権
週
間
に
あ
わ
せ



　

反
差
別
の
た
た
か
い
の
運
動
課
題
を
考
え
る

　
　

本
人
通
知
を
全
自
治
体
で

　
　

住
民
の
人
権
守
る
の
は
行
政
責
任

新
規
加
盟
単
組
紹
介

　

南
但
広
域
労
組

　

組
合
も
役
員
も
初
め
て

№
1423　

二
〇
一
四
年
一
月
一
日　

新
年
号

一
面　

自
ら
活
動
し
て 

他
を
動
か
す
は
水
な
り

　
　
　

本
多
委
員
長
あ
い
さ
つ

　

処
分
撤
回
、
組
織
強
化

　

元
気
に
か
け
抜
け
よ
う

県
本
部
役
員
・
書
記
一
同

二
面　
「
新
春
座
談
会
」
官
兵
衛 
飛
躍
の
地 

ひ
ょ
う
ご

　

地
域
の
発
信
に
奮
闘

　

ド
ラ
マ
決
定
の
裏
側
で

　
　

新
発
見
〝
官
兵
衛
の
書
状
〟

　
　

市
内
あ
ち
こ
ち
に
目
薬
の
木
も

官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
（
案
内
）

三
面　

近
畿
地
連
結
成
六
十
周
年 

カ
ン
ボ
ジ
ア
訪
問

　

教
師
の
育
成
が
必
要

　

自
治
労
支
援
の
寺
小
屋
教
室

自
治
労
の
国
際
支
援
活
動

　

エ
フ
ァ
ジ
ャ
パ
ン
と
連
携

　

子
ど
も
の
育
ち
と
学
び
を
支
援

私
た
ち
も
自
治
労
と
と
も
に
頑
張
り
ま
す

四
面　

新
春
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ

№
1424　

二
〇
一
四
年
二
月
一
日　

一
面　

県
本
部
旗
開
き
（
一
／
九　

神
戸
市
・
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
）

　

力
を
蓄
え
る
一
年
に

　

厳
し
い
時
代
と
立
ち
向
か
お
う

女
性
部
・
臨
職
評
合
同
学
習
会
（
一
／
十
九　

ひ
ょ
う
ご
共

済
会
館
）

　
「
仕
事
を
頼
み
づ
ら
い
」

　

正
規
・
非
正
規
の
思
い
出
し
合
う

高
砂
市
職　

四
七
七
人
分
の
署
名
を
提
出

　

処
分
撤
回
、
賃
金
カ
ッ
ト
復
元
求
め

県
本
部
春
闘
討
論
集
会
に
参
加
を
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

豆
が
た
り
な
い
！　

お
や
す
み
漫

二
面　

反
行
革
予
算
要
求
闘
争
（
一
／
二
十
四
）

　

人
員
不
足
を
訴
え
る

　

欠
員
補
充
、
保
育
士
採
用
引
き
出
す

第
三
十
三
回
囲
碁
・
将
棋
大
会
優
勝
者

本
因
坊　

高
橋
正
行
さ
ん

名
人　

丸
尾　

力
さ
ん

「
震
災
と
ア
ス
ベ
ス
ト
」
シ
ン
ポ
（
一
／
十
八　

神
戸
市
勤

労
会
館
）

　

震
災
時
の
状
況
か
ら
今
後
の
課
題
を
検
証

書
籍
紹
介

　
「
産
業
別
統
一
賃
金
を
め
ざ
し
て
」

全
員
署
名
に
取
り
組
も
う
（
案
内
）

　

給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
に
反
対
！

№
1425　

二
〇
一
四
年
二
月
十
五
日

一
面　

二
〇
一
四
春
闘
討
議
資
料

　

賃
上
げ
で
生
活
改
善
を
勝
ち
取
ろ
う

　

総
合
的
見
直
し
反
対

　

全
単
組
で
取
り
組
み
強
化

　

１　

二
〇
一
四
春
闘
を
め
ぐ
る
情
勢

二
〇
一
四
春
闘
の
行
動
日
程

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

頑
張
れ
！　

イ
ク
メ
ン　

吉
田
ノ
ボ

二
～
四
面　

自
治
労
の
ヤ
マ
場
は
三
月
十
四
日

　

２　

二
〇
一
四
春
闘
の
具
体
的
な
取
り
組
み

　

３　

人
事
院
の
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し

　

４　

人
員
確
保
お
よ
び
雇
用
と
年
金
の
接
続

　

５　

臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
の
処
遇
改
善

　

６　

民
間
・
中
小
の
労
働
条
件
底
上
げ

　

７　

平
和
・
人
権
・
政
治
闘
争
の
推
進

連
合
兵
庫
・
官
公
部
門
連
絡
会
総
決
起
集
会
（
案
内
）

県
本
部
結
成
六
十
年
（
一
九
五
四
～
一
九
六
三
年
）

　

賃
金
闘
争
の
礎
を
築
く

　

人
勧
見
送
り
打
破
し
た
産
別
運
動

新
春
ク
イ
ズ
回
答

№
1426　

二
〇
一
四
年
三
月
一
日

一
面　

県
本
部
第
一
九
六
回
中
央
委
員
会
（
二
／
七　

ひ
ょ
う
ご
共

済
会
館
）

　

給
与
制
度
見
直
し
さ
せ
な
い

　

春
闘
方
針
・
六
十
周
年
記
念
事
業
を
承
認

全
国
統
一
行
動
日
は
三
月
十
四
日
（
案
内
）

県
本
部
春
闘
討
論
集
会
（
二
／
八　

ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
）

　

地
域
間
格
差
つ
け
る
な

　

賃
下
げ
競
争
は
や
め
よ
う

高
砂
市
長
交
渉
（
二
／
十
ニ
）

　

高
砂
市
長
よ
り
謝
罪

　

労
使
正
常
化
に
向
け
確
認

青
年
女
性
部
が
春
闘
討
論
会
（
二
／
ニ
）

　
〝
不
満
を
要
求
に
〟
模
擬
交
渉

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

だ
ぶ
る
ば
い
ん
ど

二
面　

一
四
春
闘
討
論
集
会
分
科
会
報
告
㊤

　

給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し

　
　

全
国
で
同
じ
仕
事
を
し
て
い
て
賃
金
差
は
不
当

　

雇
用
と
年
金
の
接
続

　
　

希
望
者
全
員
の
再
任
用　

格
付
け
の
引
き
上
げ
を

生
活
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
春
闘
強
化
を

　

要
求
額
は
ニ
・
七
～
三
・
一
万
円

　

人
員
増
、
労
働
量
の
軽
減
を

　

阪
淡
ブ
ロ
ッ
ク

　

播
磨
ブ
ロ
ッ
ク

臨
職
評　

全
単
組
学
習
合
宿
（
一
／
二
十
五
～
二
十
六　

篠

山
新
た
ん
ば
荘
）

　

悔
し
か
っ
た
毎
年
の
試
験

　

財
政
難
で
全
体
討
議

震
災
と
心
の
ケ
ア
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
案
内
）

福
島
の
現
状
か
ら
考
え
る
公
開
学
習
会
（
案
内
）

№
1427　

二
〇
一
四
年
三
月
十
五
日

一
面　

二
〇
一
四
春
闘　

井
戸
知
事
に
申
し
入
れ
（
ニ
／
二
十
八
）

　
「
実
効
性
あ
る
再
任
用
」「
非
正
規
の
処
遇
改
善
」

　

賃
上
げ
に
こ
だ
わ
る

公
共
民
間
協　

春
闘
学
習
会
（
三
／
一　

県
本
部
会
議
室
）

　

安
全
衛
生
の
前
進
へ
要
求

　

春
闘
の
取
り
組
み
確
認

現
業
闘
争
交
流
会
（
ニ
／
十
四
～
十
五　

フ
ル
ー
ツ
フ
ラ

ワ
ー
パ
ー
ク
）



　

新
規
採
用
の
成
果
共
有

　

統
一
闘
争
の
中
間
総
括
で
議
論

ス
ト
批
准
投
票
七
三
・
七
二
％
で
成
功

　

県
本
部
は
〇
・
七
ポ
イ
ン
ト
増

連
合
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
三
／
一
）

　

限
定
正
社
員
導
入
は
賃
金
労
働
条
件
低
下
に

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

波
任
せ　

長
谷
川
昭
三

二
面　

一
四
春
闘
討
論
集
会
分
科
会
報
告
㊦

　

非
正
規
の
処
遇
改
善
と
組
織
化

　
　

未
組
織
へ
の
情
報
提
供

　
　

正
規
と
の
連
携
が
鍵

　

町
職
連
協
の
取
り
組
み

　
　

町
職
運
動
の
前
進
へ

　
　
〝
で
き
る
こ
と
〟
を
模
索

統
一
交
渉
を
振
り
返
る
集
い　

自
治
研
セ
ン
タ
ー
・
町
職
連

協
（
三
／
十
五
）

　

町
村
会
交
渉
の
教
訓
振
り
返
る

　

全
国
に
誇
れ
る
制
度

県
本
部
結
成
六
十
年
（
一
九
六
四
～
一
九
七
三
年
）

　

統
一
行
動
、
ス
ト
を
重
ね

　

人
勧
の
完
全
実
施
を
実
現

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
決
定

第
二
十
四
期
労
働
学
校
受
講
生
を
募
集
（
案
内
）

№
1428　

二
〇
一
四
年
四
月
一
日

一
面　

新
入
組
合
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

南
あ
わ
じ
市
職
労　

青
年
女
性
部
が
新
入
職
員
に
説
明
会

　

組
合
は
成
長
で
き
る
場

人
事
院
交
渉
で
一
八
二
万
筆
の
署
名
提
出
（
三
／
五
～
七
）

　

地
域
間
格
差
の
拡
大
は
不
当

賃
金
引
き
上
げ
へ
連
合
兵
庫
が
集
会（
三
／
八　

東
遊
園
地
）

都
市
交
評
、
春
闘
学
習
会
開
く
（
三
／
二
十　

県
本
部
会
議

室
）

　

交
通
の
必
要
性
訴
え
取
り
組
み
進
め
よ
う

豊
岡
裁
判
闘
争

　

高
裁
も
「
公
務
上
」
認
め
る

　

基
金
本
部　

上
告
断
念
、
判
決
確
定
へ

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

使
っ
て
る
の
？
使
わ
れ
て
い
る
の
？

　

大
植　

賢

二
面　

戦
争
を
さ
せ
な
い
一
〇
〇
〇
人
委
員
会　

三
・
二
〇
出
発
集

会
　
「
集
団
的
自
衛
権
」
の
容
認
反
対

　

地
域
・
職
場
で
全
国
署
名
を

県
本
部　

振
興
課
交
渉
（
三
／
十
一
）

　

不
適
切
な
再
任
用
の
運
用
調
査
を
約
束

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

震
災
と
心
の
ケ
ア
（
三
／
九　

神
戸
市
）

　

孤
立
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切

県
本
部
結
成
六
十
年
（
一
九
七
四
～
一
九
八
三
年
）

　

国
民
生
活
を
引
き
上
げ

　

職
場
改
善
か
ら
健
福
闘
争
へ

結
成
六
十
周
年
事
業
の
紹
介

№
1429　

二
〇
一
四
年
四
月
十
五
日

一
面　

新
入
組
合
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

組
合
を
盛
り
上
げ
た
い 

藤
原
青
年
部
長

　

多
く
の
仲
間
を
つ
く
ろ
う

公
営
競
技
評 

春
闘
学
習
会
（
三
／
二
十
七 

尼
崎
市
）

　

実
態
が
た
た
か
う
根
拠

総
務
大
臣
・
人
事
院 

春
闘
最
終
交
渉

　

意
見
聞
き
、
検
討
・
対
応

　

勧
告
に
向
け
交
渉
、
行
動
を
強
化

二
〇
一
四
反
行
革
・
組
織
集
会
（
案
内
）

第
17
回
平
和
・
人
権
・
環
境
を
考
え
る
集
い
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座 
物
価
が
上
が
れ
ば
人
気
は
下
が
る 

大
西
英
剛

二
面　

戦
争
を
す
す
め
る
「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
」
反
対 

四
・
六
関
西
集
会

　

戦
争
を
さ
せ
な
い
全
国
署
名
で
止
め
る
こ
と
が
で
き
る

病
院
集
会 

衛
生
医
療
評
（
三
／
七 

ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
）

　
「
年
休
が
権
利
、
知
ら
な
か
っ
た
」

第
九
回
県
本
部
卓
球
大
会
（
三
／
十
五 
養
父
市
）

　

優
勝
は
神
戸
市
職
労

県
本
部
結
成
六
十
年
（
一
九
八
四
～
一
九
九
三
年
）

　

た
た
か
い
は
楽
し
く

　

自
分
た
ち
が
声
あ
げ
て
は
じ
ま
る

５
・
３
兵
庫
憲
法
集
会
（
案
内
）

六
十
周
年
記
念
事
業
（
案
内
）

　

ゴ
ル
フ
ロ
ン
グ
ラ
ン
コ
ン
ペ
の
案
内

№
1430　

二
〇
一
四
年
五
月
一
日

一
面　

第
二
十
四
期
労
働
学
校
・
前
期
（
四
／
十
九
～
二
十　

ひ
ょ

う
ご
共
済
会
館
）

　

労
組
や
賃
金
の
基
礎
学
ぶ

六
月
二
十
七
日　

臨
時
大
会

　

法
人
格
取
得
も
確
認

第
三
十
一
回
保
育
を
考
え
る
つ
ど
い
に
参
加
を
（
案
内
）

　

新
制
度
下
で
課
題
山
積

戦
争
を
さ
せ
な
い
全
国
署
名
ス
タ
ー
ト　

一
人
五
筆
以
上

稲
美
町
長
選　

　

古
谷
博
さ
ん
が
三
期
目
に
挑
む

連
合
兵
庫

　

労
働
保
護
ル
ー
ル
改
悪
阻
止
で
訴
え

五
月
十
五
日
は
休
刊
と
し
ま
す
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

で
き
る
か
！　

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
？

　

お
や
す
み
漫

二
面　

青
年
女
性
部　

播
磨
・
但
丹
で
春
闘
期
交
流
会

　
「
定
時
で
帰
れ
る
の
が
当
然
」

　

泊
り
で
夜
ま
で
懇
親
深
め
る

県
本
部
青
年
部　

神
戸
交
通
労
組
と
交
流
（
四
／
五
）

尼
崎
斎
場
で
職
場
安
全
点
検
（
三
／
二
十
五
）

　

休
憩
と
れ
な
い
、
高
温
・
騒
音

県
本
部
結
成
六
十
年

　

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
興

　

直
営
の
大
切
さ
実
感

六
十
周
年
記
念
事
業
（
案
内
）

　

カ
ン
ボ
ジ
ア
寺
子
屋
事
業
へ
の
支
援
カ
ン
パ

№
1431　

二
〇
一
四
年
六
月
一
日

一
面　

反
行
革
・
組
織
集
会
（
五
／
十
六
～
十
七　

加
西
市
）

　

組
合
員
の
声
を
要
求
に

　

基
本
は
オ
ル
グ
と
学
習
会

　

分
科
会　

反
行
革
・
人
員
確
保

　
　

ま
ず
は
超
勤
の
縮
減
を

　
　

人
員
要
求
の
実
態
つ
か
も
う

　

分
科
会　

男
女
が
と
も
に
担
う



　
　
「
三
役
に
女
性
は
い
な
い
」

　
　

組
織
実
態
点
検
し
議
論
深
め
る

少
年
野
球
大
会
に
協
賛

　
「
自
治
労
カ
ッ
プ
」
に
三
十
六
チ
ー
ム
出
場

加
古
川
市
議
会
選
挙

　

松
崎
さ
ん
を
推
せ
ん

　

６
月
22
日
投
開
票

稲
美
町
長　

古
谷
博
さ
ん

　

無
投
票
で
三
選
果
た
す

労
働
安
全
衛
生
集
会
に
参
加
を
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　

俺
た
ち
み
ん
な
サ
ル
だ
か
ら
ど
う
ぞ

　

地
球
人

二
面　

五
・
三
兵
庫
憲
法
集
会
（
五
／
三 
神
戸
市
勤
労
会
館
）

　

い
の
ち
と
く
ら
し
、
平
和
を
守
る
憲
法

　

改
憲
で
な
く
、
理
念
の
実
現
を

戦
争
を
さ
せ
な
い
全
国
署
名
に
協
力
を
（
案
内
）

労
働
学
校
後
期
講
座
（
五
／
十
～
十
一　

三
木
市
）

　

忙
し
い
と
き
ほ
ど
交
流
が
必
要

ま
ん
が
集
団　

第
二
十
七
回
例
会
（
四
／
二
十
六
）

　

筆
を
使
っ
た
描
き
方
学
ぶ

新
書
記
紹
介　

瀬
合　

宏
江
さ
ん

　
「
間
違
え
な
い
よ
う
必
死
で
す
」

県
本
部
結
成
六
十
年
（
二
〇
〇
四
～
二
〇
一
三
年
）

　

労
使
協
議
を
し
っ
か
り
と

　

合
併
は
ス
タ
ー
ト
ま
で
が
重
要

№
1432　

二
〇
一
四
年
六
月
十
五
日

一
面　

第
一
四
七
回
自
治
労
本
部
中
央
委
員
会
（
五
／
二
十
七
～

二
十
八　

仙
台
市
）

　

政
治
方
針　

組
織
討
議
へ

　

豊
岡
裁
判
か
ら
の
課
題
発
言

　

公
災
制
度
の
改
善
を

反
行
革
集
会
の
分
科
会
報
告

　

分
科
会　

給
与
制
度
見
直
し

　
　

評
価
制
度
に
議
論
集
中

　
　

四
月
の
地
公
法
改
正
受
け
て

　

分
科
会　

非
正
規
の
継
続
雇
用

　
　

横
行
す
る
雇
用
止
め

　
　

委
託
や
試
験
制
度
、
課
題
を
交
流

県
に
申
し
入
れ
八
月
末
実
施
の
総
合
防
災
訓
練
（
六
／
三
）

　

米
軍
参
加
は
中
止
を

結
成
六
十
周
年　

記
念
講
演
会
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座 

ダ
ブ
ル
バ
イ
ン
ド

二
面　

ナ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
（
五
／
三
十
一　

私
学
会
館
）

　

過
酷
な
夜
勤
実
態
、
改
善
が
必
要

　

電
車
寝
過
ご
し
何
度
も

明
石
ア
ス
ベ
ス
ト
災
害

　

公
災
認
定
求
め
支
援
団
体
を
結
成

狭
山
事
件
の
再
審
を
求
め
る
市
民
集
会
（
五
／
二
十
三　

東

京
）

　

証
拠
開
示
と
事
実
調
べ
を

県
本
部
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

出
場
め
ざ
し
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
熱
戦

県
本
部
人
権
学
習
会
（
案
内
）

№
1433　

二
〇
一
四
年
七
月
一
日

一
面　

第
十
七
回
平
和
・
人
権
・
環
境
を
考
え
る
集
い
（
六
／
七　

丹
波
市
柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー
）

　

政
府
の
安
全
保
障
論
を
批
判

　

沖
縄
の
戦
場
化
を
想
定

フ
ォ
ー
ラ
ム
ひ
ょ
う
ご
総
会
・
学
習
会
（
六
／
二
十
一　

神

戸
）

　

一
〇
〇
〇
人
委
員
会
を
結
成

　

集
団
的
自
衛
権
反
対
の
運
動
強
め
る

人
員
確
保
・
男
女
平
等
・
一
時
金
闘
争

　

重
点
職
場
取
り
あ
げ
交
渉

　

西
脇　

来
年
度
四
十
一
人
採
用
を
確
認

加
古
川
市
議
会
選
挙
（
六
／
二
十
二
）

　

松
崎
さ
ん
七
期
目
の
当
選
果
た
す

人
事
院
に
要
請
は
が
き
を
（
案
内
）

し
こ
う

い
ま
い
ち
座 

た
め
こ
み
す
ぎ
な
い
で
! !　

大
植　

賢

二
面　

第
三
十
一
回
保
育
を
考
え
る
つ
ど
い
（
六
／
二
十
二　

豊
岡

市
）

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度

　

現
場
の
思
い
を
支
援
事
業
計
画
に

県
本
部
労
働
安
全
衛
生
集
会
（
六
／
十
七
）

　
「
メ
ン
タ
ル
で
休
む
人
多
い
」

　

上
野
さ
ん　

予
防
活
動
の
重
要
性
訴
え
る

臨
職
評
が
対
県
交
渉
で
確
認
（
六
／
十
二
）

　

試
験
の
仕
方
は
工
夫
を

　

雇
用
は
協
議
が
必
要

戦
争
を
さ
せ
な
い
一
〇
〇
〇
人
委
員
会

　

全
国
署
名
一
七
五
万
筆
を
提
出

　

国
会
前
阻
止
行
動
も
継
続

第
三
十
六
回
県
本
部
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
六
／
十
四

丹
波
市
柏
原
住
民
セ
ン
タ
ー
）

　

南
あ
わ
じ
が
見
事
優
勝

№
1434　

二
〇
一
四
年
七
月
十
五
日

一
面　

第
六
十
四
回
県
本
部
臨
時
大
会
（
六
／
二
十
七　

新
長
田
ピ

フ
レ
ホ
ー
ル
）

　

人
勧
期
の
と
り
く
み
強
化
を
確
認

　

新
委
員
長
に
森
蔭
さ
ん
を
選
出

　

副
委
員
長
に
左
川
さ
ん
、
書
記
長
に
尾
西
さ
ん

十
一
人
か
ら
補
強
意
見

　

格
差
は
不
当
、
ア
ス
ベ
ス
ト
審
査
請
求

　

再
直
営
化
を
視
野
、
米
軍
参
加
反
対

執
行
委
員
の
確
認

県
本
部
結
成
六
十
年
記
念
集
会

　

功
労
者
を
表
彰

　

広
瀬
危
機
管
理
官
が
記
念
講
演

し
こ
う

い
ま
い
ち
座 

集
団
的
自
衛
権　

憲
法
解
釈
容
認　
「
総
理
、

お
先
に
ど
う
ぞ
」　

大
西
英
剛

二
面　

県
本
部
単
組
代
表
者
会
議（
七
／
三　

ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
）

　
「
見
直
し
」
で
二
割
以
上
の
格
差

　

人
事
院
要
請
は
が
き
集
中
を

集
団
的
自
衛
権 

閣
議
決
定
抗
議

　

国
民
ぬ
き
の
変
更
許
せ
な
い

　

憲
法
守
る
、
関
連
法
阻
止

「
平
和
・
人
権
・
環
境
の
集
い
」
分
科
会
報
告

　

分
科
会 

地
域
の
平
和
運
動

　
　

丹
波
と
明
石
、
反
核
リ
レ
ー
を
紹
介

　
　
「
担
い
手
づ
く
り
」
な
ど
で
交
流



　

分
科
会 

集
団
的
自
衛
権

　
　

反
動
政
治
状
況
を
検
証

一
〇
〇
〇
人
委
員
会
・
ひ
ょ
う
ご
全
単
組
の
賛
同
団
体
を（
案

内
）

№
1435　

二
〇
一
四
年
八
月
一
日

一
面　

七
・
二
九
中
央
行
動

　

人
事
院
「
見
直
し
」
に
固
執

　

は
が
き
行
動
、
交
渉
を
強
化

県
人
事
委
員
会
に
申
し
入
れ
（
七
／
十
八
）

　

反
対
の
意
見
反
映

　

賃
金
水
準
確
保
を

第
三
十
回
反
核
リ
レ
ー
が
ス
タ
ー
ト（
七
／
十
六　

県
庁
前
）

　

集
団
的
自
衛
権
は
断
じ
て
認
め
な
い

青
年
女
性
中
央
大
交
流
集
会（
七
／
十
一
～
十
三　

山
梨
県
）

　

職
種
別
分
散
会
で
改
善
点
を
さ
ぐ
る

淡
路
地
区
保
育
所
学
習
交
流
会
（
七
／
十
五　

淡
路
市
）

　

減
り
続
け
る
正
規
保
育
士

　

増
員
、
処
遇
改
善
を

し
こ
う

い
ま
い
ち
座 

こ
ん
な
も
の
が
出
て
き
た 

お
や
す
み
漫

二
面　

衛
生
医
療
評
議
会 

対
県
交
渉
（
七
／
十
五
）

　
「
医
療
勤
務
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
」
は
情
報
交
換
を

　

人
員
確
保
、
労
働
条
件
改
善
へ

第
三
十
六
回
県
本
部
野
球
大
会
（
七
／
五
・
八　

加
西
市
）

　

篠
山
八
回
目
の
優
勝

　

神
戸
市
従
と
近
畿
大
会
へ

各
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
で
新
入
組
合
員
交
流
会

　

阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

若
年
層
は
低
賃
金

　
　

泊
り
で
交
流
深
め
る

　

播
磨
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

賃
金
の
基
礎
を
学
ぶ

　
　

夜
は
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

　

但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

縄
跳
び
で
汗
流
す

　
　

五
十
五
人
が
参
加

平
和
・
人
権
・
環
境
の
集
い
分
科
会
報
告

　

分
科
会　

国
際
結
婚
に
ま
つ
わ
る
支
援

　
　

離
婚
や
親
権
な
ど
相
談
事
例
か
ら
学
ぶ

明
石
海
峡
ぐ
る
り
～
ん
ク
ル
ー
ズ
（
案
内
）

№
1436　

二
〇
一
四
年
八
月
十
五
日　

人
事
院
勧
告
特
集
号

一
面　

人
事
院
勧
告
と
報
告

　

職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
報
告

　

月
例
給
・
一
時
金
七
年
ぶ
り
増
も

　
「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」
を
一
方
的
に
勧
告

　

声
明　

公
務
員
労
働
組
合
連
絡
会

二
面
～
三
面　

人
事
院
勧
告
と
報
告
（
一
面
の
続
き
）

四
面
～
五
面　

行
政
職
棒
給
表
（
一
）

六
面　

行
政
職
棒
給
表
（
二
）

七
面　

人
事
院
勧
告
と
報
告
（
三
面
の
続
き
）

八
面　

給
与
等
に
関
す
る
報
告
の
骨
子

№
1437　

二
〇
一
四
年
九
月
一
日

一
面　

一
四
人
勧
と
課
題
○上

　

地
公
の
賃
下
げ
狙
う

　

一
四
確
定
期
は
、
ベ
ア
実
施
に
全
力

第
十
六
次
沖
縄
視
察
団
（
七
／
十
一
～
十
三
）

　

防
衛
局
が
工
事
強
行

　

辺
野
古
新
基
地
建
設
反
対
へ
支
援
と
行
動
を

「
第
三
十
回
自
治
労
水
週
間
」
で
ツ
ア
ー
（
八
／
六　

神
出

浄
水
場
）

　

浄
水
の
流
れ
を
学
ぶ

平
和
の
火
リ
レ
ー
到
着
（
八
／
六
）

　

県
内
自
治
体
を
八
〇
〇
人
が
走
り
抜
く

し
こ
う

い
ま
い
ち
座　
「
起
承
転
結
」　

吉
田
ノ
ボ

二
面　

但
丹
ブ
ロ
ッ
ク　

七
月
に
公
企
評
を
結
成

　

三
六
協
定
締
結
、
議
長
に
吉
谷
さ
ん

尼
崎
市
バ
ス
民
間
移
譲
問
題

　
「
真
摯
に
対
応
」
を
確
認

第
三
十
六
回
自
治
労
近
畿
地
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
八
／
四
～

五　

京
都
市
）

　

神
戸
市
従
が
全
国
大
会

　

南
あ
わ
じ
、
篠
山
は
惜
敗

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
職
場
安
全
点
検

　

阪
淡
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

ボ
ル
ト
や
夜
間
照
明
（
水
道
）

　
　

安
全
衛
生
委
の
開
催
（
給
食
）

　

播
磨
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

廊
下
に
物
が
多
い
（
病
院
）

　
　

清
掃
は
台
風
接
近
で
中
止

　

但
丹
ブ
ロ
ッ
ク

　
　

結
露
対
策
を
（
水
源
地
）

　
　

台
車
の
改
良
必
要
（
給
食
）

県
本
部
ま
ん
が
コ
ン
ク
ー
ル
募
集
中
（
案
内
）

＊　
　
　

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報

№
141　

二
〇
一
三
年
十
二
月
二
十
日

「
高
砂
市
職
不
当
処
分
撤
回
」
を
求
め
る
決
起
集
会
（
十
二

月
十
七
日
）

　

労
使
対
等
の
原
則
を
無
視
す
る
な
！

　

決
議
文
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人
生
と
は
わ
か
ら

ん
も
ん
だ
。
40
年

前
、
公
務
員
に

な
っ
た
と
き
は
土

木
部
長
ぐ
ら
い
に

は
な
り
た
い
と

思
っ
て
い
た
。
そ

ん
な
と
き
、
1
人

の
先
輩
役
員
が
「
人
よ
り
上
の

生
活
を
め
ざ
し
た
ら
エ
エ
。
で

も
な
ぁ
、
お
前
が
上
が
る
こ
と

で
泣
く
者
が
２
人
３
人
と
お

る
こ
と
を
忘
れ
た
ら
ア
カ
ン

で
」
と
い
っ
た
。
そ
の
一
言
が

自
分
の
生
き
方
を
変
え
る
転
機

と
な
っ
た
▼
以
降
、
公
務
員
生

活
26
年
、
組
合
役
員
生
活
31
年

で
あ
る
▼
「
労
働
者
に
は
義
務

と
権
利
が
あ
る
。
義
務
は
仕
事

を
こ
な
す
こ
と
で
果
た
せ
る

が
、
権
利
は
自
ら
が
知
ろ
う
と

し
な
け
れ
ば
手
に
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
た
た
か
い
の
歴
史

に
学
び
、
成
果
と
課
題
を
学
ぶ

努
力
が
あ
っ
て
権
利
は
生
き
て

く
る
」。
こ
の
言
葉
は
あ
る
先

輩
女
性
役
員
か
ら
い
た
だ
い
た

も
の
で
あ
る
。
正
に
「
珠
玉
の

名
言
」
で
あ
る
▼
い
ま
60
歳
と

な
っ
た
。
今
期
の
大
会
で
役
員

を
退
任
す
る
。
退
任
後
は
ど
の

よ
う
な
形
で
労
働
運
動
に
関

わ
っ
て
い
け
る
か
未
知
数
で
あ

る
が
、「
足
元
を
見
つ
つ
理
想

を
失
わ
ず
。
理
想
を
求
め
て
現

実
を
無
視
せ
ず
」
歩
み
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
○無
無

16日　第４回男女がともに担う県本部委員会（県本部）
18日　現業公企闘争委員会（県本部）
20日　公企評第15回総会（津名ハイツ）
21日　第30回自治体に働く障害労働者のつどい

（フルーツフラワーパーク）

当面の日程

憤 り の 押 印

大 西 英 剛
（兵庫県職労）

　
自
治
労
第
86
回
定
期
大
会
に

は
、
第
1
号
議
案
２
０
１
４

－

15
年
度
運
動
方
針
案
な
ど
5
つ

の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
圧
倒
的
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。

　
兵
庫
県
本
部
は
、
谷
克
哉
代

議
員
（
副
委
員
長
）
が
、
運
動

方
針
に
関
連
し
豊
岡
公
災
認
定

闘
争
に
つ
い
て
発
言
（
別
掲
）

し
本
部
に
取
り
組
み
強
化
を
要

請
し
た
。

　
代
議
員
の
多
く
は
、
全
国
統

一
闘
争
と
し
て
取
り
組
ん
だ
、

国
の
要
請
に
よ
る
地
公
賃
金
引

き
下
げ
強
要
に
対
す
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
触
れ
、
本
部
に
対

し
国・
総
務
省
へ
の
対
策
強
化
な

ど
を
求
め
た
。
ま
た
、
政
治
情

勢
に
つ
い
て
は
、「
民
主
党
基
軸・

社
民
党
支
援
」
を
継
承
し
つ
つ

他
政
党
に
所
属
す
る
議
員
と
も

課
題
ご
と
に
連
携
を
模
索
す
る

と
の
「
今
後
の
政
治
対
応
に
つ

い
て
」
に
も
議
論
が
集
中
し
た
。

　
代
議
員
か
ら
の
発
言
に
対

し
、
本
部
は
地
公
賃
金
に
関
し

て
は
、
引
き
続
き
対
策
を
強

化
、
政
治
対
応
に
つ
い
て
は
従

来
の
ス
タ
ン
ス
が
基
本
と
答
弁

し
た
。

　
圧
倒
的
な
信
任
で
新
た
に
選

出
さ
れ
た
氏
家
体
制
の
も
と
、

職
場
か
ら
影
響
力
あ
る
自
治
労

運
動
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
全
国
大
会
を
盛
り
上

げ
よ
う
と
、
近
畿
地
連
が
屋
台

出
店
を
呼
び
か
け
、
県
本
部
は

現
評
の
仲
間
が
、
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
を
出
店
し
販
売
し
た
。

　
県
本
部
は
、
9
月
3
日
県
人

事
委
員
会
に
対
し
、
今
年
度
の

勧
告
に
向
け
て
、
県
職
労
と
と

も
に
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
冒

頭
、
本
多
義
弘
委
員
長
か
ら
、

青
山
善
敬
人
事
委
員
長
に
対
し

て
申
入
書
を
手
交
。
8
月
8
日

の
人
事
院
報
告
の
内
容
も
ふ
ま

え
、
以
下
の
と
お
り
申
し
入
れ

見
解
を
求
め
た
。

　
①
人
事
院
は
、
給
与
制
度
の

総
合
的
見
直
し
を
報
告
し
た

が
、
給
与
の
構
造
改
革
完
了
後

2
年
し
か
経
過
し
て
お
ら
ず
、

拙
速
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

②
「
技
能
労
務
職
の
給
与
の
あ

り
方
」
に
つ
い
て
、
委
託
に
よ

る
職
員
の
減
少
や
民
間
水
準
を

理
由
に
見
直
す
と
し
て
い
る

が
、
引
き
下
げ
は
容
認
で
き
な

い
。
③
県
の
勧
告
は
、
県
内
自

治
体
の
ほ
か
他
団
体
に
も
大
き

く
影
響
す
る
、
あ
る
べ
き
地
公

賃
金
を
勧
告
し
人
事
院
報
告
に

追
随
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
求

め
る
、
と
要
請
し
た
。

　
人
事
委
員
会
は
、
現
在
民
間

給
与
実
態
調
査
の
作
業
分
析
中

と
し
、
申
し
入
れ
に
対
し
て
は

明
解
な
回
答
は
行
わ
な
か
っ
た

が
、「
申
し
入
れ
内
容
、
国
、

他
府
県
の
動
向
を
考
慮
し
、
特

例
削
減
を
も
ふ
ま
え
、
内
容
を

検
討
し
た
い
」
と
し
た
。
な

お
、
勧
告
日
は
例
年
10
月
中
旬

と
な
っ
て
い
る
。

　
三
田
市
は
、
6
月
議
会
で
、

こ
れ
ま
で
労
使
が
直
営
堅
持
を

確
認
し
て
い
た
、
図
書
館
に
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
と

一
方
的
に
表
明
し
た
。

　
組
合
は
も
と
よ
り
、
図
書
館

の
利
用
者
ら
市
民
も
寝
耳
に
水

の
状
況
。「
三
田
市
の
図
書
館
を

考
え
る
市
民
の
会
」
が
結
成
さ

れ
、
急
遽
、
請
願
署
名
が
取
り

組
ま
れ
、
8
月
末
か
ら
の
短
期

間
で
２
７
０
０
筆
を
集
約
し
た
。

　
こ
の
情
勢
を
受

け
、
市
職
労
は
、
8

月
22
日
に
市
内
で

「
指
定
管
理
者
制
度

に
つ
い
て
」
学
習
会

を
開
催
し
82
人
が
参

加
し
た
。
講
師
の
菊

地
憲
之
・
県
本
部
執

行
委
員
は
、
先
行
事

例
を
あ
げ
、
サ
ー
ビ

ス
低
下
が
懸
念
さ
れ
、
職
員
の

雇
用
問
題
に
も
波
及
す
る
と
指

摘
し
た
。

　
最
後
に
、
図
書
館
の
組
合
員

は
、「
同
規
模
自
治
体
で
三
田

市
が
貸
し
出
し
冊
数
全
国
2

位
。
司
書
の
業
務
は
、
た
だ
本

を
貸
す
だ
け
で
は
な
く
、
積
み

重
ね
た
経
験
で
、
利
用
者
が
求

め
る
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
」

と
報
告
し
、
指
定
管
理
で
「
職

員
が
細
切
れ
雇
用
さ
れ
高
い

サ
ー
ビ
ス
が
維
持
で
き
な
い
」

と
し
た
。

　
8
月
26
～
28
日
自
治
労
第
86
回
定
期
大
会
が
大
阪
城
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
今
後
2
年
に
わ
た
る
運
動
方
針
な
ど
を
決
定
し

た
。
大
会
討
論
で
は
、
国
の
要
請
に
よ
る
地
公
賃
金
削
減
阻
止
の
た
た
か
い
に
つ
い
て
議
論
が
集
中
。
本
部
に
対
し
国
会
、
総

務
省
対
策
、
取
り
組
み
の
強
化
を
求
め
た
。
本
部
は
、
引
き
続
き
未
実
施
自
治
体
へ
の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
を
行
わ
せ
な
い
よ
う
取
り

組
む
な
ど
と
答
弁
し
た
。
ま
た
、
1
日
目
終
了
後
、
大
阪
府
本
部
の
主
催
で
、
自
治
の
未
来
を
「
劇
場
型
政
治
」
か
ら
取
り
戻

す
大
阪
集
会
が
開
催
さ
れ
、
大
会
参
加
者
も
合
流
し
、
公
務
員
を
敵
視
す
る
維
新
の
会
、
橋
下
市
長
ら
の
政
治
手
法
を
批
判
、

堺
市
長
選
挙
で
勝
利
を
め
ざ
そ
う
と
決
起
し
た
。

　豊岡市の公務災害認定
の取り組みは、02年５月
の発生から11年が経過し
た。被災者の家族や当該
労組、県本部で「支える
会」を結成し、支える体
制をつくった。認定申請
から棄却までで７年とい
う歳月はあまりにも長す
ぎる。公務災害認定の本
旨ともいえる「迅速かつ
公平な補償」とは、かけ離れている。
　10年10月に行政訴訟を起こし、今年６月25日
に地裁で「勝利判決」を勝ち取り、家族は「夫
の無念を晴らすことができた」と、思いを述べ
ている。
　しかし、基金本部はこの判決を不服として、
高裁へ控訴し、10月には第１回期日がはじまる。
　公務災害認定申請に対する本部としての取り
組み強化を要請する。

全国から４４００人が結集。現評の仲間が屋台で盛り上げた（左）

業務の重要性を訴える組合員

発言する谷副委員長

自治労第86回定期大会

地
公
賃
金

政
治
対
応
に
議
論
集
中

影
響
力
あ
る
運
動
へ

総
務
省
対
策
を
強
化

氏
家
体
制
が
ス
タ
ー
ト

サービス低下が懸念
指定管理で学習会

総
合
的
見
直
し
は
拙
速

県
人
事
委
へ
申
し
入
れ

迅速・公平な補償求める
豊岡公災認定のたたかいを発言

三
田
市
職
労
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活
発
な
大
会
論
議
を

新
し
い
公
務
員
制
度
の
実
現
と

生
活
改
善
及
び
賃
金
闘
争
の
取
り
組
み

　
県
本
部
は
９
月
27
～
28
日
、

第
63
回
定
期
大
会
を
開
く
。
大

会
基
調
で
は
、
３
つ
の
柱
か
ら

重
点
課
題
を
あ
げ
て
い
る
。

　
１
つ
は
、「
職
場
・
組
合
員
を

起
点
と
し
た
組
合
運
動
の
再
構

築
」。
仕
事
の
高
度
化
、
責
任

と
労
働
密
度
が
高
ま
る
中
、
賃

金
・
労
働
条
件
の
み
な
ら
ず
、

働
き
方
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
場
合

に
よ
っ
て
は
個
人
的
な
ト
ラ
ブ

ル
に
対
す
る
「
世
話
役
」
を
務

め
る
こ
と
を
、
労
働
組
合
の
役

割
と
し
て
改
め
て
位
置
づ
け
な

お
す
こ
と
を
提
起
。
あ
わ
せ
て
、

単
組
運
動
と
産
別
組
織
を
強
化

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
２
つ
は
、「
自
律
的
労
使
関
係

の
確
立
と
労
使
交
渉
の
強
化
」。

国
、
地
方
と
も
に
賃
金
独
自
削

減
が
行
わ
れ
、
人
勧
に
基
づ
く

給
与
決
定
と
実
態
の
か
い
離
を

強
調
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、

労
働
者
間
の
連
帯
で
あ
る
春
闘

の
強
化
と
、
主
体
的
な
労
使
交

渉
に
取
り
組
む
必
要
性
を
あ
げ
、

公
務
員
労
働
者
へ
の
労
働
基
本

権
回
復
を
求
め
て
い
る
。

　
３
つ
は
、「
公
務
職
場
の
格

差
是
正
と
労
働
法
制
の
適
用
」。

臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
の
処
遇

が
、
同
一
価
値
労
働
・
同
一
賃
金

原
則
に
照
ら
し
て
不
合
理
で
あ

り
、
格
差
が
存
在
す
る
こ
と
を

　
連
合
・
自
治
労
が
、
民
主
党

政
権
の
も
と
、
労
働
協
約
締
結

権
や
消
防
職
員
の
団
結
権
な
ど

を
求
め
成
立
を
め
ざ
し
た
、
公

務
員
制
度
改
革
関
連
法
案
は
、

昨
年
11
月
の
衆
議
院
解
散
に
よ

り
廃
案
と
な
り
ま
し
た
。

　
公
務
員
給
与
に
対
す
る
引
き

下
げ
圧
力
が
強
ま
り
、
公
務
員

給
与
と
勤
務
条
件
は
致
命
的
影

響
を
受
け
か
ね
な
い
状
況
に
あ

る
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
地
公
給
与
、
地
方
自
治
へ
の

国
の
介
入
は
、
断
じ
て
容
認
で

き
ず
、
引
き
続
く
取
り
組
み
強

化
が
必
要
で
す
。
公
務
員
給
与

の
回
復
に
向
け
た
取
り
組
み

と
、
骨
太
方
針
に
盛
り
込
ま
れ

た
、
地
方
交
付
税
の
改
悪
を
阻

止
し
、
交
付
税
の
機
能
回
復
と

削
減
さ
れ
た
給
与
費
の
復
元
に

向
け
た
運
動
を
組
織
の
総
力
で

取
り
組
み
ま
す
。

　
統
一
闘
争
体
制
を
再
構
築

し
、
基
本
と
な
る
、「
要
求―

交
渉―

妥
結
（
書
面
化
・
協
約

化
）」
の
交
渉
プ
ロ
セ
ス
の
確

立
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
ま
た
、
こ
の
間
の
統

一
闘
争
の
状
況
を
組
織
全
体
で

点
検
し
、全
て
の
単
組
で
交
渉
、

戦
術
を
統
一
日
に
配
置
し
妥
結

基
準
到
達
ま
で
粘
り
強
く
取
り

組
め
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。

　
低
賃
金
と
不
安
定
な
雇
用
環

境
に
お
か
れ
て
い
る
臨
時
・
非

常
勤
等
職
員
や
公
共
サ
ー
ビ
ス

民
間
労
働
者
の
処
遇
改
善
の
取

り
組
み
は
社
会
的
責
任
で
す
。

　
第
１
８
３
国
会
に
提
出
さ
れ

た
、
公
務
職
場
の
臨
時
・
非
常

勤
等
職
員
の
手
当
支
給
を
可
能

と
す
る
自
治
法
改
正
案
は
廃
案

と
な
り
ま
し
た
が
、「
勤
務
の

内
容
に
応
じ
た
任
用
・
勤
務
条

件
が
確
保
で
き
る
よ
う
配
慮
」

と
の
付
帯
決
議
を
も
と
に
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。
特
に
、
賃

あ
げ
て
い
る
。
格
差
是
正
の
た

め
に
は
、
当
事
者
の
参
画
と
と

も
に
、
正
規
、
非
正
規
が
と
も

に
問
題
解
決
に
向
か
う
体
制
が

必
要
不
可
欠
と
し
て
い
る
。
臨

時
・
非
常
勤
等
職
員
の
組
織
化

に
、
改
め
て
組
織
の
総
力
を
あ

げ
て
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

　
以
下
、
大
会
基
調
「
各
分
野

の
課
題
」の
要
旨
を
掲
載
す
る
。

大
会
で
活
発
な
議
論
を
お
願
い

す
る
。

金
水
準
の
改
善
に
向
け
、
同
一

価
値
労
働
・
同
一
賃
金
の
観
点

か
ら
、
常
勤
職
員
と
の
時
間
比

例
に
よ
る
均
等
待
遇
の
実
現
を

め
ざ
し
ま
す
。

反「
地
方
行
革
」・
反
合
理
化
・
予
算
要
求
・
人
員
確
保
の
た
た
か
い

職
場
の
権
利
・
安
全
衛
生
な
ど
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り

　
小
泉
構
造
改
革
は
、
自
治
体

の
賃
金
切
り
下
げ
や
民
間
委
託

に
よ
る
人
員
削
減
を
推
し
進
め

ま
し
た
。
以
降
、
地
方
公
務
員

数
は
減
り
続
け
、
兵
庫
県
内
市

町
で
は
、
２
０
１
１
年
ま
で
の

5
年
間
で
７
３
９
９
人
（
11
・

9
％
）
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
委
託

や
民
営
化
は
、
地
方
独
法
、
指

定
管
理
者
制
度
に
よ
り
、
提
供

責
任
の
放
棄
に
止
ま
ら
ず
、
受

益
者
負
担
名
目
で
住
民
に
新
た

な
負
担
を
求
め
、
非
正
規
労
働

者
の
拡
大
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災
自
治

体
や
支
援
自
治
体
と
も
、
人
員

不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

暮
ら
し
や
福
祉
を
守
る
立
場
で

反
行
革・
人
員
確
保
を
産
別
統
一

闘
争
と
し
て
た
た
か
い
ま
す
。

　
所
定
内
労
働
時
間
が
38
時
間

45
分
に
な
り
ま
し
た
が
、
時
間

外
労
働
は
減
る
こ
と
は
な
く
、

手
当
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
不

払
い
残
業
も
深
刻
な
状
況
で

す
。
労
働
基
準
法
も
活
用
し
な

が
ら
、
勤
務
時
間
管
理
を
徹
底

さ
せ
時
間
外
勤
務
の
縮
減
を
め

ざ
し
ま
す
。

　
過
重
労
働
の
結
果
と
し
て
、

メ
ン
タ
ル
不
調
、
過
労
死
や
自

殺
に
追
い
込
ま
れ
る
職
員
も
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
ま
た
、
安
全

衛
生
委
員
会
は
設
置
さ
れ
て
い

る
も
の
の
実
際
に
は
機
能
し
て

い
な
い
職
場
も
少
な
く
な
い
こ

と
か
ら
、
労
働
災
害
、
公
務
災

害
も
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

　
職
員
が
安
心
し
て
働
く
こ
と

が
で
き
る
環
境
整
備
や
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
へ
の
取
り
組
み

が
必
要
で
す
。
県
本
部
は
、
職

場
に
お
け
る
労
使
対
等
な
労
働

安
全
衛
生
委
員
会
を
重
視
し
、

労
働
安
全
衛
生
活
動
を
推
進
さ

せ
、
健
康
と
安
全
の
確
保
、
公

務
災
害
・
労
働
災
害
対
策
、
快
適

職
場
づ
く
り
を
実
現
し
ま
す
。

　「
解
雇
の
金
銭
解
決
」
な
ど

規
制
緩
和
の
動
き
へ
取
り
組
み

強
化
が
必
要
で
す
。
経
済
・
社

会
の
安
定
・
成
長
の
基
盤
と
し

て
安
定
雇
用
は
不
可
欠
な
要
件

で
す
。
雇
用
の
基
本
は
「
期
間

の
定
め
の
な
い
直
接
雇
用
で
あ

る
」
こ
と
を
社
会
の
原
則
と
し

て
確
立
し
、
非
正
規
雇
用
か
ら

正
規
雇
用
へ
の
転
換
促
進
施
策

の
拡
充
と
、
安
定
雇
用
確
保
を

求
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
は
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
重
要
な
担
い
手

で
す
。
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員

の
処
遇
改
善
と
安
定
雇
用
の
確

立
は
、
自
治
労
全
体
の
大
き
な

課
題
で
あ
り
、
全
単
組
で
の
具

体
的
な
行
動
が
必
要
で
す
。

　
高
齢
者
雇
用
安
定
法
に
基
づ

き
、
希
望
者
全
員
の
雇
用
確
保

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
政
府

は
、
基
本
方
針
で
年
金
と
の
接

続
を
「
再
任
用
の
義
務
化
」
で

対
応
す
る
と
し
ま
し
た
。
引
き

続
き
定
年
延
長
の
実
現
を
求
め
、

希
望
者
全
員
の
年
金
支
給
開
始

年
齢
ま
で
の
雇
用
と
賃
金
水
準

の
確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

府
・
自
民
党
は
、
生
活
保
護
水

準
の
切
り
下
げ
を
強
行
し
た
上

に
、
骨
太
方
針
に
お
い
て
社
会

保
障
給
付
の
抑
制
を
明
言
し
て

い
ま
す
。
安
易
な
社
会
保
障
給

付
の
抑
制
に
反
対
し
、
持
続
可

能
な
全
世
代
型
社
会
保
障
制
度

を
構
築
す
る
た
め
、
財
源
の
確

保
、
積
極
的
社
会
保
障
政
策
を

推
進
し
ま
す
。

　
少
子
化
社
会
対
策
会
議
で
決

定
さ
れ
た
「
子
ど
も
・
子
育
て

新
シ
ス
テ
ム
の
基
本
制
度
」
で

は
、
市
町
村
の
責
務
の
明
確
化

と
機
能
強
化
、
最
低
基
準
の
改

善
の
方
向
と
そ
の
財
源
の
確

保
、
学
童
保
育
の
社
会
的
規
制

の
整
備
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
三
党
の
修
正

協
議
で
「
総
合
こ
ど
も
園
は
導

入
せ
ず
、
幼
保
連
携
型
認
定
こ

ど
も
園
を
施
設
類
型
と
す
る
」

こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。
全
て
の

子
ど
も
に
開
か
れ
た
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
策
の
実
現
に
向
け

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

安
心
・
安
全
・
信
頼
の
社
会
保
障
制
度
の
確
立
と

住
民
の
健
康
と
福
祉
を
守
る
た
た
か
い

平
和
・
人
権
・
環
境
を
守
る
取
り
組
み
と
脱
原
発
の
推
進

政
治
活
動
の
推
進
と
各
種
選
挙
闘
争
の
取
り
組
み

　
少
子
・
高
齢
化
、
人
口
減
少
、

高
齢
者
世
帯
・
単
身
世
帯
の
急

増
に
加
え
、
社
会
保
険
の
適
用

か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
派
遣
・

非
正
規
労
働
者
の
増
加
な
ど
、

家
族
と
企
業
内
福
祉
に
依
存
し

た
日
本
型
社
会
保
障
制
度
は
綻ほ

こ
ろ

び
を
露
呈
し
て
い
ま
す
。
皆
保

険
・
皆
年
金
制
度
の
堅
持
を
前

提
に
、高
齢
期
ば
か
り
で
な
く
、

子
育
て
の
社
会
化
、
女
性
の
就

労
促
進
、
若
者
の
就
労
支
援
の

充
実
な
ど
、
全
世
代
型
社
会
保

障
制
度
へ
の
抜
本
改
革
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
福
祉
・
医
療
・
介
護
等
の
職
場

で
は
、
人
員
不
足
、
過
重
労
働
、

低
賃
金
な
ど
の
理
由
で
、
労
働

者
が
職
場
を
去
る
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
労
働
者

が
働
き
続
け
ら
れ
る
処
遇
と
賃

金
が
確
保
さ
れ
た
、
デ
ィ
ー
セ

ン
ト
ワ
ー
ク
が
必
要
で
す
。
政

　
政
府
・
自
民
党
は
、
憲
法
改

正
の
発
議
要
件
緩
和
の
た
め
憲

法
第
96
条
改
正
を
め
ざ
し
、
そ

れ
に
よ
り
第
9
条
の
改
悪
、
国

防
軍
の
創
設
、
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
を
目
論
ん
で
い
ま
す
。

現
行
憲
法
の
基
本
理
念
で
あ
る

平
和
主
義
を
堅
持
す
べ
く
、
憲

法
改
悪
、
憲
法
解
釈
の
変
更
を

さ
せ
な
い
取
り
組
み
を
強
化
し

ま
す
。
ま
た
、
普
天
間
基
地
の

即
時
返
還
な
ど
在
日
米
軍
基

地
の
縮
小
・
撤
去
を
求
め
平
和

フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
と
連
携
し
取

り
組
み
ま
す
。

　
県
本
部
内
で
の
差
別
記
入
問

題
を
反
省
し
、
人
権
学
習
強
化

を
行
い
、
全
て
の
人
が
人
権
を

守
ら
れ
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
ま
す
。

　
福
島
第
１
原
発
事
故
に
よ
る

生
活
補
償
を
行
う
よ
う
、
福
島

復
興
再
生
特
別
措
置
法
の
着
実

な
執
行
、
早
期
の
補
償
・
支
援

を
政
府
に
求
め
ま
す
。
ま
た
、

原
発
再
稼
働
に
反
対
し
脱
原

発
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
を
求
め
取
り
組
み
を
展

開
し
ま
す
。

　
自
治
労
は
、
綱
領
に
示
さ
れ

た
「
自
由
・
公
正
・
連
帯
」
の
基

本
理
念
の
も
と
、「
強
者
に
よ

る
新
自
由
主
義
的
な
諸
政
策
」

を
終
わ
ら
せ
、
政
治
・
経
済
・
社

会
の
シ
ス
テ
ム
を
、
公
共
の
役

割
を
再
構
築
し
、
勤
労
者
の
生

活
と
社
会
的
公
正
を
重
視
し
た

も
の
に
抜
本
的
に
転
換
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
き
ま
し
た
。

　「
組
合
員
の
権
利
擁
護
の
た

め
政
策
を
実
現
す
る
」
と
い
う

労
働
組
合
の
政
治
活
動
の
原
点

を
ふ
ま
え
、
協
力
政
党
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
従
来
の
枠
組
み

を
越
え
幅
広
く
連
携
・
協
力
を

模
索
し
ま
す
。

　
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
再
生
と
市

民
自
治
を
基
本
と
し
た
地
域
づ

く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
自
治

労
の
政
策
を
理
解
し
、
働
く
者

の
立
場
で
意
見
反
映
す
る
組
織

内
議
員
や
協
力
議
員
の
拡
大
を

め
ざ
し
ま
す
。

　
自
治
労
の
組
織
率
の
減
少
傾

向
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。
と
り
わ
け
本
庁
職
場
の

組
織
率
が
低
下
し
て
お
り
、
新

規
採
用
者
全
員
の
組
合
加
入
と

非
組
合
員
対
策
を
最
重
点
で
取

り
組
み
ま
す
。

　
今
年
6
月
の
都
市
交
と
の
組

織
統
合
を
組
織
強
化
に
つ
な

げ
、
地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
労
働

者
の
結
集
を
展
望
し
、
さ
ら
な

る
連
帯
強
化
を
は
か
り
ま
す
。

　
県
本
部
は
「
組
織
強
化
・
拡

大
の
た
め
の
12
年
次
推
進
計

産
別
組
織
の
確
立
と
強
化
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
労
働
者
の
総
結
集
の
取
り
組
み

画
」
に
よ
り
、
非
正
規
労
働
者

を
は
じ
め
公
共
民
間
労
働
者
の

組
織
化
な
ど
、
組
織
の
拡
大
・

強
化
の
方
向
性
を
示
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
春
闘
を
起
点
と

し
た
年
間
の
運
動
サ
イ
ク
ル
の

構
築
や
、
自
ら
の
賃
金
・
労
働

条
件
の
決
定
に
あ
た
っ
て
の

「
要
求―

交
渉―

妥
結
」
の
取

り
組
み
は
不
十
分
で
す
。

　
組
合
員
の
声
を
反
映
し
た
組

合
運
動
を
丁
寧
に
進
め
て
い
く

こ
と
が
、
信
頼
の
第
１
歩
で
あ

り
、
そ
の
求
心
力
を
背
景
に
当

局
に
厳
し
く
迫
る
こ
と
の
で
き

る
存
在
感
の
あ
る
組
織
で
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
優
し
さ

と
強
さ
を
兼
ね
備
え
た
頼
れ
る

労
働
組
合
」
と
し
て
組
合
員
の

結
集
を
高
め
る
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。

　
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
の
普
及
で
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
用
い
た
情
報
発
信
・
収
集

が
よ
り
身
近
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
本
部
は
、
２
０
１
４

年
1
月
よ
り
新「
産
別
ネ
ッ
ト
」

の
本
格
稼
動
を
開
始
し
ま
す
。

県
本
部
も
各
種
メ
デ
ィ
ア
を
通

し
た
単
組
と
の
効
率
的
な
情
報

提
供
に
向
け
、
役
職
員
の
研
修

を
は
じ
め
県
本
部
活
動
に
活
用

で
き
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
私
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況

は
、
従
来
の
活
動
で
は
カ
バ
ー

し
き
れ
な
い
範
疇
ま
で
課
題
が

広
が
っ
て
お
り
、
地
域
や
評
議

会
の
枠
を
越
え
た
活
動
も
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
県
本
部
、
ブ

ロ
ッ
ク
の
運
動
、
組
織
の
強
化

に
向
け
、
組
織
の
見
直
し
も
視

野
に
入
れ
な
が
ら
、
反
合
理
化

の
た
た
か
い
や
組
織
拡
大
に
取

り
組
み
ま
す
。

団
結
を
強
め
未
来
を
切
り
開
こ
う

　
県
本
部
第
63
回
定
期
大
会

と	

き		

９
月
27
～
28
日	

／	

と
こ
ろ		

舞
子
ビ
ラ
神
戸

職場のたたかい持ち寄ろう
組
織
強
化
が
重
要
課
題
第
63
回
大
会

（
　
　
　  

）

基
調
要
旨
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お・
も・
て・
な・
し

▼
今
年
の
流
行
語

大
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー

ト
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
滝
川
ク
リ
ス
テ

ル
さ
ん
の
プ
レ
ゼ

ン
の
効
果
が
あ
っ

た
の
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
２
０
２
０
年
東
京
に
招
致

さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
た
▼
私

も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
テ
レ
ビ
に

か
じ
り
つ
い
て
観
戦
す
る
方
だ

が
、
東
京
開
催
に
素
直
に
喜
べ

な
い
▼
テ
レ
ビ
画
面
に
安
倍
首

相
の
う
か
れ
た
顔
が
出
た
と
た

ん
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
切
り
替
え

た
の
は
私
だ
け
で
あ
ろ
う
か（
ち

な
み
に
切
り
替
え
て
も
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
こ
と
ば
か
り
）
▼
首

相
の
発
言
と
は
逆
に
、
実
際
に

は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
て
い
な

い
福
島
の
放
射
能
汚
染
水
問
題

▼
１
０
０
０
兆
円
を
超
え
る
借

金
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
五

輪
特
需
と
国
土
強
靭
化
計
画
が

追
い
風
と
な
り
今
後
７
年
間
で

行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
多
額
の
公

共
投
資
。
そ
の
後
に
控
え
る「
五

輪
バ
ブ
ル
」
崩
壊
▼
五
輪
開
催

を
被
災
地
の
み
な
さ
ん
は
ど
の

よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
▼
思
う
よ
う
に
進
ん
で
い
な

い
東
日
本
大
震
災
の
復
興・
復
旧

が
最
優
先
で
は
な
い
か
。「
第
４

の
矢
」
と
う
か
れ
て
ば
か
り
で

は
い
ら
れ
な
い
。

５日　臨職評第19回定期総会（神戸市教育会館）
12 ～ 13日　2013人権教育ひょうごスタディツアー in 高知
15日　2013現業・公企統一闘争勝利!県本部総決起集会

（県民会館）

当面の日程

おやすみ漫

　
県
本
部
は
９
月
７
日
か
ら
３
日
間
、
15
回
目
と
な
る
沖
縄
視
察
団
を
取
り
組
ん
だ
。「
普
天
間
基

地
へ
の
オ
ス
プ
レ
イ
配
備
」
で
は
、
知
事
を
は
じ
め
と
す
る
全
首
長
、
全
議
会
が
「
オ
ー
ル
沖
縄
」

で
反
対
し
た
も
の
の
、日
米
両
政
府
は
配
備
を
強
行
。さ
ら
に
安
倍
晋
三
首
相
は
今
年
４
月
28
日
、「
主

権
回
復
記
念
式
典
」
を
実
施
。
沖
縄
か
ら
は
「
沖
縄
を
切
り
捨
て
た
日
だ
」
と
怒
り
の
声
が
あ
が
っ

て
い
る
。
政
府
の
「
沖
縄
の
負
担
を
軽
減
す
る
」
と
の
言
葉
は
ま
さ
に
口
先
だ
け
で
、
実
態
は
危
険

が
高
ま
る
ば
か
り
だ
。
当
然
、
反
発
は
強
ま
る
が
、
そ
の
声
を
受
け
止
め
よ
う
と
は
し
な
い
。
県
本

部
は
、
沖
縄
戦
の
歴
史
と
基
地
の
現
状
、
反
基
地
闘
争
に
学
び
、
連
帯
す
る
決
意
を
固
め
た
。

　
地
公
賃
金
の
削
減
を
押
し
付

け
よ
う
と
13
年
度
の
地
方
交
付

税
を
削
減
し
た
政
府
は
、
14
年

度
予
算
算
定
に
あ
た
っ
て
歳
出

全
般
の
圧
縮
や
人
件
費
を
削
減

す
る
考
え
を
示
し
て
い
る
。

　
県
本
部
は
９
月
24
日
、
兵
庫

県
議
会
と
し
て
政
府
に
「
地
方

財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書
」
を
あ
げ
る
よ
う
請
願

書
を
提
出
し
た
。
兵
教
組
、
兵

庫
高
等
学
校
組
合
と
連
名
で
取

り
組
ん
だ
。

　
請
願
内
容
は
、
地
方
財
政
計

画
、
地
方
交
付
税
総
額
の
決
定

に
当
た
っ
て
は
、
地
方
公
共
団

体
の
担
う
役
割
を
踏
ま
え
、
国

と
地
方
の
協
議
の
場
で
十
分
な

協
議
の
も
と
に
決
定
す
る
こ
と

な
ど
６
点
。

　
紹
介
議
員
に
は
、
民
主
党
、

共
産
党
の
各
会
派
と
無
所
属
議

員
３
人
。
議
員
要
請
で
森
蔭
守

書
記
長
は
、「
地
方
固
有
の
財

源
で
あ
る
交
付
税
は
地
方
の
た

め
に
使
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
訴
え
、理
解
を
求
め
た
。

　
県
本
部
執
行
部
、
単
組
組
合

員
を
あ
わ
せ
26
人
が
参
加
し
た
。

　
初
日
は
基
地
の
現
状
を
学
ぶ

た
め
、
普
天
間
基
地
、
嘉
手
納

基
地
を
視
察
し
た
。

　「
基
地
が
沖
縄
経
済
を
支
え

て
い
る
」
と
の
主
張
は
、
今
や

通
用
し
な
い
。
視
察
団
は
北ち
ゃ
た
ん谷

町
役
場
を
訪
問
し
、
同
町
職
労

の
池
原
誠
委
員
長
か
ら
基
地
返

還
後
の
経
済
状
況
な
ど
の
説
明

を
受
け
た
。「
基
地
の
跡
地
利

用
に
よ
っ
て
、税
収
は
約
50
倍
、

雇
用
は
20
倍
に
な
っ
た
」
と
強

調
。
ま
た
、
水
不
足
で
県
民
が

節
水
し
て
も
、
米
軍
は
水
を
使

い
た
い
放
題
。
沖
縄
で
は
米
軍

が
優
先
さ
れ
て
い
る
実
態
を
熱

く
訴
え
、
兵
庫
の
参
加
者
は
怒

り
を
共
感
し
た
。

　
２
日
目
は
、
戦
争
の
歴
史
に

触
れ
る
コ
ー
ス
と
し
て
、
住
民

の
避
難
所
や
陸
軍
病
院
と
し
て

使
わ
れ
た
糸
数
壕
、ひ
め
ゆ
り
、

平
和
祈
念
資
料
館
を
訪
れ
た
。

　
組
織
内
の
え
さ
き
た
か
し

参
議
院
議
員
が
９
月
11
～
13

日
、
県
本
部
内
19
単
組
を
訪

問
し
た
。
毎
年
、
国
会
閉
会

中
に
単
組
訪
問
を
行
っ
て
い

る
も
の
で
、
兵
庫
に
入
る
の

は
今
回
が
初
め
て
。
え
さ
き

さ
ん
は
「
改
め
て
当
選
の
お

礼
も
述
べ
た
い
」
と
口
火
を

切
り
、
職
場
の
現
状
や
悩
み

を
熱
心
に
聞
い
た
。

　
最
初
に
訪
問
し
た
の
は
市

町
村
共
済
労
組
。
共
済
制
度

の
一
元
化
の
動
向
な
ど
で
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

　
共
済
労
組
の
生
駒
真
紀
委

員
長
が
、「
共
済
制
度
は
労

使
で
つ
く
る
民
主
的
な
制

度
。
そ
の
メ
リ
ッ
ト
が
も
っ

と
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

も
い
い
。
制
度
を
守
る
た
め

一
緒
に
頑
張
っ
て
欲
し
い
」

と
投
げ
か
け
た
。

　
え
さ
き
さ
ん
は
、「
労
働

基
本
権
の
制
約
と
い
う
身
分

的
な
問
題
が
あ
っ
て
共
済
制

度
も
異
な
る
扱
い
が
さ
れ
て

き
た
。
基
本
権
の
動
き
が
止

ま
っ
て
い
る
今
、
そ
の
こ
と

は
主
張
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」な
ど
と
応
じ
た
。

　今回、初日に普天間基地、嘉
手納基地等を見学し、大変暑い
中、北谷町役場屋上で北谷町職
委員長より説明を受けた。土地
が返還されても土壌汚染された
土を除染するのに５年もかかり
開発が遅れている話しを聞いて
いる最中にも、軍用機が何回と
なく頭上を飛ぶたびに声が聞こ
えにくい状況だった。平日だっ
たらと想像すると、多くのヘリ
コプターや戦闘機の爆音がし、
県民の怒りを想像することがで
きた。
　平和祈念資料館は目をふさぎ

たくなるような写真も展示され
ており、二度とあのような悲惨
な戦争を起こさないためにも反
戦平和運動を今後も取り組んで
いかなければならないと深く感
じた。
　沖縄の現状を多少なりとも知
ることで改めて今の平和に感謝
した。今後もこのような事業を

続けていただきたい。
丹波市職労・岡本

　自分がこれまでいかに沖縄、
ひいては日本という国に無知で
あったかを思い知らされた。沖
縄戦がどのように展開していっ
たか、なぜ沖縄でこれほどまで
に悲惨な戦いが行われたのか、
初めて知ることばかりであった。
　現在の沖縄については、普天
間飛行場、嘉手納基地などを視
察した。テレビで基地を見たこ
とはあったが、これほど住宅地
に隣接しているとは思ってもみ
ず、沖縄の方々の生活は、まさ
しく基地とともにあるのだと実
感した。
　最も衝撃を受けたのが北谷町
職委員長の話であった。民家や
校庭の児童を標的とした訓練、
米軍に対して湯水のように税金
を使用する日本政府など、愚行
をあげれば枚挙に暇がない。
　これまで私は、「戦争」は過去
であり、歴史の悲惨な１ページ
であると思っていた。
　しかし、沖縄では今も「戦争」
が続いている。決して過去など
ではない。沖縄だけに犠牲を強
いることは、同じ日本人として
恥ずかしいと思う。「平和」は、
当たり前にそこに有るものでは
なく、１人ひとりがその意義を考
え、常に求め続けなければならな
いものだと感じた。 高砂市職

第15次視察団

沖
縄
に
学
び
反
基
地
闘
争
を
強
化

強
ま
る
沖
縄
切
り
捨
て

え
さ
き
さ
ん
が
単
組
訪
問

職
場
の
現
状
を
聞
く

共
済
労
組
か
ら
は
要
請
書
も

地方財政の充実求める
９月24日 県議会に請願書提出

沖縄視察団 参加者の感想
県 民 の 暮 ら し
脅かす米軍基地 米軍を過剰に優遇

政府の愚行知る

日本軍の司令部跡で説明を受けた

「共済制度の堅持」を求
める要請書を提出した

民主党議員に要請
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委
員
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、

各
組
織
が
活
動
報
告
を
行
っ
た
。

　
日
本
ヘ
ル
ス
労
組
は
、
ス
ト

ラ
イ
キ
を
背
景
に
し
た
春
闘
の

取
り
組
み
や
委
託
職
場
の
課
題

を
報
告
。
公
企
評
は
安
全
衛
生

点
検
や
水
週
間
の
取
り
組
み
を

報
告
し
た
。
公
共
民
間
協
は
、

評
議
会
の
年
間
活
動
や
労
使
関

係
の
厳
し
い
実
態
を
話
し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、
委
託
職
場

に
お
け
る
安
全
衛
生
、
入
札
問

題
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
交
流

し
た
。

　
本
部
は
日
本
ヘ
ル
ス
工
業
大

阪
労
組
の
組
合
員
が
存
在
す
る

地
域
で
の
交
流
を
推
進
し
て
お

り
、
県
本
部
は
８
月
12
日
、
同

労
組
と
県
本
部
専
従
役
職
員
、

公
企
評
、
公
共
民
間
協
３
役
の

交
流
会
を
実
施
し
た
。

　
県
本
部
の
本
多
義
弘
委
員
長
、

日
本
ヘ
ル
ス
労
組
の
石
水
康
喜

労
組
も
含
め
、
各
単
組
の
課
題

を
報
告
し
あ
っ
た
。

　
総
会
後
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に

は
、
組
合
員
家
族
も
参
加
し
、

交
流
を
深
め
た
。

間
の
支
援
を
呼
び
か
け
た
。
県

本
部
の
森
哲
二
組
織
部
長
は
、

自
民
党
政
権
に
な
り
、
労
働
法

制
の
改
悪
や
更
な
る
合
理
化

が
予
想
さ
れ
る
と
し
、「
職
場

で
集
ま
り
、
議
論
す
る
。
要
求

す
る
。
あ
た
り
前
の
こ
と
を

し
っ
か
り
や
っ
て
い
こ
う
」
と

激
励
し
た
。

　
議
事
で
は
、
近
畿
地
連
で
の

評
議
会
結
成
に
向
け
た
取
り
組

み
等
の
活
動
方
針
を
確
認
、
副

議
長
の
中
渕
世
志
人
さ
ん
の
後

任
に
大
政
章
さ
ん
を
選
出
、
兵

庫
県
内
の
上
下
水
道
関
連
職
場

で
働
く
日
本
ヘ
ル
ス
工
業
大
阪

　
自
治
体
の
外
郭
団
体
や
社
会

福
祉
法
人
等
の
労
組
が
結
集
す

る
公
共
民
間
協
は
、
９
月
14
日

に
神
戸
市
フ
ル
ー
ツ
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
で
第
13
回
の
総
会
を
開

催
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
っ
て
大
野
敏
隆

議
長
は
、「
公
共
民
間
労
組
は
、

指
定
管
理
や
入
札
等
で
雇
用

不
安
が
多
い
。
協
議
会
に
結

集
し
て
、
仲
間
を
支
援
し
よ

う
」
と
話
し
、
フ
ル
ー
ツ
フ

ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
を
運
営
す
る
㈱

神
戸
ワ
イ
ン
も
解
散
決
定
で
雇

用
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
に
触
れ
、
み
の
り
労
組
の
仲

　
多
く
の
現
業
職
場
で
は
、
事

業
の
民
間
委
託
や
欠
員
不
補
充

が
続
き
、
新
規
採
用
も
無
く
、

技
術
の
継
承
も
ま
ま
な
ら
な
い

状
況
だ
。
県
本
部
は
、
現
業
・

公
企
統
一
闘
争
の
推
進
に
向

け
、
９
月
18
日
、
闘
争
委
員
会

を
開
催
し
た
。

　
委
員
会
は
、
確
定
闘
争
に
埋

没
し
な
い
よ
う
、
行
政
職
も
含

め
た
労
働
条
件
改
善
の
権
利
闘

争
と
位
置
付
け
、
10
月
１
日
を

要
求
書
提
出
基
準
日
と
す
る
。

単
組
は
、
職
場
点
検
や
職
場
討

論
で
要
求
書
を
作
成
し
、
要
求

書
提
出
、
交
渉
実
施
、
書
面
協

定
締
結
と
い
う
闘
争
サ
イ
ク
ル

確
立
に
向
け
取
り
組
み
、
書
面

協
定
締
結
率
40
％
を
め
ざ
す
と

確
認
し
た
。

　
県
本
部
は
、
10
月
15
日
に
総

決
起
集
会
を
開
催
。
そ
の
後
交

渉
強
化
ゾ
ー
ン
を
設
け
、
25
日

に
１
時
間
の
統
一
行
動
を
配
置

し
た
た
か
い
を
展
開
す
る
。
ま

た
、
単
組
交
渉
支
援
を
取
り
組

み
、
直
営
堅
持
、
人
員
確
保
、

地
公
企
労
法
や
労
基
法
、
安
衛

法
な
ど
の
法
令
違
反
の
解
消
な

ど
、
現
場
の
取
り
組
み
で
前
進

を
め
ざ
す
。

現業公企統一闘争の日程
10月１日　要求書提出基準日
10月15日　回答指定日
　　　　　現業公企闘争勝利!総決起集会
　　　　　現業公企闘争青年女性交流会
10月25日　県本部統一行動日

　
９
月
13
日
、
佐
用
町
文
化
情

報
セ
ン
タ
ー
で
第
42
回
町
職
連

協
定
期
総
会
が
13
単
組
40
人
の

参
加
で
開
催
さ
れ
た
。

　
野
﨑
直
規
議
長
の
主
催
者
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
来
賓
と
し
て

本
多
義
弘
県
本
部
委
員
長
、
え

さ
き
た
か
し
参
議
院
議
員
が
あ

い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　
岡
本
豊
誠
事
務
局
次
長
よ
り

「
13
年
度
活
動
報
告
」「
兵
庫
県

市
町
村
共
済
組
合
報
告
」、竹
内

克
企
事
務
局
次
長
よ
り
「
兵
庫

県
町
村
職
員
互
助
会
報
告
」
の

経
過
報
告
が
さ
れ
た
。
続
い
て

北
川
寿
一
事
務
局
長
が
「
14
年

度
活
動
方
針
」「
当
面
の
闘
争
方

針
に
つ
い
て
」
を
一
括
提
案
し
、

町
職
連
協
統
一
要
求
書
に
よ
る

13
確
定
闘
争
に
向
け
て
の
各
単

組
で
の
取
り
組
み
も
提
起
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、７
・
８
％
地

公
給
与
カ
ッ
ト
問
題
に
つ
い
て

各
単
組
の
取
り
組
み
状
況
が
わ

か
る
資
料
の
提
供
や
町
村
会
交

渉
再
開
へ
の
取
り
組
み
強
化
を

求
め
る
発
言
が
あ
っ
た
。
町
職

連
協
統
一
要
求
書
に
つ
い
て
は
、

10
月
25
日
開
催
予
定
の
町
職
連

協
単
組
代
表
者
会
議
で
再
確
認

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
最
後
に

「
役
員
の
交
代
に
つ
い
て
」
の

提
案
を
奥
澤
浩
副
議
長
が
行
い
、

町
職
連
協
新
役
員
体
制
を
確
認

し
た
。

　
総
会
終
了
後
に
、
再
任
用
制

度
・
退
職
手
当
・
人
勧
に
関
し

て
、
服
部
圭
司
県
本
部
副
委
員

長
か
ら
講
演
が
行
わ
れ
た
。
特

に
各
町
職
で
は
再
任
用
制
度
を

運
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
少
な

く
、「
13
確
定
闘
争
で
は
必
ず

交
渉
を
」
と
強
調
し
た
。

ん
は
語
る
。
ど
こ
の
職
場
も
共
通
す

る
が
、
削
減
案
は
机
上
の
計
算
で
、

現
場
実
態
を
反
映
し
て
い
な
い
。
ま

た
、
６
年
前
、
売
上
げ
低
迷
な
ど
財

政
悪
化
で
、
一
時
金
が
１
ヵ
月
分

カ
ッ
ト
さ
れ
、
こ
れ
を
契
機
に
労
組

を
立
ち
上
げ
、
武
庫
川
ユ
ニ
オ
ン
に

加
盟
、
会
社
側
と
厳
し
く
た
た
か
っ

た
歴
史
を
持
つ
。

　
組
合
員
は
、
尼
崎
ボ
ー
ト
レ
ー
ス

場
で
、
公
正
な
競
技
の
実
施
を
運
営

す
る
た
め
、業
務
に
従
事
し
て
い
る
。

レ
ー
ス
タ
イ
ム
の
計
測
や
、
着
順
の

確
定
、
違
反
行
為
の
判
定
な
ど
、
い

ず
れ
の
業
務
も
払
戻
金
に
関
わ
る
た

め
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
か
か
る
業

務
だ
。
だ
か
ら
こ
そ
、
迫
力
あ
る

レ
ー
ス
が
保
た
れ
て
い
る
。
み
な
さ

ん
も
、
自
治
労
の
仲
間
が
い
る
ボ
ー

ト
レ
ー
ス
場
に
足
を
運
び
、
公
営
競

技
の
発
展
に
、
夢
（
舟
券
）
を
握
り

し
め
ま
せ
ん
か
。

　
２
０
１
３
年
６
月
に
自
治
労
加
盟

が
承
認
さ
れ
た
、
日
本
モ
ー
タ
ー

ボ
ー
ト
競
走
会
労
働
組
合
兵
庫
県
支

部
（
競
走
会
労
組
尼
崎
）
の
仲
間
に

話
を
伺
っ
た
。

　
労
組
が
抱
え
る
課
題
の
１
つ
に
、

人
員
配
置
の
見
直
し
で
、
水
面
下
で

41
人
の
職
員
を
10
％
削
減
す
る
動
き

が
あ
る
と
、
委
員
長
の
祐
永
直
樹
さ

課題確認し、新たな一歩
評議会の総会報告①

町職連協

再
任
用
の
制
度
化
を

13
確
定
で
全
単
組
が
交
渉

公共民間協

仲
間
の
支
援
が
重
要

み
の
り
労
組
の
雇
用
確
保
へ

９
月
18
日 

闘
争
委
員
会
を
発
足

現
業
公
企
闘
争 

統
一
行
動
日
は
25
日

日本ヘルス労組と初交流
委託職場の労安などで議論

新規加盟単組紹介 競走会労組尼崎
公
正
な
レ
ー
ス
運
営
に
尽
力

地
公
賃
金
闘
争
の
総
括
や
13
確
定
の
課
題
を
議
論
し
た
町
職

連
協
総
会
●上
労
働
法
政
の
動
向
を
ふ
ま
え
、
組
織
強
化
を
確

認
し
た
公
共
民
間
協
総
会

報告を行う石水さん
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妻
が
筋
力
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
は
じ
め

た
。
安
く
通
え
る

ジ
ム
を
探
し
、
専

門
的
な
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら

長
期
的
な
プ
ラ
ン

で
頑
張
っ
て
い

る
。「
や
っ
ぱ
り
プ
ロ
は
違
う

よ
」「
プ
ロ
の
い
う
こ
と
を
素

直
に
聞
く
べ
き
」
と
い
う
言
葉

が
よ
く
出
て
く
る
▼
「
プ
ロ
は

違
う
か
ぁ
」
と
適
当
な
返
事
を

し
な
が
ら
、
原
発
事
故
の
汚
染

水
タ
ン
ク
問
題
の
ニ
ュ
ー
ス
を

眺
め
る
。
福
島
第
一
原
発
の
事

故
発
生
当
時
は
、
専
門
家
の
解

説
に
「
非
常
事
態
」
の
認
識
は

で
き
て
も
、
内
容
は
理
解
し
た

よ
う
な
気
分
に
な
る
程
度
で
、

原
子
炉
の
図
を
見
つ
め
て
い
た

▼
経
験
の
な
い
事
故
の
対
応
が

困
難
な
こ
と
は
十
分
に
理
解
で

き
る
が
、
汚
染
水
漏
れ
事
故
は

解
説
が
簡
単
で
わ
か
り
易
く
、

「
継
ぎ
目
か
ら
漏
れ
ま
し
た
」

「
傾
斜
地
の
タ
ン
ク
が
傾
い
て

い
て
水
位
計
が
」…
。
わ
か
り

易
す
ぎ
て
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら

「
大
丈
夫
か
？
素
人
で
も
わ
か

る
ぞ
」
と
つ
ぶ
や
く
。「
作
業

員
は
三
交
代
で
必
死
に
働
い
て

い
ま
す
」
と
い
う
レ
ポ
ー
タ
ー

の
言
葉
に
、
理
解
で
き
な
く
て

も
被
災
地
と
現
場
に
思
い
を
は

せ
、
関
心
を
持
ち
続
け
よ
う
と

誓
う
。

吉 田 ノ ボ

こんなことにならなければよいが…

第63回定期大会
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大
会
開
会
に
あ
た
り
、
執
行

部
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を
行

う
。

　
こ
の
１
年
間
は
、
大
き
な
取

り
組
み
や
状
況
の
変
化
が
あ
っ

た
。
昨
年
10
月
に
は
「
兵
庫
自

治
研
」
を
受
け
入
れ
、
無
事
成

功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
組

合
員
の
み
な
さ
ん
の
努
力
で
、

県
本
部
は
全
分
科
会
に
レ
ポ
ー

ト
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
と
り
わ
け
神
戸
市
職
労
の

レ
ポ
は
優
秀
賞
に
輝
い
た
。

　
全
国
集
会
の
喜
び
も
束

の
間
、
12
月
の
第
46
回
衆

議
院
選
挙
で
は
、
民
主
党

が
敗
退
。
自
公
政
権
の
復

活
を
許
し
て
し
ま
っ
た
。

第
２
次
安
倍
内
閣
発
足

後
、
退
職
金
引
き
下
げ
、
地
公

賃
金
削
減
の
攻
撃
が
強
ま
っ
て

い
る
。

　「
デ
フ
レ
脱
却
」「
株
価
安
定
」

な
ど
、
経
済
再
建
へ
の
期
待
が

高
ま
り
、
７
月
の
参
議
院
選
挙

で
も
自
民
党
の
圧
勝
を
許
し
て

し
ま
っ
た
。「
美
し
い
国
」
を
掲

げ
る
安
倍
内
閣
の
最
終
目
標
は

何
な
の
か
？
そ
れ
は
近
い
将
来

に
「
憲
法
改
正
」
を
行
う
こ
と

で
あ
る
。

　
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め

自
民
党
は
、
単
独
で
衆
参
両
院

の
３
分
の
２
を
確
保
す
る
こ

と
、
そ
し
て
護
憲
、
脱
原
発
、

平
和
・
人
権
・
環
境
に
取
り
組
む

自
治
労
の
力
を
削
ぐ
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
る
。

　
今
大
会
は
、
こ
う
し
た
状
況

で
開
催
さ
れ
る
。
自
民
党
の
改

憲
勢
力
に
飲
み
込
ま
れ
る
の

か
、
連
合
に
結
集
し
、
働
く
者

を
軸
と
し
た
社
会
に
す
る
の
か

の
分
岐
点
に
な
る
重
要
な
大
会

だ
と
認
識
し
て
い
る
。
執
行
部

方
針
に
対
し
て
活
発
な
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
た
た
か
う
方
針

を
決
定
し
て
ほ
し
い
。

　
衆
参
の
選
挙
で
は
負
け
た

が
、
年
内
に
は
県
内
で
各
種
首

長
・
自
治
体
選
挙
が
行
わ
れ
る
。

県
本
部
は
神
戸
市
長
選
挙
で
は

久
元
き
ぞ
う
さ
ん
、
神
河
町
長

選
挙
で
は
組
織
内
の
山
名
そ
う

ご
さ
ん
、
そ
し
て
西
脇
市
議
会

選
挙
で
は
、
同
じ
く
組
織
内
の

村
井
正
信
さ
ん
の
推
せ
ん
を
決

定
し
て
い
る
。

　
厳
し
い
情
勢
だ
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
は
下
を
向
く
の
で
は
な

く
、
団
結
を
強
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
当
面
す
る
現
業
公
企

闘
争
、
確
定
闘
争
を
精
い
っ
ぱ

い
た
た
か
う
こ
と
で
団
結
は
強

化
さ
れ
る
。

　
昨
年
の
自
治
研
集
会
で
は
、

住
民
が
私
た
ち
の
仕
事
に
期
待

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
自
信
と
誇
り
を

持
っ
て
前
進
す
る
た
め
、
大
会

で
議
論
を
深
め
よ
う
。

本多義弘委員長

働
く
者
の
分
岐
点
と
な
る
大
会

改
憲
勢
力
と
抗
す
る

　
大
会
は
、
坪
田
眞
樹
副
委
員

長
の
司
会
で
開
会
し
、
廣
瀬
美

惠
子
（
養
父
市
職
労
）、
大
野

義
政
（
県
職
労
）
の
両
代
議
員

を
議
長
団
に
選
出
し
議
事
を
進

め
た
。

　
開
会
に
あ
た
っ
て
本
多
義
弘

委
員
長
は
、「
厳
し
い
と
き
だ

か
ら
こ
そ
、
団
結
し
よ
う
」
と

述
べ
た
。
来
賓
の
近
畿
地
連
古

川
友
則
議
長
が
、
自
治
労
の
仲

間
を
代
表
し
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
、
働
く
仲
間
を
代
表
し
、
連

合
兵
庫
辻
芳
治
事
務
局
長
が
激

励
の
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　
議
事
は
、
第
５
号
議
案
「
新

規
加
盟
組
合
の
承
認
」を
先
議
。

　
県
本
部
は
、
９
月
27
～
28
日
、
第
63
回
定
期
大
会
を
神
戸
市
舞
子
ビ
ラ
で
開
催
し
た
。
大
会
に

は
、
各
単
組
の
代
議
員
、
傍
聴
者
な
ど
約
３
０
０
人
が
参
加
し
、
活
発
な
議
論
を
展
開
し
た
。
県

本
部
が
法
人
格
を
取
得
す
る
た
め
の
規
約
整
備
（
第
４
号
議
案
）
を
は
じ
め
、「
２
０
１
４
年
度

運
動
方
針(

案)

」
を
含
め
、
６
議
案
全
て
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
た
。
大
会
の
質
疑
で
は
合
計

18
人
が
発
言
し
単
組
の
取
り
組
み
な
ど
を
報
告
。
新
た
な
副
委
員
長
と
し
て
、
県
職
労
の
大
野
義

政
さ
ん
、
豊
岡
病
院
労
組
か
ら
隅
田
龍
さ
ん
を
選
出
し
た
。
ま
た
、
南
但
広
域
行
政
事
務
組
合
労

働
組
合
と
、
北
播
磨
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
職
員
ユ
ニ
オ
ン
の
自
治
労
加
盟
を
承
認
し
た
。

南
但
広
域
労
組
と
北
播
磨
ユ
ニ

オ
ン
の
自
治
労
加
盟
を
拍
手
で

承
認
し
た
。
そ
の
後
、
一
般
経

過
報
告
、
決
算
報
告
、
会
計
監

査
報
告
を
提
案
。
質
疑
で
６
人

の
代
議
員
か
ら
発
言
を
受
け
、

全
体
の
拍
手
で
報
告
事
項
を
承

認
し
た
。
続
い
て
、
執
行
部
か

ら
14
年
度
運
動
方
針
（
案
）
な

ど
、
各
議
案
を
一
括
提
案
し
１

日
目
の
議
事
を
終
え
た
。

　
２
日
目
の
質
疑
で
、
12
人
か

ら
発
言
を
受
け
、
提
案
さ
れ
た

全
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
た
。

1959年1月、大河内町（現神河町）
に生まれる（現54歳）。1977年4
月、大河内町役場入職。1995年
から自治労大河内町職書記長、
1999年から執行委員長、2005年
から神河町職執行委員長（初
代）。この間、播磨ブロック副
議長、県本部執行委員を歴任。

山名そうご
神河町長選挙 11月17日

1949年3月、西脇市に生まれる
（現64歳）。1971年4月、西脇市
役所入職し総務課、税務課、市
民課などで勤務。この間。自治
労西脇市職員組合執行委員長、
播磨ブロック副議長など歴任。
2009年10月、西脇市議会議員に
初当選。

村 井 正 信
西脇市会議員選挙 10月27日

久元きぞう
神戸市長選挙 10月27日

伊  賀　 央
豊岡市会議員選挙 10月27日

森 上 祐 治
南あわじ市会議員選挙 10月27日

　
ま
た
役
員
改
選
で
は
、
大
野

さ
ん
、
隅
田
さ
ん
を
新
副
委
員

長
に
選
出
し
、
新
体
制
を
確
立

し
た
。

　
そ
し
て
、「
改
憲
を
許
さ
な

い
決
議
」
を
代
議
員
の
拍
手
で

採
択
し
、
委
員
長
の
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
大
会
を
し
め
く
く
っ

た
。（
質
疑
内
容
は
別
掲
）

大会には代議員、傍聴者をあわせ約300人が参加した

厳しいからこそ団結を

第63回定期大会

改
憲
阻
止
の
運
動
強
め
る

大
野
、隅
田
新
副
委
員
長
を
選
出

法
人
格
取
得
へ
規
約
改
正

県本部組織内候補

県本部推せん候補
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雇
用
確
保
、賃
下
げ
阻
止
に
奮
闘

経
過
報
告
で
６
人
が
発
言

に
し
た
行
革
に
よ
っ
て
、
人
員

削
減
が
進
ん
で
い
る
。
職
員
へ

の
負
担
は
ま
す
ま
す
増
加
し
て

き
て
い
お
り
、
１
０
０
０
時
間

を
超
え
る
超
過
勤
務
を
行
う
職

員
も
い
る
。
当
局
に
人
員
増
や

超
過
勤
務
対
策
が
必
要
だ
と
求

め
て
い
る
も
の
の
抜
本
的
な
改

善
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
被
災

地
派
遣
後
の
職
場
の
人
員
不
足

な
ど
、
災
害
時
に
お
け
る
マ
ン

パ
ワ
ー
の
充
実
は
全
国
の
課

題
。
改
善
策
を
本
部
に
も
働
き

か
け
て
ほ
し
い
。
▼
（
答
弁
）

人
員
確
保
闘
争
の
取
り
組
み
を

強
化
す
る
。
本
部
へ
の
要
請
も

強
め
て
い
き
た
い
。

方
針
で
12
人
が
発
言

復
興
支
援
で
き
る
体
制
を

兵
　
庫
　
　
　
　
　
　

県
職
労
　
大
西
代
議
員

　
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
職

員
の
復
旧
復
興
応
援
派
遣
が
長

引
く
中
で
の
課
題
を
発
言
す

る
。
兵
庫
県
に
お
い
て
も
台
風

の
度
重
な
る
襲
来
や
、
ゲ
リ
ラ

豪
雨
な
ど
に
よ
り
被
害
が
拡
大

し
、復
旧
作
業
が
続
い
て
い
る
。

一
方
、
県
財
政
の
悪
化
を
背
景

　
売
り
上
げ
の
減
少
に
歯
止
め

が
か
か
ら
ず
、
当
局
と
の
交
渉

が
大
変
し
辛
い
状
況
に
あ
る
中

で
、
当
局
は
、
一
時
金
の
年
間

日
数
覚
書
に
従
わ
ず
55・
75
日
か

ら
端
数
の
０
・
75
を
切
り
捨
て
て

回
答
し
て
き
た
。
粘
り
強
く
交

渉
を
重
ね
、
年
間
55・
75
日
、
支

給
日
を
遅
ら
せ
る
こ
と
な
く
勝

ち
取
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
依

然
厳
し
い
状
況
は
継
続
す
る
。

現
状
を
守
る
こ
と
も
難
し
い
情

勢
。
取
ら
れ
る
前
に
食
い
止
め

る
た
め
に
も
引
き
続
き
県
本
部

の
よ
き
ア
ド
バ
イ
ス
、
支
援
を

お
願
い
し
た
い
。
▼
一
時
金
闘

争
の
取
り
組
み
に
敬
意
を
表
す

る
。
引
き
続
き
県
本
部
も
支
援

し
て
い
く
。

一
時
金
の
水
準
守
る

尼
　
　
崎
　
　
　
　
　
　

競
艇
労
組
　
小
川
代
議
員

　
豊
岡
裁
判
闘
争
は
、
み
な
さ

ん
の
協
力
の
お
か
げ
で
、
原
告

側
の
主
張
を
ほ
ぼ
認
め
て
も
ら

う
地
裁
判
決
を
得
た
。
基
金
本

部
へ
控
訴
し
な
い
よ
う
要
請
行

動
を
起
こ
し
た
が
、
残
念
な
が

ら
控
訴
さ
れ
た
。
県
本
部
や
単

組
の
み
な
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、

絶
対
勝
利
を
勝
ち
取
り
た
い
。

引
き
続
い
て
の
支
援
を
お
願
い

し
た
い
。
▼
時
間
は
か
か
る
と

思
う
が
、
公
務
災
害
認
定
を
勝

ち
取
る
ま
で
最
後
ま
で
連
携
し

て
た
た
か
い
た
い
。

控
訴
審
の
支
援
も

豊
　
岡
　
　
　
　
　
　

市
職
労
　
川
端
代
議
員

　
地
公
賃
金
削
減
で
は
、
国
か

ら
の
理
不
尽
な
要
求
を
受
け
入

れ
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
市
長
か
ら
給
与
削
減
実
施

の
協
議
要
請
が
あ
っ
た
。
一
定

の
削
減
は
や
む
を
得
な
い
と
し

て
も
、
今
後
の
市
を
担
っ
て
い

く
若
年
層
へ
の
配
慮
を
求
め
て

交
渉
を
行
っ
た
が
決
裂
。
１
時

間
ス
ト
を
行
っ
た
。
今
回
の
闘

争
で
改
め
て
労
使
対
等
原
則
が

重
要
だ
と
感
じ
た
。
本
当
の
労

使
交
渉
に
は
ま
ず
労
働
条
件
の

回
復
、
そ
の
た
め
に
は
政
治
闘

争
の
取
り
組
み
が
不
可
欠
だ
。

▼
高
砂
市
当
局
の
行
い
は
不

当
。
県
本
部
も
連
帯
し
て
取
り

組
む
。

労
使
対
等
に
こ
だ
わ
る

高
砂
市
職
　
石
野
代
議
員

　
温
泉
施
設「
あ
ま
湯
」の
組
合

員
不
当
解
雇
問
題
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
２
年
間
た
た
か
っ
て

き
た
が
、
３
月
に
労
働
委
員
会

で
和
解
し
た
。
残
念
な
が
ら
職

場
復
帰
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、

会
社
に
対
し
て
一
定
責
任
を
認

め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
成
果
だ
。
労
働
者
と
し
て
粘

り
強
く
、不
当
な
こ
と
は
許
さ
な

い
と
い
う
思
い
で
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
だ
。
労
組
の
組
織
率

が
低
下
す
る
中
、
組
合
の
意
義

を
発
信
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
。

▼
不
当
な
こ
と
は
許
さ
な
い
と

い
う
考
え
が
結
果
を
生
ん
だ
。

た
た
か
い
に
敬
意
を
表
し
た
い
。

不
当
な
扱
い
は
許
さ
な
い

全
国
一
般
　
　
　
　
　
　

兵
庫
労
組
　
西
川
代
議
員

　
年
々
増
加
し
て
い
る
臨
時
・

パ
ー
ト
職
員
の
中
に
は
、
長
年

に
わ
た
っ
て
働
い
て
い
る
人
も

い
る
。
業
務
の
ベ
テ
ラ
ン
と
し

て
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
職
員
も
い

る
。
し
か
し
、
相
生
市
は
09
年

に
臨
時
職
員
の
雇
用
期
間
を
最

長
３
年
と
し
て
、
10
年
の
採
用

者
か
ら
更
新
者
も
含
め
て
３
年

で
の
雇
い
止
め
と
い
う
姿
勢
に

出
て
き
た
。
実
際
に
容
赦
な
い

首
切
り
に
あ
っ
た
仲
間
も
い

る
。
私
た
ち
は
組
合
加
盟
し
、

夏
期
休
暇
や
通
勤
手
当
な
ど
で

前
進
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
が
、

３
年
雇
い
止
め
問
題
は
平
行
線

の
ま
ま
だ
。
臨
時
職
員
の
安
定

し
た
雇
用
の
実
現
を
勝
ち
取
る

た
め
た
た
か
う
。
▼
臨
職
評
と

連
携
を
し
な
が
ら
県
本
部
全
体

で
取
り
組
む
。

３
年
で
雇
い
止
め
は
不
当

相
生
市
職
　
大
道
代
議
員

生
活
・
労
働
条
件
を
守
ろ
う

　
人
事
委
員
会
闘
争
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
発
言
す
る
。

　
県
職
労
は
、
６
年
目
に
な
る

賃
金
カ
ッ
ト
に
加
え
、
地
公
賃

金
の
削
減
が
行
わ
れ
て
い
る
。

賃
金
削
減
の
回
復
を
何
と
し
て

も
実
現
し
た
い
。
現
給
保
障
廃

止
や
50
歳
後
半
の
賃
金
抑
制

は
、
国
が
実
施
す
る
中
、
県
は

先
送
り
さ
せ
て
き
た
。
こ
れ
ら

を
引
き
続
き
守
っ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
今
回
、人
事
院
が
示
し
た
「
総

合
的
見
直
し
」
は
、
地
域
間
格

差
の
拡
大
、
技
能
労
務
職
賃
金

の
引
き
下
げ
な
ど
、
問
題
だ
ら

け
。
到
底
納
得
で
き
る
も
の
で

は
な
く
、
国
に
追
随
し
た
勧
告

を
行
わ
な
い
よ
う
求
め
て
い
る
。

　
し
か
し
現
状
で
人
事
委
員
会

は
、
私
た
ち
の
主
張
と
１
８
０

度
異
な
る
。
人
事
委
員
会
へ
の

要
請
行
動
を
県
内
の
仲
間
に
要

請
し
た
い
。
▼
県
の
勧
告
は
市

町
へ
の
影
響
大
き
い
。
引
き
続

き
支
援
す
る
。

賃
金
の
復
元
め
ざ
す

兵
　
庫
　
　
　
　
　
　

県
職
労
　
金
本
代
議
員

　
人
事
院
報
告
は
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
が
民
間
賃
金
引
き
上
げ
に

は
、
た
い
し
た
効
果
を
あ
げ
て

い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
総
合
的
見
直
し
」
の
検
討
は
、

現
業
職
場
の
委
託
化
、
賃
金
引

き
下
げ
の
推
進
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
る
。こ
う
し
た
動
き
は
、

自
民
党
の
意
向
を
受
け
た
地
方

公
務
員
賃
金
に
対
す
る
攻
撃
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　
先
日
、
神
戸
市
の
人
事
院
報

告
が
行
わ
れ
た
。
十
分
な
労
使

協
議
と
合
意
に
基
づ
い
た
対
応

に
努
力
し
て
い
く
。
あ
わ
せ
て
、

国
に
よ
る
給
与
削
減
強
要
を
許

さ
な
い
た
た
か
い
も
強
化
す
る
。

　
神
戸
市
長
選
が
控
え
て
い
る

が
、
神
戸
市
従
は
久
元
き
ぞ
う

さ
ん
を
推
せ
ん
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
組
合
を
敵
視
し
、
公

務
労
働
を
民
間
に
委
ね
る
よ
う

な
市
政
に
し
て
は
い
け
な
い
。

仲
間
の
み
な
さ
ん
の
支
援
を
要

請
す
る
。▼
総
合
的
見
直
し
は
、

本
部
に
結
集
し
て
た
た
か
い
を

進
め
る
。
神
戸
市
長
選
挙
は
県

本
部
も
推
せ
ん
を
決
定
し
て
取

り
組
み
を
進
め
る
。

総
合
的
見
直
し
に
懸
念

神
戸
市
従
　
吹
田
代
議
員

　
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
を
背
景

に
市
町
村
共
済
制
度
の
改
悪
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
情
勢

と
課
題
に
つ
い
て
発
言
す
る
。

　
医
療
保
険
に
係
る
短
期
給
付

事
業
を
め
ぐ
っ
て
は
、
給
付
費

の
抑
制
や
保
険
者
の
移
行
な
ど

が
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
短
期
財
政
の
４
割
が
高

齢
者
医
療
へ
の
支
出
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
公
費

負
担
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。

　
共
済
制
度
は
職
域
で
運
営
さ

れ
て
お
り
、
健
康
増
進
、
医
療

費
適
正
化
な
ど
を
相
互
連
帯
の

中
で
取
り
組
め
る
。
社
会
保
障

制
度
を
円
滑
に
運
用
す
る
た
め

に
は
、
現
在
の
医
療
保
険
制
度

を
堅
持
し
、
短
期
給
付
事
業
と

そ
れ
を
支
え
る
保
険
事
業
の
堅

持
が
重
要
で
あ
る
。

　
ま
た
、
共
済
の
宿
泊
施
設
の

利
用
も
お
願
い
す
る
。
組
合
員

と
そ
の
家
族
の
安
心
を
支
え
る

立
場
で
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。
▼
保
険
者
機
能
の
強
化
に

向
け
、
連
合
と
連
携
し
て
取
り

組
む
。
働
く
者
の
立
場
で
、
よ

り
よ
い
制
度
に
し
て
い
き
た
い
。

共
済
制
度
の
充
実
を

市
町
村
　
　
　
　
　
　

共
済
労
組
　
生
駒
代
議
員

　
県
本
部
の
平
和
運
動
、
脱
原

発
、
護
憲
の
取
り
組
み
に
敬
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
明
石
で

の
運
動
を
発
言
す
る
。

　
02
年
、
有
事
法
制
に
反
対

し
、
市
内
の
各
種
団
体
や
労
組

で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
成
、
翌

年
に
は
、
個
人
参
加
も
可
能
な

「
ピ
ー
ス
ネ
ッ
ト
明
石
」
と
改
名

し
た
。
本
年
は
、ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー

ク
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
と
は
別
に
、
95
年
か
ら

続
く
「
明
石
平
和
の
集
い
」
が

あ
る
。
05
年
に
は
大
き
な
平
和

イ
ベ
ン
ト
に
し
よ
う
と
、
名
称

を
「
ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ
明
石
」

に
変
更
し
て
、
今
年
は
福
島
の

現
状
な
ど
を
訴
え
、
１
２
０
０

人
の
市
民
が
来
場
し
た
。

　
自
民
党
は
、
集
団
的
自
衛
権

の
行
使
な
ど
、
戦
争
参
加
へ
の

動
き
を
強
め
て
い
る
。
平
和
の

危
機
に
あ
る
と
の
認
識
の
も

と
、
取
り
組
み
を
続
け
る
。
▼

取
り
組
み
に
敬
意
を
表
す
る
。

県
本
部
も
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
な

ど
に
結
集
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
脱
原
発
も
精
い
っ
ぱ
い
取

り
組
む
。

市
民
と「
平
和
」考
え
る

明
　
石
　
　
　
　
　
　

市
職
労
　
船
曵
代
議
員

　
反
戦
平
和
運
動
を
強
化
す
る

立
場
か
ら
、
憲
法
た
ん
ば
の
活

動
を
報
告
す
る
。

　
06
年
に
県
職
労
、
篠
山
市
職

労
、
丹
波
市
職
労
、
当
時
の
Ｊ

Ｐ
労
組
丹
波
支
部
な
ど
で
結
成

し
た
。
以
降
、
年
２
～
３
回
の

映
画
上
映
会
や
講
演
会
を
企
画

し
、
組
合
員
だ
け
で
な
く
市
民

と
一
緒
に
学
べ
る
場
と
し
て
定

着
し
て
い
る
。
特
に
映
画
上
映

は
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
も
の
を
心

が
け
、
８
年
間
で
11
本
、
累
計

３
２
０
０
人
が
参
加
し
て
い

る
。
10
月
１
日
に
は
、
原
発
事

故
の
実
相
を
訴
え
た
「
フ
タ
バ

か
ら
遠
く
離
れ
て
」
を
上
映
す

る
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
を
。

　
丹
波
市
職
労
は
、
県
本
部
沖

縄
視
察
団
に
毎
年
参
加
し
て
い

る
が
、
観
光
と
異
な
る
学
び
が

あ
る
。
沖
縄
の
問
題
を
身
近
な

も
の
と
捉
え
る
た
め
に
も
続
け

て
ほ
し
い
。
▼
地
域
で
の
取
り

組
み
に
敬
意
を
表
す
る
。
沖
縄

視
察
は
今
年
も
実
施
し
た
。
現

地
で
実
態
や
た
た
か
い
に
触
れ

る
こ
と
は
大
切
。

「
憲
法
た
ん
ば
」で
上
映
会

丹
　
波
　
　
　
　
　
　

市
職
労
　
堀
内
代
議
員

業
者
と
比
較
さ
れ
る
中
、「
自

ら
の
職
場
は
自
ら
守
る
」
と
い

う
信
念
の
も
と
意
識
改
革
を
行

っ
て
き
た
。
労
働
組
合
と
し
て

も
「
安
全
・
安
心
・
信
頼
の
一
声

運
動
」
な
ど
を
行
い
、
市
民
の

イ
メ
ー
ジ
向
上
に
も
努
力
し
て

い
る
。

　
し
か
し
行
革
の
流
れ
は
止
ま

ら
な
い
。
私
た
ち
は
「
市
場
原

理
だ
け
で
は
交
通
政
策
は
な
し

得
な
い
」
と
の
立
場
で
、
自
然

環
境
や
高
齢
者
・
子
ど
も
の
移

動
保
障
な
ど
を
行
政
の
責
任
と

し
て
明
確
化
さ
せ
る
「
交
通
基

本
法
」
制
定
を
め
ざ
し
て
い

る
。
▼
自
治
体
に
働
く
仲
間
と

し
て
一
緒
に
取
り
組
み
を
進
め

た
い
。

交
通
基
本
法
制
定
め
ざ
す

神
戸
交
通
　
　
　
　
　
　

労
　
　
組
　
平
田
代
議
員

じ
な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
、
臨
職
評
な
ど
関
係

者
で
部
会
を
立
ち
上
げ
、
交
渉

を
行
っ
て
き
た
。
民
営
化
は
阻

止
で
き
な
か
っ
た
が
、
移
譲
法

人
の
募
集
要
項
に
要
望
を
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、法
人
へ
の

雇
用
保
障
や
条
件
も
確
認
し
た
。

　
09
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た

賃
金
カ
ッ
ト
を
今
年
４
月
に
完

全
回
復
し
た
。
し
か
し
地
公
波

及
の
あ
お
り
を
受
け
、
10
月
か

ら
賃
金
削
減
と
な
る
。
早
期
回

復
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

▼
県
本
部
も
行
政
責
任
の
追
及

と
格
差
是
正
に
取
り
組
む
。

執
行
委
員
長

　
本
多
　
義
弘
（
神
戸
市
従
）

副
執
行
委
員
長

　
大
野
　
義
政
（
県
職
労
）

　
服
部
　
圭
司
（
南
あ
わ
じ
市
職
労
）

　
宮
本
　
誠
之
（
明
石
市
職
労
）

　
隅
田
　
　
龍
（
豊
岡
病
院
労
組
）

書
記
長

　
森
蔭
　
　
守
（
宍
粟
市
職
労
）

書
記
次
長

　
西
岡
　
　
裕
（
直
属
）

執
行
委
員

　
上
月
　
茂
敬
（
県
職
労
）

　
森
　
　
哲
二
（
県
職
労
）

　
中
本
　
光
一
（
神
戸
市
職
労
）

　
青
木
　
慎
吾
（
神
戸
市
従
）

　
酒
井
　
正
美
（
宝
塚
市
職
労
）

　
戎
　
　
　
剛
（
淡
路
市
職
労
）

　
岡
田
　
義
之
（
小
野
市
職
）

　
岡
部
　
一
成
（
相
生
市
職
）

　
吉
田
　
一
正
（
八
鹿
病
院
職
組
）

　
足
立
　
幸
雄
（
篠
山
市
職
労
）

　
北
川
　
寿
一
（
稲
美
町
職
）

　
吉
田
　
秀
夫
（
明
石
市
職
労
）

　
三
宅
　
一
茂
（
宝
塚
市
職
労
）

　
澤
本
　
　
明
（
県
職
労
）

　
長
谷
　
敬
太
（
神
戸
市
従
）

　
早
渕
　
淳
一
（
社
保
労
連
兵
庫
）

　
山
本
三
千
子
（
加
東
臨
嘱
労
）

　
温
井
　
昭
彦
（
尼
崎
市
職
労
）

　
藤
原
　
敏
也
（
豊
岡
市
職
労
）

　
藤
原
　
潤
子
（
明
石
市
職
労
）

　
鎌
浦
　
利
恵
（
尼
崎
競
艇
労
組
）

　
津
村
　
崇
夫
（
み
の
り
労
組
）

　
徳
山
　
銑
造
（
全
国
一
般
兵
庫
労
組
）

　
加
地
　
幸
夫
（
神
戸
交
通
労
組
）

　
尾
西
亮
太
郎
（
三
田
市
職
労
）

　
秦
　
　
信
昭
（
直
属
）

会
計
監
査
委
員

　
橋
本
　
維
文
（
三
田
市
職
労
）

　
松
尾
　
雅
史
（
加
古
川
市
職
労
）

　
川
端
　
啓
介
（
豊
岡
市
職
労
）

退 任 役 員

坪田眞樹・副委員長
谷　克哉・副委員長
辰巳信彦・書記次長
原田義隆・執行委員
新本菊広・執行委員
大村成行・執行委員
高松　豊・執行委員
市来信弥・執行委員
菊地憲之・執行委員
野﨑直規・執行委員
白國和人・執行委員
平瀬　勲・執行委員
北村幸子・執行委員
西田浩樹・執行委員

新
執
行
部
体
制

総合的見直しを許さない
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人
事
委
員
会
闘
争
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
発
言
す
る
。

　
県
職
労
は
、
６
年
目
に
な
る

賃
金
カ
ッ
ト
に
加
え
、
地
公
賃

金
の
削
減
が
行
わ
れ
て
い
る
。

賃
金
削
減
の
回
復
を
何
と
し
て

も
実
現
し
た
い
。
現
給
保
障
廃

止
や
50
歳
後
半
の
賃
金
抑
制

は
、
国
が
実
施
す
る
中
、
県
は

先
送
り
さ
せ
て
き
た
。
こ
れ
ら

を
引
き
続
き
守
っ
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
今
回
、人
事
院
が
示
し
た
「
総

合
的
見
直
し
」
は
、
地
域
間
格

差
の
拡
大
、
技
能
労
務
職
賃
金

の
引
き
下
げ
な
ど
、
問
題
だ
ら

け
。
到
底
納
得
で
き
る
も
の
で

は
な
く
、
国
に
追
随
し
た
勧
告

を
行
わ
な
い
よ
う
求
め
て
い
る
。

　
し
か
し
現
状
で
人
事
委
員
会

は
、
私
た
ち
の
主
張
と
１
８
０

度
異
な
る
。
人
事
委
員
会
へ
の

　
人
事
院
報
告
は
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
が
民
間
賃
金
引
き
上
げ
に

は
、
た
い
し
た
効
果
を
あ
げ
て

い
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
総
合
的
見
直
し
」
の
検
討
は
、

現
業
職
場
の
委
託
化
、
賃
金
引

き
下
げ
の
推
進
に
つ
な
が
る
恐

れ
が
あ
る
。こ
う
し
た
動
き
は
、

自
民
党
の
意
向
を
受
け
た
地
方

公
務
員
賃
金
に
対
す
る
攻
撃
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

　
先
日
、
神
戸
市
の
人
事
院
報

告
が
行
わ
れ
た
。
十
分
な
労
使

協
議
と
合
意
に
基
づ
い
た
対
応

に
努
力
し
て
い
く
。
あ
わ
せ
て
、

国
に
よ
る
給
与
削
減
強
要
を
許

さ
な
い
た
た
か
い
も
強
化
す
る
。

　
神
戸
市
長
選
が
控
え
て
い
る

が
、
神
戸
市
従
は
久
元
き
ぞ
う

さ
ん
を
推
せ
ん
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
。
組
合
を
敵
視
し
、
公

務
労
働
を
民
間
に
委
ね
る
よ
う

な
市
政
に
し
て
は
い
け
な
い
。

仲
間
の
み
な
さ
ん
の
支
援
を
要

　
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
を
背
景

に
市
町
村
共
済
制
度
の
改
悪
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
情
勢

と
課
題
に
つ
い
て
発
言
す
る
。

　
医
療
保
険
に
係
る
短
期
給
付

事
業
を
め
ぐ
っ
て
は
、
給
付
費

の
抑
制
や
保
険
者
の
移
行
な
ど

が
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
短
期
財
政
の
４
割
が
高

齢
者
医
療
へ
の
支
出
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
公
費

負
担
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
。

　
共
済
制
度
は
職
域
で
運
営
さ

れ
て
お
り
、
健
康
増
進
、
医
療

費
適
正
化
な
ど
を
相
互
連
帯
の

中
で
取
り
組
め
る
。
社
会
保
障

　
県
本
部
の
平
和
運
動
、
脱
原

発
、
護
憲
の
取
り
組
み
に
敬
意

を
表
す
る
と
と
も
に
、
明
石
で

の
運
動
を
発
言
す
る
。

　
02
年
、
有
事
法
制
に
反
対

し
、
市
内
の
各
種
団
体
や
労
組

で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
成
、
翌

年
に
は
、
個
人
参
加
も
可
能
な

「
ピ
ー
ス
ネ
ッ
ト
明
石
」
と
改
名

し
た
。
本
年
は
、ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー

ク
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
と
は
別
に
、
95
年
か
ら

続
く
「
明
石
平
和
の
集
い
」
が

あ
る
。
05
年
に
は
大
き
な
平
和

イ
ベ
ン
ト
に
し
よ
う
と
、
名
称

を
「
ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ
明
石
」

に
変
更
し
て
、
今
年
は
福
島
の

現
状
な
ど
を
訴
え
、
１
２
０
０

　
反
戦
平
和
運
動
を
強
化
す
る

立
場
か
ら
、
憲
法
た
ん
ば
の
活

動
を
報
告
す
る
。

　
06
年
に
県
職
労
、
篠
山
市
職

労
、
丹
波
市
職
労
、
当
時
の
Ｊ

Ｐ
労
組
丹
波
支
部
な
ど
で
結
成

し
た
。
以
降
、
年
２
～
３
回
の

映
画
上
映
会
や
講
演
会
を
企
画

し
、
組
合
員
だ
け
で
な
く
市
民

と
一
緒
に
学
べ
る
場
と
し
て
定

着
し
て
い
る
。
特
に
映
画
上
映

は
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
も
の
を
心

が
け
、
８
年
間
で
11
本
、
累
計

３
２
０
０
人
が
参
加
し
て
い

る
。
10
月
１
日
に
は
、
原
発
事

故
の
実
相
を
訴
え
た
「
フ
タ
バ

か
ら
遠
く
離
れ
て
」
を
上
映
す

る
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
を
。

　
丹
波
市
職
労
は
、
県
本
部
沖

縄
視
察
団
に
毎
年
参
加
し
て
い

る
が
、
観
光
と
異
な
る
学
び
が

あ
る
。
沖
縄
の
問
題
を
身
近
な

も
の
と
捉
え
る
た
め
に
も
続
け

て
ほ
し
い
。
▼
地
域
で
の
取
り

組
み
に
敬
意
を
表
す
る
。
沖
縄

視
察
は
今
年
も
実
施
し
た
。
現

地
で
実
態
や
た
た
か
い
に
触
れ

る
こ
と
は
大
切
。

　
都
市
交
３
単
組
を
代
表
し
て

発
言
す
る
。

　
本
大
会
で
都
市
交
評
議
会
を

設
立
し
て
い
た
だ
き
感
謝
す

る
。
こ
れ
ま
で
の
都
市
交
運
動

を
継
承
し
つ
つ
、
産
別
統
合
の

成
果
を
発
揮
し
て
い
き
た
い
。

　
公
営
交
通
は
絶
え
ず
民
間
事

業
者
と
比
較
さ
れ
る
中
、「
自

ら
の
職
場
は
自
ら
守
る
」
と
い

う
信
念
の
も
と
意
識
改
革
を
行

っ
て
き
た
。
労
働
組
合
と
し
て

も
「
安
全
・
安
心
・
信
頼
の
一
声

運
動
」
な
ど
を
行
い
、
市
民
の

イ
メ
ー
ジ
向
上
に
も
努
力
し
て

い
る
。

　
し
か
し
行
革
の
流
れ
は
止
ま

ら
な
い
。
私
た
ち
は
「
市
場
原

理
だ
け
で
は
交
通
政
策
は
な
し

得
な
い
」
と
の
立
場
で
、
自
然

環
境
や
高
齢
者
・
子
ど
も
の
移

動
保
障
な
ど
を
行
政
の
責
任
と

し
て
明
確
化
さ
せ
る
「
交
通
基

本
法
」
制
定
を
め
ざ
し
て
い

る
。
▼
自
治
体
に
働
く
仲
間
と

し
て
一
緒
に
取
り
組
み
を
進
め

た
い
。

交
通
基
本
法
制
定
め
ざ
す

神
戸
交
通
　
　
　
　
　
　

労
　
　
組
　
平
田
代
議
員

　
淡
路
市
に
は
、
直
営
で
運
営

し
て
い
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム「
福
祉
の
里
」が
あ
る
が
、
12

年
６
月
の
議
会
で
14
年
４
月
に

民
営
化
す
る
方
針
が
示
さ
れ
た
。

　
組
合
は
、
福
祉
の
里
に
働
く

約
80
人
の
職
員
の
処
遇
、
特
に

３
分
の
２
を
占
め
る
非
正
規
職

員
の
雇
用
保
障
に
つ
い
て
、
ま

た
、
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
利

用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
保
障
に
つ

い
て
回
答
を
求
め
た
が
、
当
局

は
管
理
運
営
事
項
と
交
渉
に
応

特
養
の
民
営
化
で
交
渉

淡
　
路
　
　
　
　
　
　

市
職
労
　
谷
添
代
議
員

じ
な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
、
臨
職
評
な
ど
関
係

者
で
部
会
を
立
ち
上
げ
、
交
渉

を
行
っ
て
き
た
。
民
営
化
は
阻

止
で
き
な
か
っ
た
が
、
移
譲
法

人
の
募
集
要
項
に
要
望
を
反
映

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、法
人
へ
の

雇
用
保
障
や
条
件
も
確
認
し
た
。

　
09
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
き
た

賃
金
カ
ッ
ト
を
今
年
４
月
に
完

全
回
復
し
た
。
し
か
し
地
公
波

及
の
あ
お
り
を
受
け
、
10
月
か

ら
賃
金
削
減
と
な
る
。
早
期
回

復
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

▼
県
本
部
も
行
政
責
任
の
追
及

と
格
差
是
正
に
取
り
組
む
。

　
今
年
は
退
職
手
当
引
き
下
げ

や
地
公
賃
金
削
減
が
問
題
と
な

っ
た
。
市
職
労
は
、
大
型
は
が

き
や
決
起
集
会
な
ど
を
取
り
組

み
、
退
職
手
当
で
は
経
過
措
置

を
１
年
ご
と
に
さ
せ
、
地
公
波

及
で
は
、
削
減
幅
の
圧
縮
な
ど

の
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。
し
か

し
、
組
合
員
の
生
活
は
非
常
に

厳
し
く
な
っ
て
い
る
。

　
３
点
に
つ
い
て
要
望
す
る
。

①
組
合
員
の
生
活
実
態
に
み
あ

っ
た
組
合
費
の
減
額
を
行
う
こ

と
②
被
災
地
の
組
合
に
は
減
額

措
置
を
行
う
こ
と
③
こ
の
２
点

に
つ
い
て
、
中
央
本
部
に
要
請

す
る
こ
と
。
▼
組
合
員
の
減
少

が
続
い
て
い
る
中
、
減
額
は
厳

し
い
。
一
方
、ブ
ロ
ッ
ク
交
付

金
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
を

中
央
委
員
会
で
決
定
し
た
。

組
合
費
の
引
き
下
げ
を

神
　
戸
　
　
　
　
　
　

市
職
労
　
門
野
代
議
員

　
高
砂
で
は
、
共
済
基
本
型
の

加
入
率
は
５
割
強
維
持
し
て
い

る
。
し
か
し
県
内
の
加
入
平
均

は
11
％
程
と
低
く
、
県
本
部
、

県
支
部
と
し
て
真
摯
な
総
括
を

し
て
ほ
し
い
。

　
そ
こ
で
３
点
、
要
請
し
た
い
。

１
つ
は
オ
ル
グ
の
強
化
。
県
本

部
方
針
は
、
単
組
力
量
に
委
ね

て
い
る
部
分
が
多
い
と
感
じ
る
。

「
民
間
保
険
か
ら
共
済
に
替
え
た

い
」
と
思
え
る
よ
う
、
単
組
役

員
を
オ
ル
グ
す
る
必
要
が
あ
る
。

２
つ
は
、
魅
力
あ
る
メ
ニ
ュ
ー

づ
く
り
。
当
面
す
る
問
題
で
は
、

45
歳
希
望
退
職
制
度
が
議
論
さ

れ
て
い
る
が
、
長
期
共
済
へ
の

継
続
が
課
題
と
な
る
。
３
つ
は
、

事
務
手
続
き
の
問
題
。
割
戻
金

取
り
扱
い
の
金
融
機
関
の
縛
り

を
な
く
し
て
ほ
し
い
。

　
共
済
は
書
記
局
財
政
や
脱
退

歯
止
め
に
も
つ
な
が
る
活
動
。

県
支
部
と
単
組
が
一
緒
に
推
進

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
。
▼
全

労
済
と
の
統
合
に
よ
っ
て
、
県

本
部
は
推
進
委
員
会
を
結
成
し

た
。
単
組
も
推
進
委
員
会
を
つ

く
り
、
制
度
の
理
解
や
加
入
促

進
を
と
も
に
進
め
た
い
。

自
主
福
祉
の
強
化
で
要
請

高
砂
市
職
　
山
下
代
議
員

　
青
年
部
を
代
表
し
て
発
言
す

る
。
合
理
化
は
職
場
の
中
に
表

れ
る
も
の
で
あ
り
、
青
年
部
で

は
通
年
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
５
月
に
は
、「
合
理
化
の

実
態
に
気
付
き
、
当
局
の
狙
い

を
明
ら
か
に
し
よ
う
」
と
反
合

理
化
集
会
を
開
催
し
、
職
種
別

分
散
会
な
ど
を
実
施
し
た
。

　
就
業
時
間
外
の
朝
礼
や
清
掃

が
半
強
制
的
に
行
わ
れ
て
い
る

が
、
青
年
部
で
は
確
定
期
の
対

県
交
渉
な
ど
で
「
労
働
時
間
の

な
し
く
ず
し
的
な
改
悪
は
許
さ

な
い
」
と
訴
え
て
き
た
。

　
地
公
賃
金
削
減
で
は
、
４

月
中
旬
に
地
域
別
学
習
会
、
５

月
に
は
青
年
の
実
態
を
訴
え
る

ニ
ュ
ー
ス
づ
く
り
な
ど
を
取
り

組
み
、
闘
争
に
結
集
し
て
き
た
。

交
渉
に
青
年
部
が
参
加
し
、
青

年
の
声
を
訴
え
た
単
組
も
あ
る
。

　
厳
し
い
情
勢
だ
か
ら
こ
そ
、

団
結
の
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
学
習
と
交
流
を

積
み
重
ね
る
こ
と
が
大
切
と
考

え
る
。
地
道
な
活
動
が
組
織
強

化
に
繋
が
る
と
信
じ
、
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。
▼
県
本
部
も
反

行
革
・
人
員
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
青
年
部
は
学
ぶ
こ
と

が
大
切
。
若
い
仲
間
の
声
を
広

く
集
約
し
て
ほ
し
い
。

青
年
部
の
活
動
発
言

豊
　
岡
　
　
　
　
　
　

市
職
労
　
藤
原
代
議
員

　
当
局
は
来
年
４
月
か
ら
図
書

館
を
指
定
管
理
で
運
営
し
よ
う

と
し
て
い
る
。
労
使
で
「
直
営

を
堅
持
す
る
」
と
確
認
し
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
労
使
協
議

も
な
く
市
長
が
議
会
で
発
言
し

た
。
私
た
ち
は
先
の
９
月
議
会

に
、
市
民
団
体
と
と
も
に
取
り

組
ん
だ
署
名
を
提
出
し
た
が
、

当
局
は
無
視
し
た
。

　
指
定
管
理
を
導
入
す
る
理
由

を
当
局
は
、「
現
場
職
員
が
開
館

時
間
を
延
長
し
た
く
な
い
」
旨

の
説
明
を
行
っ
て
い
る
が
、
事

実
と
異
な
る
。
私
た
ち
は
市
民

の
声
に
答
え
よ
う
と
毎
日
働
き
、

利
用
者
の
要
望
も
聞
い
て
い
る

が
、
そ
れ
を
止
め
て
き
た
の
は

当
局
だ
。

　
市
民
へ
の
説
明
も
ま
だ
行
っ

て
い
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
、

市
民
と
労
働
者
を
無
視
し
て
、

当
局
が
何
で
も
決
め
て
い
く
三

図
書
館
の
直
営
守
る

三
　
田
　
　
　
　
　
　

市
職
労
　
前
川
代
議
員

田
市
政
に
な
っ
て
し
ま
う
。
ま

た
、
図
書
館
で
働
く
非
正
規
職

員
の
雇
用
問
題
も
あ
る
。
指
定

管
理
阻
止
に
向
け
て
精
い
っ
ぱ

い
取
り
組
む
。
▼
労
使
確
認
の

破
棄
、市
民
説
明
も
な
い
の
は
問

題
。
市
民
も
巻
き
込
ん
だ
運
動

を
広
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
県

本
部
も
精
い
っ
ぱ
い
支
援
す
る
。

　
今
年
４
月
、
市
内
で
一
番
大

き
い
給
食
セ
ン
タ
ー
が
委
託
に

な
っ
た
。
当
局
は
以
降
も
順
次

委
託
す
る
計
画
で
あ
る
。
直
営

の
方
が
経
費
が
か
か
ら
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
委
託
を
進
め
て

い
る
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
臨
時
職
員
が

「
余
剰
」
に
な
る
と
、
15
年
度

末
で
全
員
の
雇
い
止
め
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
正
規

と
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
が
、

当
局
は
都
合
の
い
い
と
き
だ
け

「
正
規
と
同
じ
」
と
い
い
、
い

ら
な
く
な
っ
た
ら
「
臨
時
だ
か

ら
」
と
簡
単
に
切
り
捨
て
よ
う

と
し
て
い
る
。

　
組
合
は
交
渉
を
継
続
し
て
い

る
が
、
状
況
は
変
わ
ら
な
い
。

今
後
、
認
定
子
ど
も
園
導
入
や

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
統
合
な

ど
に
よ
る
雇
用
問
題
も
想
定
さ

れ
る
が
、
臨
職
組
合
だ
け
で
の

た
た
か
い
は
厳
し
い
。

　
組
織
を
強
化
し
、
自
分
た
ち

の
雇
用
は
自
分
た
ち
で
守
れ
る

よ
う
頑
張
る
の
で
、
支
援
と
協

力
を
お
願
い
す
る
。
▼
委
託
問

題
に
は
、
格
差
改
善
、
当
局
責

任
追
及
の
立
場
で
取
り
組
む
。

県
本
部
、
単
組
が
連
携
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
大
切
。

非
正
規
の
雇
用
守
る

丹
　
波
　
　
　
　
　

臨
職
労
　
南
代
議
員

  強まる改憲の動きを許さず、平和・人権・民主主義を
  確立するたたかいを強化する決議
　昨年12月の衆議院選と本年７月の参議院選で勝利し、国会の「ね
じれ」を解消した自民党・安倍政権は、憲法改悪への動きを強め
ている。自民党がめざす憲法改「正」の狙いは、2012年４月に発
表した「憲法改正草案」に見て取れる。
　「憲法改正草案」全体を通した特徴は、①国民の義務を大幅に
拡大し、権力に制限をかける「立憲主義」を否定して憲法の変質
をはかろうとしている。②個人の自由や権利の上に「公益及び公
の秩序」という国家の利益をおき、基本的人権に制約をかけよう
としている。③戦力の不保持と交戦権の否認を定める憲法９条２
項を変え、戦争ができる国への変質をはかろうとしていることで
ある。
　これらは、基本的人権の尊重、国民主権、平和主義という憲法
の三大原則に基づき、戦後、私たちが培ってきた価値観を根底か
ら覆すものであり、到底認めることはできない。
　安倍政権は当初、憲法改正手続を定めた96条改「正」をめざし
たが、それを拙速とみるや、今度は内閣法制局長官を交代させ、
違憲とされてきた集団的自衛権を政府見解だけで変更する解釈改
憲に踏み切ろうとしている。憲法改正の厳格な手続きを省き、国
の根幹を変えようとする卑劣な動きも断じて許してはならない。
　一方、尖閣諸島をはじめとする領有権の問題や、政府閣僚・国
会議員の「侵略戦争の定義は見る方向により異なる」「従軍慰安
婦は必要だった」など、歴史認識を歪曲する発言により、近隣諸
国との関係は悪化している。政府はこうした動きを背景に11年ぶ
りに軍事費を増大させ、年末には「防衛大綱」を見直すと公言し
ている。また、政府の姿勢は、在日外国人への排外主義を表面化
させ、関係者に恐怖と怒りを与えるばかりか、長年にわたって地
域で培ってきた信頼関係をも壊そうとしている。差別と排除の論
理は、沖縄の切り捨て、生活保護受給者への監視、公務員攻撃に
つながっており、差別的な政策を許さないたたかいをつくりあげ
ていくことが求められている。
　日本国憲法は、第12条で、「この憲法が国民に保障する自由及
び権利は、国民の不断の努力によって、これを保持しなければな
らない」と述べている。政府・自民党が国民の自由や権利を奪お
うとするなら、私たちは職場・地域で基本的人権を確立するたた
かいを強めなければならない。公務員労働者の労働基本権も、反
動的な情勢下であっても私たちの当然の権利として、その実現に
向け全力をあげることが必要である。
　自治労兵庫県本部は、「憲法改正草案」の問題点の学習に取り
組むとともに、在日米軍基地や原発による人権侵害とたたかう仲
間との連帯を強め、職場・地域で平和・人権・民主主義を確立する
たたかいに全力をあげるものである。
　以上、決議する。

　2013年9月28日

自治労兵庫県本部第63回定期大会

　大会では、南但広域行
政事務組合労働組合と北
播磨総合医療センター職
員ユニオンの県本部加盟
を承認した。代表してあ
いさつに立った南但広域
労組の清水武志委員長
は、「まだわからないこ
とばかり。組合員の力を
合わせて頑張りたい」と
決意を述べた。

総合的見直しを許さない

南
但
広
域
労
組
、北
播
磨
ユ
ニ
オ
ン

２
単
組
の
加
盟
承
認

左
上
か
ら
時
計
回
り
で
、
森
蔭
書
記
長
、
服
部
副
委
員
長
、
決
議
を
提
起
す
る

平
瀬
執
行
委
員
、
大
会
宣
言
を
読
む
山
本
執
行
委
員
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青
年
部
は
９
月
15
日
、
第
17

回
総
会
を
神
戸
市
内
で
開
き
、

新
部
長
に
藤
原
敏
也
さ
ん
（
豊

岡
市
職
労
）
を
選
出
し
た
。

　
32
単
組
45
人
が
参
加
。
開
会

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
平
瀬
勲
部

長
は
、「
総
会
で
た
た
か
う
方

針
を
確
認
し
よ
う
」と
訴
え
た
。

　
本
部
の
佐
々
木
伸
青
年
部
長

が
か
け
つ
け
、問
題
提
起
を
行
っ

た
。「『
何
の
た
め
に
働
く
の
か
』

と
疑
問
を
持
っ
て
い
た
が
、
労

働
運
動
を
通
し
て
、
働
く
こ
と

の
意
義
や
労
働
者
の
扱
わ
れ
方

の
問
題
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ

た
」
と
、
自
身
の
経
験
か
ら
運

動
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

　
総
会
討
論
で
は
、「
青
年
部
員

が
減
少
す
る
中
、
交
流
や
学
習

会
を
重
視
し
て
い
る
」（
香
美
町

職
）、「
青
年
女
性
の
独
自
要
求

と
交
渉
を
行
っ
て
い
る
」（
三
田

市
職
労
）、「
地
公
賃
金
で
は
ス

ト
に
入
っ
た
が
、
何
が
問
題
な

の
か
１
人
ひ
と
り
が
意
識
す
る

こ
と
が
大
切
だ
」（
高
砂
市
職
）

と
い
っ
た
発
言
が
出
さ
れ
た
。

　
新
部
長
に
選
出
さ
れ
た
藤
原

さ
ん
は
、「
疲
弊
し
て
い
る
職

場
を
変
え
て
い
こ
う
」
と
就
任

あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　
10
月
5
日
、
神
戸
市
教
育
会

館
で
臨
職
評
の
第
19
回
定
期
総

会
を
31
単
組
60
人
の
参
加
で
開

催
し
た
。

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
の
後
、
来

賓
と
し
て
本
多
義
弘
県
本
部
委

員
長
、
県
パ
ー
ト
ユ
ニ
オ
ン

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
塚
原
久
雄
事
務

局
長
の
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
。

　
活
動
報
告
で
は
１
年
間
の
幹

事
会
と
、
雇
用
止
め
阻
止
を
た

た
か
っ
た
単
組
の
取
り
組
み
が

報
告
さ
れ
た
。
続
い
て
「
14
年

度
活
動
方
針
」、
新
役
員
体
制
が

提
起
さ
れ
全
て
承
認
。
そ
の
後
、

前
田
克
子
議
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
総
会
は
閉
会
し
た
。

　
第
２
部
は
自
治
労
本
部
組
織

拡
大
オ
ル
グ
・
北
川
啓
子
さ
ん

か
ら
「
雇
用
止
め
・
止
ま
っ
た

ポ
イ
ン
ト
」
の
講
演
を
受
け
、

雇
用
止
め
阻
止
に
取
り
組
ん
で

い
る
相
生
市
職
、丹
波
臨
職
労
、

三
田
市
職
労
な
ど
多
く
か
ら
質

問
が
あ
っ
た
。

　
９
月
15
日
、
女
性
部
は
第
17

回
総
会
を
ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館

で
開
い
た
。
27
単
組
44
人
が
参

加
し
、「
女
性
が
健
康
で
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
・
社
会
を
め

ざ
そ
う
」
と
確
認
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
っ
て
藤
原
潤
子

部
長
は
、「
何
か
小
さ
な
こ
と

で
も
自
分
の
職
場
に
持
ち
帰
っ

て
、
実
践
で
き
る
よ
う
な
総
会

に
し
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。
来

賓
に
は
、
Ｉ
女
性
会
議
の
小
城

智
子
さ
ん
、
県
本
部
の
森
蔭
守

書
記
長
が
か
け
つ
け
た
。

　
討
論
で
は
、「
雇
用
形
態
が

多
様
化
す
る
中
、
契
約
職
員
部

会
を
結
成
。
交
通
費
や
年
休
、

病
休
な
ど
で
改
善
を
勝
ち
取
っ

て
い
る
」（
社
保
労
連
）、「
地

公
賃
金
削
減
の
交
渉
で
、
在
職

者
全
員
の
育
休
取
得
に
よ
る
昇

給
延
伸
復
元
を
約
束
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
」（
南
あ
わ
じ
市

職
労
）、「
女
性
部
の
独
自
要
求

で
妊
娠
障
害
休
暇
を
勝
ち
取
っ

た
」（
豊
岡
市
職
労
）
な
ど
の

発
言
が
続
い
た
。

　
障
害
労
働
者
評
議
会
は
、
9

月
21
～
22
日
、
神
戸
フ
ル
ー
ツ

フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
に
お
い
て
第

30
回
総
会
を
開
催
し
、
14
年
度

活
動
方
針
を
確
認
し
た
。

　
総
会
終
了
後
、
13
年
６
月
に

成
立
し
た
、
障
害
者
差
別
解
消

法
に
つ
い
て
、自
治
労
障
労
連
・

相
星
勝
利
代
表
幹
事
を
講
師
に

学
習
会
を
行
っ
た
。講
師
は「
政

権
交
代
で
、
名
称
が
差
別
禁
止

法
か
ら
解
消
法
に
変
わ
っ
た

が
、
障
害
労
働
者
へ
の
、
職
場

で
の
合
理
的
配
慮
を
行
わ
せ
る

た
め
、
当
事
者
が
集
ま
り
交
流

す
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
ま
と

め
た
。

　
公
企
評
は
９
月
20
～
21
日
に

淡
路
市
内
で
第
15
回
総
会
と
公

企
集
会
を
開
き
、
36
人
が
参
加

し
た
。
方
針
で
は
、
苦
情
処
理

共
同
調
整
会
議
設
置
の
取
り
組

み
が
強
調
さ
れ
た
。

　
14
年
度
活
動
方
針
で
は
、
水

基
本
法
の
制
定
に
向
け
た
第
30

回
水
週
間
の
イ
ベ
ン
ト
、
但
馬

丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
公
企
評
の
設
立

な
ど
が
確
認
さ
れ
た
。

　
新
四
役
体
制
で
は
、
退
任
し

た
宮
永
昌
明
副
議
長
（
神
戸
市

職
労
）
の
後
任
に
藤
田
直
樹
さ

ん
（
同
）
を
選
出
、
菊
地
憲
之

事
務
局
次
長
が
退
任
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
自
治
労
の

山
本
善
久
公
企
局
長
が
自
然
災

害
時
の
初
動
体
制
の
あ
り
方
な

ど
を
提
起
し
た
。
管
理
運
営
事

項
と
団
体
交
渉
事
項
と
の
関
係

な
ど
質
問
が
出
さ
れ
た
。

（
総
会
特
集
は
今
号
で
終
了
）

　
米
軍
機
オ
ス
プ
レ
イ
を
使
用
し
た
日

本
初
の
日
米
合
同
軍
事
演
習
が
滋
賀
県

あ
い
ば
野
で
開
か
れ
る
の
を
前
に
、
９

月
30
日
、「
オ
ス
プ
レ
イ
来
る
な
！
合

同
演
習
反
対
集
会
」
が
行
わ
れ
た
。

　
あ
い
ば
野
に
平
和
を
！
近
畿
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
野
坂
昭
生
代
表
は
、「
合
同

演
習
の
頻
度
が
高
ま
っ
て
い
る
。『
沖

縄
の
負
担
軽
減
』
と
い
う
が
、
基
地
機

能
の
強
化
、恒
常
的
な
訓
練
が
狙
い
だ
」

と
近
畿
各
地
か
ら
集
ま
っ
た
約
８
０
０

人
に
訴
え
た
。

　
沖
縄
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
山
城
博

治
議
長
は
、現
地
の
た
た
か
い
に
触
れ
、

「
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
全
国
で
た

た
か
い
を
強
め
よ
う
」と
呼
び
か
け
た
。

評
議
会
の
総
会
報
告

２

新
部
長
に
藤
原
さ
ん

「
疲
弊
し
た
職
場
を
変
え
よ
う
」

青 年 部

臨 

職 

評

雇い止め阻止の
ポイントを学習

女 性 部

育
休
の
延
伸
を
復
元

取
り
組
み
の
成
果
持
ち
寄
る

障 

労 

評

差別解消法を学ぶ
職場で合理的配慮求めよう

公 企 評

苦
情
処
理
会
議
の
設
置
へ

但
丹
Ｂ
の
組
織
化
へ
努
力
も

新部長の決意を述べる藤原さん●上臨職評の新役員メンバー

（写真上から）女性部総会代議員の様子、
講演を行った相星さん、公企評の新役員

オスプレイ来るな!

あ
い
ば
野
で
反
対
集
会

滋
賀
県

　
基
地
周
辺
で
デ
モ
を
行
っ
た
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「
特
定
秘
密
保
護

法
」
▼
参
議
院
で

も
絶
対
多
数
を
占

め
た
安
倍
政
権

は
、
国
民
を
縛
る

恐
ろ
し
い
法
案
を

投
げ
か
け
て
き

た
。「
国
家
安
全

保
障
会
議
」
設
置
法
案
と
セ
ッ

ト
で
あ
る
▼
「
特
定
秘
密
保
護

法
」
案
は
、
外
交
・
防
衛
な
ど

安
全
保
障
に
関
す
る
情
報
の
う

ち
、
特
に
漏
え
い
が
日
本
の
安

全
保
障
に
著
し
い
支
障
の
お
そ

れ
の
あ
る
も
の
を
、
一
定
期
間

「
特
定
秘
密
」
に
指
定
し
保
護

す
る
法
案
だ
。
情
報
を
漏
ら
し

た
場
合
、
最
大
で
懲
役
10
年
の

罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
▼
そ
の
背

景
に
は
「
日
米
安
全
保
障
」
が

あ
る
。
日
米
が
締
結
し
た
「
軍

事
情
報
包
括
保
護
協
定
」で
は
、

軍
事
情
報
の
情
報
保
全
制
度
の

改
善
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
▼
憲

法
は
国
民
主
権
を
基
本
原
理
と

し
て
い
る
が
、
国
民
の
「
知
る

権
利
」
や
「
報
道
の
自
由
」
は

民
主
主
義
の
根
幹
で
あ
る
。
市

民
が
処
罰
さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
▼
憲
法
改
正
手
続
き
の
た
め

の
「
国
民
投
票
改
正
」
法
案
成

立
に
も
意
欲
を
燃
や
す
安
倍
政

権
を
思
い
通
り
に
さ
せ
て
は
な

ら
な
い
。「
脱
原
発
の
取
り
組

み
」
の
よ
う
に
国
民
運
動
で
制

定
を
食
い
止
め
る
た
た
か
い
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
。

８日　秋期闘争勝利！青年女性決起集会
（兵庫県民会館）

８日　2013確定闘争勝利！地方財政確立をめざす！
　　　県本部決起集会（県庁前オアシス）
13日　第４回　ピース・セミナー第１講義

（神戸市勤労会館）

当面の日程

　
２
０
１
３
現
業
・
公
企
統
一
闘
争
が
10
月
25
日
、
１
時
間

ス
ト
を
背
景
に
た
た
か
わ
れ
た
。
県
内
で
は
、
42
単
組
が
要

求
書
を
提
出
、
15
単
組
が
ス
ト
を
配
置
し
た
。「
直
営
堅
持
」

「
苦
情
処
理
調
整
会
議
の
設
置
」
な
ど
を
重
点
課
題
に
25
日

未
明
ま
で
粘
り
強
い
交
渉
が
続
い
た
。
尼
崎
、
明
石
で
新
規

採
用
の
方
向
性
を
確
認
し
た
ほ
か
、
高
砂
で
苦
情
処
理
調
整

会
議
を
設
置
す
る
と
の
回
答
を
引
き
出
し
た
。
統
一
闘
争
前

段
に
は
、
闘
争
委
員
会
主
催
で
決
起
集
会
を
開
催
し
た
。

　10月15日、現業・公企統一闘争に向けた総
決起集会を県民会館で行った。人事院が現
業賃金の引き下げと民間委託の推進に言及
する中、新規採用の実現、現業・公企労働者
の権利確立に全力をあげることを確認した。
　県内から集まった37単組232人を前に、現
業評議会の長谷川克彦議長は、「書面協定は
まだ３割程度。権利いかしたたたかいで、
何としても新規採用を勝ち取ろう」と述べ
た。続いて公企評の松井茂二副議長は、「ほ
とんどの自治体で苦情処理調整会議が未設
置の状況を改善させよう」と呼びかけた。
　決意表明は、現評、公企評、臨職評の代
表が行った。行（Ⅱ）給与の適用問題に取
り組んできた西宮水労の中野公紀さんは、
「この間の取り組みで一定の成果を引き出
してきたが、差別賃金であり、今後も改善
を求め続ける」と述べた。

　
県
職
労
は
、
当
局
が
人
事
院

報
告
な
ど
に
触
れ
「
対
外
的
な

批
判
を
招
か
な
い
よ
う
定
数
・

給
与
の
見
直
し
に
か
か
る
取
り

組
み
が
必
要
」
と
説
明
し
た
も

の
の
「
事
前
協
議
制
」
な
ど
、

従
前
の
基
本
ル
ー
ル
を
確
認
し

た
た
め
、
ス
ト
を
中
止
し
た
。

　
宝
塚
は
、
定
数
職
場
の
欠
員

を
認
め
、
正
規
補
充
を
確
認
。

尼
崎
は
交
通
局
の
民
間
移
管
と

の
課
題
を
抱
え
な
が
ら
も
、
欠

員
は
正
規
補
充
と
の
方
向
性
を

引
き
出
し
た
。

　
10
年
に
わ
た
っ
て
現
業
職
員

の
採
用
が
凍
結
さ
れ
て
い
た
明

石
で
は
、
現
業
職
場
の
将
来
像

に
つ
い
て
交
渉
を
重
ね
、
15
年

度
か
ら
採
用
を
再
開
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　
今
年
度
、
重
点
課
題
に
付
け

加
え
た
苦
情
処
理
調
整
会
議
の

設
置
で
は
、
高
砂
が
調
整
会
議

未
設
置
の
状
況
で
処
分
が
実
施

さ
れ
る
こ
と
の
問
題
を
指
摘
。

当
局
は
「
設
置
す
る
。
内
容
は

組
合
と
協
議
し
た
い
」
と
述
べ

た
。

　
県
本
部
は
７
月
か
ら
現
業
・

公
企
の
闘
争
態
勢
を
確
立
し
、

職
場
・
単
組
の
要
求
づ
く
り
を

出
発
点
と
し
、
取
り
組
み
を
積

み
上
げ
て
き
た
。
12
月
に
は
闘

争
委
員
会
を
開
き
、
総
括
論
議

を
深
め
る
。

　
総
決
起
集
会
の
前
段
、
青
年

部
、
女
性
部
は
現
業
・
公
企
闘

争
交
流
会
を
開
い
た
。
産
別
闘

争
と
し
て
取
り
組
む
現
業
・
公

企
闘
争
の
意
義
を
学
ぼ
う
と
15

単
組
25
人
が
参
加
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
っ
て
藤
原
敏
也

青
年
部
長
は
、「
私
の
職
場
（
建

設
課
）
で
は
、
道
路
補
修
を
直

営
で
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
以

上
人
員
が
減
る
と
大
変
」
と
述

べ
、
統
一
闘
争
で
新
規
採
用
を

勝
ち
取
る
こ
と
の
大
切
さ
を
訴

え
た
。

　
講
演
は
、
現
業
評
議
会
の
村

上
誠
事
務
局
次
長
が
行
い
、
尼

崎
の
職
場
改
善
や
組
織
づ
く
り

の
取
り
組
み
を
話
し
た
。
村
上

さ
ん
は
、
学
校・
校
務
員
の
学
校

間
に
お
け
る
技
術
格
差
を
な
く

す
研
修
、
循
環
型
社
会
と
連
動

さ
せ
る
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
な
ど
、

働
き
方
を
見
つ
め
直
し
、
新
規

採
用
を
再
開
さ
せ
る
成
果
に
つ

な
が
っ
た
取
り
組
み
を
報
告
。

「
自
ら
の
仕
事
に
誇
り
を
持
ち
、

人
員
要
求
す
る
根
拠
を
つ
く
る

こ
と
が
重
要
だ
」
と
訴
え
た
。

　
10
月
27
日
投
票
で
行
わ
れ
た

神
戸
市
長
選・
各
市
町
議
選
に
お

い
て
、
県
本
部
推
せ
ん
候
補
５

人
は
全
員
当
選
を
果
た
し
た
。

　
新
人
5
人
の
争
い
と
な
っ
た

神
戸
市
長
選
は
、「
新
し
い
ス

テ
ー
ジ
の
神
戸
」
を
つ
く
ろ

う
と
訴
え
た
久
元
き
ぞ
う
候

補
（
元
副
市
長
）
が
、
16
万
１

８
８
９
票
を
獲
得
し
て
激
戦
を

制
し
初
当
選
を
果
た
し
た
。
西

脇
市
議
選
の
組
織
内
の
村
井
正

信
候
補
は
、
合
併
以
来
初
の
無

投
票
で
２
期
目
の
当
選
、
南
あ

わ
じ
市
議
選
の
森
上
ゆ
う
じ
候

補
は
１
３
９
７
票
・
8
位
で
３

期
目
の
当
選
、
豊
岡
市
議
選
の

伊
賀
ひ
ろ
し
候
補
は
２
０
６
２

票
・
8
位
で
５
期
目
の
当
選
、

新
温
泉
町
議
選
の
中
村
茂
候
補

は
７
７
４
票
・
4
位
で
初
当
選

を
果
た
し
た
。

　
県
本
部
現
業・公
企
闘
争
委
員

会
は
10
月
10
日
、
神
戸
市
教
育

会
館
で
市
町
振
興
課
等
と
対
県

交
渉
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
現

評
は
教
育
委
員
会
、
公
企
評
は

関
係
部
局
と
交
渉
を
行
っ
た
。

　
振
興
課
交
渉
で
は
、「
人
事

院
報
告
に
明
記
さ
れ
て
い
る
技

能
労
務
職
賃
金
の
見
直
し
な
ど

に
つ
い
て
は
各
市
町
へ
の
助
言

は
行
わ
な
い
こ
と
」
を
重
点
課

題
と
し
訴
え
た
。
賃
金
・
労
働

条
件
の
決
定
は
、
労
使
合
意
が

前
提
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
確

認
し
た
。

　
昨
年
か
ら
継
続
課
題
で
あ
っ

た
介
護
職
員
の
職
の
位
置
付
け

問
題
は
、「
現
業
職
、
行
政
職

の
位
置
付
け
は
各
団
体
で
の
判

断
」
と
無
責
任
な
回
答
で
あ
っ

た
が
、
再
度
調
査
等
を
行
い
、

助
言
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
の
広
域
化
の
問

題
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の
統
合
に

よ
り
、
雇
用
問
題
が
生
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
県
と
し
て
し
っ

か
り
と
指
導
を
行
い
、
労
使
協

議
が
で
き
る
よ
う
求
め
た
。

　
県
教
育
委
員
会
関
係
部
局
の

交
渉
で
は
、
淡
路
市
学
校
用
務

員
に
恒
常
的
な
シ
ル
バ
ー
が
活

用
さ
れ
る
問
題
を
追
及
。
県
教

委
は
違
法
性
を
認
識
し
な
が
ら

も
「
市
の
判
断
」
と
回
答
し
た

た
め
、
引
き
続
き
協
議
の
場
を

設
定
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
公
企
評
と
関
連
部
局
と
の
交

渉
で
は
、
篠
山
市
で
苦
情
処
理

調
整
会
議
未
設
置
の
ま
ま
公
企

職
員
へ
の
処
分
が
な
さ
れ
た
事

例
を
あ
げ
、
県
内
の
多
く
の
自

治
体
で
未
設
置
と
な
っ
て
い
る

実
態
の
是
正
を
求
め
た
。
こ
れ

に
関
わ
ら
ず
、
36
協
定
の
な
い

残
業
が
横
行
し
て
い
る
な
ど
、

当
局
が
各
種
法
令
を
守
っ
て
い

な
い
実
態
を
追
及
し
た
。

明石 新規採用再開へ

現・公統一闘争

直
営
堅
持
へ
奮
闘

苦
情
処
理
設
置
も
一
定
前
進

人事院報告に備えよう

青年女性交流会

「
仕
事
に
誇
り
を
持
つ
」

要
求
の
根
拠
づ
く
り
が
重
要

SAYAMAみえない手錠をはずすまで

完成上映会の案内

50年を迎えた狭山事件。石川さんの
無実をより多くの市民に知ってもら
おうとドキュメンタリー映画が製作
されました。
上映会への申込、各地域での上映活
動をお願いします。

完成上映会
2013．11．12（火）　2014．１．13（月）
各日第１回　開場14：00	上映14：40～
　　第２回　開場17：30	上映18：10～
兵庫県民会館県民ホール

問い合わせは県本部まで

　
統
一
闘
争
に
向
け
決
起
集
会
を
開
い
た

宮本副委員長をはじめとする県本部交渉団

組織内の村井さん 講演を行う村上さん

対県交渉

違
法
の
放
置
許
さ
な
い

苦
情
処
理
、シ
ル
バ
ー
の
実
態
追
及

西
脇
・
村
井
さ
ん

無
投
票
で
２
期
目
当
選

神
戸
な
ど
全
推
せ
ん
候
補
が
当
選
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豊
岡
過
労
自
殺
公
務
災
害
認

定
闘
争
の
控
訴
審
第
１
回
期
日

が
10
月
16
日
に
行
わ
れ
た
。
今

年
７
月
神
戸
地
裁
は
、
原
告
の

主
張
を
全
面
的
に
認
め
る
判
断

を
し
た
が
、
被
告
の
地
方
公
務

員
災
害
補
償
基
金
が
控
訴
し
て

い
た
。

　
被
告
の
控
訴
理
由
は
、
①
原

判
決
の
労
働
時
間
に
つ
い
て
②

公
務
の
質
的
過
重
性
に
つ
い
て

③
う
つ
病
発
症
時
期
。
書
面
の

や
り
と
り
で
終
了
し
た
第
１
回

期
日
の
後
、報
告
集
会
を
開
き
、

被
告
の
主
張
と
原
告
の
反
論
を

確
認
し
た
。

　
報
告
集
会
の
開
会
に
あ
た

り
、
支
え
る
会
世
話
人
の
川
端

啓
介
さ
ん
（
豊
岡
市
職
労
委
員

長
）
は
、「
不
当
な
控
訴
に
悔

し
さ
は
あ
る
が
、
気
持
ち
を
切

り
替
え
て
頑
張
り
た
い
」
と
述

べ
た
。

　
控
訴
理
由
へ
の
反
論
を
土

居
由
佳
弁
護
士
が
説
明
。「
①

は
、
判
決
の
時
間
外
労
働
の
計

算
が
間
違
っ
て
い
た
の
は
事
実

だ
が
、
再
計
算
し
て
も
死
亡
前

１
ヵ
月
で
79
時
間
44
分
、
２
ヵ

月
で
１
０
９
時
間
33
分
と
な

り
、
過
労
死
水
準
に
あ
る
こ
と

に
変
わ
り
な
い
。
②
に
つ
い
て

被
告
は
『
Ａ
４
用
紙
２
～
３

ペ
ー
ジ
の
地
域
福
祉
計
画
の
作

成
だ
っ
た
』
と
主
張
す
る
が
、

当
時
の
職
場
で
の
言
葉
尻
だ
け

を
捉
え
た
主
張
に
す
ぎ
な
い
。

聞
き
取
り
か
ら
も
当
初
の
２
～

３
枚
か
ら
、
実
際
に
は
複
雑
な

業
務
だ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で

あ
る
。
③
は
、
医
師
に
意
見
書

を
作
成
し
て
も
ら
う
よ
う
準
備

し
て
い
る
」
と
説
明
し
た
。

　
原
告
か
ら
は
、「
引
き
続
き

支
援
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

　
10
月
27
日
、
第
17
回
働
く
女

性
の
交
流
集
会
が
ひ
ょ
う
ご
共

済
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
実
行
委
員
会
の
藤
原
潤
子
さ

ん
（
県
本
部
女
性
部
長
）
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
職
場
報
告
が
行

わ
れ
た
。
続
い
て
今
回
の
テ
ー

マ
で
あ
る
「
職
場
に
ゆ
と
り
を

と
り
も
ど
そ
う

－

あ
な
た
の
心

と
身
体
は
元
気
？

－

」
の
講
演

が
、
香
山
リ
カ
さ
ん
（
精
神
科

医
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

　「
私
た
ち
の
生
活
は
効
率
的

に
な
り
、
無
駄
な
時
間
が
全
く

な
い
。
し
か
し
、
無
駄
だ
と
感

じ
る
時
間
こ
そ
、
心
と
身
体
が

緊
張
せ
ず
休
ま
っ
て
い
る
も

の
。
頑
張
り
過
ぎ
ず
、
何
と
か

な
る
だ
ろ
う
と
思
う
よ
う
に
す

る
こ
と
も
大
切
。

　
ア
ク
シ
デ
ン
ト
や
失
敗
が
起

こ
っ
た
際
、
何
が
い
け
な
か
っ

た
の
か
と
、
あ
ま
り
自
分
と
向

き
合
い
す
ぎ
な
い
。
身
近
な
人

や
プ
ロ
に
相
談
す
れ
ば
、
解
決

策
が
あ
る
こ
と
に
気
付
け
る
。

普
段
か
ら
少
し
ず
つ
周
囲
に
弱

み
を
見
せ
つ
つ
、
助
け
合
え
ば

い
い
の
で
は
」
と
話
し
た
。

　
県
人
事
委
員
会
は
10
月
10

日
、
公
民
格
差
は
月
例
給
（
49

円
・
０
・
01
％
、
賃
金
削
減
後
は

２
万
８
８
１
１
円
・
７
・
58
％
）

の
格
差
が
極
め
て
小
さ
く
、
一

時
金
（
△
０
・
01
月
）
も
民
間
と

均
衡
し
て
い
る
と
し
て
改
定
を

見
送
り
、
報
告
の
み
を
行
っ
た
。

今
年
も
独
自
カ
ッ
ト
中
止
を
勧

告
せ
ず
、
現
給
保
障
廃
止
、
50

歳
代
後
半
層
の
昇
給
・
昇
格
制

度
の
見
直
し
は
言
及
、
人
事
院

の
「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直

し
」
に
は
慎
重
姿
勢
を
示
し
た
。

　
神
戸
市
人
事
委
員
会
は
9
月

26
日
、
官
民
格
差
は
月
例
給

（
△
89
円
・
０
・
02
％
、
賃
金
削

減
後
は
１
万
６
６
７
１
円
・
４
・

18
％
）、
一
時
金
（
０
・
01
月
）

と
も
に
ほ
ぼ
均
衡
し
て
い
る
と

し
て
改
定
を
見
送
り
、
報
告
を

行
っ
た
。
課
題
で
あ
っ
た
住
居

手
当
は
民
間
の
支
給
額
と
お
お

む
ね
均
衡
し
て
い
る
と
し
て
廃

止
に
は
触
れ
ず
、
現
給
保
障
廃

止
、
50
歳
代
後
半
層
の
昇
給
・

昇
格
制
度
の
見
直
し
は
言
及
さ

れ
な
か
っ
た
。

　
県
職
労
、
神
戸
市
労
連
は
、

独
自
・
賃
金
カ
ッ
ト
の
回
復
、

現
給
保
障
廃
止
・
高
齢
層
の
賃

金
抑
制
反
対
へ
、
全
力
で
た
た

か
い
抜
く
決
意
だ
。

　部落解放研究第34回兵庫県集会が、10月
19～ 20日にかけて豊岡市・城崎大会議館
を主会場として、県内から約350人が参加
し開催された。
　今日の改憲の流れは、これまでの反差別・
人権擁護運動が築きあげてきた人権文化の
破壊に繋がるとの認識のもと、「日本国憲
法を守り、あらゆる人の人権が尊重される
社会を築くために」をメインテーマとして、
記念講演でも、大阪市立大学の林

パク

一
イル

教授を
講師に、人権の視点から「日本国憲法」を
考える内容とされた。
　2日目は、映画「見えない手錠をはずす
まで」の金

キム

聖
ソン

雄
ウン

監督を交えて、シンポジウ
ム「石川一雄さんの無罪を勝ち取るために」
が持たれ、県民共闘の森蔭守事務局長が県
民共闘としての狭山闘争への関わりや１日
も早い石川さんの無実を勝ち取るために、
今後も世論喚起や映画の上映運動に取り組
んでいく決意を語った。

県本部第33回囲碁・将棋大会

参加者募集中
■大会日程
　12月７日（土）
■会　場
　ひょうご共済会館
■大会開催クラス
＜囲碁の部＞
　本因坊戦
　　四段以上
　Aクラス
　　三段～初段
　Bクラス
　　１級～３級

　Cクラス
　　４級以下
＜将棋の部＞
　名人位戦
　　四段以上
　Aクラス
　　三段～初段
　Bクラス
　　１級～３級
　Cクラス
　　４級以下
■応募〆切
　11月14日（木）

　
10
月
19
日
、
県
本
部
の
黒
豆
収
穫
祭
が
篠

山
市
坂
本
で
開
催
さ
れ
た
。
組
合
員
と
家
族

ら
約
２
５
０
人
が
参
加
し
、
枝
豆
収
穫
、
豆

料
理
な
ど
を
満
喫
し
た
。
心
配
さ
れ
た
天
候

も
収
穫
祭
の
間
は
回
復
、「
今
日
は
１
日
楽

し
み
、
交
流
を
深
め
て
ほ
し
い
」
と
本
多
義

弘
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
神
戸
市
従
の
横
田
さ
ん
の
協
力
で
実
施
し

た
子
ど
も
向
け
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
は
、
そ
の

腕
前
に
大
人
も
ビ
ッ
ク
リ
。
メ
イ
ン
の
抽
選

会
で
は
、
地
元
の
栗
よ
う
か
ん
や
舞
子
ビ
ラ

宿
泊
券
な
ど
、
豪
華
賞
品
が
用
意
さ
れ
喜
び

と
た
め
息
が
入
り
交
っ
た
。

豊岡裁判闘争

「
気
持
ち
切
り
替
え
頑
張
る
」

控
訴
審
第
１
回
期
日

10
月
16
日

控訴審での支援を呼びかける川端代表

憲法の危機訴える
部落解放第34回県研究集会

黒豆収穫祭

マ
ジ
ッ
ク
、抽
選
会
な
ど

家
族
も
一
緒
に
楽
し
む

無
駄
な
時
間
を
大
切
に

香
山
リ
カ
さ
ん
が
講
演

働
く
女
性
の

交
流
集
会

県
、神
戸
と
も
に

勧
告
は
見
送
り

県
の
独
自
カ
ッ
ト
回
復
に
は
触
れ
ず

子どもも大人も盛り上がった

	

狭
山
を
テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

講演を行う香山さん
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今
年
の
賃
金
確

定
・
一
時
金
闘
争

も
ヤ
マ
場
が
迫
っ

て
き
た
。
県
本
部

は
15
日
と
22
日
に

統
一
行
動
を
配
置

し
て
い
る
▼
こ
の

と
こ
ろ
の
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
に
よ
る
物
価
上
昇
や
消

費
税
率
引
き
上
げ
な
ど
も
あ

り
、
実
質
賃
金
は
更
に
下
っ
て

お
り
生
活
改
善
に
つ
な
が
る
賃

金
引
き
上
げ
を
何
と
し
て
も
勝

ち
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▼

「
国
公
賃
金
削
減
の
地
公
波
及

問
題
」
に
つ
い
て
は
「
約
束
」

ど
お
り
、
来
年
３
月
で
確
実
に

終
了
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。「
雇
用
と
年
金
の
確

実
な
接
続
」
に
つ
い
て
も
、
年

金
受
給
年
齢
引
き
上
げ
を
決
め

た
時
点
で
、「
無
年
金
期
間
の

生
活
保
障
を
ど
う
す
る
の
か
」

は
、政
府
や
雇
用
主
の
「
責
任
」

と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
▼
こ
の
と
こ
ろ
、
一

流
レ
ス
ト
ラ
ン
や
百
貨
店
で
の

メ
ニ
ュ
ー
偽
装
表
示
問
題
が
取

り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
。
も
う
け

る
た
め
の
「
偽
装
」
を
「
誤
表

示
」と
い
い
の
が
れ
る
経
営
者
。

く
れ
ぐ
れ
も
「
だ
ま
し
だ
！
う

そ
つ
き
だ
！
」と
い
う
言
葉
を
、

当
局
に
あ
び
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
よ
う
な
こ
と
に
だ
け
は
し

な
い
で
も
ら
い
た
い
。

19日　仕事と生活の調和フェスタ（兵庫県公館）
20日　第４回　ピース・セミナー第２講義

（神戸勤労会館）
23日　連合兵庫女性委員会第23回定期総会

（兵庫勤労福祉センター）
　　　連合兵庫青年委員会第24回定期総会

（ラッセホール）

当面の日程

　
秋
季
闘
争
の
課
題
を
意
思
統
一
す
る
た
め
の
単
組
オ
ル
グ

を
、
県
本
部
は
10
月
９
～
27
日
に
か
け
て
行
っ
た
。
人
事
院
は

勧
告
を
見
送
っ
た
が
、
地
公
賃
金
削
減
に
よ
る
カ
ッ
ト
の
復
元

や
雇
用
と
年
金
の
接
続
な
ど
が
重
要
な
課
題
だ
。
ま
た
来
年
度

に
は
大
幅
な
賃
金
合
理
化
が
狙
わ
れ
て
お
り
、
今
確
定
か
ら
の

闘
争
態
勢
づ
く
り
も
問
わ
れ
て
い
る
。
県
本
部
は
今
月
15
日
と

22
日
に
ヤ
マ
場
を
設
定
し
て
交
渉
を
行
う
。
な
お
神
戸
市
労
連

は
14
日
、
県
職
労
は
27
日
に
ヤ
マ
場
を
迎
え
る
。

但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク

阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク

　2014年度の予算編成時期を
迎える中、地方交付税総額を
確保し、安心できる社会保障
制度の確立などを求める地方
財政確立中央行動が10月29
日、取り組まれた。全体集会
を開いた後、参加者は国会議
員への要請を行った。
　星陵会館で開いた全体集会

の冒頭、公務労協の田中地公
部会議長は、「地域を守るの
は私たち。高齢化時代を迎え
益々福祉が重要になる。地域
財源を確立させよう」とあい
さつした。
　民主党、社民党など政党代
表者も激励にかけつけた。民
主党の原口一博衆議院議員
は、「公務員の労働基本権回
復が地域と人権を守るために
必要」と訴えた。
　兵庫県本部からは、宮本誠
之副委員長をはじめ６人が参
加。「地域の財政需要を把握
したうえで地方交付税の確保
を」と参議院議員に要請を
行った。

かくれんぼしてる間に寝てしまい

長谷川	昭三
（兵庫県職労）

要
請
を
行
わ
な
い
こ
と
を
は
じ

め
、
数
点
の
課
題
に
つ
い
て
考

え
方
を
質
し
た
。

　
給
与
削
減
に
つ
い
て
は
、
現

時
点
で
国
か
ら
の
動
き
は
な
い

こ
と
や
今
年
度
限
り
と
の
情
報

が
あ
る
と
の
見
通
し
を
示
し

た
。
県
本
部
は
法
で
定
め
た
３

月
の
終
了
を
強
く
要
請
し
た
。

　
再
任
用
制
度
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
５
団
体
が
未
制
定
で
あ

り
条
例
化
に
向
け
助
言
し
て
い

く
と
し
た
が
、
県
本
部
は
来
年

度
か
ら
実
施
で
き
る
制
度
設
計

が
必
要
だ
と
し
て
早
期
の
自
治

体
へ
の
対
応
を
要
請
し
た
。

　
苦
情
処
理
調
整
会
議
の
設
置

に
つ
い
て
は
、
助
言
し
て
い
く

と
し
た
が
、
企
業
職
は
「
不
服

申
し
立
て
が
で
き
な
い
」
と
の

　
県
本
部
は
11
月
５
日
、
県
市

町
振
興
課
と
確
定
期
の
交
渉
を

行
い
地
方
公
務
員
給
与
削
減
の

未
実
施
自
治
体
へ
の
引
き
下
げ

見
解
を
示
し
た
た
め
、
引
き
続

き
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　
東
日
本
大
震
災
に
関
わ
る
長

期
派
遣
者
の
健
康
管
理
つ
い
て

は
、
県
・
市
と
情
報
共
有
に
努

め
る
と
と
も
に
派
遣
職
員
と
の

意
見
交
換
会
や
健
康
管
理
に
つ

い
て
通
知
し
て
い
る
と
し
た
。

　
臨
時・
非
常
勤
の
年
金
支
給

年
齢
引
き
上
げ
に
伴
う
雇
用
延

長
に
つ
い
て
は
、
現
行
制
度
を

前
提
に
対
応
す
る
と
し
た
た
め
、

高
齢
者
雇
用
安
定
法
の
趣
旨
を

遵
守
す
る
よ
う
強
く
求
め
た
。

　
阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

10
月
14
日
に
阪
神
地
区
（
北
、

南
の
2
班
）、
10
月
23
日
に
淡

路
地
区
の
オ
ル
グ
を
行
っ
た
。

　
ま
ず
県
本
部
か
ら
、
人
事
院

報
告
の
骨
子
な
ら
び
に
現
業
・

公
企
統
一
闘
争
、
賃
金
確
定
、

一
時
金
闘
争
の
課
題
な
ど
に
つ

県
本
部
副
委
員
長
を
先
頭
に
単

組
オ
ル
グ
を
実
施
し
、
闘
争
課

題
を
意
思
統
一
し
た
。

　
但
馬
丹
波
地
域
に
お
い
て
は

新
温
泉
町
以
外
は
再
任
用
制
度

が
条
例
上
整
備
さ
れ
て
い
る
も

の
の
、
こ
れ
ま
で
適
用
は
ほ
と

　
但
丹
ブ
ロ
ッ
ク
秋
季
闘
争
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
10
月

16
～
18
日
に
か
け
て
現
業
評
議

会
主
催
に
よ
る
現
業
学
習
会
を

開
催
し
、
現
業
公
企
闘
争
の
推

進
に
向
け
た
意
思
統
一
を
行
っ

た
。
学
習
会
で
は
各
単
組
の
要

求
書
提
出
状
況
や
独
自
課
題
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
る
と
と
も

に
、
統
一
行
動
日
に
は
全
国
の

仲
間
と
連
動
す
る
た
め
最
低
で

も
時
間
外
職
場
集
会
を
開
催
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、

篠
山
市
当
局
に
よ
る
現
業
賃
金

合
理
化
提
案
が
さ
れ
る
な
ど
、

現
業
賃
金
引
き
下
げ
攻
撃
が
強

ま
っ
て
お
り
、
今
回
各
単
組
技

能
労
務
職
年
齢
別
初
任
給
基
準

に
よ
る
昇
給
モ
デ
ル
比
較
表
で

実
態
交
流
も
行
っ
た
。

　
地
域
別
集
会
後
は
確
定
闘
争

を
中
心
に
10
月
22
日
と
24
日
に

豊
岡
病
院
労
組
出
身
の
隅
田
龍

地域財源を保障せよ
10月29日  国会議員へ要請行動

給与削減は今年度限り県 

交 

渉 企業職員の苦情処理も追及

星
陵
会
館
で
行
っ
た
決
起
集
会

た
。

　
淡
路
地
区
の
４
単
組
は
、
再

任
用
規
程
が
こ
れ
ま
で
運
用
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
今
闘
争
で
の
取
り
組
み
の

強
化
を
確
認
し
た
。

　
続
い
て
、
各
単
組
か
ら
独
自

の
課
題
に
つ
い
て
報
告
を
受
け

た
。

　
尼
崎
市
職
労
の
課
長
補
佐
・

係
長
級
の
管
理
職
手
当
廃
止
の

当
局
提
案
、
三
田
市
職
労
の
図

書
館
指
定
管
理
者
導
入
、
宝
塚

市
職
労
の
賃
金
カ
ッ
ト
提
案
、

西
宮
水
労
・
伊
丹
水
労
の
上
下

水
道
統
合
、
南
あ
わ
じ
市
職
労

の
清
掃
セ
ン
タ
ー
職
員
の
配
置

な
ど
、
各
単
組
が
直
面
す
る
課

題
に
対
す
る
具
体
的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
共
闘
体
制
の
確

立
を
確
認
し
た
。

い
て
説
明
し
た
。

特
に
、
今
闘
争
の

重
点
課
題
と
し

て
、
来
年
４
月
か

ら
の
無
年
金
期
間

に
対
応
す
る
た
め

の
新
た
な
再
任
用

制
度
の
賃
金
・
労

働
条
件
の
確
保
、

そ
し
て
人
事
院
報

告
で
触
れ
ら
れ
た

「
給
与
体
系
の
総

合
的
見
直
し
」
に

つ
い
て
提
起
し

ん
ど
な
く
、
新
規
採
用
と
の
兼

ね
合
い
も
あ
り
、
交
渉
が
進
展

し
て
い
な
い
状
況
と
な
っ
て
お

り
、
雇
用
と
年
金
の
確
実
な
接

続
の
た
め
に
も
早
急
な
対
応
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。

市川町職でのオルグの様子

阪神人事協に申し入れを行った

確定闘争の課題を追及した

雇用と年金の接続を
賃
金
抑
制
許
さ
な
い

単
組
オ
ル
グ
で
意
思
統
一

県
本
部
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政
府
は
、
10
月
25
日
、「
特
定
秘

密
保
護
法
案
」
を
閣
議
決
定
し
、
臨

時
国
会
で
審
議
が
は
じ
ま
っ
た
。

　
知
る
権
利
が
侵
害
さ
れ
、
民
主
主

義
の
根
幹
に
触
れ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
多
く
の
部
分
で
こ
れ
ほ
ど
曖
昧

な
法
律
案
は
な
い
。

　
本
法
案
は
、
国
家
安
全
保
障
会
議

（
日
本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）設
置
法
案
と
セ
ッ

ト
と
し
て
成
立
さ
せ
、
集
団
的
自
衛

権
を
実
体
化
す
る
「
国
家
安
全
保
障

基
本
法
案
」
へ
の
流
れ
を
つ
く
ろ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
憲
法
の
理
念

を
法
律
で
ね
じ
曲
げ
、
平
和
主
義
を

な
い
が
し
ろ
に
し
、
戦
争
へ
の
道
を

開
く
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、憲
法
21
条
「
表
現
の
自
由
」

の
条
文
は
、
広
く
は
こ
の
「
国
民
の

知
る
権
利
」
を
保
障
す
る
も
の
で
あ

り
、「
特
定
秘
密
保
護
法
案
」
は
、「
国

民
の
知
る
権
利
」
を
真
っ
向
か
ら
否

定
し
て
い
る
。「
秘
密
に
で
き
る
権

利
」
を
高
め
、
情
報
操
作
す
る
権
能

を
強
く
す
る
国
家
ほ
ど
、
戦
争
を
た

や
す
く
で
き
る
国
家
で
あ
る
こ
と
は

疑
い
よ
う
も
な
い
。

　
多
く
の
反
対
の
声
が
あ
る
中
で
知

る
権
利
や
報
道
の
自
由
と
い
っ
た
言

葉
が
挿
入
さ
れ
た
が
、
そ
れ
も
努
力

義
務
に
止
ま
り
、
公
務
員
へ
の
厳
罰

規
定
と
と
も
に
、
市
民
の
利
益
が
侵

害
さ
れ
る
可
能
性
が
極
め
て
大
き
い
。

　
問
題
点
を
い
く
つ
が
あ
げ
る

　
①
秘
密
の
範
囲
が
、
政
府
の
恣
意

的
判
断
で
広
が
り
か
ね
な
い
。
特
定

秘
密
に
「
公
共
の
安
全
お
よ
び
秩
序

の
維
持
」
の
概
念
を
差
し
込
み
、
国

家
の
無
制
限
な
恣
意
的
判
断
を
許
し

て
い
る
。
特
定
秘
密
を
指
定
す
る
の

が
当
該
行
政
機
関
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
す
る
と
、
重
要
な
国
家
情
報

に
関
し
、
恣
意
的
な
情
報
統
制
・
情

報
隠
し
が
で
き
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　
②
国
の
重
要
な
情
報
ほ
ど
、
秘
密

に
さ
れ
、
ま
た
秘
密
に
さ
れ
る
期
限

が
限
定
さ
れ
ず
、
無
期
限
・
非
公
開

な
ど
の
措
置
を
可
能
に
し
、「
秘
密

に
し
た
ま
ま
」
担
当
省
庁
の
判
断
で

廃
棄
さ
れ
、
歴
史
的
記
録
か
ら
も
消

さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
③
公
務
員
に
は
懲
役
10
年
の
最
高

刑
が
示
さ
れ
、
国
民
の
不
利
益
に
対

す
る
内
部
告
発
な
ど
は
全
く
不
可
能

に
な
る
。
公
務
員
に
対
す
る
報
道
機

関
の
取
材
も
制
約
さ
れ
、
結
果
と
し

て
国
民
の
知
る
権
利
が
侵
害
さ
れ
る

お
そ
れ
が
あ
る
。

　
④
国
会
議
員
の
全
て
に
情
報
の
共

有
が
保
証
さ
れ
ず
、
一
部
与
党
や
官

僚
に
よ
る
情
報
の
占
有
が
危
惧
さ
れ

る
。

　
⑤
特
定
秘
密
を
取
り
扱
う
人
の
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
つ
い
て
、
公
私
を
問

わ
ず
、
調
査
し
管
理
す
る
「
適
性
評

価
制
度
」
が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
秘

密
を
取
り
扱
う
人
へ
の
思
想
統
制
、

差
別
、
人
権
侵
害
が
起
こ
る
お
そ
れ

が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
が
「
特
定

秘
密
保
護
法
案
」
に
反
対
す
る
理
由

は
枚
挙
に
暇
が
無
い
。

　「
特
定
秘
密
保
護
法
案
」は
、日
本
社

会
の
今
後
の
在
り
方
を
左
右
す
る
も

の
で
あ
り
、
歴
史
の
反
省
の
上
に
立

ち
、
断
じ
て
許
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

は
な
い
。
私
た
ち
は
、
平
和
と
民
主

主
義
を
守
る
た
め
、
廃
案
に
向
け
全

力
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
政
府
は
、
10
月
25
日
、「
特
定
秘

知
る
権
利
」
を
保
障
す
る
も
の
で
あ

秘
密
保
護
法
案
を
廃
案
に

　
憲
法
理
念
の
実
現
を
め
ざ
す

第
50
回
大
会
（
護
憲
大
会
）
が

11
月
３
～
５
日
、
沖
縄
県
那
覇

市
内
で
開
催
さ
れ
、
１
２
０
０

人
が
参
加
。
改
憲
阻
止
や
日
米

軍
事
演
習
の
全
国
化
の
問
題
な

ど
を
討
論
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
っ
て
平
和

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
福
山
真
劫
代
表

は
、
集
団
的
自
衛
権
を
め
ぐ
る

動
向
に
触
れ
「
今
こ
そ
大
衆
運

動
の
強
化
を
」
と
怒
り
を
込
め

て
あ
い
さ
つ
し
た
。

　「
沖
縄
か
ら
問
う
﹃
平
和
、

人
権
、
い
の
ち
﹄―

憲
法
と
沖

縄
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
は
、
琉
球
大
学
の
島

袋
純
教
授
、
琉
球
新
報
社
の
与

那
嶺
路
代
記
者
、
報
道
カ
メ
ラ

マ
ン
の
國
吉
和
夫
さ
ん
が
登

壇
。「
復
帰
後
も
安
保
体
制
の

も
と
で
米
軍
の
占
領
は
継
続
し

て
い
る
」「
日
本
の
立
憲
主
義

は
人
権
が
法
の
前
に
存
在
し
な

い
」
な
ど
と
話
し
た
。

　
２
日
目
は
「
非
核
・
平
和
・
安

全
保
障
」「
憲
法
」
な
ど
７
分

科
会
と
３
つ
の
交
流
ひ
ろ
ば
、

そ
し
て
２
つ
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
交
流
を
深
め
た
。
東

京
新
聞
編
集
委
員
の
半
田
滋
さ

ん
は
、
非
核
・
平
和
・
安
全
保
障

の
分
科
会
で
、「
尖
閣
の
状
況

を
見
て
も
米
海
兵
隊
は
抑
止
力

に
な
っ
て
い
な
い
。
嘘
だ
ら
け

の
政
府
に
、
そ
の
こ
と
を
認
め

さ
せ
る
こ
と
が
必
要
だ
」
と
強

調
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
憲
法
を
い
か

す
運
動
を
全
国
で
展
開
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

　
10
月
31
日
神
戸
市
内
で
第
14

回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
、
新

会
長
に
辻
芳
治
前
事
務
局
長
、

副
事
務
局
長
に
県
本
部
の
辰
巳

信
彦
前
書
記
次
長
が
選
出
さ
れ

た
。

　
10
月
に
県
本
部
書
記
と
し
て
採
用

さ
れ
た
孫
可
耶
さ
ん
。県
本
部
に
は
、

08
年
に
共
済
県
支
部
の
ア
ル
バ
イ
ト

と
し
て
働
き
は
じ
め
、
自
治
研
セ
ン

タ
ー
や
総
務
な
ど
を
担
っ
て
き
た
。

　「
休
み
の
日
は
ボ
ー
と
す
る
の
が

好
き
」
と
い
う
孫
さ
ん
。
大
学
卒
業

後
、
２
年
間
、
韓
国
に
語
学
留
学

し
て
い
た
。
両
親
の
強
い
勧
め
も

あ
っ
て
留
学
し
た
が
、「
行
っ
て
よ

か
っ
た
」
と
話
す
。
孫
さ
ん
の
母
方

の
親
せ
き
は
、
釜
山
に
い
る
が
、
言

葉
の
壁
が
あ
っ
て
子
ど
も
の
頃
は
あ

ま
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

な
か
っ
た
。「
言
葉
を
学
ぶ
こ
と
で
、

親
せ
き
と
の
関
係
も
深
ま
っ
た
」
と

喜
び
を
み
せ
る
。「
日
本

で
育
っ
た
が
、
韓
国
に
行

く
と
落
ち
着
く
ん
で
す
よ

ね
」。
年
２
、３
回
は
「
旅

行
」
で
訪
れ
る
よ
う
だ
。

　
父
親
は
、
在
日
外
国
人

の
人
権
確
立
の
運
動
に
か

か
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
姿

を
見
て
き
た
た
め
か
、「
運

動
と
仕
事
は
別
」
と
思
っ
て
き
た
孫

さ
ん
。
そ
ん
な
思
い
と
は
異
な
る
方

向
に
進
む
こ
と
に
な
っ
た
。「
労
働

組
合
の
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
だ
け
ど
、
や
る
か
ら
に
は
頑

張
っ
て
み
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
る
。

　
香
川
の
大
学
に
通
っ
て
い
た
た
め

う
ど
ん
に
は
う
る
さ
い
。
県
本
部
か

ら
少
し
離
れ
た
お
気
に
入
り
の
う
ど

ん
屋
さ
ん
ま
で
、
た
ま
に
遠
出
す
る

の
が
密
か
な
楽
し
み
と
の
こ
と
。

　
県
本
部
で
は
、
総
務
、
青
年
部
、

女
性
部
を
担
当
す
る
。

韓
国
に
語
学
留
学

親
せ
き
と
の
関
係
深
ま
る

　
来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
神
戸

市
長
に
当
選
し
た
久
元
き
ぞ
う

さ
ん
が
お
礼
と
「
生
ま
れ
育
っ

た
神
戸
の
た
め
に
、
全
身
全

霊
で
仕
事
に
あ
た
っ
て
い
き

た
い
」
と
決
意
を
述
べ

た
。
質
疑
で
は
、
左
川
忍

神
戸
市
従
委
員
長
か
ら
神

戸
市
長
選
の
お
礼
、
宮
本

誠
之
県
本
部
副
委
員
長
か

ら
は
、
給
与
削
減
に
対
す

る
た
た
か
い
へ
の
引
き
続

く
協
力
、
地
方
議
員
の
推

薦
な
ど
に
つ
い
て
産
別
・

地
協
の
協
力
体
制
構
築
へ
助
言

を
、
公
契
約
条
例
の
制
定
や
非

正
規
の
組
織
化
・
処
遇
改
善
の

取
り
組
み
へ
の
協
力
、
支
援
を

要
請
し
た
。

　
10・
20
臨
時・
非
常
勤
等
職
員

の
雇
用
上
限
突
破
！
全
国
集
会

と
均
等
待
遇
と
雇
用
安
定
を
求

め
る
決
起
集
会
と
題
し
て
、
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
10
月
20
日

2
つ
の
集
会
が
行
わ
れ
た
。
氏

家
自
治
労
委
員
長
は
「
雇
用
上

限
撤
廃・
雇
用
継
続
の
組
織
的
な

運
動
を
取
り
組
む
た
め
、
現
状

と
運
動
の
進
め
方
を
交
流
し
、

自
治
労
内
外
に
発
信
し
、
世
論

喚
起
を
は
か
る
た
め
に
開
催
」

と
あ
い
さ
つ
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
シ
ョ
ン
は
「
自
治
体
や
記
者

の
立
場
か
ら
雇
止
め
を
考
え
よ

う
」
と
、
朝
日
新
聞
記
者
や
福

岡
市
図
書
館
司
書
労
、
長
崎
県

職
労
の
メ
ン
バ
ー
で
行
わ
れ
た
。

　
分
科
会
は
①
賃
金・
労
働
条
件

の
取
り
組
み
②
組
織
拡
大
、
兵

庫
か
ら
は
山
本
三
千
子
臨
職
評

事
務
局
長
が
市
町
振
興
課
交
渉

の
取
り
組
み
を
報
告
し
た
。

県本部書記の紹介 孫
そん

 可
か

耶
や

さん

第50回護憲大会

憲
法
理
念
を
広
げ
よ
う

沖
縄
か
ら﹁
平
和
・
人
権
﹂を
考
え
る

民
主
主
義
の
根
幹
ゆ
る
が
す

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
と
セ
ッ
ト 辰

巳
さ
ん
が
副
事
務
局
長
に

連合兵庫大会

地
公
賃
金
問
題
で
支
援
求
め
る

自衛隊の現状や秘密保護法の危険性を訴える半田さん

副事務局長に選出された辰巳さん
（右から２人目）

自
治
労
臨
職
集
会

雇
用
上
限
撤
廃

継
続
の
運
動
を
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先
日
同
窓
会
が

あ
っ
た
。
地
元
の

小
・
中
学
校
の
同

級
生
で
、
中
学
校

も
他
小
学
校
か
ら

の
合
流
は
な
く
、

９
年
間
小
・
中
１

校
だ
け
の
ア
ッ
ト

ホ
ー
ム
な
環
境
で
ほ
ぼ
全
員
の

名
前
を
フ
ル
ネ
ー
ム
で
覚
え
て

い
る
。
男
子
達
、
女
子
達
と

呼
び
合
っ
て
い
た
頃
は
遠
く

な
っ
た
が
、
ど
こ
か
に
面
影

が
残
っ
て
い
る
▼
あ
ち
ら
の

男
子
グ
ル
ー
プ
は
ゴ
ル
フ
の
話

を
し
て
い
る
。
ボ
ギ
ー
や
ス
コ

ア
が
ど
う
と
か
と
話
し
て
い
る

が
、
ル
ー
ル
が
わ
か
ら
な
い
の

で
笑
っ
て
聞
く
。
こ
ち
ら
の
女

子
グ
ル
ー
プ
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
の

話
だ
。こ
れ
は
興
味
が
あ
る
。「
こ

の
春
か
ら
3
㌔
や
せ
た
の
よ
」

「
ど
う
や
っ
て
？
」「
夫
が
定
年

退
職
し
て
ず
っ
と
家
に
い
る
ス

ト
レ
ス
で
や
せ
た
の
よ
」
女
子

全
員
う
な
ず
く
▼
２
０
１
３
年

度
以
降
、
年
金
の
報
酬
比
例
部

分
の
支
給
開
始
年
齢
が
60
歳
か

ら
65
歳
へ
と
段
階
的
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
。
お
ま
け
に
平
均
寿

命
は
延
び
て
い
る
の
で
今
の
貯

蓄
額
で
は
不
安
だ
。
年
金
満
額

支
給
ま
で
定
年
延
長
で
働
い
て

も
ら
う
こ
と
だ
。
家
庭
円
満
と

家
族
の
健
康
の
た
め
「
亭
主
元

気
で
留
守
が
い
い
」
と
は
男
子

達
に
失
礼
か
。

２日　2014春闘勝利！自治労青年女性中央春闘討論集会
（自治労本部）

６日　第２回県本部代表者会議（東京グリーンパレス）
６～７日　連合第17期「女性リーダー養成講座」基礎編

（ラッセホール）
７日　第33回自治労兵庫県本部囲碁 ･ 将棋大会

（共催会館）

当面の日程

氾濫する横文字…

大	植　	賢
（豊岡市職労）

　
政
府
の
情
報
統
制
に
つ
な
が

り
、
民
主
主
義
の
根
幹
を
ゆ
る

が
す
特
定
秘
密
保
護
法
案
の
国

会
審
議
が
ヤ
マ
場
を
迎
え
る

中
、「
法
案
反
対
」
を
訴
え
る

座
り
込
み
が
ひ
ょ
う
ご
憲
法
集

会
実
行
委
員
会
（
事
務
局
＝
自

治
労
）
の
呼
び
か
け
で
行
わ
れ

た
。
11
月
19
日
か
ら
３
日
間
、

三
宮
マ
ル
イ
前
で
午
後
３
～
５

時
ま
で
実
施
。
延
べ
１
５
０
人

が
参
加
し
た
。

　「
国
民
の
多
く
は
反
対
し
て

い
る
。
政
府
は
そ
の
声
に
耳
を

傾
け
て
ほ
し
い
」
と
参
加
者
は

訴
え
た
。

　
県
本
部
は
11
月
８
日
、
13
確
定
闘
争
勝
利
！
地
方
財
政
確
立
を
め
ざ
す
！
決
起
集
会
を
県

庁
前
で
開
き
、
47
単
組
６
５
０
人
が
参
加
し
た
。
今
確
定
闘
争
で
①
地
公
賃
金
削
減
措
置
を

３
月
末
で
終
了
さ
せ
る
こ
と
②
雇
用
と
年
金
を
確
実
に
接
続
さ
せ
る
こ
と
な
ど
を
統
一
課
題

と
し
て
確
認
し
た
。
ま
た
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
代
表
か
ら
は
、
賃
金
独
自
カ
ッ
ト
の
撤
回
や
図
書

館
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
反
対
な
ど
の
決
意
表
明
が
あ
っ
た
。

　
冒
頭
、
特
定
秘
密
保
護
法
や

原
発
輸
出
な
ど
、
政
治
情
勢
に

触
れ
た
本
多
義
弘
委
員
長
は
、

「
人
権
や
生
活
を
脅
か
す
安
倍

政
権
と
の
た
た
か
い
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
確
定
闘
争
、
地
財

確
立
と
い
っ
た
目
前
の
課
題
を

し
っ
か
り
取
り
組
も
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　
確
定
闘
争
の
課
題
を
提
起
し

た
森
蔭
守
書
記
長
は
、「
人
事

院
は
勧
告
を
見
送
っ
た
も
の
の

来
年
に
向
け
て
総
合
的
見
直
し

を
示
し
た
」
と
説
明
。「
引
き

続
く
公
務
員
攻
撃
と
た
た
か
う

態
勢
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
の
た
め
に
も
『
要
求

－
交
渉

－

妥
結

－

協
定
・
協
約

化
』
と
い
う
交
渉
ル
ー
ル
確
立

を
今
確
定
闘
争
で
意
識
し
よ

う
」
と
訴
え
た
。

　
県
内
５
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
各
代

表
者
が
決
意
表
明
を
行
っ
た
。

三
田
市
職
労
の
楢
崎
潔
さ
ん

は
、「
労
使
で
直
営
堅
持
を
確

認
し
て
い
た
図
書
館
を
、
当
局

は
一
方
的
に
指
定
管
理
に
す
る

と
議
会
で
表
明
し
た
。
職
場
を

守
る
取
り
組
み
と
あ
わ
せ
、
利

用
者
や
市
民
を
置
き
去
り
に
す

る
市
政
を
問
題
に
し
て
取
り
組

む
」
と
怒
り
を
あ
ら
わ
し
た
。

ま
た
明
石
市
職
労
の
大
岡
久
典

さ
ん
は
、「
賃
金
適
正
化
に
向

け
て
交
渉
を
重
ね
、
昨
年
１
月

に
合
意
し
た
事
項
を
、
当
局
は

見
直
し
た
い
と
い
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
住
居
手
当
や
現
給

保
障
だ
が
、
当
局
の
土
俵
に
乗

れ
る
は
ず
が
な
い
」
と
力
を
込

め
た
。

　
県
本
部
決
起
集
会
の
午
前
、

青
年
部
・
女
性
部
は
兵
庫
県
民

会
館
で
、
秋
季
闘
争
勝
利
！
青

年
女
性
決
起
集
会
を
開
催
し

た
。
集
会
に
は
30
単
組
85
人
が

集
結
し
、
確
定
闘
争
ヤ
マ
場
に

向
け
「
賃
金
・
労
働
条
件
改
善

の
た
め
、
青
年
女
性
は
行
動
し

よ
う
」
と
全
体
で
確
認
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
っ
て
青
年
部
の

藤
原
敏
也
部
長
は
、「
本
確
定

闘
争
は
我
々
の
今
後
を
占
う
上

で
大
切
な
た
た
か
い
。
若
者
も

関
心
を
持
ち
、
み
ん
な
と
と
も

に
頑
張
ろ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

来
賓
に
は
県
本
部
の
本
多
義
弘

委
員
長
が
か
け
つ
た
。

　
女
性
部
の
前
垣
志
穂
書
記
長

よ
り
基
調
提
起
の
後
、
青
年
部

の
平
瀬
勲
書
記
長
が
10
月
28
日

に
実
施
し
た
、
青
年
部
対
県
市

町
振
興
課
交
渉
の
内
容
を
報

告
。「
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
理
由

に
超
勤
手
当
を
支
払
わ
な
い
問

題
に
つ
い
て
は
、
青
年
部
と
し

て
も
申
し
入
れ
を
行
い
、
市
町

振
興
課
も
自
治
体
が
違
反
し
て

い
る
こ
と
事
態
お
か
し
い
と

い
っ
て
は
い
る
が
、
単
組
で
も

き
っ
ち
り
と
動
い
て
も
ら
わ
な

い
と
変
わ
ら
な
い
」
と
呼
び
か

け
た
。

当
分
の
間
７
日
に
縮
小
で
、
断

腸
の
思
い
で
妥
結
し
た
。

　
全
体
的
に
は
、
第
２
波
統
一

行
動
に
向
け
て
交
渉
を
強
め
て

い
る
。

　
13
確
定
闘
争
第
１
波
統
一
行

動
日
の
15
日
を
背
景
に
多
く
の

単
組
で
交
渉
が
行
わ
れ
た
。

 

県
職
労
は
13
日
の
交
渉
で
も
、

独
自
カ
ッ
ト
の
回
復
は
非
常
に

困
難
、
現
給
保
障
の
廃
止
、
高

齢
層
の
昇
給
停
止
・
昇
格
制
度

改
悪
に
加
え
て
６
級
へ
の
任
用

上
の
措
置
廃
止
も
含
め
て
検
討

と
の
当
局
回
答
に
対
し
て
、
27

日
の
ス
ト
通
告
を
行
い
再
検
討

を
求
め
た
。

 

神
戸
市
労
連
は
11
月
14
日
の

最
終
交
渉
で
、
住
居
手
当
の
持

ち
家
を
５
０
０
円
引
き
下
げ
９

２
０
０
円
に
、
賃
貸
分
は
１
７

０
０
円
増
の
１
万
１
４
０
０
円

と
し
て
原
資
分
を
確
保
し
持
ち

家
の
手
当
を
守
っ
た
。

 

川
西
３
単
組
共
闘
は
14
日
の

最
終
交
渉
で
、
一
時
金
の
役
職

加
算
の
５
％
、
８
％
に
１
％
加

算
（
今
回
限
り
）、
夏
期
休
暇

５
日
に
削
減
（
現
８
日
）
は
、

　
10
月
28
日
、
町
職
連
協
は
県

本
部
会
議
室
で
単
代
会
議
を
開

催
し
、
今
確
定
闘
争
で
再
任
用

条
例
の
運
用
を
め
ざ
す
こ
と
を

確
認
し
た
。

　
例
年
、
10
月
末
に
現
業
・
公

企
の
中
間
総
括
と
確
定
闘
争
の

意
思
統
一
を
目
的
に
２
日
間
の

日
程
で
交
流
集
会
兼
単
代
会
議

を
開
催
し
て
い
た
が
、
今
年
は

台
風
23
号
の
影
響
で
急
き
ょ
日

程
を
延
期
し
、
単
代
会
議
の
み

と
な
っ
た
。

　
県
内
12
町
の
最
大
課
題
は
高

齢
者
再
任
用
の
制
度
を
ど
う
構

築
し
、
運
用
す
る
か
だ
。
現
在
、

運
用
で
き
て
い
る
の
は
猪
名
川

町
の
現
業
職
員
の
み
。
条
例
未

制
定
の
町
は
、
ま
ず
今
年
度
中

に
制
定
さ
せ
、
運
用
が
ま
だ
の

町
は
、
県
の
運
用
内
容
な
ど
を

参
考
に
し
な
が
ら
確
定
期
に
賃

金
労
働
条
件
を
つ
め
て
い
こ
う

と
確
認
し
た
。

　
神
河
町
長
選
挙
が
11
月
12
日

に
告
示
さ
れ
、
組
織
内
の
山
名

そ
う
ご
さ
ん
が
無
投
票
で
再
選

し
た
。
出
発
集
会
で
山
名
さ
ん

は
、「
住
ん
で
良
か
っ
た
と
い

わ
れ
る
町
づ
く
り
に
引
き
続
き

取
り
組
み
た
い
」
と
か
け
つ
け

た
支
援
者
に
訴
え
た
。
自
民
党

政
権
下
で
地
方
の
情
勢
は
厳
し

く
な
る
中
、
山
名
さ
ん
へ
の
期

待
も
大
き
い
。

13確定闘争勝利
県本部決起集会

地
公
波
及
に
区
切
り
を

賃
金
削
減
は
３
月
末
で
終
了

町職連協

再
任
用
の
実
施
め
ざ
す

条
例
化
止
ま
り
の
実
態
を
改
善

青
年
女
性
は

職
場
で
行
動
し
よ
う

統一行動日に向け取り組むことを確認した「
私
た
ち
の
知
る
権
利
を
守
れ
」

と
街
頭
か
ら
声
を
あ
げ
た

午前中に決起集会を行った

神
戸 

住
居
手
当
の
原
資
確
保

確
定
闘
争

第
１
波

神
河
町 

山
名
さ
ん

無
投
票
で
再
選

11
月
12
日
町
長
選
挙

特定秘密保護法の廃案求め座り込み

民主主義の根幹ゆるがす
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三
田
市
職
労
は
、
市
立
図
書

館
へ
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入

に
反
対
す
る
取
り
組
み
を
続
け

て
い
る
。
図
書
館
は
、
２
０
１

１
年
１
月
、労
使
で「
直
営
を
堅

持
す
る
」
と
確
認
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
当
局
が
一
方
的
に

破
棄
し
た
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
指
定
管
理
の
意
義
や
必
要
性

等
具
体
的
な
議
論
が
な
さ
れ
な

い
ま
ま
、
導
入
に
向
け
た
手
続

き
だ
け
が
強
引
か
つ
拙
速
に
進

め
ら
れ
て
お
り
、
市
民
に
対
し

て
も
、
い
ま
だ
十
分
な
説
明
は

行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
同
労
組
は
、
こ
の
間
、
県
本

部
や
阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
の
各

単
組
、
ま
た
地
域
の
民
間
労
組

等
に
呼
び
か
け
「
市
立
図
書
館

を
守
る
」
実
行
委
員
会
を
立
ち

あ
げ
て
、
啓
発
ビ
ラ
の
配
布
行

動
や
、
講
演
会
の
開
催
な
ど
、

市
民
と
と
も
に
こ
の
問
題
を
考

え
よ
う
と
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
市
民
ビ
ラ
配
布
を
行
っ
た
17

日
、
図
書
館
組
合
員
の
仲
間

は
、「
指
定
管
理
の
契
約
は
５

年
。
長
期
的
な
視
点
に
た
っ
た

資
料
収
集
が
で
き
な
く
な
る
な

ど
、
市
民
に
も
大
き
な
影
響
が

あ
る
」
と
参
加
者
に
訴
え
た
。

　
市
当
局
は
12
月
議
会
で
指
定

管
理
者
の
承
認
を
諮
ろ
う
と
し

て
い
る
。
三
田
の
た
た
か
い
に

支
援
を
。

　
高
砂
市
職
は
、
現
在
、「
処

分
撤
回
と
一
方
的
な
賃
金
カ
ッ

ト
の
復
元
」
を
求
め
て
た
た
か

い
を
進
め
て
い
る
。

　
高
砂
市
当
局
は
、
６
月
４
日

国
か
ら
の
給
与
削
減
要
請
を
受

け
入
れ
る
と
し
て
職
員
一
律

７
・
５
％
削
減
の
給
与
削
減
提

案
を
行
な
っ
た
。
国
は
４
・
77

～
９
・
77
％
と
若
年
層
に
配
慮

し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
一
律

削
減
と
い
う
提
案
は
市
職
と
し

て
受
け
入
れ
が
た
い
も
の
で

あ
っ
た
。
労
使
合
意
の
得
ら
れ

な
い
ま
ま
一
方
的
に
削
減
案
を

議
会
に
強
行
提
案
す
る
と
し
た

た
め
市
職
は
６
月
14
日
に
１
時

間
ス
ト
ラ
イ
キ
に
突
入
し
た
。

　
ス
ト
回
避
で
き
な
か
っ
た
責

任
は
短
い
協
議
期
間
に
加
え
、

誠
実
な
交
渉
を
行
わ
な
か
っ
た

市
当
局
に
あ
る
。
県
本
部
も
交

え
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
協
議

の
場
を
設
定
す
る
よ
う
申
し
入

れ
て
き
た
が
、
協
議
は
行
わ
れ

な
い
ま
ま
市
当
局
は
９
月
27
日

に
ス
ト
実
施
に
伴
い
、
委
員

長
に
戒
告
を
は
じ
め
組
合
員

２
４
７
人
に
処
分
を
発
令
し

た
。

　「
国
公
給
与
削
減
の
地
公
波

及
阻
止
」
の
た
た
か
い
は
自
治

労
あ
げ
て
の
た
た
か
い
で
あ

り
、
ス
ト
権
行
使
に
対
す
る
処

分
は
自
治
労
全
体
へ
の
攻
撃
で

あ
る
と
位
置
づ
け
、
県
本
部
も

県
内
の
各
単
組
、
組
合
員
の
支

援
の
も
と
処
分
撤
回
に
向
け
た

た
か
い
を
進
め
て
い
く
。

　
10
月
30
日
、
淡
路
市
の
北
淡

震
災
記
念
公
園
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ

ス
で
、
第
43
回
阪
神
淡
路
ブ

ロ
ッ
ク
定
期
総
会
を
開
催
し

た
。
25
単
組
63
人
が
参
加
し
、

取
り
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て

問
題
意
識
を
共
有
し
た
。

　
総
会
で
は
、
ま
ず
議
長
に
児

丸
秋
美
副
議
長
を
選
任
し
、
酒

井
正
美
議
長
の
あ
い
さ
つ
の

後
、
活
動
・
会
計
報
告
、
方
針
・

予
算
案
の
提
起
を
行
い
、意
見
・

質
疑
を
受
け
た
。

　
単
組
か
ら
の
発
言
と
し
て
、

猪
名
川
臨
職
労
の
民
間
委
託
さ

れ
た
学
童
保
育
事
業
を
再
直
営

化
し
た
取
り
組
み
を
は
じ
め
、

三
田
市
の
市
立
図
書
館
へ
の
指

定
管
理
制
度
導
入
反
対
の
取
り

組
み
、
尼
崎
競
艇
労
組
の
様
々

な
合
理
化
提
案
と
の
た
た
か

い
、
芦
屋
指
導
員
労
組
と
尼
崎

嘱
託
労
組
か
ら
は
臨
時
・
非
常

勤
職
員
の
賃
金
・
労
働
条
件
の

改
善
に
向
け
て
の
取
り
組
み
な

ど
が
あ
っ
た
。

　
役
員
改
選
で
は
、
新
た
に
岡

田
光
次
、服
部
圭
司
両
副
議
長
、

橋
本
維
文
・
岡
本
智
佐
代
両
事

務
局
次
長
を
選
出
し
た
。

　
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
定
期
総
会
は

11
月
１
日
に
高
砂
市
内
で
32
単

組
85
人
の
参
加
で
開
催
し
た
。

冒
頭
、
宮
本
誠
之
議
長
が
「
地

公
賃
金
７
・
８
％
カ
ッ
ト
問
題

に
お
い
て
、
高
砂
で
は
市
長
が

頑
な
に
考
え
を
変
え
ず
、
職
員

の
賃
金
を
一
律
引
き
下
げ
と
し

た
た
め
、
ス
ト
を
実
施
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
ス
ト

実
施
に
対
し
て
９
月
に
は
処
分

を
実
施
し
た
。
処
分
撤
回
に
向

金
の
接
続
が
重
要
と
な
っ
て
く

る
。
と
に
か
く
希
望
者
全
員
の

雇
用
を
確
保
し
、
国
公
４
級
再

任
用
賃
金
を
め
ざ
し
た
取
り
組

み
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　
活
動
報
告
、
方
針
案
に
対
し

て
「
ス
ト
処
分
に
対
し
て
撤
回

を
求
め
、
取
り
組
み
を
進
め
て

け
て
、
各
単
組
の
取
り

組
み
要
請
を
お
願
い
し

た
い
。
今
回
の
確
定

は
、ま
ず
７
・
８
％
カ
ッ

ト
に
つ
い
て
は
約
束
ど

お
り
来
年
３
月
に
止
め

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
雇
用
と
年

い
く
」（
高
砂
市
職
）、「
公
契

約
条
例
制
定
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
」（
加
西
市
職
）、

「
神
河
町
長
選
挙
で
山
名
そ
う

ご
へ
の
支
援
を
」（
神
河
町
職
）、

「
現
業
退
職
不
補
充
と
い
う
方

針
を
変
え
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
」（
明
石
市
職
労
）
な
ど
４

人
の
代
議
員
が
発
言
し
、
方
針

を
豊
富
化
し
た
。

　
但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
の
第
43

回
定
期
総
会
が
11
月
15
日
に
豊

岡
市
民
会
館
で
開
催
さ
れ
、
全

体
の
拍
手
で
運
動
方
針
を
原
案

ど
お
り
可
決
し
た
。

　
総
会
冒
頭
、
三
宅
芳
樹
議
長

は
「
今
年
の
地
公
給
与
削
減
問

題
で
は
拙
速
な
妥
結
は
行
わ
な

い
こ
と
を
確
認
し
、
ブ
ロ
ッ
ク

共
闘
一
致
団
結
し
た
取
り
組
み

に
よ
り
国
の
削
減
率
を
下
回
る

妥
結
結
果
を
得
る
こ
と
が
で
き

た
。
私
自
身
本
日
の
総
会
で
議

長
は
退
任
す
る
が
、
今
後
も
ブ

ロ
ッ
ク
内
全
単
組
が
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
を
推
進
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
主
催
者

を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を
行
っ

た
。

　
ま
た
総
会
で
は
川
端
啓
介
豊

岡
市
職
労
代
議
員
よ
り
公
務
災

害
認
定
闘
争
へ
の
更
な
る
支
援

要
請
が
さ
れ
た
。

　
今
回
の
役
員
改
選
で
は
ブ

ロ
ッ
ク
議
長
に
豊
岡
病
院
労
組

の
隅
田
龍
さ
ん
を
、
副
議
長
に

豊
岡
市
職
労
の
山
本
陽
一
さ

ん
、
八
鹿
病
院
職
組
の
守
本
誠

さ
ん
、
朝
来
市
職
労
の
村
上
泰

啓
さ
ん
、
丹
波
市
職
労
の
森
本

英
行
さ
ん
、
事
務
局
長
に
事
務

局
よ
り
秦
信
昭
さ
ん
を
選
出

し
、
今
後
2
年
間
の
新
体
制
を

確
立
し
、
隅
田
新
議
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
総
会
を
終
了
し

た
。

市民とともに考える
各
戸
ビ
ラ
や
講
演
会

三田市職労

図
書
館
の
指
定
管
理
導
入
に
反
対

「
処
分
を
撤
回
せ
よ
」

ス
ト
の
要
因
は
当
局
に

高
砂
市
職

各
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
が
総
会

非
正
規
の
処
遇
改
善
を

阪神淡路

猪
名
川
、芦
屋
、尼
崎
が
発
言

地
公
波
及
の
成
果
確
認

但馬丹波

ブ
ロ
ッ
ク
の
連
帯
で
国
下
回
る

播
　 

磨

スト処分の撤回、
雇用と年金の接続を

ビラまき前段に状況報告を行った

11月21日に処分撤回を求
める決起集会が行われた

新議長に選出された隅田さん●右右

新役員に選出されたメンバーがあいさつ

85人が参加した
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「
日
本
は
神
風
が

吹
く
か
ら
大
丈

夫
」
戦
前
の
話
に

な
る
と
必
ず
母
親

が
話
す
エ
ピ
ソ
ー

ド
。
暗
い
雰
囲
気

を
明
る
く
し
よ
う

と
気
を
遣
っ
た
母

親
の
言
葉
に
祖
父
は
「
そ
ん
な

風
は
吹
か
な
い
」
と
一
言
。
終

戦
後
、
大
人
が
早
い
時
期
か
ら

敗
戦
を
感
じ
て
い
た
と
聞
き
、

ア
メ
リ
カ
映
画
を
観
て
さ
ら
に

ガ
ッ
カ
リ
▼
「
労
働
組
合
が
機

能
し
て
い
る
職
場
は
風
通
し
が

よ
く
な
る
」
と
未
組
織
の
現
場

で
説
明
す
る
こ
と
が
あ
る
。
仲

間
と
自
由
に
話
し
合
い
、
使
用

者
側
と
対
等
に
交
渉
、
意
見
交

換
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
慣
れ

る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
。
い

く
ら
労
働
者
保
護
の
労
働
法
制

が
整
っ
て
い
て
も
「
言
わ
な
い

方
が
い
い
」「
や
め
と
こ
か
」

と
い
う
自
主
規
制
が
優
先
し
が

ち
に
な
っ
て
し
ま
う
▼
政
権
が

変
わ
る
度
に
生
活
を
取
り
巻
く

制
度
が
変
わ
っ
て
い
き
、
労
働

法
制
は
改
悪
が
予
想
さ
れ
る
。

労
働
組
合
を
保
障
す
る
現
行
憲

法
施
行
前
か
ら
労
働
組
合
は

あ
っ
た
。
団
結
し
て
た
た
か
っ

た
先
人
と
「
団
結
」
や
「
闘
争
」

と
い
う
言
葉
を
重
く
感
じ
る
。

自
由
と
権
利
に
慣
れ
す
ぎ
て
い

た
な
ぁ
。

12～13日　自治労2014春闘討論集会（TOC 有明）
13日　豊岡過労自殺公災認定控訴審 第2回期日

（大阪高裁）
14日　第24回連合兵庫もちつきフェア

（ポートアイランド）
21日　人権教育ひょうご青年交流会（ラッセホール）

当面の日程

数の暴挙＝強権

大 西 英 剛
（兵庫県職労）

№ 地　区 日にち 場　所 単組数 人数

1 神戸 11月8日 ひょうご共済会館
サルビア 3 14

2 阪神 11月11日 宝塚市役所 3 6

3 淡路 10月28日 洲本市役所 南庁舎
会議室 3 14

4 播磨海岸線 11月5日 加古川・勤労会館 5 11

5 中播 11月7日 市川町・就業改善
センター 3 7

6 北播 11月6日 加東・社福祉セン
ター　 4 13

7 西播 10月28日 相生・福祉会館 6 26

8 南但・丹波 11月7日 朝来・和田山公民館 5 12

9 北但 11月14日 豊岡市民会館 4 13

　青年部・女性部は、確定闘
争を強化するため10月28日～
11月14日にかけ県内９ヵ所で
学習会を開催した。36単組
116人が参加し、地公賃金カッ
トの実損額を改めて確認する
などして「生活改善に向けて
たたかう」と意思統一した。
　試験制度や現業賃金合理化
などで賃金水準が低下しつつ
ある。「生活給を保障させる運
動を春闘期に強めよう」と常
任委員会では議論している。

　
11
月
26
日
を
最
終
交
渉
と
し

た
県
職
労
の
確
定
闘
争
は
、
当

局
の
不
誠
実
な
対
応
に
よ
り
12

月
3
日
に
ス
ト
を
再
設
定
し
た

た
た
か
い
と
な
っ
た
。

　
12
月
2
日
の
交
渉
は
午
前
3

時
ま
で
断
続
的
に
行
わ
れ
、「
独

自
カ
ッ
ト
の
一
部
緩
和
措
置
は

昨
年
同
様
、
今
後
の
方
向
性
は

1
月
の
行
革
交
渉
で
改
め
て
協

議
」
を
確
認
し
、
ス
ト
を
中
止

し
た
。
現
給
保
障
、
勤
務
実
績

の
給
与
・
一
時
金
へ
の
反
映
は

来
年
度
改
め
て
協
議
、
6
級
へ

の
措
置
は
今
年
度
と
同
様
の
取

り
扱
い
を
基
本
と
し
た
が
、
高

齢
層
の
昇
給
・
昇
格
の
見
直
し

は
1
年
延
長
の
15
年
１
月
１
日

実
施
と
な
っ
た
。

　
13
確
定
闘
争
は
県
本
部
第
１
波
（
15
日
）、
第
2
波
（
22
日
）
を
背
景
に
多
く
の
単
組

で
回
答
を
引
き
出
し
、
交
渉
が
行
わ
れ
た
。
給
料
表
・
一
時
金
の
改
定
は
な
か
っ
た
が
、

地
公
賃
金
削
減
措
置
の
3
月
末
終
了
は
県
・
神
戸
を
は
じ
め
多
く
の
単
組
で
確
認
、
三
木

は
独
自
カ
ッ
ト
の
解
除
を
確
認
、
再
任
用
の
賃
金
・
運
用
は
淡
路
地
区
な
ど
で
協
議
を
継

続
、
尼
崎
、
芦
屋
で
臨
職
の
待
遇
を
一
部
改
善
、
高
齢
層
の
昇
給
・
昇
格
の
見
直
し
や
現

給
保
障
の
廃
止
提
案
で
は
厳
し
い
交
渉
と
な
っ
た
。

　
阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

阪
神
間
で
尼
崎
市
嘱
託
労
組
、

芦
屋
嘱
託
共
闘
・
臨
職
労
が
粘

り
強
い
交
渉
を
進
め
、
年
末
一

時
金
ア
ッ
プ
を
勝
ち
取
っ
た
。

芦
屋
水
労
は
再
任
用
賃
金
３
級

（
国
公
４
級
）
を
確
認
し
た
。

　
一
方
、
伊
丹
市
と
川
西
市
で

　
11
月
15
日
に
４
単
組
。
22
日

に
６
単
組
が
ス
ト
配
置
し
交
渉

を
実
施
し
た
。

　
55
歳
昇
給
停
止
は
、
明
石
、

加
古
川
、
加
西
、
姫
路
で
14
年

１
月
か
ら
実
施
。
高
位
号
給
か

ら
の
昇
格
時
の
昇
給
抑
制
は
、

明
石
、
加
西
で
14
年
４
月
か
ら

実
施
と
な
っ
た
。

　
現
給
保
障
制
度
は
、
加
西

（
14
年
４
月
）、
姫
路
（
14
年
４

月
に
半
額
、
15
年
４
月
全
額
廃

止
）
で
廃
止
が
決
ま
っ
た
。

　
再
任
用
制
度
は
、
三
木
、
西

は
、
当
局
か
ら
夏
季
休
暇
削
減

の
提
案
が
あ
り
、
厳
し
い
交
渉

と
な
っ
た
。

　
淡
路
地
区
で
は
、
国
公
給
与

削
減
波
及
の
賃
金
削
減
を
今
年

度
限
り
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し

た
ほ
か
、
来
年
４
月
か
ら
の
再

任
用
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
協

議
し
た
。

脇
で
14
年
度
は
嘱
託
で
の
採
用

を
行
う
と
の
考
え
を
示
し
て
お

り
、
引
き
続
き
再
任
用
の
義
務

化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要

と
な
る
。

　
平
均
７
％
の
賃
金
カ
ッ
ト
が

実
施
さ
れ
て
い
る
三
木
市
で

は
、
今
年
度
末
で
解
除
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

　
但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
内
各
単

組
の
確
定
闘
争
は
月
例
給
・
一

時
金
の
改
定
が
な
い
中
で
の
取

り
組
み
と
な
っ
た
が
、
豊
岡
病

院
労
組
は
ス
ト
ラ
イ
キ
を
配
置

し
交
渉
を
進
め
た
結
果
、
病
院

が
必
要
と
す
る
委
員
会
・
会
議

等
に
つ
い
て
は
業
務
と
し
て
位

置
付
け
る
こ
と
を
確
認
、
ま
た

準
夜
帯
の
病
棟
介
護
員
に
つ
い

て
年
内
を
目
標
に
臨
職
１
人
を

新
た
に
増
員
配
置
す
る
こ
と
で

合
意
し
た
。

　
そ
の
他
単
組
で
は
、
養
父
市

職
労
が
再
任
用
制
度
の
運
用
に

つ
い
て
、
来
年
４
月
か
ら
短
時

間
勤
務
を
基
本
に
行
政
職
４
級

以
下
格
付
け
で
の
実
施
を
確
認

し
た
。

　
県
本
部
は
12
月
３
日
、
13
秋

季
オ
ル
グ
と
し
て
公
営
競
技
職

場
を
訪
問
し
た
。

　
午
前
中
に
は
、
阪
神
公
営
競

走
労
組
（
園
田
競
馬
）
を
訪
ね
、

単
組
よ
り
労
使
交
渉
課
題
の
報

告
を
受
け
る
と
と
も
に
、
松
谷

全
隆
県
競
馬
組
合
事
務
局
長
よ

り
競
馬
事
業
を
め
ぐ
る
環
境
の

説
明
を
受
け
た
。
午
後
に
は
、

尼
崎
競
艇
場
に
移
動
し
、
競
走

会
労
組
尼
崎
の
仲
間
か
ら
現
場

の
説
明
を
受
け
る
と
も
に
、
尼

崎
競
艇
労
組
か
ら
は
正
常
な
労

使
関
係
と
な
っ
て
お
ら
ず
課
題

が
多
い
と
の
報
告
を
受
け
た
。

　
両
場
と
も
最
大
の
課
題
は
売

上
金
の
向
上
で
労
働
条
件
や
場

の
存
続
に
も
影
響
す
る
こ
と
か

ら
積
極
的
な
取
り
組
み
が
望
ま

れ
る
。
オ
ル
グ
後
は
、
売
り
上

げ
協
力
を
行
っ
た
。

　
三
田
市
は
、
市
立
図
書
館
に

来
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度

を
導
入
し
よ
う
と
準
備
を
進
め

て
い
る
。
図
書
館
を
利
用
す
る

市
民
を
置
き
去
り
に
、
市
は
性

急
な
動
き
を
止
め
る
気
配
す
ら

な
く
、
12
月
議
会
で
業
者
選
定

を
強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
11
月
23
日
、
郷さ
と

の
音ね

ホ
ー
ル

で
、「
私
た
ち
の
図
書
館
を
育

て
る
」
講
演
会
が
開
催
さ
れ
、

市
民
ら
80
人
が
集
ま
っ
た
。
講

師
は
、
佐
賀
県
伊
万
里
市
で
図

書
館
づ
く
り
の
市
民
運
動
に
関

わ
っ
た
、
盛
泰
子
さ
ん
が
務
め

た
。
盛
さ
ん
は
、
図
書
館
学
の

学
習
会
や
、
他
市
の
図
書
館
の

見
学
会
な
ど
を
行
い
、
行
政
に

提
案
す
る
活
動
を
展
開
。
設
計

段
階
か
ら
市
民
が
参
画
し
た
経

験
を
語
っ
た
。
設
立
後
、
盛
さ

ん
は
、
図
書
館
を
支
え
る
市
民

団
体
「
図
書
館
フ
レ
ン
ズ
い
ま

り
」
を
設
立
、
現
在
は
市
会
議

員
を
務
め
て
い
る
。

　
指
定
管
理
で
は
図
書
館
も

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
な
る
こ
と
を
危

惧
し
、
フ
レ
ン
ズ
い
ま
り
10
周

年
記
念
で
、
鳥
取
県
知
事
の
片

山
善
博
さ
ん
を
招
い
て
講
演
会

を
開
催
。
片
山
さ
ん
は
図
書
館

へ
の
指
定
管
理
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
明
確
に
否
定
。
こ
れ
を

踏
ま
え
、
市
議
会
に
お
い
て
も

非
導
入
を
決
定
し
た
。
盛
さ
ん

は
、「
図
書
館
は
教
育
施
設
で
あ

り
、
公
設
貸
本
屋
で
は
な
い
。

市
の
直
接
関
与
は
不
可
欠
。サ
ー

ビ
ス
に
は
職
員
ス
キ
ル
の
蓄
積

が
必
要
で
、
指
定
管
理
は
な
じ

ま
な
い
」
と
強
調
し
た
。
ま
た
、

「
図
書
館
は
民
主
主
義（
知
）の
砦

で
あ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
も

あ
る
。
指
定
管
理
で
は
儲
け
を

目
的
に
、
あ
た
り
前
の
サ
ー
ビ

ス
が
突
然
無
く
な
り
、
本
当
に

危
う
い
」
と
し
め
く
く
っ
た
。

確定闘争第２波

地
公
削
減
の
終
了
確
認

三
木
は
独
自
カ
ッ
ト
解
除
に

県
職
労

阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク

播
磨
ブ
ロ
ッ
ク

但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク

青
年
女
性

地
域
別
学
習
会
に
116
人

三
田
市 

図
書
館
指
定
管
理
反
対

指
定
管
理
な
じ
ま
な
い

伊
万
里
の
盛
市
議
招
き
講
演
会

県職労丹有支部での決起集会

阪神競争労組での申し入れ

市民と図書館のかかわりを話す盛さん　

反対

反対
反対

反対

反対

労使関係正常化
経営改善が課題

公営競技評 秋季オルグ
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県
本
部
は
平
和
・
人
権
・
環
境
委
員

会
で
、
反
差
別
の
た
た
か
い
の
強
化

に
向
け
て
議
論
を
重
ね
て
い

る
。
今
回
、
12
月
の
人
権
週

間
に
あ
わ
せ
、
本
紙
で
「
本

人
通
知
制
度
」（
通
知
制
度
）

の
意
義
と
課
題
を
考
え
る
。

　
通
知
制
度
は
、
本
人
と
異

な
る
第
三
者
が
住
民
票
や
戸
籍
謄
本

な
ど
を
取
得
し
た
と
き
、
そ
の
こ
と

を
本
人
に
知
ら
せ
る
制
度
で
あ
る
。

本
制
度
が
全
国
で
初
め
て
導
入
さ
れ

た
の
は
大
阪
の
狭
山
市
（
09
年
）、

そ
の
後
埼
玉
県
が
全
市
町
で
導
入
す

る
な
ど
、
全
国
で
制
度
化
が
進
ん
で

い
る
。

　
05
年
４
月
、
兵
庫
県
の
行
政
書
士

が
興
信
所
と
結
託
し
、
不
当
に
戸
籍

謄
抄
本
や
住
民
票
を
取
得
し
て
い
た

事
件
が
発
覚
し
た
。
興
信
所
は
、
取

得
し
た
個
人
情
報
を
結
婚
や
就
職
時

の
身
元
調
査
に
用
い
て
い
た
の
で
あ

る
。
弁
護
士
ら
８
士
業（
有
資
格
者
）

は
、
職
務
上
、
第
三
者
の
個
人
情
報

を
請
求
す
る
権
限
を
持
つ
が
、
こ
れ

を
悪
用（
偽
造
請
求
用
紙
の
使
用
も
）

し
た
事
件
だ
っ
た
。

　
11
年
に
は
、
28
人
の
有
資
格
者
が

有
罪
と
な
る
個
人
情
報
大
量
取
得
事

件
（
プ
ラ
イ
ム
事
件
）
が
発
覚
。
個

人
情
報
が
一
大
ビ
ジ
ネ
ス
と
な
り
、

組
織
的
に
売
買
さ
れ
て
い
る
実
態
が

浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　
犯
罪
や
人
権
侵
害
か
ら
ど
う
市
民

の
個
人
情
報
を
守
る
の
か
、
市
町
村

が
防
止
策
を
検
討
す
る
中
で
、
狭
山

市
が
通
知
制
度
に
踏
み
切
っ
た
の
で

あ
る
。
兵
庫
は
、
全
国
的
に
出
遅
れ

た
も
の
の
、
13
年
12
月
現
在
で
20
自

治
体
が
採
用
し
て
い
る
（
表
参
照
）。

　
行
政
事
務
を
担
う
私
た
ち
は
、
個

人
情
報
が
差
別
に
用
い
ら
れ
て
い
る

事
実
を
知
り
、
住
民
の
人
権
を
守
る

視
点
が
必
要
だ
。
本
人
と
全
く
関
係

の
な
い
出
自
や
血
縁
を
理
由
に
、
結

婚
や
就
職
の
機
会
が
奪
わ
れ
る
ほ
ど

理
不
尽
な
こ
と
は
な
い
。
そ
の
苦
し

み
を
知
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
ま

た
、
プ
ラ
イ
ム
事
件
で
は
、

Ｄ
Ｖ
や
ス
ト
ー
カ
ー
被
害
に

も
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　「
個
人
情
報
の
持
ち
主
は

本
人
で
あ
る
」
と
の
認
識
を

深
め
る
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
プ
ラ
イ
ム
事
件
で
は
、
有
罪
と

な
っ
た
有
資
格
者
に
個
人
情
報
を
取

得
さ
れ
た
住
民
（
被
害
者
）
に
、
通

知
制
度
の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず

「
被
害
告
知
」
に
踏
み
切
る
自
治
体

も
少
な
く
な
い
。

　
県
内
の
全
自
治
体
で
通
知
制
度
を

実
施
さ
せ
よ
う
。

　
南
但
広
域
労
組
は
8
月
29
日
に
結

成
し
た
ば
か
り
の
組
合
。
組
合
員
は

「
ご
み
処
理
施
設
」
に
勤
務
し
、
ご

み
の
焼
却
と
リ
サ
イ
ク
ル
を
朝
来
・

養
父
の
両
市
か
ら
の
派
遣
職
員
と
一

緒
に
行
っ
て
い
る
。

　
施
設
の
稼
動
は
4
月
、
正
規
は
12

月
と
2
月
に
、
嘱
託
は
3
月
に
採
用

さ
れ
た
。
両
市
の
現
評
か
ら
の
呼
び

か
け
が
あ
り
、
集
ま
っ
て
説
明
を
受

け
て
組
合
を
結
成
し
た
。

　
委
員
長
や
書
記
長
に
は
、
流
れ
の

中
で
な
ん
と
な
く
な
っ
た
。
2
人
と

も
前
に
勤
め
て
い
た
民
間
会
社
に
は

組
合
は
な
く
、
賃
金
な
ど
も
会
社
の

方
で
一
方
的
に
決
め
ら
れ
て
い
た
。

　
施
設
は
お
そ
ら
く
、
現
場
で
働
い

て
い
る
人
の
意
見
を
聞
い
て
つ
く
ら

れ
た
も
の
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
具

合
の
悪
い
所
が
出
て
い
る
。
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
ヤ
ー
ド
が
狭
い
し
、

作
業
車
の
タ
イ
ヤ
が
ノ
ー
マ
ル
な
の

で
パ
ン
ク
ば
か
り
で
、
修
理
し
な
が

ら
使
っ
て
い
る
。
焼
却
場
の
夜
間
勤

務
は
、
今
は
委
託
に
な
っ
て
い

る
が
、
２
年
後
に
は
戻
っ
て
く

る
話
。
ま
た
賃
金
も
朝
来
と
養

父
を
比
較
し
、
低
い
方
を
使
用

し
て
い
る
。

　
賃
金
や
人
員
、
職
場
の
働
く

環
境
の
問
題
な
ど
、
い
ろ
ん
な

こ
と
が
あ
る
。組
合
も
初
め
て
、

役
員
も
初
め
て
だ
が
、
全
員
で

話
を
し
て
要
求
や
要
望
を
ま
と

め
て
い
き
た
い
。

　
景
気
が
低
迷
、
新
卒
者
の
就

職
も
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
。
そ
し
て
今
も
な
お
、
就
職

差
別
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
中
、
11
月
19
日
、

部
落
解
放
兵
庫
県
民
共
闘
会
議

は
、
部
落
解
放
同
盟
兵
庫
県
連

合
会
と
と
も
に
、
就
職
差
別
の

撤
廃
を
求
め
県
と
兵
庫
労
働
局

へ
要
請
を
行
っ
た
。

　
午
前
中
の
県
へ
の
要
請
は
、

教
育
委
員
会
や
労
働
部
局
、
市

町
振
興
課
な
ど
、
関
連
す
る
部

署
が
対
応
。
教
委
は
、
高
卒
で

就
職
す
る
生
徒
に
、
本
籍
地
や

親
の
職
業
な
ど
の
公
正
採
用
選

考
に
抵
触
す
る
質
問
が
あ
れ
ば
、

労
働
局
に
通
報
し
対
処
し
て
い

る
、
今
年
度
は
16
件
（
前
年
30
）

の
報
告
を
受
け
た
と
し
、
市
町

の
人
事
担
当
者
会
議
で
、
本
籍

地
や
家
族
の
状
況
を
聞
く
こ
と

は
平
等
取
扱
い
に
反
す
る
と
点

検
を
促
し
て
い
る
と
し
た
。

　
企
業
は
、
労
働
局
の
説
明
会

に
参
加
し
、
採
用
担
当
者
の
人

権
意
識
を
高
め
て
い
る
が
、
一

方
、
一
部
の
自
治
体
で
は
、
人

権
意
識
に
旧
態
依
然
の
対
応
が

う
か
が
え
、「
統
一
応
募
用
紙
」

の
活
用
な
ど
改
善
を
求
め
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
労
働
局
へ
要

請
を
行
い
、
担
当
官
は
「
人
権

の
視
点
か
ら
差
別
が
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
、
今
後
も
企
業
へ
の

説
明
会
の
充
実
を
は
か
り
つ

つ
、
ネ
ッ
ト
活
用
が
進
む
大
卒

者
へ
の
対
処
に
つ
い
て
も
検
討

を
進
め
た
い
」
と
回
答
し
た
。

　
憲
法
ひ
ょ
う
ご
と
平
和
友
好

祭
が
共
催
し
て
、
第
４
回
ピ
ー

ス
・
セ
ミ
ナ
ー
が
11
月
13
日
、

20
日
に
行
わ
れ
た
。

　
第
１
講
座
は
「
安
倍
政
権
下

の
改
憲
動
向
」
と
題
し
て
、
憲

法
・
兵
庫
会
議
の
中
西
裕
三
さ

ん
が
問
題
提
起
し
た
。
憲
法
審

査
会
の
始
動
な
ど
、「
安
倍
総

理
は
第
１
次
政
権
時
に
や
り
残

し
た
課
題
を
着
々
と
進
め
て
い

る
」
と
指
摘
。「
集
団
的
自
衛

権
容
認
な
ど
、
戦
争
す
る
国
づ

く
り
に
対
し
て
市
民
の
声
を
あ

げ
よ
う
」
と
ま
と
め
た
。

　
第
２
講
座
は
、
労
働
法
制
改

悪
を
め
ぐ
る
情
勢
を
森
博
行
弁

護
士
に
学
ん
だ
。
安
倍
政
権
が

狙
う
雇
用
制
度
改
革
と
し
て
、

①
正
社
員
改
革
（
ジ
ョ
ブ
型
正

社
員
②
労
働
者
派
遣
法
制
度
の

見
直
し
③
解
雇
ル
ー
ル
そ
の
他

の
規
制
緩
和
を
あ
げ
た
森
さ
ん

は
、
年
明
け
早
々
に
は
具
体
的

な
改
悪
案
が
示
さ
れ
る
と
し

て
、「
雇
用
破
壊
を
許
さ
な
い

運
動
を
」
と
呼
び
か
け
た
。

　
阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
は
、「
ブ

ロ
ッ
ク
独
自
で
サ
ッ
カ
ー
交
流

会
を
行
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
申

し
出
を
受
け
、
２
０
０
０
年
に

サ
ッ
カ
ー
交
流
会
を
開
催
し

た
。
４
単
組
で
は
じ
め
た
交
流

会
は
年
々
参
加
単
組
数
も
増

え
、
６
年
目
に
は
交
流
会
か
ら

大
会
へ
移
行
し
た
。

　
開
催
場
所
は
、
阪
神
間
で
は

押
さ
え
に
く
く
、
主
に
淡
路
地

域
で
開
催
し
て
い
た
た
め
、
10

年
に
は
、「
サ
ッ
カ
ー
以
外
に
淡

路
地
域
も
交
え
た
交
流
を
し
た

い
」
と
の
要
望
か
ら
宿
泊
交
流

も
兼
ね
た
大
会
も
行
っ
て
き
た
。

　
近
年
、
新
規
採
用
の
減
少
と

仕
事
量
の
増
加
で
、
サ
ッ
カ
ー

の
人
数
が
揃
わ
な
く
な
る
傾
向

に
あ
る
た
め
、
13
年
度
か
ら

フ
ッ
ト
サ
ル
に
移
行
し
継
続
し

て
い
く
こ
と
と
な
り
、
初
の
交

流
会
を
11
月
16
日
に
開
い
た
。

年
齢
や
運
動
量
も
加
味
し
な
が

ら
１
試
合
15
分
間
の
み
５
単
組

総
当
た
り
戦
で
実
施
し
た
。

　
フ
ッ
ト
サ
ル
は
比
較
的
参
加

し
や
す
く
、
初
め
て
女
性
の
参

加
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後

女
性
の
参
加
や
他
単
組
へ
も
呼

び
か
け
を
強
め
る
。

清水委員長●左と水谷書記長

ネ
ッ
ト
募
集
の
対
応
課
題

就
職
差
別

撤
廃
申
入

統
一
用
紙
の
活
用
求
め
る

憲法、労働法制改悪
大衆運動の強化を

第４回 ピース・セミナー

反
差
別
の
た
た
か
い
の

運
動
課
題
を
考
え
る

人
権
週
間
に
あ
わ
せ

本
人
通
知
を
全
自
治
体
で

住
民
の
人
権
守
る
の
は
行
政
責
任

フ
ッ
ト
サ
ル
交
流
会

女
性
選
手
も
参
加

阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク

新規加盟単組紹介  南但広域労組
組
合
も
役
員
も
初
め
て

県内の導入自治体
姫路市、相生市、豊岡市、
加古川市、西脇市、三木
市、三田市、加西市、篠山
市、養父市、丹波市、朝来
市、加東市、多可町、稲美
町、市川町、福崎町、神河
町、香美町、新温泉町

洲本が優勝した

申
し
入
れ
の
メ
ン
バ
ー
。公
正

採
用
に
抵
触
す
る
事
例
が
、こ

の
１
年
で
も
16
件
あ
っ
た
と
報

告
を
受
け
た
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は
許
せ
ま
せ
ん
。

今
後
も
地
方
財
政

確
立
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
こ
う
し
た
中
、
高
砂
市
で

は
、
労
使
の
合
意
な
く
職
員
一

律
７
・
５
％
カ
ッ
ト
を
強
行
し
、

県本部新春旗びらき
と　き：2014年１月９日（木）
ところ：神戸・ラッセホール
本紙１月15日号は休刊します

2014年  明けましておめでとうございます  県本部役員・書記一同

　
　
静
寂
　
上
高
地 

大
正
池
（
撮
影
・
山
西
伸
史 

明
石
市
職
労
元
委
員
長
）

自
ら
活
動
し
て

他
を
動
か
す
は 

水
な
り

執行委員長

本 多 義 弘

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、
政
権
復
帰
し
た
自

民
党
が
参
議
院
選
挙
で
も
圧
勝

し
ま
し
た
。
厳
し
い
状
況
の
中

で
も
、
私
ど
も
組
織
内
の
あ
い

は
ら
く
み
こ
を
当
選
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
支
援
い
た

だ
い
た
組
合
員
の
み
な
さ
ん
に

改
め
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
さ
て
巨
大
与
党
と
な
っ
た
自

公
政
権
は
、
数
の
論
理
で
国
会

運
営
を
進
め
て
い
ま
す
。
12
月

に
は
、「
特
定
秘
密
保
護
法
」
を

多
く
の
反
対
の
声
を
押
し
切
り

成
立
さ
せ
ま
し
た
。
憲
法
改
悪

反
対
の
運
動
を
強
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
公
務
員
に
労
働

協
約
権
を
付
与
す
る
自
律
的
労

使
関
係
制
度
の
確
立
を
め
ざ
し

た
「
公
務
員
制
度
改
革
」
も
厳

し
い
状
況
で
す
。

　
昨
年
、
自
治
労
を
あ
げ
て
取

り
組
ん
だ
「
国
公
給
与
削
減
の

地
公
波
及
阻
止
の
た
た
か
い
」

は
、
６
月
議
会
を
ヤ
マ
場
に
全

国
で
統
一
的
に
た
た
か
い
、
削

減
を
阻
止
し
た
り
、
緩
和
措
置

を
取
り
入
れ
る
な
ど
歯
止
め
を

か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

が
、
地
方
交
付
税
を
盾
に
地
方

に
給
与
削
減
を
せ
ま
る
や
り
方

さ
ら
に
そ
の
後
も
協
議
に
応
じ

よ
う
と
し
な
い
ば
か
り
か
、
委

員
長
に
戒
告
を
は
じ
め
組
合
員

２
４
７
人
に
処
分
を
発
令
し
ま

し
た
。
高
砂
市
職
は
「
処
分
撤

回
と
一
方
的
な
賃
金
カ
ッ
ト
の

復
元
」
を
求
め
て
た
た
か
い
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
三
田
市
で
は
、
市
立
図
書
館

に
つ
い
て
労
使
で
「
直
営
を
堅

持
す
る
」
と
確
認
し
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
当
局
は
こ
れ
を
一
方

的
に
破
棄
し
、
指
定
管
理
者
制

度
導
入
を
進
め
よ
う
と
し
て
お

り
、
三
田
市
職
労
は
反
対
の
た

た
か
い
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ど
ち
ら
も
当
局
が
、
組
合
を

無
視
す
る
も
の
で
許
す
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。
県
本
部
を
あ

げ
て
の
た
た
か
い
を
進
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
単
組
・
組
合
員

の
み
な
さ
ん
の
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
14
春
闘
、
連
合
は
５
年
ぶ
り

に
賃
上
げ
要
求
の
方
針
を
掲
げ

ま
し
た
。
大
手
30
社
だ
け
で

77
・
６
兆
円
と
も
い
わ
れ
て
い

る
企
業
の
内
部
留
保
を
賃
上
げ

の
た
め
に
吐
き
出
さ
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
４
月
の
消
費

税
増
税
が
控
え
て
お
り
、
デ
フ

レ
脱
却
、
生
活
改
善
に
向
け
た

総
労
働
と
し
て
の
取
り
組
み
が

望
ま
れ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
年

は
県
本
部
結
成
60
周
年
を
迎
え

ま
す
。
今
日
の
県
本
部
が
あ
る

の
も
戦
後
の
混
乱
期
か
ら
苦
労

さ
れ
組
織
を
つ
く
り
上
げ
て
き

た
諸
先
輩
方
の
努
力
の
た
ま
も

の
と
い
え
ま
す
。
県
本
部
の
強

化
と
発
展
が
我
々
の
使
命
で
あ

り
ま
す
。
働
く
者
に
と
っ
て
大

変
厳
し
い
時
代
で
す
が
、「
ピ

ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
」
と
受
け
止

め
、
午
の
よ
う
に
元
気
に
か
け

抜
け
ま
し
ょ
う
。

処分撤回、組合強化
元気にかけ抜けよう

副
執
行
委
員
長 

大
　
野
　
義
　
政

 

同 

服
　
部
　
圭
　
司

 

同 

宮
　
本
　
誠
　
之

 

同 

隅
　
田
　
　
　
龍

書
　
　

記
　
　

長 

森
　
蔭
　
　
　
守

書
記
次
長 

西
　
岡
　
　
　
裕

執
行
委
員 

上
　
月
　
茂
　
敬

 

同 

森
　
　
　
哲
　
二

 

同 

中
　
本
　
光
　
一

 

同 

青
　
木
　
慎
　
吾

 

同 

酒
　
井
　
正
　
美

 

同 

戎
　
　
　
　
　
剛

 

同 

石
　
田
　
幹
　
治

 

同 

朱
　
山
　
和
　
成

 

同 

吉
　
田
　
一
　
正

 

同 

足
　
立
　
幸
　
雄

 

同 

北
　
川
　
寿
　
一

 

同 

吉
　
田
　
秀
　
夫

 

同 

三
　
宅
　
一
　
茂

 

同 

澤
　
本
　
　
　
明

 

同 

長
　
谷
　
敬
　
太

 

同 

早
　
渕
　
淳
　
一

 

同 

山
　
本
　
三
千
子

 

同 

温
　
井
　
昭
　
彦

 

同 

藤
　
原
　
敏
　
也

 

同 

藤
　
原
　
潤
　
子

 

同 

鎌
　
浦
　
利
　
恵

 

同 

津
　
村
　
崇
　
夫

 

同 

徳
　
山
　
銑
　
造

 

同 

加
　
地
　
幸
　
夫

 

同 

尾
　
西
　
亮
太
郎

 

同 

秦
　
　
　
信
　
昭

会
計
監
査
委
員 

橋
　
本
　
維
　
文

 

同 

松
　
尾
　
雅
　
史

 

同 

川
　
端
　
啓
　
介

オ
ル
グ
担
当 

坂
　
居
　
匡
　
子

 

同 

安
　
井
　
　
　
功

書
　
　
　
　
記 

鍋
　
島
　
章
　
子

 

同 

梶
　
川
　
美
佐
男

 

同 

松
　
田
　
　
　
薫

 

同 

青
　
山
　
よ
り
子

 

同 

石
　
川
　
知
　
子

 

同 

荒
　
西
　
正
　
和

 

同 

藤
　
田
　
正
　
也

 

同 

山
　
中
　
一
　
慶

 

同 

竿
　
尾
　
敦
　
子

 

同 

孫
　
　
　
可
　
耶

特
別
執
行
委
員 

辰
　
巳
　
信
　
彦

 

同 

西
　
田
　
浩
　
樹

 

同 

大
　
槻
　
信
　
夫

 

同 

小
　
島
　
修
　
二

 

同 

市
　
来
　
信
　
弥

 

同 

小
和
田
　
敏
　
晴

 

同 

高
　
橋
　
芳
　
夫

 

同 

坪
　
田
　
眞
　
樹

 

同 

澤
　
田
　
正
　
実
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地域の発信に奮闘
姫
路
市
職
。「
官
兵
衛
の

人
間
性
を
育
ん
だ
姫
路
を

知
っ
て
ほ
し
い
」

柿
本 

英
夫
さ
ん

伊
丹
市
職
労
。「
官
兵
衛

と
村
重
の
関
係
を
学
術
的

な
視
点
で
発
信
し
た
い
」

中な
か

畔ぐ
ろ 

明
日
香
さ
ん

加
古
川
市
職
労
。「
ド
ラ

マ
を
き
っ
か
け
に
ふ
る
里

意
識
を
向
上
さ
せ
た
い
」

中
村 

匡
希
さ
ん

県
本
部
副
委
員
長
、
教
宣

部
長

宮
本 

誠
之
さ
ん

　
天
才
軍
師
・
黒
田
官
兵
衛―

―

。「
彼
が
い
な
け
れ
ば
豊
臣
秀
吉
の
天
下
統
一
は
な
か
っ
た
」

と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
２
０
１
４
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
「
軍
師
官
兵
衛
」
だ
。
彼
の
生

誕
地
で
あ
り
、
一
豪
族
の
家
老
か
ら
天
下
人
の
軍
師
へ
と
飛
躍
す
る
舞
台
と
な
っ
た
兵
庫
県
に

は
、
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
が
多
数
あ
る
。
そ
し
て
自
治
体
で
は
ド
ラ
マ
を
機
に
、
地
域
文
化
再

発
見
に
向
け
た
啓
発
や
、
住
民
参
加
の
町
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ド
ラ
マ
の
舞
台
裏
で
、

自
治
体
職
員
が
奮
闘
し
て
い
る
。
新
春
座
談
会
で
は
、
官
兵
衛
と
つ
な
が
り
の
深
い
、
姫
路
市
、

加
古
川
市
、
伊
丹
市
か
ら
参
加
を
い
た
だ
き
、
思
い
を
う
か
が
っ
た
。

宮
本
　
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
１
月
５
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
軍
師
官
兵
衛
」
で
は
、
官

兵
衛
の
生
誕
地
で
あ
る
兵
庫
県

が
重
要
な
舞
台
と
な
る
。
各
自

治
体
で
、
私
た
ち
の
仲
間
が
何

を
思
い
、
ど
ん
な
風
に
奮
闘
し

て
い
る
の
か
、
一
般
誌
（
紙
）

と
は
違
っ
た
角
度
か
ら
取
り
あ

げ
た
い
。
ま
ず
は
、
各
市
と
官

兵
衛
の
関
わ
り
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

柿
本
　
官
兵
衛
は
姫
路
で
生
ま

れ
て
42
歳
ま
で
過
ご
し
た
。
官

兵
衛
の
人
間
性
を
育
ん
だ
「
ふ

る
さ
と
・
姫
路
」
で
あ
る
。
歴

代
の
姫
路
城
主
は
48
人
い
る

が
、
官
兵
衛
は
唯
一
の
姫
路
生

ま
れ
。

中
村
　
官
兵
衛
の
妻
、
光て

る

が
加

古
川
の
志
方
城
で
生
ま
れ
育
っ

た
。
戦
国
大
名
と
し
て
は
珍
し

く
、官
兵
衛
は
側
室
を
持
た
ず
、

た
だ
１
人
の
妻
と
添
い
と
げ
た

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
志
方

城
跡
に
は
現
在
、
観
音
寺
と
い

う
お
寺
が
建
っ
て
い
る
。
ま
た

豊
臣
秀
吉
の
播
磨
攻
め
で
は
、

加
古
川
も
舞
台
に
な
っ
て
い

る
。
三
木
合
戦
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
会
議
も
加
古
川
で
行
わ

れ
、官
兵
衛
が
力
を
振
る
っ
た
。

ド
ラ
マ
で
は
、
そ
う
し
た
シ
ー

ン
が
描
か
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

中
畔
　
伊
丹
は
官
兵
衛
を
有
岡

城
に
幽
閉
し
た
地
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
（
こ
れ
に
は
学
術
上

も
異
論
が
あ
る
が
）。
便
乗
し

て
い
る
観
は
あ
る
が
、
12
年

10
月
、
午
後
６
時
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ニ
ュ
ー
ス
で
「
大
河
ド
ラ
マ
に

官
兵
衛
決
定
」
と
報
じ
ら
れ
る

と
、
時
間
外
に
も
関
わ
ら
ず
市

民
か
ら
７
、８
本
の
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
。「
伊
丹
は
何
を

す
る
ん
や
」
と
。
市
民
の
中
に

は
、
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
地
と
し

て
認
識
さ
れ
て
い
た
の
も
事
実

だ
ろ
う
。
す
ぐ
に
「
い
た
み
官

兵
衛
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち

あ
げ
た
。

宮
本
　
全
国
的
に
も
注
目
を
集

め
、
市
民
の
関
心
も
高
い
と
思

う
が
、
町
づ
く
り
を
ど
の
よ
う

店
舗
が
並
ん
で
い
る
。
商
店
の

方
と
協
力
し
て
地
域
の
名
産
を

開
発
・
宣
伝
し
た
り
、「
自
分
た

ち
の
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
有

岡
城
の
中
だ
よ
」
と
知
っ
て
も

ら
う
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協
力
し

て
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
企
画
し

い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

楽
し
み
な
が
ら
や
っ
て
い
る
の

も
事
実
。
市
民
と
歴
史
の
深
さ

を
共
有
し
、
市
民
が
発
信
す
る

き
っ
か
け
に
し
た
い
。
ま
た
、

官
兵
衛
を
通
し
て
、
他
の
自
治

体
の
方
と
の
交
流
が
増
え
、
刺

に
意
識
し
て
い
る
か
。
市
民
参

加
の
取
り
組
み
は
？

柿
本
　
面
白
い
企
画
と
し
て

は
、
姫
路
の
お
城
祭
り
で
、
市

内
の
黒
田
さ
ん
96
人
に
集
ま
っ

て
い
た
だ
き
英あ

賀が

合
戦
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
「
か
ん
べ
え
く
ん
」

の
お
面
を
か
ぶ
っ
て
パ
レ
ー
ド

を
し
た
。
同
じ
黒
田
と
い
う
こ

と
で
、
知
ら
な
い
人
同
士
の
交

流
に
つ
な
が
っ
た
。
御
着
城
跡

の
あ
る
御み

国く
に

野の

町
で
は
、
12
年

11
月
に
は
既
に
小
学
生
ガ
イ
ド

が
発
足
し
、
活
動
し
て
い
る
。

全
国
か
ら
訪
れ
る
観
光
客
を
、

地
域
あ
げ
て
も
て
な
そ
う
と
盛

り
あ
が
っ
て
い
る
。

中
村
　
志
方
町
で
は
、「
光
姫
の

会
」
が
発
足
し
、
１
月
26
日
に

光
姫
の
花
嫁
行
列
を
再
現
す
る
。

地
元
の
中
学
生
が
光
姫
役
を
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
先
程

も
触
れ
た
よ
う
に
、
加
古
川
に

も
文
化
的
に
ゆ
か
り
の
あ
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
ド
ラ
マ
を
機
会

に
ふ
る
里
意
識
の
向
上
に
な
っ

た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
る
。

中
畔
　
有
岡
城
下
に
は
、
今
は

て
い
る
。
有
岡
城
主
・
荒
木
村

重
は
、
茶
人
で
有
名
な
の
で
、

抹
茶
の
菓
子
も
販
売
し
て
い

る
。
最
近
で
は
、
市
民
の
方
が

外
に
出
掛
け
る
と
き
、「
伊
丹

は
こ
ん
な
と
こ
ろ
だ
よ
」
と
地

元
の
名
産
を
土
産
に
持
っ
て
い

く
こ
と
も
あ
る
。市
民
自
ら
が
、

町
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
姿
が
嬉
し

く
思
う
。

宮
本
　
地
域
の
活
性
化
や
歴
史

認
識
の
深
化
と
い
う
形
で
官
兵

衛
に
関
わ
っ
て
い
る
が
、
ど
ん

な
苦
労
や
喜
び
が
あ
る
か
。

中
畔
　
13
年
の
秋
以
降
、
取
材

が
多
く
て
休
み
が
ほ
と
ん
ど
な

い
。
タ
ダ
で
伊
丹
を
全
国
発
信

で
き
る
の
で
い
い
が
・
・
・
。

　
私
自
身
、
有
岡
城
の
そ
ば
に

住
ん
で
い
る
し
、
仕
事
で
は
有

岡
城
の
発
掘
調
査
に
関
わ
っ
て

激
に
な
っ
て
い
る
。

宮
本
　
幽
閉
に
異
議
が
あ
る
？

中
畔
　
そ
う
。
有
岡
城
は
高
台

に
あ
っ
て
、そ
ば
に
池
は
な
い
。

池
を
わ
た
っ
て
土
牢
に
行
く
と

い
う
シ
ー
ン
が
よ
く
描
か
れ
て

い
る
が
、地
理
的
に
あ
わ
な
い
。

土
牢
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
と
い

う
資
料
も
残
っ
て
い
な
い
。
ま

た
官
兵
衛
は
、
村
重
の
家
臣
に

「
黒
田
」
の
姓
を
使
わ
せ
た
り
、

大
名
に
な
っ
て
か
ら
は
、
村
重

の
家
臣
を
抱
え
て
い
る
。
２
人

の
本
当
の
関
係
を
学
術
的
な
立

場
か
ら
発
信
し
て
い
く
こ
と
も

伊
丹
の
テ
ー
マ
だ
。

中
村
　
私
も
休
日
出
勤
が
増
え

た
。
子
ど
も
も
小
さ
い
の
で
、

寂
し
い
こ
と
も
。
も
と
も
と
歴

史
が
好
き
な
の
で
楽
し
い
。
観

光
客
も
増
え
て
や
り
甲
斐
は
あ

る
が
、
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り

で
苦
労
も
多
い
。
仕
事
を
通
し

て
、
光
姫
へ
の
愛
着
が
深
ま
っ

た
。

柿
本
　
昨
年
10
月
に
ド
ラ
マ
化

が
決
定
し
、
市
内
の
官
兵
衛
ゆ

か
り
の
地
を
巡
る
記
念
ツ
ア
ー

を
発
表
し
た
ら
２
時
間
で
売
り

切
れ
た
。
大
河
ド
ラ
マ
の
力
を

痛
感
し
た
。
13
年
４
月
か
ら
は

民
間
企
業
に
よ
り
月
２
回
の
ツ

ア
ー
に
事
業
化
さ
れ
、
特
に
今

年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
は
毎
週

開
催
さ
れ
る
。

宮
本
　
苦
労
し
た
こ
と
も
あ

る
？

柿
本
　
か
ん
べ
え
く
ん
の
着
ぐ

る
み
に
入
る
と
き
も
あ
る
。
真

夏
に
は
酸
欠
状
態
の
よ
う
に
な

る
こ
と
も
あ
る
。

宮
本
　
県
内
の
組
合
員
の
方
々

に
も
各
市
を
訪
れ
て
も
ら
い
た

い
で
す
ね
。
担
当
者
の
お
勧
め

ポ
イ
ン
ト
は
？

柿
本
　
姫
路
の
場
合
は
や
は
り

大
河
ド
ラ
マ
の
世
界
を
体
感
で

き
る
大
河
ド
ラ
マ
館
。
天
井
が

８
㍍
、
中
央
に
は
４
㍍
の
物も

の

見み

櫓や
ぐ
らが
そ
び
え
、
従
来
に
無
い
大

き
な
ス
ケ
ー
ル
感
を
味
わ
っ
て

ほ
し
い
。
姫
路
城
の
歴
史
館
と

セ
ッ
ト
で
ぜ
ひ
見
て
も
ら
い
た

い
。

　
外
せ
な
い
の
が
広ひ

ろ

峯み
ね

神
社
。

歴
史
あ
る
神
社
で
国
の
重
要
文

化
財
で
も
あ
る
。
こ
こ
で
御
札

と
一
緒
に
家
伝
の
目
薬
を
売
っ

て
貰
っ
た
こ
と
が
大
名
へ
の
道

に
繋
が
っ
た
。
御お

師し

が
北
は
若

狭
か
ら
南
は
安
芸
あ
た
り
ま
で

売
り
歩
い
て
い
た
が
、
そ
れ
が

官
兵
衛
の
情
報
網
の
役
割
を
果

た
し
て
い
た
と
も
い
わ
れ
る
。

現
在
、
市
内
の
あ
ち
こ
ち
に
目

薬
の
木
を
植
樹
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
官
兵
衛
が
山
崎
に

１
万
石
を
賜
っ
た
と
き
、
播
磨

国
総
社
で
７
日
間
祈
祷
を
う
け

た
が
、そ
れ
以
降
負
け
知
ら
ず
。

非
常
に
縁
起
が
い
い
の
で
こ
の

点
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
れ
ば
と
思

う
。
町
の
あ
ち
こ
ち
に
官
兵
衛

を
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。

中
村
　
ド
ラ
マ
決
定
に
よ
っ
て

大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
。

鶴
林
寺
と
い
う
国
宝
の
お
寺
が

あ
る
が
、
ド
ラ
マ
化
を
機
に
住

職
が
資
料
を
整
理
し
て
い
た

ら
、
官
兵
衛
の
書
状
が
発
見
さ

れ
た
。
13
年
10
月
の
こ
と
で
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
も
載
っ
て
い

な
い
。
現
在
、
書
状
は
展
示
さ

れ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
見
に
来

て
ほ
し
い
。

　
光
姫
生
誕
地
の
志
方
城
跡
に

建
立
さ
れ
て
い
る
観
音
寺
も
お

勧
め
。
城
跡
が
あ
っ
て
、
想
像

を
か
き
立
て
る
。

中
畔
　
Ｊ
Ｒ
伊
丹
と
阪
急
伊
丹

の
間
に
城
跡
が
あ
り
、
ア
ク
セ

ス
が
い
い
。
有
岡
城
は
城
下
町

を
有
す
る
城
で
は
一
番
古
い
部

類
。
武
士
と
町
人
が
同
じ
町
で

生
活
し
て
い
た
歴
史
を
感
じ
て

ほ
し
い
。
史
跡
め
ぐ
り
を
す
れ

ば
、
な
ぜ
こ
こ
に
城
が
築
か
れ

た
の
か
が
わ
か
る
。
気
付
き
の

仕
掛
け
を
し
て
い
き
た
い
。
ぜ

ひ
、
み
な
さ
ん
も
体
験
し
て
ほ

し
い
。

宮
本
　
大
河
ド
ラ
マ
の
後
ろ

で
、
自
治
体
職
員
が
活
躍
す
る

姿
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
忙
し
い

と
は
思
い
ま
す
が
、
健
康
に
気

を
つ
け
て
下
さ
い
。

　奈良時代に吉備真備が創建
した歴史ある神社で、国の重
要文化財に指定されている。
官兵衛の祖父・重隆は、広峯
神社で御

お

師
し

と呼ばれる人たち
に、神社の神

おふだ

符とともに家伝
の目薬を売ってもらうことで
財を成し、黒田家の礎を築い
たと伝えられている。

　曹洞宗寺院で本尊は観世音
菩薩。官兵衛の妻・光が生ま
れた櫛

くし

橋
はし

家の居城・志方城が
かつてここにあった。現在の
観音寺の境内を本丸とし、内
堀の周囲に二の丸、西の丸が
あり、かなりの規模だったと
考えられる。

　戦国時代末期の天正２年
（1574）、武将・荒木村重が伊丹
氏に替わって伊丹城の領主と
なり、大改築を施したのが有
岡城。侍屋敷、町屋を堀と土
塁で囲んだ惣構えの城で、難
攻不落の名城とうたわれた。

広峯神社（姫路市）

観音寺（加古川市）

有岡城跡（伊丹市）

ド
ラ
マ
決
定
の
裏
側
で

新
発
見“
官
兵
衛
の
書
状
”

市
内
あ
ち
こ
ち
に
目
薬
の
木
も

新春座談会

官兵衛 飛躍の地
ひょうご

官兵衛ゆかりの地

かんべえくん

てるひめちゃん
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共
済
県
支
部

事
務
局
長	

西
田
　
浩
樹

職
　
　
　
　
員	

堀
岡
有
美
子

　
　
　同	

高
木
さ
つ
き

　
　
　同	

飯
田
　
美
佳

  

自
治
研
セ
ン
タ
ー

理
　
　事
　　
長	

坪
田
　
眞
樹

事
務
局
長	

市
来
　
信
弥

研
　
究
　
員	

兵
藤
　
　
宏

　
　
　同	

浜
崎
　
利
澄

　
　
　同	

岩
間
　
　
茂

　
　
　同	

高
山
　
博
司

　
　
　同	

清
水
　
誠
一

　
　
　同	

今
井
　
　
弘

　
　
　同	

岡
　
　
康
栄

　
　
　同	

高
見
　
　
忍

　
　
　同	

米
澤
　
正
紀

　
　
　同	

大
畑
　
利
明

  

組
織
内
首
長
・
議
員

加
西
市
長	

西
村
　
和
平

稲
美
町
長	

古
谷
　
　
博

神
河
町
長	

山
名
　
宗
悟

兵
庫
県
議
会
議
員	

黒
田
　
一
美

兵
庫
県
議
会
議
員	

上
野
　
英
一

前
兵
庫
県
議
会
議
員	

芝
野
　
照
久

神
戸
市
議
会
議
員	

伊
藤
め
ぐ
み

前
神
戸
市
議
会
議
員	

横
畑
　
和
幸

芦
屋
市
議
会
議
員	

山
口
み
さ
え

明
石
市
議
会
議
員	

永
井
　
俊
作

加
古
川
市
議
会
議
員	

松
崎
　
雅
彦

西
脇
市
議
会
議
員	

村
井
　
正
信

丹
波
市
議
会
議
員	

前
川
　
豊
市

前
宝
塚
市
議
会
議
員	

梶
川
美
佐
男

猪
名
川
町
議
会
議
員	

久
保
　
宗
一

私たちも自治労とともに頑張ります

　
自
治
労
は
07
年
か
ら
エ
フ
ァ

ジ
ャ
パ
ン
と
と
も
に
、
ア
ジ
ア

子
ど
も
の
家
へ
の
支
援
活
動
を

は
じ
め
と
し
、
ラ
オ
ス
で
の
図

書
館
建
設
事
業
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

寺
子
屋
教
室
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
て
い
る
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
は
、
69
年
３
月

ア
メ
リ
カ
が
爆
撃
を
開
始
、
そ

の
後
も
78
年
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の
侵

攻
、
89
年
に
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
軍
が

完
全
撤
退
し
、
ポ
ル
ポ
ト
派
が

　
自
治
労
近
畿
地
連
は
結
成
60
周
年
記
念
海
外
支
援
事
業
と
し
て
、
12
月
1
～
5
日
と
カ
ン
ボ

ジ
ア
の
プ
レ
ア
ビ
ヒ
ア
県
の
寺
子
屋
教
室
を
訪
問
し
た
。
同
県
に
は
中
等
教
育
機
関
が
1
ヵ
所

し
か
な
く
、
寺
子
屋
教
室
は
公
教
育
を
補
完
す
る
も
の
。
県
本
部
も
組
合
員
の
カ
ン
パ
で
、
教

室
の
内
装
な
ど
を
行
っ
て
き
た
。
寺
子
屋
教
室
は
教
材
や
図
書
が
常
に
不
足
し
、
教
師
も
不
足

し
て
い
る
。
今
後
も
引
き
続
く
支
援
が
必
要
だ
。
子
ど
も
た
ち
の
教
育
を
受
け
る
機
会
を
二
度

と
奪
っ
て
は
な
ら
な
い
。
県
本
部
か
ら
は
４
人
が
参
加
、
松
田
薫
さ
ん
の
報
告
を
掲
載
す
る
。

完
全
消
滅
す
る
ま
で
30
年
間
も

紛
争
が
続
い
た
。

　
今
回
、
訪
問
し
た
プ
レ
ア
ビ

ヒ
ア
は
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
で

有
名
な
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ
プ
か
ら

車
で
４
時
間
、
タ
イ
と
の
国
境

地
域
だ
っ
た
。

　
ク
メ
ー
ル
・
ル
ー
ジ
ュ
最
高

幹
部
の
１
人
で
あ
っ
た
タ
・
モ

ク
が
支
配
し
て
い
た
地
域
で

あ
っ
た
た
め
、
93
年
に
国
連
監

視
下
で
カ
ン
ボ
ジ
ア
統
一
民
主

選
挙
が
行
わ
れ
た
後
も
そ
の
支

配
は
終
わ
る
こ
と
な
く
、
99
年

タ
・
モ
ク
が
逮
捕
さ
れ
る
ま
で

続
い
た
。
そ
の
た
め
、
政
府
に

よ
る
イ
ン
フ
ラ
等
の
整
備
も
外

国
か
ら
の
支
援
も
長
ら
く
受
け

る
こ
と
が
で
き
ず
、
今
も
幹
線

道
路
を
外
れ
た
場
所
に
は
多
く

の
地
雷
や
不
発
弾
が
埋
ま
っ
た

ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　
内
戦
の
間
、
多
く
の
住
民
は

タ
イ
や
ラ
オ
ス
へ
避
難
し
、
教

育
の
機
会
を
失
っ
た
ま
ま
成
長

し
た
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん

い
た
。
そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち

は
給
料
と
住
居
、多
少
の
コ
メ
、

少
し
の
子
ど
も
養
育
手
当
が
支

給
さ
れ
る
。
派
遣
先
地
域
に
は

公
立
学
校
が
ほ
と
ん
ど
無
い
こ

と
は
承
知
だ
が
、
住
居
支
給
等

生
活
が
安
定
す
る
た
め
、
家
族

で
移
っ
て
く
る
こ
と
が
多
い
。

最
近
は
、
兵
士
が
軍
の
材
料
で

教
室
用
の
建
物
や
机
を
つ
く
っ

て
寺
子
屋
教
室
支
援
を
す
る
よ

う
に
な
っ
た
が
、
国
境
地
帯
で

の
活
動
は
政
治
的
意
図
が
あ
る

と
誤
解
さ
れ
易
く
寄
付
が
集
ま

り
に
く
く
教
材
や
図
書
が
常
に

不
足
し
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

　
ま
た
、
ポ
ル
ポ
ト
政
権
下
の

３
年
８
ヵ
月
で
教
師
を
含
む
知

識
層
が
約
２
０
０
万
人
も
虐
殺

さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
教
師
も

不
足
し
て
い
る
。

　
プ
レ
ア
ビ
ヒ
ア
に
中
等
教
育

機
関
は
１
ヵ
所
し
か
な
い
。
公

教
育
が
整
わ
な
い
状
況
の
中
、

多
く
の
子
ど
も
た
ち
は
小
学
校

６
年
生
で
学
習
を
終
了
せ
ざ
る

を
得
な
い
状
況
が
あ
る
。
寺
子

屋
教
室
が
公
教
育
を
補
完
す
る

「
ノ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
教
育
」（
公

教
育
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
認

可
さ
れ
、
公
立
学
校
へ
の
編
入

の
際
に
も
寺
子
屋
教
室
で
終
了

し
た
以
降
の
学
年
へ
編
入
で
き

る
）
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
は

小
学
６
年
ま
で
の
た
め
、
卒
業

後
は
同
じ
問
題
が
待
ち
受
け
て

い
る
。

　
生
徒
１
人
ひ
と
り
に
教
科
書

が
行
き
渡
ら
な
い
現
状
も
あ

り
、
自
治
労
各
県
本
部
は
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
や
鉛
筆
を
は
じ
め

と
し
た
教
材
、教
科
書
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
や
ネ
ッ
ト
、
サ
ッ
カ
ー

ボ
ー
ル
と
い
っ
た
物
も
送
っ
て

き
た
経
過
が
あ
る
。

　
兵
庫
県
本
部
も
組
合
員
各

位
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
カ
ン
パ
で

教
室
の
内
装
な
ど
を
行
っ
て
き

た
。
今
後
も
引
き
続
き
物
的
支

援
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
教
師
の

育
成
に
も
力
を
注
ぐ
必
要
が
あ

る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
キ
ラ
キ

ラ
と
輝
く
瞳
で
私
た
ち
を
迎
え

て
く
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
教
育

を
受
け
る
機
会
を
二
度
と
奪
っ

て
は
な
ら
な
い
と
深
く
感
じ

た
。何
処
に
住
ん
で
も
、誰
で
も
、

等
し
く
教
育
を
受
け
る
機
会
が

与
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

は
タ
イ
語
や
ラ
オ
ス
語
で
会
話

し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
母
国
語
で

あ
る
ク
メ
ー
ル
語
は
ほ
と
ん
ど

話
せ
な
い
か
、
話
せ
て
も
読
み

書
き
が
で
き
な
い
。
99
年
時
点

で
30
歳
以
下
は
ほ
と
ん
ど
が
非

識
字
、
半
非
識
字
で
あ
っ
た
と

推
測
さ
れ
て
い
る
。

　
02
年
に
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
市
民

団
体
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｐ
（
ス
キ
ャ
ッ

プ
）
が
５
つ
の
寺
子
屋
教
室
を

開
き
、
現
在
は
14
ヵ
所
、
約

１
０
０
０
人
（
就
学
前
の
子
ど

も
を
含
め
）の
生
徒
に
広
が
り
、

エ
フ
ァ
ジ
ャ
パ
ン
は
11
年
度
か

ら
支
援
を
続
け
て
い
る
。

　
タ
イ
と
国
境
の
緊
張
が
高
ま

る
と
兵
士
が
家
族
を
連
れ
て
プ

レ
ア
ビ
ヒ
ア
へ
派
遣
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
な
り
、
現
在
は
寺
子

屋
教
室
へ
通
う
子
ど
も
た
ち
の

４
分
の
３
は
兵
士
の
子
ど
も
た

ち
で
、
４
分
の
１
は
元
か
ら
村

に
住
ん
で
い
た
子
ど
も
た
ち

だ
。
派
遣
さ
れ
て
く
る
兵
士
に

寺子屋教室の子どもたちと記念撮影

　自治労の国際活動は、Ｐ
ＳＩなどの活動、ＩＬＯや
国際関係機関等への働きか
け、国際支援・協力活動や
国際連帯救援カンパ、海外
の労組との交流など多岐に
わたっている。
　国際支援・協力活動は、活
動を通して平和・人権・多文
化共生社会の基盤を形成す
る取り組みであり、エファ
ジャパンを中心としたＮＧ
Ｏと連携して取り組んでい
る。途上国における教育、
保健医療、水などの基礎的
公共サービスを確立すると
いう目的のもと、途上国の
子どもの育ちと学びを支援
する活動を進めている。
　ヴェトナム、カンボジア、
ラオスでの子どもの支援活
動に関与し、国際連帯カン
パからの財政支援、現地プ
ロジェクトに対する県本部
の協力や専門知識を有する
組合員・ＯＢ等の協力、ス
タディーツアーの参加、書
き損じはがきによる資金援
助、布袋の購入協力を行っ
ている。2012年度の「国際
連帯支援カンパ」は3332万
811円を集約し、各種活動
に活用した。

近
畿
地
連
結
成
60
周
年 

カ
ン
ボ
ジ
ア
を
訪
問

教
師
の
育
成
が
必
要

自
治
労
支
援
の
寺
子
屋
教
室

エファ ジ ャパ ンと 連 携
子どもの育ちと学びを支援
自治労の国際支援活動

NHK大河ドラマ
軍師官兵衛

1月5日（日）
スタート

黒
田 

官
兵
衛
（
１
５
４
６
～
１
６
０
４
）

福岡市美術館蔵（黒田資料）

日本の折り紙は人気を集めた

姫
路
で
生
ま
れ
育
っ
た
戦
国
時
代
か
ら
江
戸
時
代
前
期
に
か
け
て

の
武
将・
大
名
。
播
磨
平
定
や
中
国
攻
め
を
補
佐
し
、
豊
臣
秀
吉

の
天
下
統
一
に
大
き
く
貢
献
し
た
希
代
の
軍
師
。
戦
国
時
代
に
は

め
ず
ら
し
く
、
側
室
を
持
た
ず
１
人
の
妻
と
添
い
と
げ
た
。
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１
月
17
日
〆
切  

職
場
・
家
庭
で
楽
し
も
う

　
自
治
ひ
ょ
う
ご
新
春
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
て
下
さ
い
。「
タ
テ
の
カ
ギ
」と「
ヨ

コ
の
カ
ギ
」
を
解
き
、
Ａ
〜
CC
の
文
字
を
埋
め
、
現
れ
た
質
問
に
答
え
て
下
さ
い
。
正
解
者

か
ら
抽
選
で
５
人
に
５
０
０
０
円
商
品
券
、
10
人
に
１
０
０
０
円
図
書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま

す
。
１
月
17
日
（
金
）
ま
で
に
県
本
部
「
教
宣
部
」
宛
に
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
応
募
下
さ
い
（
宛
先
は
本
紙
１
面
を
参
照
）。
①
答
え
②
単
組
③
名
前
④
住
所
（
景
品
の

届
け
先
）
を
必
ず
明
記
し
て
下
さ
い
。
連
名
で
の
応
募
、
複
数
回
答
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

当
選
者
は
２
月
15
日
号
で
掲
載
し
ま
す
。

現
れ
た
質
問
に
答
え
て
ね

新
春
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

１
　
球
技
で
勝
利
を
決
め
た
最

後
の
１
球

２
　
↑
↓
イ
ン
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

１
　
↑
↓
イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー
グ

２
　
レ
ッ
ド

９
　
ま
っ
た
く
無
い
こ
と

16
　
ふ
ち

22
　
体
色
が
美
し
い
鑑
賞
用
の

鯉
24
　
代
表
者
や
役
員
を
投
票
な

３
　
幼
稚
園
に
通
う
幼
児

４
　
さ
だ
め
。
巡
り
合
わ
せ

５
　
秋
に
熟
し
た
稲
を
刈
り
取

る
こ
と

６
　
広
々
と
海
の
よ
う
に
ひ
ろ

が
っ
て
見
え
る
雲

７
　
物
事
の
内
容
を
知
り
、
悟

る
こ
と

８
　
衣
服
の
下
部
の
ふ
ち

９
　
薄
く
つ
け
た
化
粧
用
の
紅

10
　
眠
っ
て
い
る
時
の
呼
吸

11
　
宇
宙
か
ら
の
侵
入
者

12
　
ピ
ン
ポ
ン

13
　
坂
に
な
っ
て
い
る
道

14
　
↑
↓
凹

15
　
牛

16
　
予
定
の
期
日
を
の
ば
す
こ

と
17
　
日
が
暮
れ
て
し
ば
ら
く
の

間
18
　
↑
↓
長
歌

19
　
独
楽

20
　
有
利
な
点

21
　
し
そ
科
の
多
年
生
植
物
。

薄
荷

22
　
江
戸
時
代
、
手
紙
な
ど
の

送
達
を
業
と
し
た
者

23
　
暖
か
い
冬

24
　
↑
↓
カ
氏

25
　
春
夏
秋
冬

26
　
そ
の
土
地
で
産
す
る
卵

27
　
筋
道
が
通
り
整
っ
て
い
る

さ
ま

28
　
綿
の
種
子
を
包
む
白
色
の

繊
維

29
　
胡
頽
子
・
茱
萸

30
　
百
合

31
　
正
ま
た
は
負
の
電
気
を
帯

び
た
原
子
団

32
　
忘
れ
な
い
よ
う
書
き
記
し

た
文
書

33
　
↑
↓
現
実

34
　
人
や
物
を
運
び
送
る
こ
と

35
　
神
楽

36
　
↑
↓
暖

37
　
衣
服
と
食
事

38
　
白
亜
紀
ま
で
栄
え
た
絶
滅

爬
虫
類

39
　
グ
リ
ー
ン

40
　
文
字
を
印
刷
す
る
こ
と

41
　
怒
る
と
め
が
ね
状
の
紋
が

現
れ
る
熱
帯
産
の
毒
ヘ
ビ

42
　
↑
↓
前
期

43
　
水
面
に
浮
か
ぶ
た
め
の

ド
ー
ナ
ツ
状
の
エ
ア
チ
ュ
ー

ブ
44
　
青
銅
色
で
つ
や
が
あ
る
こ

が
ね
む
し
科
の
昆
虫

45
　
↑
↓
無
線

46
　
カ
ギ

47
　
ボ
ー
ト
の
漕
ぎ
手

48
　
銃

49
　
↑
↓
軟
式

50
　
木
材
の
面
を
削
っ
て
な
め

ら
か
に
す
る
大
工
道
具

51
　
バ
ッ
グ

52
　
漆

53
　
箱

54
　
注
文

55
　
↑
↓
イ
イ
エ

56
　
ガ
チ
ン
コ
勝
負

57
　
エ
ピ
ソ
ー
ド

58
　
陸
上
競
技
場
の
競
争
路

59
　
屋
根
の
雨
水
を
集
め
て
、

地
上
に
流
す
し
か
け

60
　
鶉

61
　
十
二
支
の
第
八

62
　
烏
賊

63
　
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

64
　
あ
る
期
間
・
範
囲
内
で
自

由
に
使
え
る
こ
と

65
　
い
つ
も
一
定
し
て
い
る
様

66
　
ベ
ー
シ
ッ
ク

67
　
元
素
記
号
Ｐ

68
　
仏
法
が
衰
え
た
時
代

69
　
ス
ペ
ー
ス

70
　
人
が
住
む
家
屋

71
　
つ
ら
さ
を
忘
れ
る
た
め
気

を
ま
ぎ
ら
す
こ
と

72
　
ふ
り
が
な
用
の
小
さ
な
文

字
73
　
↑
↓
和
式

74
　
簡
単
な
食
事

75
　
ム
ー
ン

76
　
↑
↓
終
了

77
　
○
○
○
豆
腐

78
　
た
し
算

79
　
笑
う
○
○
に
は
福
来
る

80
　
だ
ら
し
な
い
こ
と

81
　
夜
の
間

82
　
両
方
の
書
類
に
ま
た
が
ら

せ
て
押
し
た
印

83
　
寄
席
で
最
後
に
出
演
す
る

人
84
　
元
素
記
号
Sn

ど
で
選
出
す
る
こ
と

28
　
↑
↓
目
尻

34
　
↑
↓
無
給

36
　
果
物
か
ら
し
ぼ
っ
た
汁

38
　
山
林
の
木
を
切
る
仕
事
を

行
う
人

41
　
国
民
各
人
の
親
族
的
身
分

関
係
を
記
し
た
公
文
書

46
　
日
本
史
で
明
治
維
新
か
ら

第
二
次
大
戦
終
結
ま
で

48
　
ア
ト
リ
エ

49
　
物
を
生
産
す
る
の
に
か
か

る
費
用

50
　
２
０
０
本
の
巻
タ
バ
コ

51
　
航
海
に
必
要
な
事
を
描
い

た
図

55
　
売
り
物
の
衣
装
を
着
て
販

売
員
を
兼
ね
る
女
性

65
　
講
演
を
行
う
人

67
　
緊
張
を
解
く

77
　
↑
↓
昔

85
　
人
を
引
き
連
れ
る
こ
と

86
　
ま
だ
終
わ
ら
な
い
こ
と

87
　
レ
イ
ン
ボ
ー

88
　
団
体
な
ど
が
発
行
す
る
新

聞
89
　
沖
縄
名
物
の
そ
ば

90
　
雪
を
か
き
分
け
る
除
雪
車

91
　
胡
瓜

92
　
パ
ナ
マ
・
ス
エ
ズ

93
　
↑
↓
奇
数

94
　
資
金
を
融
通
す
る
こ
と

95
　
土
地
の
表
面

96
　
高
圧
の
気
体
を
貯
蔵
す
る

た
め
の
耐
圧
容
器

97
　
預
金
な
ど
を
す
る
時
の
帳

面
98
　
Ｃ
Ｏ
２

99
　
非
常
に
よ
く
似
通
っ
て
い

る
こ
と

100
　
日
没
ご
ろ
、
西
の
空
が
赤

く
見
え
る
こ
と

101
　
○
○
は
友
を
呼
ぶ

102
　
↑
↓
冬
期

103
　
地
球
上
の
塩
水
で
お
お
わ

れ
た
部
分

104
　
マ
ウ
ス
、
ラ
ッ
ト

105
　
下
水
管
な
ど
に
用
い
ら
れ

る
円
管

106
　
ブ
ド
ウ
酒

107
　
マ
シ
ー
ン

108
　
グ
ー
、
○
○
○
、
パ
ー

109
　
形
が
ガ
チ
ョ
ウ
に
似
た
陶

土
製
の
吹
奏
楽
器

110
　
○
○
○
か
雲
か

111
　
イ
ー
、
リ
ャ
ン
、
○
○

112
　
売
り
渡
す
時
の
値
段

113
　
耳
飾
り

114
　
橋

115
　
短
い
剣

116
　
○
○
の
上
に
も
３
年

117
　
ブ
ラ
ッ
ク

118
　
線

119
　
山
と
海
。
○
○
○
○
の
珍

味
120
　
銅
で
作
っ
た
器
具

121
　
半
分
・
半
ば
。
○
○
プ
ロ

122
　
歴
史
を
見
る
基
本
的
な
考

え
123
　
↑
↓
明

124
　
短
期
大
学

125
　
↑
↓
被
子

126
　
筆
と
墨
で
文
字
を
書
く
芸

術
127
　
空

128
　
観
世
音

129
　
午
前
２
時
か
ら
午
前
２
時

半
の
時
刻

130
　
得
点

131
　
蜻
蛉

132
　
実
弾
を
こ
め
て
な
い
銃
砲

133
　
タ
イ
マ
イ
の
甲
羅
を
煮
て

製
し
た
も
の

134
　
英
語
の
文
章

135
　
組
織
・
団
体
の
内
部
に
い

る
人

136
　
木
・
樹
木

137
　
↑
↓
上
段

138
　
お
茶

139
　
海
驢

140
　
掃
除
用
の
機
械

141
　
物
を
見
き
わ
め
る
こ
と
、

そ
の
力
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い
つ
の
ま
に
か
山

登
り
が
趣
味
に

な
っ
て
い
る
。
よ

く
人
か
ら
「
何
で

そ
ん
な
し
ん
ど
い

こ
と
が
楽
し
い

の
」
と
い
わ
れ
る
。

確
か
に
登
り
は

じ
め
て
10
分
後
に
は
息
が
上
が

り
、
辛
い
な
ぁ
と
思
う
こ
と
も

多
々
あ
っ
た
▼
学
校
の
卒
業
旅

行
で
新
穂
高
温
泉
に
行
き
、
そ

こ
で
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
に
魅

了
さ
れ
た
。
正
面
に
岐
阜
の
最

高
峰
の
笠
ケ
岳
の
綺
麗
さ
に
は

感
動
し
、
そ
こ
か
ら
山
に
取
り

つ
か
れ
て
い
る
。
そ
の
登
山
道

は
笠
新
道
と
い
う
国
内
屈
指
の

急
登
だ
っ
た
が
、笠
ケ
岳
を
知
っ

て
27
年
を
経
て
や
っ
と
ト
ラ
イ

し
た
。
頑
張
っ
た
ご
褒
美
に
は

３
６
０
度
パ
ノ
ラ
マ
、
穂
高
連

峰
か
ら
の
ご
来
光
、
雲
海
か
ら

遠
く
は
富
士
山
が
拝
め
、
そ
の

景
色
に
感
動
し
た
山
行
き
だ
っ

た
▼
今
年
は
人
事
院
の
給
与
制

度
の
総
合
的
見
直
し
に
よ
っ
て

厳
し
く
険
し
い
年
に
な
る
か
も

わ
か
ら
な
い
。
笠
新
道
同
様
に

粘
り
強
く
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
山
は
辛
い
な
が
ら

も
足
を
交
互
に
前
に
出
せ
ば
登

れ
る
。
当
た
っ
て
砕
け
て
は
い

け
な
い
が
、
今
一
度
、
組
合
員

誰
も
が
諦
め
ず
に
、
粘
り
強
く

１
歩
１
歩
前
進
で
き
る
組
織
の

構
築
が
必
要
だ
と
思
う
。

31日　自治労結成60周年記念レセプション
（東京・帝国ホテル）

２日　県本部青年女性2014年春闘討論集会（共済会館）
７日　県本部第196回中央委員会（共済会館）
８日　県本部2014春闘討論集会（共済会館）

当面の日程

豆がたりない !!

おやすみ漫

　
新
年
の
ス
タ
ー
ト
を
切
る
県
本
部
新
春
旗
開
き
が
１
月
９

日
、
神
戸
市
内
の
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
本
多
義
弘

委
員
長
は
、「
厳
し
い
時
代
だ
が
下
を
向
い
て
い
て
は
い
け

な
い
。
た
た
か
い
を
楽
し
む
つ
も
り
で
１
年
間
頑
張
ろ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。
旗
開
き
に
は
、
組
織
内
の
え
さ
き
た
か
し

参
議
院
議
員
を
は
じ
め
、
多
く
の
来
賓
が
か
け
つ
け
た
。

　
県
内
46
単
組
91
人
を
含
む

１
５
２
人
が
参
加
し
た
。冒
頭
、

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
本
多
委
員

長
は
、
今
年
の
１
月
24
日
で
県

本
部
結
成
60
年
を
迎
え
る
こ
と

に
ふ
れ
、「
組
合
員
が
参
加
で

き
る
取
り
組
み
を
企
画
し
て
い

く
。
県
本
部
を
活
気
づ
け
て
も

ら
い
た
い
」と
述
べ
た
。
ま
た
、

退
職
手
当
や
地
公
賃
金
削
減
攻

撃
、
そ
し
て
秘
密
保
護
法
成
立

と
い
っ
た
政
治
情
勢
の
右
傾
化

な
ど
、
２
０
１
３
年
の
動
き
を

振
り
返
り
「
私
た
ち
に
力
が
な

か
っ
た
こ
と
を
率
直
に
認
め
、

力
を
蓄
え
る
１
年
に
し
よ
う
」

と
訴
え
た
。

　
特
定
秘
密
保
護
法
の
強
行
採

決
へ
の
怒
り
を
表
し
た
え
さ
き

さ
ん
は
、「
戦
争
す
る
国
に
し

て
は
い
け
な
い
。
力
い
っ
ぱ
い

頑
張
る
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　
県
本
部
自
治
体
議
員
連
合
を

代
表
し
て
、
黒
田
一
美
県
会
議

員
の
音
頭
で
乾
杯
。
参
加
者
は

し
ば
ら
く
食
事
を
囲
ん
で
団
ら

ん
し
た
。

益
処
分
に
関
す
る
不
服
申
立

て
」
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

一
方
的
な
賃
金
引
き
下
げ
に
つ

い
て
は
「
勤
務
条
件
に
関
す
る

措
置
要
求
」
を
公
平
委
員
会
に

行
う
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
同
市
職
は
、
一
律
７
・５
％
賃

金
カ
ッ
ト
強
行
に
抗
議
し
、
昨

年
６
月
14
日
に
１
時
間
ス
ト
ラ

イ
キ
に
突
入
し
た
。
市
当
局
は
、

そ
の
後
約
束
し
て
い
た
労
使
関

係
正
常
化
に
向
け
た
労
使
協
議

を
行
う
こ
と
な
く
、
９
月
27
日

に
委
員
長
（
当
時
）
に
戒
告
を

は
じ
め
組
合
員
２
４
７
人
に
処

分
を
発
令
し
て
い
た
。

　
た
た
か
い
と
並
行
し
て
、
当

時
の
委
員
長
は
、
処
分
を
不
服

と
し
て
公
平
委
員
会
に
「
不
利

設
定
す
る
」
と
の
姿
勢
を
明
ら

か
に
さ
せ
た
。

　
１
月
７
日
に
、
高
砂
市
職
は

「
処
分
撤
回
・
賃
金
カ
ッ
ト
復

元
」
の
４
７
７
人
分
の
署
名
を

提
出
し
、
組
合
員
の
決
意
を
当

局
に
示
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で

の
た
た
か
い
を
背
景
に
予
算
要

求
闘
争
後
、
早
々
に
県
本
部
を

交
え
交
渉
を
行
う
。

　
高
砂
市
職
の
「
処
分
撤
回
と

一
方
的
な
賃
金
カ
ッ
ト
の
復

元
」
を
求
め
た
た
た
か
い
を
支

援
す
る
た
め
、
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク

は
12
月
17
日
、
高
砂
市
南
庁
舎

会
議
室
に
お
い
て
「
不
当
処
分

撤
回
闘
争
決
起
集
会
」
を
開
催

し
た
。

　
集
会
を
機
に
よ
う
や
く
高
砂

市
当
局
か
ら
、「
市
長
交
渉
を

　
女
性
部
と
臨
職
評
の
合
同
学

習
会
が
１
月
19
日
、
ひ
ょ
う
ご

共
済
会
館
で
開
か
れ
た
。
６
回

目
を
数
え
る
学
習
会
に
は
、
22

単
組
45
人
が
参
加
、
地
方
自
治

総
合
研
究
所
の
上か

ん

林ば
や
し陽
治
研
究

員
の
講
演
に
学
ん
だ
。
上
林
さ

ん
は
、
２
０
０
５
年
以
降
の
自

治
体
正
規
、
非
正
規
の
動
向
を

分
析
し
た
資
料
に
基
づ
き
、
課

題
に
ふ
れ
た
。

　
教
員
職
場
で
は
、05
年
以
降
、

臨
時
を
含
め
て
定
員
を
満
た
せ

ば
い
い
よ
う
に
制
度
が
変
更
さ

れ
、
臨
時
が
担
任
、
ク
ラ
ブ
の

顧
問
を
担
う
現
状
に
な
っ
て
い

る
事
例
を
紹
介
。「『
限
界
集
落
』

と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、
公
務

職
場
は
『
限
界
職
場
』
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
公
務
職
場

の
非
正
規
化
は
、
社
会
の
矛
盾

を
象
徴
し
て
い
る
」
と
懸
念
を

示
し
た
。

　
こ
の
間
、
正
規
が
非
正
規
に

置
き
換
え
ら
れ
て
き
た
が
、
職

種
別
に
見
る
と
保
育
所
、
学
校

給
食
の
非
正
規
率
が
高
く
、「
そ

う
し
た
職
場
で
は
民
間
委
託
も

進
ん
で
い
る
。
非
正
規
と
委
託

は
コ
イ
ン
の
表
裏
の
関
係
に
あ

る
」
と
説
明
し
た
。

　
最
後
に
「
組
合
が
あ
る
職
場

で
は
、
時
給
や
昇
給
が
い
い
」

と
述
べ
、
運
動
へ
の
期
待
を
強

調
し
た
。

　
職
場
や
組
合
で
生
じ
る
問
題

を
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
取
り

あ
げ
、全
体
で
議
論
し
た
。テ
ー

マ
は
、
①
臨
時
職
員
に
も
一
時

金
、
退
職
手
当
の
支
給
を
②
仕

事
は
忙
し
い
が
、
非
正
規
の
人

に
頼
み
に
く
い
、
の
２
点
。

　
①
で
は
、「
茨
木
の
裁
判
後
、

一
時
金
が
賃
金
に
振
り
分
け
ら

れ
た
」「『
一
時
金
が
な
い
の
は

お
か
し
い
』
と
怒
り
だ
け
で
主

張
し
て
も
当
局
は
聞
き
入
れ
な

い
。
基
本
賃
金
の
改
善
も
視
野

に
取
り
組
み
た
い
」、
②
で
は
、

「
正
規
と
同
じ
よ
う
に
働
い
て

も
ら
わ
な
い
と
困
る
実
態
が
あ

る
」「
保
育
士
は
、
正
規
、
非

正
規
も
ま
っ
た
く
同
じ
労
働
。

労
働
条
件
の
差
は
、
働
き
づ
ら

さ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
討
論
で
上
林
さ
ん
か
ら
助

言
を
も
ら
っ
た
。

　連合は、2014春闘を「賃上げ
１％以上」としてたたかうこと
を決定している。自治労も民間
の仲間と連帯して春闘を精いっ
ぱいたたかう。とりわけ、給与
制度の総合的見直しは大きな課
題だ。討論集会で私たちの課題
を確認しよう。

≪講演≫
給与制度の総合的見直
しについて
≪分科会≫
①給与制度の総合的見直
しに対する取り組み
②雇用と年金の接続と高
齢期問題
③臨時・非常勤等職員の
処遇改善と組織化
④町職連協の取り組み

2014春闘で賃上げを勝ち取ろう！
県本部春闘討論集会に参加を
　  ひょうご共済会館
　  ２月８日（土）9：30開会

県本部旗開き

厳
し
い
時
代
と
立
ち
向
か
お
う

力
を
蓄
え
る
１
年
に

高砂市職

477
人
分
の
署
名
を
提
出

処
分
撤
回
、賃
金
カ
ッ
ト
復
元
求
め

女性部・臨職評
合 同 学 習 会

正規、非正規の思い出し合う
「仕事を頼みづらい」

あいさつする本多委員長。えさき参議員（右上）もかけつけた

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
職

場
で
起
こ
る
日
常
的
な
事
例
を

取
り
上
げ
議
論
し
た

12月17日には決起集会を行った
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県
本
部
は
１
月
24
日
、
１
時

間
ス
ト
を
配
置
し
て
反
行
革
・

予
算
要
求
闘
争
を
行
っ
た
。

　
阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

統
一
行
動
に
あ
わ
せ
、
以
下
の

４
単
組
が
交
渉
を
行
な
っ
た
。

　
伊
丹
市
職
労
で
は
、
職
場
環

境
改
善
を
具
体
的
に
進
め
る
こ

と
を
確
認
、伊
丹
病
院
労
組
は
、

産
婦
人
科
の
存
続
、
欠
員
の
補

充
等
を
確
認
し
た
。
三
田
市
職

労
は
、
職
場
要
求
の
改
善
の
確

認
の
ほ
か
、
こ
の
間
の
当
局
の

一
方
的
な
手
法
を
追
及
し
、
勤

務
労
働
条
件
に
つ
い
て
労
使
協

議
を
基
本
に
進
め
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
。淡
路
市
職
労
は
、

高
位
号
俸
か
ら
の
昇
格
運
用
の

見
直
し
に
つ
い
て
、
若
年
層
の

給
与
改
善
に
向
け
取
り
組
む
こ

と
を
条
件
に
妥
結
し
た
。

　
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
明
石

市
職
労
が
保
育
所
職
場
の
環
境

改
善
を
確
認
。
ま
た
臨
時
保
育

士
が
要
求
人
数
に
及
ば
な
い
部

分
に
つ
い
て
は
速
や
か
な
再
協

議
と
し
た
。
明
石
水
労
は
来
年

度
の
人
員
配
置
体
制
に
つ
い
て

一
定
の
方
向
を
確
認
。
加
古
川

市
職
労
で
は
現
給
保
障
の
廃
止

等
で
紛
糾
し
た
。
高
砂
市
職
は

来
年
度
の
職
員
総
数
を
確
認
、

福
利
厚
生
事
業
の
実
施
要
求
で

前
進
し
た
。
三
木
市
職
は
独
自

カ
ッ
ト
の
３
月
末
終
了
に
伴
い

こ
れ
ま
で
実
施
を
見
送
っ
て
い

た
人
勧
部
分
に
つ
い
て
給
料
表

改
定
以
外
は
継
続
協
議
と
な
っ

た
。
加
西
市
職
で
は
慢
性
的
な

人
員
不
足
を
訴
え
、
幼
保
５
人

採
用
を
確
認
し
た
。

　
但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

豊
岡
病
院
労
組
が
臨
時
職
員
の

処
遇
改
善
に
取
り
組
ん
だ
が
、

継
続
協
議
と
な
っ
た
。

　
統
一
行
動
に
先
立
ち
、
神
戸

市
従
は
17
日
、
神
戸
市
職
労
は

21
日
に
交
渉
ヤ
マ
場
を
設
定

し
、
定
数
確
認
。
県
職
労
は
、

１
月
末
を
ヤ
マ
場
に
取
り
組
み

を
進
め
て
い
る
。

人事院は昨年８月、「給与の総合的

見直し」について早急に結論を得る

と報告し、地域と高齢層の公務員給

与水準の引き下げなどを検討するこ

とを明らかにしました。公務員労働

組合連絡会は、組合員１人３筆以上

の署名を人事院総裁宛に取り組み、

一方的な勧告や給与引き下げ反対を

訴えます。全組合員の協力を。

給与制度の総合的見直しに反対！
全員署名に取り組もう
　■ １人３筆以上
　■ 第１次集約　２月10日（月）
　■ 最終集約　　３月14日（金）

　
県
本
部
は
第
33
回
囲
碁
・
将

棋
大
会
を
12
月
７
日
に
開
催

し
、囲
碁
の
部
に
９
単
組
21
人
、

将
棋
の
部
に
は
17
単
組
53
人
が

出
場
し
た
。
各
ク
ラ
ス
毎
に
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
と
と
も

に
、
恒
例
と
な
っ
た
プ
ロ
に
よ

る
指
導
対
局
も
行
っ
た
。
本
因

坊
は
高
橋
正
行
さ
ん
（
県
職

労
）、名
人
は
丸
尾
力
さ
ん
（
播

磨
町
職
）、
各
ク
ラ
ス
の
１
～

3
位
は
以
下
の
と
お
り
。

【
囲
碁
の
部
】

（
本	

因	

坊
）

１
位
・
高
橋
正
行（
県
職
労
）

２
位
・
中
村
栄（
神
戸
市
職
労
）

３
位
・
三
谷
幸
司（
高
砂
市
職
）

（
Ａ
ク
ラ
ス
）

１
位
・
松
嵜
隆
徳（
伊
丹
市
職
労
）

２
位
・
田
川
義
信（
神
戸
市
職
労
）

３
位
・
大
前
　
聡（
尼
崎
水
労
）

（
Ｂ
ク
ラ
ス
）

１
位
・
伊
賀
聡
哉（
神
戸
市
職
労
）

２
位
・
野
々
上
次
男（
尼
崎
水
労
）

３
位
・
霜
田
　
隆（
神
戸
市
職
労
）

【
将
棋
の
部
】

（
名	

人	

位
）

１
位
・
丸
尾
力（
播
磨
町
職
）

２
位
・
古
家
慎
一（
姫
路
市
職
）

３
位
・
松
本
貴
憲（
姫
路
市
職
）

（
Ａ
ク
ラ
ス
）

１
位
・
西
野
聡（
神
戸
交
通
労
）

２
位
・
寺
内
弘
之（
神
戸
市
職
労
）

３
位
・
藤
井
隆（
神
戸
交
通
労
）

（
Ｂ
ク
ラ
ス
）

１
位
・
中
嶋
真
一
郎（
神
戸
市
職
労
）

２
位
・
崎
谷
哲
載（
姫
路
市
職
）

３
位
・
辺
見
泰
正（
香
美
町
職
）

（
Ｃ
ク
ラ
ス
）

１
位
・
古
角
茂（
加
西
市
職
）

２
位
・
仲
田
篤
司（
神
戸
市
職
労
）

３
位
・
山
本
寿（
三
木
市
職
）

　
1
月
18
日
、
神
戸
市
勤
労
会

館
に
お
い
て
「
震
災
と
ア
ス
ベ

ス
ト
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
が
開
か
れ
た
。

　
主
催
者
か
ら
「
震
災
か
ら
19

年
、
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
疾
病
時

期
は
こ
れ
か
ら
。
終
わ
ら
せ
て

は
な
ら
な
い
、
経
験
を
生
か
す

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
、
基
調
講
演
の
中
地

重
晴
さ
ん
は
「
国
や
自
治
体
に

震
災
時
に
備
え
た
マ
ス
ク
の
備

蓄
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の
安
全
な
事

前
の
除
去
促
進
の
た
め
の
働
き

か
け
」
な
ど
を
提
言
し
た
。

　
パ
ネ
ル
討
議
で
は
、「
震
災

当
時
は
解
体
な
ど
に
携
わ
っ
て

い
た
が
、
危
険
性
は
考
え
て
い

な
か
っ
た
。
わ
か
っ
た
の
は
ク

ボ
タ
シ
ョ
ッ
ク
以
降
」、
東
日

本
の
被
災
地
調
査
で
も
「
ア
ス

ベ
ス
ト
建
材
の
散
乱
や
不
適
切

な
処
理
事
例
が
随
所
に
み
ら
れ

た
。『
取
り
扱
い
マ
ニ
ュ
ア
ル
』

の
周
知
が
さ
れ
て
い
な
い
」
と

報
告
さ
れ
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
危
険
性
を

繰
り
返
し
訴
え
、
行
政
の
責
任

を
明
ら
か
に
す
る
、
震
災
と
の

関
係
を
明
確
に
し
て
い
く
こ

と
。
提
言
に
賛
成
」（
宮
本
憲

一
）、「
震
災
時
は
が
れ
き
の
処

理
を
し
て
い
た
が
、
マ
ス
ク
は

い
わ
れ
た
こ
と
は
な
い
」（
全

港
湾
）、「
こ
の
マ
ス
ク
１
つ
で
、

死
な
な
く
て
す
ん
だ
命
が
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
」（
明
石
市

職
労
）
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

三　谷

藤　田

武　田

高　橋

和　田

中　村

八　木

寺　西

松　本

堀　口

仲　埜

柴　原

丸　尾

灘

田　中

衣　川

北　垣

斎　藤

山　口

古　家

囲碁の部・本因坊

将棋の部・名人位

高　橋

丸　尾

  

書 

籍 

紹 

介

　
兵
庫
の
町
村
職
連
は
、
県
町
村
会

と
「
統
一
交
渉
」
を
行
い
、
全
国
で

唯
一
、
確
認
内
容
を
「
覚
書
」
と
し

て
締
結
、
そ
れ
を
「
準
則
」
と
し
て

県
内
全
町
の
水
準
を
向
上
さ
せ
て
き

た
。
２
０
０
６
年
５
月
に
統
一
交
渉

が
「
終
焉
」
す
る
ま
で
の
45
年
間
の

苦
闘
の
歴
史
を
自
治
研
セ
ン
タ
ー
で

ま
と
め
た
。

　
た
た
か
い
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
と

教
訓
を
検
証
し
、
今
後
の
た
た
か
い

に
生
き
る
課
題
提
起
と
し
て
の
１

冊
。
ぜ
ひ
、
ご
愛
読
下
さ
い
。

「
産
業
別
（
町
村
職
）
統
一
賃
金
を

め
ざ
し
て
」（
Ａ
５
版
　
１
９
９
頁
）

頒
布
１
５
０
０
円

別
冊
「
兵
庫
県
町
村
職
連
た
た
か
い

の
記
録
」（
Ａ
４
版
　
１
９
８
頁
）

頒
布
１
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
は
自
治
研
セ
ン
タ
ー

第
33
回
囲
碁
・
将
棋
大
会
優
勝
者

本
因
坊
　
高
橋 

正
行
さ
ん

名
　
人
　
丸
尾 

　
力
さ
ん

町村会統一交渉の検証
「産業別統一賃金をめざして」

欠
員
補
充
、保
育
士
採
用
引
き
出
す

人
員
不
足
を
訴
え
る

反行革予算要求闘争

震災時の状況から
今後の課題を検証

１
月
18
日「
震
災
と
ア
ス
ベ
ス
ト
」シ
ン
ポ

講演を行う中地さん
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「
軍
師
官
兵
衛
」

自
治
ひ
ょ
う
ご
新

年
号
で
も
取
り
あ

げ
た
縁
も
あ
っ

て
、
何
年
か
ぶ
り

に
大
河
ド
ラ
マ
を

見
た
▼
２
年
前

の
「
平
清
盛
」
も

神
戸
が
舞
台
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
挑
戦
し
た
が
３
回
目
で

脱
落
。
し
か
し
、
今
回
は
続
き

そ
う
▼
ナ
ン
バ
ー
２
と
い
え
ど

も
、
信
長
、
秀
吉
、
家
康
に
重

用
さ
れ
、
戦
国
時
代
を
生
き
抜

い
た
の
も
大
変
興
味
深
い
▼
歴

史
ヒ
ス
ト
リ
ア
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ー

カ
イ
ブ
ス
、
知
恵
泉
な
ど
「
黒

田
官
兵
衛
」
関
連
番
組
も
つ
い

つ
い
見
て
し
ま
っ
た
▼
ド
ラ
マ

初
回
、
小
田
原
城
攻
め
で
官
兵

衛
は
、
丸
腰
で
城
門
の
前
に
立

ち
「
命
を
粗
末
に
な
さ
る
な
。

生
き
ら
れ
よ
」
と
。
程
な
く
そ

の
言
葉
で
城
は
明
け
渡
さ
れ
た

▼「
あ
り
得
な
い
や
ろ
」と
つ
っ

こ
み
を
入
れ
た
が
、「
人
を
殺

す
の
を
嫌
い
、
生
か
し
て
使
う

こ
と
を
心
が
け
た
戦
国
で
は
一

風
変
わ
っ
た
人
物
」
で
あ
っ
た

そ
う
な
。
そ
う
思
え
ば
、
単
身

で
有
岡
城
に
乗
り
込
ん
で
行
っ

た
と
い
う
の
も
さ
も
あ
り
な

ん
。
今
後
の
展
開
に
期
待
が
持

て
そ
う
▼
せ
っ
か
く
姫
路
が
舞

台
な
の
で
春
に
な
れ
ば
広
峯
神

社
や
御
着
城
址
な
ど
ゆ
か
り
の

地
も
訪
ね
て
み
た
い
。（
誠
）

14 ～ 15日　県本部現業闘争2014交流集会
（フルーツ ･ フラワーパーク）

15日　町村会統一交渉を語る会（共済会館）
16日　第５回ひょうご解放教育交流集会（姫路市内）
１日　シンポジウム「限定社員という働き方・問題点
　　　と課題」（チサンホテル神戸）

当面の日程

頑張れ！ イクメン！

吉 田ノボ

　
一
昨
年
末
に
発
足
し
た
第
2

次
安
倍
内
閣
の
も
と
で
、
デ
フ

レ
脱
却
と
名
目
３
％
以
上
の
経

済
成
長
の
達
成
な
ど
を
め
ざ
し

た
経
済
活
動
を
最
優
先
す
る
政

策
が
打
ち
出
さ
れ
、
円
高
是
正

の
た
め
の
大
胆
な
金
融
緩
和
や

企
業
減
税
、
公
共
事
業
を
中
心

と
し
た
財
政
支
出
が
進
め
ら
れ

た
。

　
企
業
業
績
の
回
復
が
労
働
者

の
賃
上
げ
を
も
た
ら
す
と
し
て

い
る
が
、
02
年
以
降
、
戦
後
最

長
の
景
気
拡
大
期
に
お
い
て

も
、
賃
金
下
落
と
非
正
規
労
働

者
が
拡
大
し
、
生
活
不
安
が
高

　
連
合
は
、２
０
１
４
春
闘
を
「
底
上
げ
・
底
支
え
」「
格
差
是
正
」
に
向
け
、

全
て
の
働
く
者
の
処
遇
改
善
の
実
現
を
め
ざ
し
、
公
正
で
安
心
・
安
定
的
な

社
会
の
実
現
に
向
け
邁
進
す
る
と
し
て
い
る
。

　
97
年
を
ピ
ー
ク
に
賃
金
は
減
少
の
一
途
で
あ
り
、
雇
用
不
安
も
増
し
て
い
る
。

経
済
最
優
先
の
政
策
の
も
と
で
、
痛
ん
だ
雇
用・労
働
条
件
の
改
善
を
、
官
民
を

超
え
た
働
く
者
の
団
結
で
取
り
戻
す
14
春
闘
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
給
与

制
度
の
総
合
的
見
直
し
」
に
反
対
し
、
生
活
改
善
の
た
た
か
い
を
進
め
よ
う
。

ま
っ
て
い
る
。
政
府
・
財
界
が
、

今
春
闘
に
あ
た
っ
て
、
ベ
ア
容

認
の
姿
勢
を
示
し
た
か
ら
と

い
っ
て
、
企
業
収
益
の
増
大
が

労
働
者
全
体
の
雇
用
や
賃
金
に

ま
わ
る
こ
と
は
な
い
。
働
く
者

が
団
結
を
強
め
、
労
働
組
合
に

結
集
し
、
交
渉
で
た
た
か
い
取

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
加
え
て
、
今
春
闘
期
に
は
、

物
価
上
昇
や
４
月
か
ら
の
消
費

増
税
（
３
％
）
も
予
定
さ
れ
て

い
る
。
今
春
闘
に
お
い
て
は
、

賃
上
げ
が
最
も
大
き
な
課
題
と

な
る
。

　
こ
う
し
た
情
勢
の
中
、
連
合

は
1
月
23
日
、
第
２
回
中
央
闘

争
委
員
会
で
14
春
季
生
活
闘
争

の
進
め
方
を
決
定
し
、
14
春
闘

を
実
質
的
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。

　
今
春
闘
は
、
政
府
、
労
働
界
、

そ
し
て
経
済
界
も
含
め
て
デ
フ

レ
脱
却
に
向
け
賃
上
げ
が
重
要

と
の
認
識
の
も
と
で
進
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
経

済
評
論
家
の
中
に
は
14
年
度
の

現
金
給
与
上
昇
率
は
０
・
６
％

程
度
、
一
方
で
全
国
消
費
者
物

価
の
上
昇
は
５
倍
の
３
％
に
な

る
見
通
し
を
発
表
し
て
い
る
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
間
の
賃
金

合
理
化
、
地
域
給
与
削
減
回
復

の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、臨
時
・

非
常
勤
等
職
員
の
非
正
規
労
働

者
を
含
め
た
全
て
の
労
働
者
の

賃
金
水
準
を
全
体
で
底
上
げ
す

る
取
り
組
み
を
各
職
場
・
単
組

で
議
論
を
深
め
、
地
域
春
闘
と

し
て
し
っ
か
り
と
た
た
か
う
決

意
を
固
め
、
運
動
を
強
化
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

に
お
け
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

の
確
立
な
ど
、
増
大
す
る
財
政

需
要
に
直
面
し
て
お
り
、
こ
れ

に
見
合
う
地
方
交
付
税
の
必
要

総
額
を
確
保
し
、
地
方
交
付
税

の
財
源
保
障
機
能
・
財
政
調
整

機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
３
つ
は
、
13
年
４
月
以
降
、

公
的
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
が

引
き
上
げ
ら
れ
た
。
13
年
度
末

に
定
年
を
迎
え
る
退
職
者
以

降
、
無
収
入
期
間
が
発
生
す
る

こ
と
に
な
る
。
雇
用
と
年
金
の

確
実
な
接
続
を
求
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
現
行
再
任
用
制
度
は
、
公
的

年
金
の
一
部
支
給
を
前
提
と
し

て
お
り
、
給
与
水
準
が
低
位
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
今
後

は
公
的
年
金
が
支
給
さ
れ
な
い

た
め
、
雇
用
と
年
金
の
接
続
を

確
実
に
は
か
り
、
生
活
で
き
る

給
与
水
準
の
確
保
が
必
要
と
な

る
。

　
４
つ
は
、
臨
時
・
非
常
勤
等

職
員
の
処
遇
改
善
で
あ
る
。
昨

年
５
月
に
民
主
党
を
は
じ
め
と

す
る
野
党
６
党
は
「
地
方
自
治

体
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
に
通

勤
手
当
や
一
時
金
な
ど
諸
手
当

を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
」

と
す
る
地
方
自
治
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
案
を
参
議
院
に

共
同
提
出
し
た
が
、
通
常
国
会

閉
会
で
審
議
未
了
、
廃
案
と

な
っ
た
。
改
め
て
昨
秋
の
臨
時

国
会
に
民
主
ほ
か
３
党
で
自
治

法
改
正
案
を
提
出
し
て
い
る
。

「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
問

題
の
解
決
に
向
け
、
具
体
的
改

善
策
の
実
施
が
必
要
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
改
正
労
働
契
約
法

が
昨
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ

た
。
有
期
労
働
契
約
が
繰
り
返

し
更
新
さ
れ
５
年
を
超
え
た
と

き
は
無
期
労
働
契
約
に
転
換
す

る
こ
と
を
ル
ー
ル
化
し
た
。

　
こ
の
法
は
、自
治
体
の
臨
時
・

非
常
勤
等
職
員
に
は
適
用
さ
れ

な
い
が
、
自
治
体
に
よ
っ
て
は

５
年
以
内
の
雇
用
更
新
年
限
を

設
定
す
る
な
ど
、
雇
用
止
め
を

強
め
る
動
き
が
想
定
さ
れ
る
。

改
正
労
働
契
約
法
の
趣
旨
と
内

容
を
ふ
ま
え
、
恒
常
的
業
務
に

就
く
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
の

雇
用
継
続
、
正
規
職
員
へ
の
転

換
ル
ー
ル
を
求
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

１  

２
０
１
４
春
闘
を
め
ぐ
る
情
勢

経
済
情
勢
と
課
題

　
こ
う
し
た
春
闘
を
め
ぐ
る
情

勢
の
中
、
私
た
ち
自
治
労
に
も

課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
14
春

闘
の
取
り
組
み
と
あ
わ
せ
、
課

題
克
服
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
１
つ
は
、
国
公
給
与
削
減
の

地
方
公
務
員
給
与
へ
の
波
及
阻

止
の
課
題
で
あ
り
、
３
月
末
で

給
与
削
減
を
確
実
に
終
了
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
２
つ
は
、
人
事
院
が
13
年
８

月
、
月
例
給
、
一
時
金
の
改
定

を
見
送
っ
た
一
方
で
、世
代
間
・

地
域
間
の
配
分
見
直
し
を
柱
と

す
る
「
給
与
制
度
の
総
合
的
見

直
し
」
を
早
急
に
検
討
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
給
与
構

造
改
革
が
完
了
し
て
間
も
な
い

今
日
、
さ
ら
な
る
給
与
制
度
の

見
直
し
は
、
極
め
て
恣
意
的
か

つ
拙
速
で
あ
る
。

　
こ
の
「
給
与
制
度
の
総
合
的

見
直
し
」
は
、
引
き
続
き
給
与

削
減
の
継
続
を
視
野
に
入
れ
る

政
府
が
、
形
を
変
え
た
給
与
削

減
と
し
て
、
人
勧
制
度
の
も
と

で
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
り
、
地
方
公
務
員
給
与
と
地

方
交
付
税
の
削
減
を
狙
っ
て
い

る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

　
政
府
の
動
向
に
最
大
限
警
戒

し
つ
つ
、
自
治
労
に
結
集
し
、

本
部
や
公
務
員
連
絡
会
な
ど
の

取
り
組
み
に
春
闘
期
か
ら
積
極

的
に
参
加
す
る
な
ど
、
取
り
組

み
を
強
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
た
、
13
年
度
の
地
方
財
政

計
画
に
お
い
て
、
政
府
は
地
方

公
務
員
給
与
費
を
削
減
す
る
一

方
、
防
災
減
災
事
業
、
地
域
の

元
気
づ
く
り
推
進
費
等
を
設
置

す
る
な
ど
、
地
方
自
治
体
と
の

十
分
な
協
議
を
し
な
い
ま
ま
、

地
方
の
固
有
財
源
で
あ
る
地
方

交
付
税
削
減
を
強
行
し
た
。

　
自
治
体
は
、
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
興
、
社
会
保
障
分
野

自
治
労
の
春
闘
課
題

＜2014春闘の行動日程＞
○要求書提出ゾーン

２月12日（水）～ 19日（水）
○春闘キャンペーン統一行動日

３月６日（木）
ポケットティッシュ配布行動

○集中取り組み期間
３月10日（月）～ 14日（金）

○全国統一行動日
３月14日（金）

（29分時間内食い込み集会）

＜自治労の2014春闘重点課題＞
（1）地方公務員給与の回復と地方

財政の確立
（2）人員確保および雇用と年金の

接続
（3）臨時・非常勤等職員など非正

規労働者の処遇改善と組織化の
推進

（4）民間・中小の労働条件の底上
げと労働者保護ルールを守る取
り組み

＜2014春闘「3.14全国統一行動指標」＞
（1）公務・公務準拠単組

①　給与削減措置を終了させる
とともに、運用の改善等によ
り積極的な賃金改善を図るこ
と。給与制度の見直しにあ
たっては、十分な労使協議と
合意を前提とすること

②　臨時・非常勤等職員の雇用
の安定と処遇改善を図ること

（2）民間労組
①　組合の要求に基づき賃金改

善を図り、早期に実施すること
②　非正規従業員の雇用の安

定・処遇改善を図ること

2014春闘討議資料

賃
上
げ
で
生
活
改
善
を
勝
ち
取
ろ
う

総
合
的
見
直
し
反
対

全
単
組
で
取
り
組
み
強
化
を

自治労の春闘方針を議論した本部討論集会
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２  
２
０
１
４
春
闘
の
具
体
的
な
取
り
組
み

【
連
合
春
闘
の
ポ
イ
ン
ト
】

　
連
合
は
、
２
０
１
４
春
闘
を
「
デ
フ
レ
か
ら

脱
却
し
、
経
済
の
好
循
環
を
つ
く
り
出
す
」
こ

と
を
実
現
す
る
た
め
の「
底
上
げ
・
底
支
え
」「
格

差
是
正
」
に
向
け
た
取
り
組
み
と
位
置
づ
け
、

正
規
・
非
正
規
、組
織
・
未
組
織
に
関
わ
り
な
く
、

「
全
て
の
働
く
者
の
処
遇
改
善
の
実
現
を
め
ざ

し
、
公
正
で
安
心
・
安
定
的
な
社
会
の
実
現
を

め
ざ
す
」
と
し
て
い
る
。

　
基
本
的
な
考
え
方
は
、
①
景
気
回
復
と
物
価

上
昇
の
局
面
を
踏
ま
え
、
定
昇
・
賃
金
カ
ー
ブ

維
持
相
当
分
（
約
２
％
）
を
確
保
し
、
過
年
度

物
価
上
昇
分
は
も
と
よ
り
、
生
産
性
向
上
分

な
ど
を
賃
上
げ
（
１
％
以
上
）
と
し
て
求
め
、

加
え
て
、
格
差
是
正
・
配
分
の
ゆ
が
み
の
是
正

（
１
％
を
目
安
）
を
求
め
、
取
り
組
み
を
進
め

る
②
社
会
に
お
け
る
格
差
や
ゆ
が
み
を
是
正

し
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」
の
実

現
に
向
け
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
の
実
現
、

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
、
非
正
規
労
働
者
の
均

等
・
均
衡
処
遇
の
実
現
、
就
業
率
向
上
な
ど
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
③
日
本
経

済
・
社
会
の
不
安
定
化
の
克
服
に
向
け
、
労
働

運
動
の
社
会
化
を
進
め
、
波
及
力
の
あ
る
運
動

を
展
開
す
る
と
し
て
い
る
。

【
自
治
労
の
基
本
的
考
え
方
】

　
14
春
闘
は
、
地
公
給
与
波
及
阻
止
の
取
り
組

み
の
成
果
・
課
題
の
延
長
線
上
で
、
今
年
３
月
の

国
公
・
地
公
給
与
の
臨
時
特
例
法
の
終
了
、
今
年

８
月
の
人
事
院
勧
告
に
お
け
る
「
給
与
制
度
の

総
合
的
見
直
し
」
を
見
据
え
た
取
り
組
み
と
し

て
推
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
政
府
・
人
事
院
の
動
向
や
各
重

要
法
案
の
審
議
状
況
な
ど
、
政
府
の
新
年
度
予

算（
地
財
計
画
含
む
）を
見
極
め
な
が
ら
、中
央
・

地
方
が
一
体
と
な
っ
て
14
春
闘
の
取
り
組
み
を

推
進
す
る
。

　
さ
ら
に
、
安
倍
政
権
が
成
長
戦
略
の
名
の
も

と
に
押
し
進
め
る
働
く
者
の
雇
用
を
脅
か
す
、

労
働
者
保
護
ル
ー
ル
の
改
悪
に
は
断
固
反
対

し
、
連
合
や
民
間
労
組
と
連
携
し
て
取
り
組
み

を
強
め
る
。

【
取
り
組
み
の
進
め
方
】

　
14
春
闘
は
、
２
月
６
日
の
連
合
春
季
生
活
闘

争
・
闘
争
開
始
宣
言
集
会
を
起
点
に
、
全
国
に

お
け
る
春
闘
の
諸
行
動
が
開
始
さ
れ
る
。
民
間

大
手
の
ヤ
マ
場
は
３
月
12
日
に
設
定
さ
れ
て
お

り
、
自
治
労
も
３
月
14
日
に
戦
術
を
配
置
し
て

当
局
回
答
を
迫
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
そ
の
後
も
３
月
27
日
の
人
事
院
回
答
指
定
日

ま
で
闘
争
体
制
を
維
持
し
、
地
域
春
闘
と
の
連

携
を
は
か
る
と
と
も
に
、
公
共
民
間
・
全
国
一

般
単
組
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
自
治
労
一
体

と
な
っ
て
最
後
ま
で
春
闘
を
た
た
か
う
。

　
県
本
部
で
は
、
要
求
提
出
ゾ
ー
ン
を
２
月
12

～
19
日
と
し
、
遅
く
と
も
２
月
末
に
は
全
単
組

で
要
求
書
を
提
出
し
、「
要
求

－

交
渉

－

妥
結

（
書
面
化
・
協
約
化
）」
の
闘
争
サ
イ
ク
ル
の
確

立
を
め
ざ
す
。
ま
た
、
全
国
統
一
行
動
指
標
の

達
成
に
向
け
、
３
月
14
日
に
29
分
時
間
内
食
い

込
み
集
会
を
配
置
し
、
交
渉
を
実
施
す
る
こ
と

を
徹
底
す
る
。

　
特
に
、
現
業
・
公
企
・
公
共
民
間
・
全
国
一
般

の
各
単
組
は
、
協
約
締
結
権
を
行
使
し
、
要
求
・

交
渉
の
結
果
を
書
面
に
て
締
結
す
る
取
り
組
み

を
徹
底
し
、
非
現
業
単
組
も
協
約
締
結
権
回
復

の
前
段
の
取
り
組
み
と
し
て
妥
結
結
果
の
書
面

化
を
強
力
に
進
め
る
。

　
批
准
投
票
は
、
年
間
を
通
じ
て
１
波
に
つ
き

２
時
間
を
上
限
と
す
る
ス
ト
ラ
イ
キ
を
含
む
闘

争
指
令
権
を
中
央
闘
争
委
員
会
に
委
譲
す
る
も

の
で
あ
り
、
２
月
12
～
19
日
の
ゾ
ー
ン
の
中
で

単
組
ご
と
に
投
票
日（
期
間
）を
設
定
し
、
全
組

合
員
が
参
加
す
る
春
闘
体
制
の
構
築
を
め
ざ

す
。県
本
部
へ
の
報
告
日
は
２
月
20
日
と
す
る
。

　
ま
た
、「
14
春
闘
勝
利
！
県
本
部
総
決
起
集

会
」
は
、
３
月
８
日
（
土
）
に
東
遊
園
地
で
開

催
予
定
の
連
合
兵
庫
の
官
公
部
門
連
絡
会
「
春

季
生
活
闘
争
・
政
策
制
度
要
求
実
現
総
決
起
集

会
」
に
結
集
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
全
て
の
単
組
は
、
単
組
強
化
、
組
織
拡
大
に

向
け
、
単
組
力
量
の
向
上
と
組
合
員
の
結
集
を

め
ざ
し
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。
そ
し
て
、
公

務
員
連
絡
会
が
実
施
す
る
要
請
打
電
行
動
や
組

織
内
個
人
署
名
活
動
を
は
じ
め
、
全
国
統
一
行

動
日
に
職
場
集
会
を
行
う
な
ど
、
全
組
合
員
へ

の
オ
ル
グ
・
情
報
伝
達
と
な
る
行
動
を
実
施
す

る
。

　
第
１
次
全
国
統
一
行
動
日
　
２
月
20
日

　
　
　
　〈
要
求
書
提
出
の
翌
日
〉

　
第
２
次
全
国
統
一
行
動
日
　
３
月
20
日

　
　
　
　〈
同
日
の
中
央
行
動
に
連
動
〉

　
第
３
次
全
国
統
一
行
動
日
　
３
月
28
日

　
　
　
　〈
回
答
指
定
日
の
翌
日
〉

　
ま
た
、
県
本
部
と
と
も
に
、
公
務
労
協
主
催

集
会
を
は
じ
め
、
各
種
集
会
に
積
極
的
に
参
加

す
る
と
と
も
に
、
地
方
連
合
会
と
連
携
し
た
議

会
要
請
行
動
な
ど
、
地
域
や
民
間
組
合
に
理
解

を
求
め
る
取
り
組
み
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
。

　
春
闘
教
宣
と
し
て
、
3
月
6
日
（
木
）
を
統

一
行
動
日
（
基
準
日
）
と
し
、
主
要
タ
ー
ミ
ナ

ル
を
中
心
に
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
と

春
闘
街
宣
行
動
を
実
施
す
る
。

３  

人
事
院
の
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し

【
情
勢
お
よ
び
動
向
】

　
人
事
院
は
報
告
の
中
で
給
与
制
度
の
総
合
的

見
直
し
の
検
討
に
つ
い
て
表
明
し
、
地
域
間
・
世

代
間
の
配
分
の
在
り
方
や
職
務
や
勤
務
実
績
に

応
じ
た
給
与
、
技
能
・
労
務
関
係
職
種
の
給
与

水
準
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
と
し
た
。
と

り
わ
け
地
域
間
の
較
差
に
つ
い
て
は
、
昨
年
人

事
院
自
ら
が
較
差
は
「
収
れ
ん
し
て
き
て
い
る
」

と
し
て
検
証
を
終
え
た
ば
か
り
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
新
し
い
比
較
方
法
を
用
い
て
恣
意

的
に
較
差
を
編
み
出
し
、
合
理
的
な
説
明
が
な

さ
れ
な
い
ま
ま
制
度
見
直
し
の
検
討
が
進
め
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
政
府
は
11
月
15
日
の
閣
議
決
定
に
お
い
て
、

（
ア
）
地
場
の
賃
金
を
よ
り
公
務
員
給
与
に
反

映
さ
せ
る
た
め
の
見
直
し
、（
イ
）
50
歳
台
後

半
層
の
官
民
の
給
与
差
を
念
頭
に
お
い
た
高

齢
層
職
員
の
給
与
構
造
の
見
直
し
、（
ウ
）
職

員
の
能
力
・
実
績
の
よ
り
的
確
な
処
遇
へ
の
反

映
な
ど
給
与
体
系
の
抜
本
改
革
に
取
り
組
み

２
０
１
４
年
度
中
か
ら
実
施
に
移
す
と
し
、
早

急
に
具
体
的
な
措
置
を
取
り
ま
と
め
る
よ
う
人

事
院
に
対
し
要
請
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
同
日

人
事
院
総
裁
も
「
検
討
を
早
急
に
進
め
、
必
要

な
勧
告
を
行
う
」旨
の
談
話
を
公
表
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
ま
さ
に
政
府
・
自
民
党
と
人
事
院

が
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
今
後

も
、
労
働
基
本
権
を
制
約
し
な
が
ら
、
人
事
院

を
利
用
し
総
人
件
費
削
減
を
進
め
る
こ
と
を
基

本
姿
勢
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ

ら
に
国
家
公
務
員
に
つ
い
て
は
、
給
与
原
資
の

中
で
の
職
員
間
の
配
分
変
更
で
あ
る
も
の
の
、

地
方
公
務
員
に
関
し
て
は
結
果
と
し
て
賃
金
水

準
そ
の
も
の
の
引
き
下
げ
に
直
結
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
人
事
院
が
予
定
す
る
14
人
事

院
勧
告
ま
で
の
間
、
組
織
全
体
と
し
て
「
賃
金

水
準
の
引
き
下
げ
お
よ
び
地
域
間
格
差
の
拡
大

反
対
」
の
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

【
取
り
組
み
の
考
え
方
】

　
13
年
８
月
に
人
事
院
が
明
ら
か
に
し
た
「
給

与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」
は
、
①
民
間
の
組

織
形
態
の
変
化
へ
の
対
応
②
地
域
間
の
給
与
配

分
の
あ
り
方
③
世
代
間
の
給
与
配
分
の
あ
り
方

④
職
務
や
勤
務
実
績
に
応
じ
た
給
与
の
あ
り
方

等
が
検
討
事
項
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
特

に
地
域
間
配
分
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
地
方

公
務
員
給
与
の
引
き
下
げ
に
直
結
す
る
問
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
取
り
組
み
体

制
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
各
検
討
事
項
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
問

題
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
①
に
つ
い
て
は
、
現
行
民
調
の
役
職
定
義
に

該
当
せ
ず
調
査
し
て
い
な
い
「
基
幹
と
な
る
役

職
段
階
（
部
長
、
課
長
、
係
長
、
係
員
）
の
間

に
位
置
付
け
ら
れ
る
従
業
員
」
に
つ
い
て
、
14

年
か
ら
官
民
比
較
の
対
象
と
す
る
方
向
で
具
体

的
検
討
を
進
め
る
と
し
て
お
り
、
定
義
の
変
更

に
伴
う
水
準
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
②
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
的
に
つ
な

が
り
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
を
単
位
に
、
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
比
較
を
行
っ
て
い
た
も
の
を
、
散
在
す
る

民
間
賃
金
の
低
い
県
の
み
を
抜
き
出
し
た
上
で

「
２
ポ
イ
ン
ト
台
半
ば
」
と
の
官
民
較
差
を
捻

出
し
、
俸
給
表
の
さ
ら
な
る
引
き
下
げ
を
想
定

し
て
い
る
。
現
在
で
も
手
当
に
よ
り
２
割
近
く

の
差
（
地
域
手
当
・
本
府
省
手
当
等
）
が
存
在

し
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
較
差
の
拡
大
は
、
職

務
給
の
原
則
、
同
一
価
値
労
働
・
同
一
賃
金
の

原
則
か
ら
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
③
に
つ
い
て
は
、
給
与
構
造
改
革
に
お
け
る

現
給
保
障
の
廃
止
後
に
残
る
50
歳
台
後
半
層
の

給
与
差
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
給
与
構
造
改
革
の
結
果
、
直
近
で
50
歳
前

後
の
年
齢
階
層
で
は
民
間
が
公
務
を
上
回
っ
て

お
り
、
給
与
カ
ー
ブ
の
さ
ら
な
る
フ
ラ
ッ
ト
化

は
こ
の
差
を
広
げ
、
新
た
な
ゆ
が
み
を
生
じ
さ

せ
る
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
給
与
構
造
改
革
に

お
け
る
級
別
・
号
俸
別
引
き
下
げ
が
踏
襲
さ
れ

る
と
す
れ
ば
、
高
位
号
俸
・
高
齢
層
で
は
４
～

５
％
程
度
の
引
き
下
げ
も
あ
り
得
る
。

　
④
に
つ
い
て
は
、
人
事
評
価
面
で
の
給
与
の

抑
制
や
技
能
・
労
務
関
係
職
種
の
給
与
の
さ
ら

な
る
水
準
抑
制
、
地
域
手
当
な
ど
諸
手
当
へ
の

影
響
等
が
危
惧
さ
れ
る
。（
図
２
を
参
照
）

　
い
ず
れ
の
課
題
（
①
～
④
）
も
多
く
の
問
題

を
含
ん
で
お
り
、
公
務
員
賃
金
に
対
す
る
大
幅

な
引
き
下
げ
圧
力
と
な
る
こ
と
か
ら
、
今
春
闘

期
で
は
拙
速
な
給
与
制
度
見
直
し
を
阻
止
す
る

た
め
集
中
し
た
取
り
組
み
を
行
う
。

【
春
闘
期
の
取
り
組
み
】

　
本
部
・
公
務
員
連
絡
会
は
、
春
闘
要
求
の
最

終
回
答
交
渉
ま
で
の
間
、断
続
的
に
中
央
交
渉
・

協
議
を
実
施
す
る
。
県
本
部
・
単
組
は
、「
給
与

制
度
見
直
し
」
に
関
す
る
組
織
内
個
人
署
名
活

動
（
1
月
に
は
人
事
院
総
裁
打
電
行
動
実
施
済

み
）
を
行
う
。
そ
の
署
名
を
３
月
6
日
に
実
施

す
る
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
代
表
に
よ
る
人
事
院
交

渉
の
際
に
提
出
す
る
。

　
県
本
部
は
、
人
事
院
の
「
給
与
制
度
の
総
合

的
見
直
し
」
の
内
容
に
つ
い
て
、
単
組
学
習
会

な
ど
を
開
催
し
、
組
合
員
の
学
習
を
促
進
し
、

県
人
事
委
員
会
交
渉
を
実
施
す
る
。

　
単
組
は
、
人
事
院
の
「
給
与
制
度
の
総
合
的

見
直
し
」
に
対
し
て
、
県
本
部
が
開
催
す
る
単

組
学
習
会
に
参
加
し
、
そ
の
内
容
の
理
解
を
深

め
当
局
と
の
交
渉
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
単

組
に
お
い
て
も
学
習
会
を
開
催
し
、「
賃
金
水

準
の
引
き
下
げ
反
対
、
地
域
間
・
世
代
間
格
差

の
拡
大
反
対
」の
意
思
統
一
を
は
か
る
。
ま
た
、

公
務
員
連
絡
会
が
実
施
す
る
組
織
内
個
人
署
名

活
動
に
取
り
組
む
。

 【
人
勧
期
ま
で
の
取
り
組
み
予
定
】

　
①
各
単
組
で
の
職
場
決
議
、
首
長
等
要
請
行

動
②
県
本
部
決
起
集
会
の
開
催
③
個
人
要
請
は

が
き
行
動
④
第
2
次
ブ
ロ
ッ
ク
別
上
京
行
動
⑤

人
勧
期
中
央
行
動
・
集
会

４  

人
員
確
保
お
よ
び
雇
用
と
年
金
の
接
続

【
人
員
確
保
闘
争
】

　
地
方
公
務
員
総
数
は
、
１
９
９
５
年
以
降
、

自
治
体
財
政
の
ひ
っ
迫
や
05
年
の
集
中
改
革
プ

ラ
ン
に
よ
る
国
か
ら
の
強
制
に
よ
り
、
減
少
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
94
年
の
３
２
８
万
人

が
11
年
に
は
２
７
９
万
人
に
減
少
し
て
い
る
。

　
一
方
、
新
た
な
行
政
ニ
ー
ズ
や
事
件
・
事
故

等
に
対
応
す
る
立
法
に
よ
っ
て
、
事
務
量
は
増

大
し
て
い
る
。
生
活
保
護
を
例
に
と
っ
て
も
、

被
保
護
世
帯
数
は
10
年
間
で
約
２
倍
に
増
加
し

て
い
る
う
え
、
雇
用
・
教
育
・
医
療
部
門
と
の
連

携
が
重
要
と
な
り
、
福
祉
事
務
所
の
事
務
は
多

様
化
・
複
雑
化
し
て
い
る
。

　
自
治
体
で
は
、
臨
時・
非
常
勤
職
員
や
任
期
付

職
員
を
増
や
し
、
定
数
外
職
員
で
乗
り
切
ろ
う

と
し
て
い
る
が
、
限
界
が
あ
る
。
職
場
で
は
超

過
勤
務
が
増
え
、過
重
労
働
に
よ
る「
心
の
病
」
や

健
康
破
壊
が
増
え
て
い
る
。
行
政
改
革・
人
員
削

減
の
流
れ
を
断
ち
切
り
、
行
政
需
要
に
応
え
ら

れ
る
人
員
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

【
雇
用
と
年
金
の
接
続
】

　
県
内
に
お
い
て
も
、
全
て
の
自
治
体
が
３
月

議
会
ま
で
に
再
任
用
条
例
化
を
予
定
し
て
い
る

が
、
運
用
に
つ
い
て
は
協
議
中
の
単
組
が
多
く

あ
る
。
雇
用
と
年
金
を
確
実
に
接
続
す
る
こ
と

が
火
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
自
公
民
３
党
に
よ
る
定
年
の
段
階
的
引
き
上

げ
の
検
討
に
関
す
る
合
意
を
踏
ま
え
、
16
年
度

に
は
定
年
延
長
で
き
る
よ
う
取
り
組
ま
ね
ば
な

ら
な
い
。
当
面
は
、
希
望
者
全
員
の
再
任
用
の

義
務
化
を
徹
底
し
て
取
り
組
む
。

　
臨
時
・
非
常
勤
職
員
に
お
い
て
も
、
高
年
齢

者
雇
用
安
定
法
の
趣
旨
か
ら
、
雇
用
と
年
金
の

接
続
は
当
然
で
あ
り
、
希
望
者
全
員
の
雇
用
継

続
に
向
け
て
取
り
組
む
。

【
産
別
統
一
目
標
】

①
欠
員
補
充
・
職
員
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
労

使
協
議
に
よ
っ
て
決
定
す
る
こ
と
。

②
職
場
の
人
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
労
使
に

よ
っ
て
点
検
・
検
証
を
行
う
こ
と
。

③
採
用
抑
制
を
行
わ
な
い
こ
と
。

④
組
織
機
構
の
見
直
し
や
民
間
委
託
・
指
定
管

理
に
あ
た
っ
て
は
、
労
使
協
議
を
行
う
こ
と
。

⑤
雇
用
と
年
金
の
接
続
を
は
か
る
た
め
、
希
望

者
全
員
の
再
任
用
、再
任
用
者
の
国
公
行
（
一
）

４
級
賃
金
以
上
で
の
運
用
を
行
う
こ
と
。

【
闘
争
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

　
春
闘
期
（
２
月
～
４
月
）

　
　
　
職
場
実
態
の
点
検
活
動

　
４
月
　
　
　
　
要
求
人
員
の
確
定

　
５
月
上
旬
　
　
要
求
書
提
出

　
６
月
初
旬
　
　
交
渉
・
回
答

　
６
月
６
日
　
　
統
一
行
動
日
（
予
定
）

自
治
労
の
ヤ
マ
場
は
３
月
14
日

連合兵庫

春闘・政策要求実現総決起集会
　　と　き　３月８日（土）午前11時
　　ところ　神戸・東遊園地

官公部門連絡会総決起集会
　　午前10時20分（場所・日にちは上記と同じ）

※この集会を県本部決起集会と位置付け、全単組の結
集を呼びかけます
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	（3）　　自治労兵庫県本部 	（1993年９月６日　第三種郵便物認可）	 １４２５号　２０１４年２月１５日　　（2）	（3）　　自治労兵庫県本部 	（1993年９月６日　第三種郵便物認可）	 １４２５号　２０１４年２月１５日　　（2）

【
情
勢
お
よ
び
動
向
】

　
人
事
院
は
報
告
の
中
で
給
与
制
度
の
総
合
的

見
直
し
の
検
討
に
つ
い
て
表
明
し
、
地
域
間
・
世

代
間
の
配
分
の
在
り
方
や
職
務
や
勤
務
実
績
に

応
じ
た
給
与
、
技
能
・
労
務
関
係
職
種
の
給
与

水
準
な
ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
と
し
た
。
と

り
わ
け
地
域
間
の
較
差
に
つ
い
て
は
、
昨
年
人

事
院
自
ら
が
較
差
は
「
収
れ
ん
し
て
き
て
い
る
」

と
し
て
検
証
を
終
え
た
ば
か
り
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
新
し
い
比
較
方
法
を
用
い
て
恣
意

的
に
較
差
を
編
み
出
し
、
合
理
的
な
説
明
が
な

さ
れ
な
い
ま
ま
制
度
見
直
し
の
検
討
が
進
め
ら

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
政
府
は
11
月
15
日
の
閣
議
決
定
に
お
い
て
、

（
ア
）
地
場
の
賃
金
を
よ
り
公
務
員
給
与
に
反

映
さ
せ
る
た
め
の
見
直
し
、（
イ
）
50
歳
台
後

半
層
の
官
民
の
給
与
差
を
念
頭
に
お
い
た
高

齢
層
職
員
の
給
与
構
造
の
見
直
し
、（
ウ
）
職

員
の
能
力
・
実
績
の
よ
り
的
確
な
処
遇
へ
の
反

映
な
ど
給
与
体
系
の
抜
本
改
革
に
取
り
組
み

２
０
１
４
年
度
中
か
ら
実
施
に
移
す
と
し
、
早

急
に
具
体
的
な
措
置
を
取
り
ま
と
め
る
よ
う
人

事
院
に
対
し
要
請
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
同
日

人
事
院
総
裁
も
「
検
討
を
早
急
に
進
め
、
必
要

な
勧
告
を
行
う
」旨
の
談
話
を
公
表
し
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
ま
さ
に
政
府
・
自
民
党
と
人
事
院

が
歩
調
を
合
わ
せ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
今
後

も
、
労
働
基
本
権
を
制
約
し
な
が
ら
、
人
事
院

を
利
用
し
総
人
件
費
削
減
を
進
め
る
こ
と
を
基

本
姿
勢
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
さ

ら
に
国
家
公
務
員
に
つ
い
て
は
、
給
与
原
資
の

中
で
の
職
員
間
の
配
分
変
更
で
あ
る
も
の
の
、

地
方
公
務
員
に
関
し
て
は
結
果
と
し
て
賃
金
水

準
そ
の
も
の
の
引
き
下
げ
に
直
結
す
る
も
の
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
人
事
院
が
予
定
す
る
14
人
事

院
勧
告
ま
で
の
間
、
組
織
全
体
と
し
て
「
賃
金

水
準
の
引
き
下
げ
お
よ
び
地
域
間
格
差
の
拡
大

反
対
」
の
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

【
取
り
組
み
の
考
え
方
】

　
13
年
８
月
に
人
事
院
が
明
ら
か
に
し
た
「
給

与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」
は
、
①
民
間
の
組

織
形
態
の
変
化
へ
の
対
応
②
地
域
間
の
給
与
配

分
の
あ
り
方
③
世
代
間
の
給
与
配
分
の
あ
り
方

④
職
務
や
勤
務
実
績
に
応
じ
た
給
与
の
あ
り
方

等
が
検
討
事
項
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
特

に
地
域
間
配
分
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
地
方

公
務
員
給
与
の
引
き
下
げ
に
直
結
す
る
問
題
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
に
お
け
る
取
り
組
み
体

制
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
各
検
討
事
項
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
問

題
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
①
に
つ
い
て
は
、
現
行
民
調
の
役
職
定
義
に

該
当
せ
ず
調
査
し
て
い
な
い
「
基
幹
と
な
る
役

職
段
階
（
部
長
、
課
長
、
係
長
、
係
員
）
の
間

に
位
置
付
け
ら
れ
る
従
業
員
」
に
つ
い
て
、
14

年
か
ら
官
民
比
較
の
対
象
と
す
る
方
向
で
具
体

的
検
討
を
進
め
る
と
し
て
お
り
、
定
義
の
変
更

に
伴
う
水
準
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
②
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
的
に
つ
な

が
り
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
を
単
位
に
、
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
比
較
を
行
っ
て
い
た
も
の
を
、
散
在
す
る

民
間
賃
金
の
低
い
県
の
み
を
抜
き
出
し
た
上
で

「
２
ポ
イ
ン
ト
台
半
ば
」
と
の
官
民
較
差
を
捻

出
し
、
俸
給
表
の
さ
ら
な
る
引
き
下
げ
を
想
定

し
て
い
る
。
現
在
で
も
手
当
に
よ
り
２
割
近
く

の
差
（
地
域
手
当
・
本
府
省
手
当
等
）
が
存
在

し
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
較
差
の
拡
大
は
、
職

務
給
の
原
則
、
同
一
価
値
労
働
・
同
一
賃
金
の

原
則
か
ら
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
③
に
つ
い
て
は
、
給
与
構
造
改
革
に
お
け
る

現
給
保
障
の
廃
止
後
に
残
る
50
歳
台
後
半
層
の

給
与
差
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る

が
、
給
与
構
造
改
革
の
結
果
、
直
近
で
50
歳
前

後
の
年
齢
階
層
で
は
民
間
が
公
務
を
上
回
っ
て

【
人
員
確
保
闘
争
】

　
地
方
公
務
員
総
数
は
、
１
９
９
５
年
以
降
、

自
治
体
財
政
の
ひ
っ
迫
や
05
年
の
集
中
改
革
プ

ラ
ン
に
よ
る
国
か
ら
の
強
制
に
よ
り
、
減
少
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。
94
年
の
３
２
８
万
人

が
11
年
に
は
２
７
９
万
人
に
減
少
し
て
い
る
。

　
一
方
、
新
た
な
行
政
ニ
ー
ズ
や
事
件
・
事
故

等
に
対
応
す
る
立
法
に
よ
っ
て
、
事
務
量
は
増

大
し
て
い
る
。
生
活
保
護
を
例
に
と
っ
て
も
、

被
保
護
世
帯
数
は
10
年
間
で
約
２
倍
に
増
加
し

て
い
る
う
え
、
雇
用
・
教
育
・
医
療
部
門
と
の
連

携
が
重
要
と
な
り
、
福
祉
事
務
所
の
事
務
は
多

様
化
・
複
雑
化
し
て
い
る
。

　
自
治
体
で
は
、
臨
時・
非
常
勤
職
員
や
任
期
付

職
員
を
増
や
し
、
定
数
外
職
員
で
乗
り
切
ろ
う

と
し
て
い
る
が
、
限
界
が
あ
る
。
職
場
で
は
超

過
勤
務
が
増
え
、過
重
労
働
に
よ
る「
心
の
病
」
や

健
康
破
壊
が
増
え
て
い
る
。
行
政
改
革・
人
員
削

減
の
流
れ
を
断
ち
切
り
、
行
政
需
要
に
応
え
ら

れ
る
人
員
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

【
雇
用
と
年
金
の
接
続
】

　
県
内
に
お
い
て
も
、
全
て
の
自
治
体
が
３
月

議
会
ま
で
に
再
任
用
条
例
化
を
予
定
し
て
い
る

が
、
運
用
に
つ
い
て
は
協
議
中
の
単
組
が
多
く

あ
る
。
雇
用
と
年
金
を
確
実
に
接
続
す
る
こ
と

が
火
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
自
公
民
３
党
に
よ
る
定
年
の
段
階
的
引
き
上

げ
の
検
討
に
関
す
る
合
意
を
踏
ま
え
、
16
年
度

に
は
定
年
延
長
で
き
る
よ
う
取
り
組
ま
ね
ば
な

ら
な
い
。
当
面
は
、
希
望
者
全
員
の
再
任
用
の

義
務
化
を
徹
底
し
て
取
り
組
む
。

　
臨
時
・
非
常
勤
職
員
に
お
い
て
も
、
高
年
齢

者
雇
用
安
定
法
の
趣
旨
か
ら
、
雇
用
と
年
金
の

接
続
は
当
然
で
あ
り
、
希
望
者
全
員
の
雇
用
継

続
に
向
け
て
取
り
組
む
。

【
産
別
統
一
目
標
】

①
欠
員
補
充
・
職
員
採
用
に
あ
た
っ
て
は
、
労

使
協
議
に
よ
っ
て
決
定
す
る
こ
と
。

②
職
場
の
人
員
配
置
に
つ
い
て
は
、
労
使
に

よ
っ
て
点
検
・
検
証
を
行
う
こ
と
。

③
採
用
抑
制
を
行
わ
な
い
こ
と
。

④
組
織
機
構
の
見
直
し
や
民
間
委
託
・
指
定
管

理
に
あ
た
っ
て
は
、
労
使
協
議
を
行
う
こ
と
。

⑤
雇
用
と
年
金
の
接
続
を
は
か
る
た
め
、
希
望

者
全
員
の
再
任
用
、再
任
用
者
の
国
公
行
（
一
）

４
級
賃
金
以
上
で
の
運
用
を
行
う
こ
と
。

【
闘
争
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

　
春
闘
期
（
２
月
～
４
月
）

　
　
　
職
場
実
態
の
点
検
活
動

　
４
月
　
　
　
　
要
求
人
員
の
確
定

　
５
月
上
旬
　
　
要
求
書
提
出

　
６
月
初
旬
　
　
交
渉
・
回
答

　
６
月
６
日
　
　
統
一
行
動
日
（
予
定
）

５  

臨
時･

非
常
勤
等
職
員
の
処
遇
改
善

　
県
本
部
は
、
臨
時
・
非
常
勤
労
働
者
の
雇
用

安
定
と
処
遇
改
善
に
向
け
全
力
を
あ
げ
て
き
た
。

こ
の
こ
と
は
、
同
じ
自
治
体
で
働
く
仲
間
で
あ

り
な
が
ら
、
不
安
定
な
雇
用
と
劣
悪
な
条
件
で

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
各
単
組
は
臨
時
・

非
常
勤
等
職
員
の
さ
ら
な
る
組
織
化
と
雇
用
安

定
、
処
遇
改
善
を
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
以
下

の
取
り
組
み
を
進
め
る
。

　
特
に
年
度
替
わ
り
に
お
け
る
雇
用
止
め
、
任

用
更
新
時
の
「
空
白
期
間
」
な
ど
の
課
題
に
つ

い
て
は
春
闘
期
の
重
要
な
課
題
と
位
置
づ
け
取

り
組
み
を
進
め
る
。

【
仲
間
づ
く
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
】

①
　
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
の
組
織
化
が
進
ん

で
い
な
い
単
組
に
お
い
て
は
、
県
本
部
産
別
建

設
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、
組
織
化
へ
の
取
り
組

み
を
推
進
。

②
　
す
で
に
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
の
組
織
化

を
行
っ
て
い
る
単
組
お
よ
び
臨
時
・
非
常
勤
等

職
員
の
単
組
は
、本
部
作
成
の「
仲
間
作
り
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
活
用

し
、
未
加
入
者
の
組
合
加
入
・
拡
大
の
取
り
組

み
を
実
施
。

【
雇
用
継
続
の
取
り
組
み
】

①
　
恒
常
職
に
就
く
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
年

度
変
わ
り
に
よ
る
雇
用
止
め
の
阻
止
。

②
　
雇
用
上
限
制
限
の
撤
廃
。

③
　
任
用
と
任
用
の
間
の
「
空
白
期
間
」
の
設

定
の
廃
止
。

【
処
遇
改
善
の
取
り
組
み
】

①
　
全
単
組
で
モ
デ
ル
要
求
の
「
最
低
到
達
条

件
」
の
実
現
。

②
　
労
働
基
準
法
や
総
務
省
通
知
を
最
低
基
準

と
し
た
通
勤
手
当
（
費
用
弁
償
）、
時
間
外
勤

務
手
当
の
全
額
支
払
い
、
病
気
休
暇
、
忌
引
休

暇
な
ど
諸
休
暇
制
度
の
整
備
。

③
　
雇
用
と
年
金
の
接
続
に
つ
い
て
は
、
正
規

職
員
に
準
じ
た
制
度
化
。

働
く
臨
時
・
非
常
勤
等
職

員
の
生
活
と
権
利
を
守
る

当
前
の
姿
と
い
え
る
。

　
自
治
労
本
部
が
２
０
１

２
年
に
実
施
し
た「
臨
時
・

非
常
勤
等
職
員
の
実
態
調

査
」
で
は
、
自
治
体
に
働

く
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員

は
70
万
人
と
推
計
さ
れ
、

正
規
と
の
平
均
比
率
は

33
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
多
く
の
臨
時
・

非
常
勤
職
員
が
年
間
賃
金

２
０
０
万
円
以
下
の
「
官

製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
」
の

実
態
に
あ
る
こ
と
が
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
臨
時・
非
常
勤

等
職
員
が
組
合
加
入
し
て

い
る
自
治
体
と
、
し
て
い

な
い
自
治
体
の
比
較
で
は
、

組
合
加
入
し
て
い
る
自
治

体
で
は
、
賃
金
は
も
ち
ろ

ん
昇
給
制
度
や
一
時
金
、

退
職
金
、
夏
季
休
暇・育
児

休
暇・生
理
休
暇
な
ど
の
労

働
条
件
に
お
い
て
、
全
て

が
高
い
割
合
で
制
度
化
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。

【図１】１月から春闘期の取り組みイメージ

連合・公務労協等・本部 県	本	部 単　組

１
月

２
月

６日【連合】
　2014春季生活闘争・開始宣言
　集会　　　　　　　　　　　　　　　21日【町村評】
上旬【公務員連絡会】　　　　　　　　　全国町村職総決起集会
　人事院、総務大臣に要求書提出
　　　【公務労協地公部会】
　全人連に要求書提出
　総務省に対し要求書提出
20日【公務労協】
　公共サービスキャンペーン開始中央集会

　	県内の春闘組織化
　	12～19日スト批准投票期間
　	21日
　	本部へ投票結果報告

２月末までに全単組提出

３
月

５～７日　【公務員連絡会】
　地域ブロック代表による署名提出、人事院交渉
７日【連合】
　春闘要求実現集会
10～ 14日
　民間大手ヤマ場
下旬【公務員連絡会】
　総務大臣交渉　回答
20日【中央行動】
　決起集会（野音3000人規模）、書記長クラス交渉

４
月

　５月上旬　要求書提出
　６月初旬　交渉・回答（ヤマ場）

６月上旬　要求書提出

１月30日～１月31日
第146回中央委員会
2014春闘方針決定

２月27日
第２回拡大闘争委員会

スト批准投票結果の確認等

「給与制度の総合的見直し」に対する個人署名・要請打電行動給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
に
対
す
る
反
対
の
取
り
組
み

人員確保闘争 男女平等推進闘争

人員確保 男女平等

職場実態の点検活動

３月10～ 14日　統一交渉ゾーン 　　　　　　　　
　　　　 14日　回答基準日（3.14自治労統一行動）

12～19日要求書提出

批准投票

仲
間
づ
く
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
未
加
入
者
大
正
）

【図２】人事院「給与制度の総合的見直し」に反対する取り組み

①	総合的見直しの問題点

１）恣意的なラスパイレス比較（これまでのブロック単位でのラス比較から、散在する民間賃

金の低い県のみを抜き出したうえで比較し、「２ポイント台半ば」の官民較差を捻出）を

根拠とした地域間配分の見直しによる俸給表のさらなる引き下げ。

２）50歳台の官民較差・官民給与カーブの差は、人事管理の違い（民間企業は「役職定年制度」

等により50歳台前半をピークとして給与が下がる傾向にある）から生じているもの。無理

に解消することは、職務給原則や、同等比較を基本とする官民比較の根幹に関わる問題。

３）技能・労務関係職種の給与のさらなる水準抑制、地域手当など諸手当への影響等も危惧さ

れる。

②	拙速な見直しを阻止するため春闘期から重層的な取り組み（交渉・協議、署名、ブロック別上京行

動など）を配置し、本部・県本部・単組が一丸となって取り組みを進める。
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体操の「白井健三」選手でした新春クイズ
回　　　答

　
自
治
ひ
ょ
う
ご
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク

イ
ズ
の
解
答
は
、「
白
井
健
三
」
で

し
た
。
応
募
総
数
は
２
９
４
人
、
正

解
者
は
２
８
５
人
で
し
た
。
当
選
者

は
次
の
通
り
。

【
商
品
券
】

　
西
田
　
大
吾
（
神
戸
市
従
）

　
西
田
　
隆
美
（
尼
崎
市
職
労
）

　
辰
巳
ひ
と
み
（
尼
崎
市
職
労
）

　
飴
本
　
淑
子
（
姫
路
市
職
）

　
塩
濱
洋
次
郎
（
豊
岡
市
職
労
）

【
図
書
カ
ー
ド
】

　
平
田
　
紀
子
（
神
戸
市
職
労
）

　
上
田
　
茂
勝
（
神
戸
市
従
）

　
吉
田
　
悦
子
（
宝
塚
市
職
労
）

　
愛
甲
　
太
洋
（
川
西
病
院
労
組
）

　
牧
部
真
奈
美
（
淡
路
市
職
労
）

　
前
田
　
克
子
（
明
給
労
）

　
小
林
　
　
豊
（
姫
路
市
従
）

　
廣
瀬
　
美
鈴
（
小
野
市
職
）

　
上
坂
　
一
行
（
豊
岡
病
院
労
組
）

　
田
中
　
弥
生
（
新
温
泉
町
職
労
）

野
古
移
設
反
対
の
現
職
の
稲
嶺

市
長
が
勝
利
し
た
。
県
内
移
設

は
認
め
な
い
と
い
う
市
民
の
意

思
の
表
れ
で
あ
る
。
今
後
も
平

和
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
と
連
携
し
反

対
の
取
り
組
み
を
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　
自
民
党
は
、
憲
法
改
正
の
手

続
き
を
定
め
た
国
民
投
票
法
の

改
正
議
論
を
加
速
さ
せ
て
い

る
。
同
法
は
、
２
０
０
７
年
に

公
布
さ
れ
、
10
年
５
月
に
施
行

さ
れ
た
。
し
か
し
、
公
務
員
の

政
治
行
為
の
制
限
に
つ
い
て

は
、
附
則
に
お
い
て
施
行
ま
で

に
「
公
務
員
が
国
民
投
票
に
際

し
（
中
略
）
制
限
さ
れ
る
こ
と

と
な
ら
な
い
よ
う
」
に
「
検
討

を
加
え
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
」
と
さ
れ
た
が
、
未
措
置
の

状
態
と
な
っ
て
い
る
。
憲
法
で

保
障
さ
れ
た
表
現
の
自
由
は
、

公
務
員
に
も
等
し
く
適
用
さ
れ

る
べ
き
で
あ
り
、
必
要
な
対
応

が
求
め
ら
れ
る
。

　
今
後
、
国
政
選
挙
は
し
ば
ら

く
実
施
さ
れ
な
い
。
自
治
体
議

員
選
挙
な
ど
で
、
県
本
部
の
方

針
を
理
解
し
理
念
を
共
有
で
き

る
議
員
の
勝
利
に
向
け
た
政
治

活
動
の
強
化
が
重
要
で
あ
る
。

　
県
本
部
は
５
月
18
日
投
開
票

の
稲
美
町
長
選
挙
で
、
組
織
内

の
古
谷
ひ
ろ
し
さ
ん（
現
２
期
・

67
歳
）、
４
月
20
日
投
開
票
の

西
宮
市
長
選
挙
で
は
、
河
野
昌

弘
さ
ん
（
現
１
期
・
68
歳
）、
10

月
に
予
定
さ
れ
る
川
西
市
議
会

選
挙
で
は
北
上
あ
き
ひ
と
さ
ん

（
現
３
期
・
42
歳
）
と
多
久
和
桂

子
さ
ん
（
現
３
期
・
58
歳
）
を

推
薦
し
て
取
り
組
む
。

は
年
頭
所
感
で
、「
憲
法
に
つ
い

て
も
、
時
代
の
変
化
を
捉
え
た

改
正
に
向
け
て
、
国
民
的
な
議

論
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
べ
き
」

と
表
明
し
た
。
東
ア
ジ
ア
諸
国

と
の
緊
張
関
係
を
い
た
ず
ら
に

煽
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。

　
昨
年
末
、
仲
井
真
沖
縄
県
知

事
は
、
米
軍
普
天
間
飛
行
場
移

転
の
た
め
の
辺
野
古
埋
め
立
て

申
請
を
承
認
し
た
。

　
し
か
し
、
1
月
19
日
に
行
わ

れ
た
名
護
市
長
選
挙
で
は
、
辺

へ
と
憲
法
を
見
直
そ
う
と
す
る

自
民
党
の
憲
法
改
正
草
案
と
同

調
す
る
も
の
で
到
底
容
認
で
き

な
い
。

　
さ
ら
に
安
倍
首
相
は
12
月
26

日
、
靖
国
神
社
を
参
拝
し
中
国
、

韓
国
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
か
ら
抗

議
声
明
や
懸
念
の
表
明
が
示
さ

れ
た
。
以
前
に
も
増
し
て
東
ア

ジ
ア
地
域
が
緊
迫
し
た
中
で
の

参
拝
は
、
安
倍
首
相
が
標
榜
す

る
「
積
極
的
平
和
主
義
」
が
誤
っ

た
歴
史
認
識
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
、
安
倍
首
相

　
安
倍
政
権
は
、
金
融
緩
和
に

伴
う
円
安
・
株
高
に
よ
る
企
業

利
益
の
回
復
な
ど
を
背
景
に
、

依
然
高
い
支
持
率
を
維
持
し
て

い
る
。
政
府
・
与
党
は
、「
一
強

多
弱
」
の
国
会
情
勢
の
も
と
、

第
１
８
５
回
臨
時
国
会
で
特
定

秘
密
保
護
法
案
を
強
行
採
決
に

よ
り
成
立
さ
せ
た
。
特
定
秘
密

の
範
囲
が
あ
い
ま
い
で
、
そ
の

範
囲
が
拡
大
し
、
政
府
に
と
っ

て
不
都
合
な
事
実
が
隠
さ
れ
る

恐
れ
が
あ
る
。「
国
民
の
知
る

権
利
」
を
真
っ
向
か
ら
否
定

し
、
国
民
主
権
か
ら
国
家
主
権

額
７
４
９
０
円
以
上
、
時
間
給

９
７
０
円
以
上
）を
確
立
す
る
。

【
全
国
一
般
賃
金
要
求
】

　
定
期
昇
給
相
当
分
４
５
０
０

円
＋
５
０
０
０
円
を
基
礎
に
、

格
差
是
正
・
生
活
向
上
の
要
求

設
定
を
行
い
、
全
て
の
労
働
者

の
底
上
げ
を
め
ざ
す
。

　
定
期
昇
給
相
当
分
４
５
０
０

円
。
生
活
向
上
分
（
賃
金
引
上

げ
１
％
含
む
）
４
５
０
０
円
。

格
差
是
正
分
３
０
０
０
円
。

　
労
働
組
合
の
組
織
率
が
低
下

す
る
中
、
民
間
労
働
者
の
賃
金

は
、
97
年
を
ピ
ー
ク
に
15
年
間

で
59
万
円
（
12
・
9
％
）
も
下
が

り
続
け
て
い
る
。
ま
た
、
非
正

規
労
働
者
は
、
雇
用
労
働
者
の

38
・
2
％
と
な
っ
た
。
賃
金
水
準

の
引
き
上
げ
と
非
正
規
労
働
者

の
組
織
化
・
処
遇
改
善
で
、
貧
困

化
、
雇
用
の
劣
化
に
歯
止
め
を

か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

【
全
て
の
職
場
で
要
求
確
立
に

取
り
組
も
う
】

（１）
　
企
業
の
枠
を
越
え
て
組
織

労
働
者
の
共
闘
・
共
同
と
し
て

の
春
闘
は
、例
え
厳
し
く
と
も
、

一
定
の
社
会
的
相
場
（
社
会
的

な
賃
金
水
準
を
含
め
た
労
働
条

件
の
改
善
）
を
経
営
の
社
会
的

責
任
と
し
て
引
き
出
す
た
た
か

い
で
あ
る
。
　
　

　
し
た
が
っ
て
、
要
求
し
て
こ

そ
、
経
営
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク

機
能
が
働
き
、
企
業
の
枠
を
越

え
た
組
織
労
働
者
の
統
一
し
た

春
闘
で
到
達
闘
争
の
意
義
が
発

揮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
経
営
側
の
一
方
的
な

賃
金
・
労
働
諸
条
件
の
改
悪
に

対
抗
す
る
た
め
に
も
、
全
て
の

職
場
で
集
い
、
徹
底
し
た
討
議

か
ら
要
求
を
つ
く
り
上
げ
て
い

く
こ
と
が
基
本
で
あ
る
。
特
に

経
営
困
難
、
合
理
化
攻
撃
と
た

た
か
っ
て
い
る
職
場
で
は
、
労

組
が
要
求
を
集
約
し
、
対
等
な

立
場
で
交
渉
を
行
い
、
経
営
に

対
す
る
労
組
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能

を
高
め
る
こ
と
が
極
め
て
重
要

に
な
る
。

（2）
　
経
営
困
難
な
職
場
に
あ
っ

て
は
、
①
財
務
諸
表
等
を
開
示

さ
せ
、
企
業
実
態
の
分
析
②
経

営
悪
化
の
要
因
分
析
、
経
営
展

望
の
検
証
、
労
組
と
し
て
の
経

営
改
善
の
提
言
③
一
時
的
に
合

理
化
を
受
け
入
れ
ざ
る
え
な
い

場
合
は
回
復
措
置
の
明
確
化
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

（３）
　
賃
金
改
善
が
困
難
な
職
場

に
あ
っ
て
も
労
働
条
件
の
引
き

上
げ
、
労
組
活
動
上
の
権
利
拡

充
、
職
場
環
境
の
改
善
等
の
要

求
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
公
共
民
間
協
要
求
基
準
】

　
春
闘
学
習
会
（
３
月
１
日
）

に
結
集
し
、
全
て
の
単
組
で
統

一
要
求（
労
働
安
全
衛
生
）に
取

り
組
み
、職
場
内
最
低
賃
金（
月

額
14
万
９
８
０
０
円
以
上
、
日

６  

民
間
・
中
小
の
労
働
条
件
底
上
げ

７  

平
和
・
人
権
・
政
治
闘
争
の
推
進

　
今
年
１
月
24
日
で
県
本
部
は
結
成

60
年
を
迎
え
た
。
県
本
部
は
60
周
年

記
念
事
業
Ｐ
Ｔ
を
立
ち
上
げ
、
種
々

の
企
画
を
議
論
し
て
い
る
が
、

そ
の
一
環
と
し
て
、
本
紙
で
60

年
の
歴
史
を
振
り
返
る
連
載
を

行
う
。

　
　
　
□
　
　
　
　
　
　
□

　
１
９
５
４
年
１
月
24
日
、
芦

屋
市
の
宮
川
小
学
校
で
自
治
労
兵
庫

県
連
（
61
年
に
名
称
変
更
）
の
結
成

大
会
が
行
わ
れ
た
。
26
組
合
・
１
万

９
０
０
０
人
の
組
合
員
で
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
た
。

　
54
年
に
空
前
の
赤
字
決
算
と
な
っ

た
地
方
財
政
を
建
て
直
す
た
め
、
自

治
庁
主
導
で
財
政
再
建
計
画
が
進
め

ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
動
き
を
背

景
に
、
人
事
院
は
54
～
59
年
ま
で
勧

告
を
見
送
り
。
自
治
体
労
働
者
の
賃

金
は
劣
悪
な
実
態
に
あ
り
、
そ
の
改

善
が
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

　
県
本
部
が
誇
れ
る
歴
史
の
１
つ

に
、町
村
職
連
（
の
ち
の
町
職
連
協
）

に
よ
る
町
村
会
と
の
統
一
交
渉
お
よ

び
町
村
会
準
則
の
確
立
が
あ
る
。
こ

の
礎
を
築
い
て
き
た
の
は
、
こ
の
時

期
で
あ
り
、「
町
村
職
員
の
不
当
な

賃
金
実
態
を
改
善
し
た
い
」
と
の
怒

り
と
情
熱
で
あ
っ
た
。

　
当
時
の
機
関
紙
に
も
「
低
す
ぎ
る

町
村
給
与
」「
定
昇
実
施
を
確
認
」

な
ど
の
見
出
し
が
並
ぶ
。
そ
う
し
た

た
た
か
い
を
積
み
上
げ
、
59
年
に
は

公
務
員
と
し
て
初
め
て
、
ま
と
ま
っ

た
賃
金
闘
争
を
行
い
、
60
年
に
は
７

年
ぶ
り
に
人
事
院
勧
告
を
行
わ
せ

た
。

　
そ
の
後
、
男
女
賃
金
格
差
解
消

（
60
年
）、
清
掃
闘
争
（
自
治
労
産
別

闘
争
、
62
年
）
と
、
た
た
か
い
が
発

展
し
、
現
在
の
闘
争
サ
イ
ク
ル
が
確

立
さ
れ
て
い
っ
た
。

５
０
０
０
円
で
食
え
る
か

　
芦
屋
水
労
の
結
成
（
52
年
に
市
職

か
ら
分
離
、
そ
の
後
55
年
に
地
方
公

営
企
業
法
適
用
に
よ
る
水
労
を
結

成
）
に
関
わ
っ
た
新
垣
亀
一
さ
ん
に

当
時
の
様
子
を
伺
っ
た
。

　
23
年
生
ま
れ
の
新
垣
さ
ん
は
、
51

年
に
水
道
局
に
採
用
と
な
っ
た
。「
月

給
は
５
０
０
０
円
。
現
場
に
出
る
と

き
は
私
服
で
ド
ロ
ド
ロ
。
自
転
車
や

器
具
も
自
前
だ
っ
た
」
と
労
働
実
態

を
振
り
返
る
。
水
労
結
成
の
中
心
メ

ン
バ
ー
の
１
人
と
し
て
、
神
戸
に
組

合
づ
く
り
の
勉
強
に
行
っ
た
。
賃
金

表
は
お
ろ
か
、
支
払
い
の
ル
ー
ル
も

な
く
「
５
０
０
０
円
で
食
え
る
か
」

と
い
う
の
が
切
実
な
要
求
だ
っ

た
と
い
う
。

　
賃
金
や
一
時
金
交
渉
は
徹
夜

に
な
る
こ
と
も
。
待
機
を
嫌
が

る
組
合
員
に
は
、「
一
時
金
い

ら
ん
の
か
」
と
電
報
を
打
っ
て

呼
び
返
し
た
こ
と
も
。

　
58
年
、
尼
崎
が
臨
職
の
本
採
用
要

求
を
掲
げ
て
座
り
込
み
を
行
っ
た

が
、
当
局
は
警
察
官
を
導
入
し
た
。

そ
の
支
援
闘
争
に
も
身
を
寄
せ
た
。

　
今
も
反
戦
平
和
活
動
な
ど
に
関
わ

る
90
歳
の
新
垣
さ
ん
は
、「
組
合
は

仲
間
を
裏
切
っ
た
ら
あ
か
ん
。
闘
争

は
楽
し
く
や
ら
な
あ
か
ん
」
と
力
強

く
語
っ
た
。

60年
1954～1963年

県本部結成

賃
金
闘
争
の
礎
を
築
く

人
勧
見
送
り
打
破
し
た
産
別
運
動

芦屋水労結成に関わった新垣さん
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６
年
前
に
脳
梗
塞

で
倒
れ
、
車
い
す

生
活
を
送
る
夫
を

持
つ
友
人
に
久
し

ぶ
り
に
会
っ
た
。

「
一
生
寝
た
き
り

に
な
る
」
と
医
者

に
告
げ
ら
れ
た
と

き
は
、
一
瞬
時
が
止
ま
り
、
頭

が
真
っ
白
に
な
っ
た
と
い
う
▼

タ
バ
コ
は
遠
い
昔
に
や
め
、
酒

は
休
み
の
前
に
し
か
飲
ま
ず
、

減
塩
を
心
が
け
身
体
を
動
か
す

こ
と
も
気
を
付
け
て
い
た
。
な

の
に
血
管
が
詰
ま
っ
て
倒
れ
た

▼
今
ま
で
、
マ
ス
コ
ミ
で
若
返

る
や
身
体
に
良
い
、
血
液
さ
ら

さ
ら
と
い
う
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を

見
て
は
心
が
揺
れ
て
い
た
が
、

健
康
主
義
の
彼
が
倒
れ
た
こ
と

で
、
今
の
生
活
を
改
め
る
の
は

や
め
た
▼
生
活
の
方
は
障
害
者

年
金
で
生
計
を
た
て
て
い
る
そ

う
だ
。
ま
じ
め
に
会
社
に
勤
め

厚
生
年
金
を
キ
チ
ン
と
納
め
た

お
か
げ
だ
と
い
う
。
年
金
支
給

の
減
額
や
支
給
年
齢
の
先
延
ば

し
で
、
子
ど
も
た
ち
は
将
来
自

分
た
ち
に
年
金
が
支
給
さ
れ
る

か
ど
う
か
、
掛
け
続
け
る
こ
と

に
不
安
を
感
じ
て
い
る
▼
支
給

が
75
歳
に
な
る
か
も
し
れ
な

い
、
支
給
金
額
が
減
る
こ
と
が

あ
っ
て
も
公
的
年
金
だ
、
無
く

な
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
自

分
で
キ
チ
ン
と
掛
け
て
お
く
こ

と
が
大
切
だ
。

5日　県本部卓球大会主将会議（県本部）
6日　2014春闘上京行動・人事院へ署名提出（東京）
7日　県本部病院集会（共済会館）
8日　�連合兵庫官公部門連絡会集会・2014春闘県本部

総決起集会（神戸・東遊園地）
11日　豊岡過労自殺公災認定控訴審第3回期日
� （大阪高裁）

当面の日程

　
県
本
部
は
２
月
７
日
、
共
済
会
館
に
て
第
１
９
６
回
中

央
委
員
会
を
開
催
し
、「
２
０
１
４
春
闘
方
針
」「
結
成
60

周
年
記
念
事
業
」
等
の
４
議
案
に
つ
い
て
協
議
し
た
。
本

多
義
弘
委
員
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
給
与
の
総
合
的
見
直
し

は
勧
告
す
る
な
。
再
任
用
の
ち
ゃ
ん
と
し
た
制
度
設
計

を
つ
く
っ
て
い
こ
う
。
非
正
規
の
底
上
げ
を
」
と
強
調
、

「
60
周
年
事
業
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
寺
子
屋
へ
文
房
具
を
送

る
た
め
の
組
合
員
１
０
０
円
カ
ン
パ
に
協
力
を
」と
訴
え
、

質
疑
で
は
４
単
組
か
ら
発
言
が
あ
り
、
議
案
は
全
て
可
決

し
た
。「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」
反
対
署
名
の
全

組
合
員
集
約
、
要
求
書
を
提
出
、
３
月
８
日
の
決
起
集
会
、

14
日
の
全
国
統
一
行
動
に
結
集
し
交
渉
を
強
め
よ
う
。

　
全
国
的
に
大
雪
と
な
っ
た
２

月
８
日
、
県
本
部
は
共
済
会
館

で
14
春
闘
討
論
集
会
を
開
い

た
。
道
路
事
情
で
参
加
を
断
念

　
高
砂
市
が
「
賃
金
カ
ッ
ト

７
・
５
％
強
行
実
施
」
し
た
問

題
に
つ
い
て
、
県
本
部
が
求
め

て
き
た
高
砂
市
長
と
の
交
渉
が

第196回中央委員会

春
闘
方
針
、60
周
年
記
念
事
業
を
承
認

給
与
制
度
見
直
し
さ
せ
な
い

58人の中央委員が参加した

雇用問題でたたかう三田市職労へ集会参加者から檄布を渡した

だぶるばいんど

　
質
疑
で
は
、
高
砂
市
職
か

ら
「
不
当
処
分
に
つ
い
て
12
日

に
市
長
交
渉
を
予
定
。
交
渉
決

裂
の
非
を
認
め
さ
せ
、
労
使
関

係
の
正
常
化
に
向
け
て
確
認
し

た
い
」。
県
職
労
か
ら
は
、「
10

日
が
第
３
次
行
革
プ
ラ
ン
交
渉

の
最
終
局
面
。
独
自
カ
ッ
ト
の

回
復
へ
今
後
の
方
向
性
を
明
ら

か
に
さ
せ
た
い
」。
明
給
労
か

ら
は
、「
自
治
労
が
仲
間
づ
く

り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
提
起
。
退

職
不
補
充
で
臨
職
の
採
用
が
続

い
て
い
る
。
組
合
加
入
者
増
へ

正
規
の
理
解
と
協
力
を
」。
三

田
市
職
労
か
ら
は
、「
図
書
館
の

直
営
堅
持
の
労
使
確
認
を
無
視
、

一
方
的
な
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
、
嘱
託・
臨
職
の
首
切
り
に

反
対
し
、
雇
用
を
守
る
た
め
２

月
末
解
決
め
ざ
し
取
り
組
ん
で

い
る
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
４
月
20
日
の
西
宮
市

長
選
（
河
野
昌
弘
）、
５
月
18

日
の
稲
美
町
長
選
（
古
谷
博
）、

10
月
予
定
の
川
西
市
議
選
（
北

上
あ
き
ひ
と
、
多
久
和
佳
子
）

の
推
薦
を
決
定
、
古
谷
博
・
稲

美
町
長
か
ら
は
、
推
薦
の
お
礼

と
決
意
表
明
が
さ
れ
た
。

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
組
合
員

も
い
た
が
、
29
単
組
87
人
が

集
っ
た
。

　
今
春
闘
は
、「
賃
上
げ
」
が

焦
点
と
な
っ
て
い
る
が
、
自
治

体
労
働
者
に
は
人
事
院
に
よ
る

総
合
的
給
与
見
直
し
と
い
う
賃

下
げ
攻
撃
が
か
け
ら
れ
て
い

る
。
方
針
提
起
に
立
っ
た
森
蔭

守
書
記
長
は
、
①
国
公
賃
金
削

減
に
よ
る
地
公
賃
金
カ
ッ
ト
を

３
月
末
で
終
了
さ
せ
る
②
給
与

制
度
見
直
し
反
対
の
運
動
強
化

③
雇
用
と
年
金
の
確
実
な
接
続

④
非
正
規
の
雇
用
確
保
と
処
遇

改
善
の
４
点
を
強
調
し
た
。

　「
春
闘
情
勢
と
給
与
制
度
見

直
し
」
に
つ
い
て
、
本
部
の
森

本
正
宏
・
労
働
条
件
局
長
が
講

演
。「
安
倍
首
相
は
労
働
組
合

な
ど
い
ら
な
い
、
と
い
う
状
況

を
つ
く
り
た
い
」
と
分
析
し
た

森
本
さ
ん
は
、「
生
活
実
態
か

ら
私
た
ち
が
賃
上
げ
を
た
た
か

わ
な
け
れ
ば
成
果
は
得
ら
れ
な

い
。
特
に
自
治
体
の
場
合
は
、

①
俸
給
表
の
運
用
改
善
②
自
治

体
最
賃
の
確
立
な
ど
に
力
を
入

れ
よ
う
」
と
述
べ
た
。

　
給
与
制
度
見
直
し
で
は
、「
賃

金
水
準
が
低
い
地
域
と
永
遠
に

競
争
さ
せ
る
よ
う
な
地
域
間
配

分
の
見
直
し
は
問
題
。
年
齢
間

賃
金
も
官
と
民
で
は
人
事
管
理

の
あ
り
方
な
ど
が
異
な
る
」
と

指
摘
し
た
。

　
分
科
会
の
内
容
は
、
裏
面
に

掲
載
。

２
月
12
日
に
行
わ
れ
た
。

　
交
渉
に
あ
た
っ
て
県
本
部

は
、
今
回
の
問
題
に
つ
い
て
市

長
か
ら
の
謝
罪
を
求
め
た
。

　
市
長
は
、「
当
初
給
与
カ
ッ
ト

は
し
な
い
と
し
て
い
た
が
、
結

果
的
に
職
員
に
負
担
を
強
い
た

こ
と
は
申
し
わ
け
な
い
。
十
分

説
明
し
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
や
、

組
合
に
対
し
て
強
気
に
出
た
こ

と
は
反
省
し
て
い
る
。
今
後
は

労
使
協
調
で
話
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
回
答
し
た
。

　
最
後
に
本
多
義
弘
委
員
長

は
、「
合
意
の
な
い
議
会
提
案

は
今
回
限
り
に
な
る
よ
う
今
後

は
合
意
に
向
け
た
努
力
を
し
て

も
ら
い
た
い
」
と
締
め
た
。

　
県
本
部
は
ス
ト
後
の
対
応
に

つ
い
て
高
砂
市
当
局
に
協
議
を

求
め
て
き
た
が
、
昨
年
12
月
の

「
不
当
処
分
撤
回
闘
争
決
起
集

会
」
を
背
景
に
よ
う
や
く
交
渉

が
実
現
し
、
労
使
正
常
化
に
向

け
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
高
砂
市
職
は
引
き
続
き
実
損

額
の
回
復
に
向
け
た
労
使
交
渉

の
強
化
と
「
不
当
処
分
撤
回
」

に
向
け
た
公
平
委
員
会
等
で
の

た
た
か
い
を
進
め
て
い
く
。

　「
不
満
を
要
求
に
し
、
声
を

あ
げ
て
い
こ
う
」
と
、
２
月
２

日
に
行
っ
た
青
年
女
性
春
闘
討

論
集
会
で
は
、
模
擬
交
渉
を

行
っ
た
。
35
人
が
参
加
し
た
。

　
藤
原
潤
子
女
性
部
長
は
、「
職

場
は
人
が
減
っ
て
忙
し
く
な
る

が
、
賃
金
は
下
が
る
一
方
。
不

合
理
で
あ
る
。
自
分
た
ち
の
実

態
を
改
善
す
る
た
め
に
訴
え
よ

う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
模
擬
交
渉
は
４
つ
の
労
組

（
グ
ル
ー
プ
）
に
分
か
れ
て
実

施
。
要
求
項
目
で
は
、「
現
行

の
会
館
時
間
で
は
、
施
設
の
清

掃
が
間
に
合
わ
な
い
」「
地
域

団
体
と
の
調
整
に
個
人
の
携
帯

電
話
を
使
用
せ
ざ
る
を
得
な

い
」
な
ど
、
日
常
の
不
満
が
取

り
あ
げ
ら
れ
た
。

全
国
統
一
行
動
日
は
３
月
14
日

①�

地
方
公
務
員
給
与
の
回
復
と
地
方
財
政
の
確
立

②�

人
員
確
保
お
よ
び
雇
用
と
年
金
の
接
続

③�

臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
な
ど
非
正
規
労
働
者
の
処
遇�

改
善
と
組
織
化
の
推
進

④�

民
間
・
中
小
の
労
働
条
件
の
底
上
げ
と
労
働
者
保
護

ル
ー
ル
を
守
る
取
り
組
み

〈自治労の重点課題〉

地域間格差つけるな
２月８日、県本部春闘討論集会

賃
下
げ
競
争
は
や
め
よ
う

２・12市長交渉

高
砂
市
長
よ
り
謝
罪

労
使
正
常
化
に
向
け
確
認

“
不
満
を
要
求
に
”模
擬
交
渉

青
年
女
性
が
春
闘
討
論
集
会

要求をまとめるグループ討論
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26
人
が
参
加
。
森
蔭
守
書
記

長
を
座
長
に
議
論
を
進
め
た
。

　
冒
頭
、
本
部
の
森
本
局
長
が
、

午
前
中
の
全
体
講
演
を
補
足
し

た
。
地
域
間
格
差
是
正
で
は
、

２
・
５
～
５
％
程
度
の
賃
金
引

き
下
げ
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。

行
（
二
）
賃
金
の
見
直
し
で
は
、

「
公
務
が
直
営
で
行
う
必
要
が

あ
る
の
か
」「
一
説
で
は
６
万
円

の
賃
金
格
差
が
あ
る
」
な
ど
と

政
府
・
自
民
党
の
考
え
を
説
明
。

「
全
国
で
同
じ
仕
事
を
し
て
い

て
、
こ
れ
以
上
の
賃
金
差
は
不

当
だ
」
と
力
を
強
め
た
。

　
自
治
労
が
全
国
的
に
集
中
す

る
取
り
組
み
と
し
て
、
①
給
与

制
度
見
直
し
の
学
習
会
②
署
名

を
あ
げ
、「
３
月
５
～
７
日
に

実
施
す
る
人
事
院
交
渉
の
背
景

力
と
し
た
い
」
と
説
明
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
森
本
局
長

へ
の
質
問
が
出
さ
れ
、
や
り
と

て
い
る
当
局
も
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
県
職
労
は
基
本
が
短

時
間
で
あ
り
組
合
が
フ
ル
タ

イ
ム
を
要
求
し
て
い
る
と
報
告

し
た
。
一
方
、
運
用
が
さ
れ
て

い
な
い
単
組
で
は
、
交
渉
も
な

く
当
局
が
組
合
員
に
説
明
資

料
を
配
布
し
た
と
の
報
告
も
な

さ
れ
、
労
使
交
渉
が
不
十
分
な

実
態
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ

し
て
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
の
再
任

用
は
、
新
規
採
用
の
枠
を
奪
う

こ
と
に
な
り
、
導
入
に
消
極
的

な
当
局
の
実
態
も
報
告
さ
れ

た
。

　
今
ま
で
は
一
部
年
金
が
支
給

さ
れ
て
き
た
が
、
今
後
は
再
任

用
の
賃
金
し
か
収
入
が
無
い
状

況
と
な
る
。
生
活
給
を
確
保
す

る
た
め
に
も
、
希
望
者
全
員
の

再
任
用
と
格
付
け
の
引
き
上
げ

が
共
通
課
題
で
あ
る
。

　
市
職
労
を
中
心
に
10
単
組
、

15
人
が
参
加
し
た
。

　
は
じ
め
に
座
長
の
宮
本
誠
之

副
委
員
長
が
「
昨
年
こ
の
分
科

会
は
、
各
単
組
で
労
使
の
話
し

合
い
も
な
さ
れ
ず
、
参
加
者
が

少
な
く
温
度
差
も
あ
っ
た
。
全

て
で
条
例
化
さ
れ
関
心
も
高

ま
っ
て
い
る
。
取
り
組
み
状
況

な
ど
意
見
交
換
し
た
い
」
と
趣

旨
を
説
明
し
た
。
そ
の
後
、
参

加
者
か
ら
自
己
紹
介
と
各
単
組

で
の
再
任
用
制
度
の
運
用
状
況

や
課
題
に
つ
い
て
の
報
告
を
受

け
た
。

　
年
金
支
給
開
始
年
齢
が
引
き

上
げ
ら
れ
賃
金
水
準
の
引
き
上

げ
が
課
題
と
な
る
中
、
再
任
用

の
格
付
け
に
つ
い
て
自
治
労
が

求
め
て
い
る
4
級
で
運
用
さ
れ

て
い
る
の
は
県
職
労
や
姫
路
市

職
な
ど
一
部
の
単
組
し
か
な

く
、
多
く
は
3
級
格
付
け
で
あ

り
、
2
級
で
運
用
し
よ
う
と
し

り
が
続
い
た
。

　「
今
春
闘
の
結
果
で
は
、
官

民
較
差
が
広
が
る
可
能
性
も
あ

る
。
春
闘
情
勢
は
ど
う
か
」
→

春
闘
で
は
大
企
業
と
中
小
の
差

が
開
く
懸
念
が
あ
る
。

　「
現
給
保
障
の
廃
止
、
55
歳

昇
給
停
止
が
実
施
さ
れ
て
い
る

中
で
高
齢
層
の
賃
金
を
下
げ
る

理
屈
が
あ
る
の
か
」
→
公
務
職

員
で
進
め
て
い
く
た
め
の
工
夫

も
必
要
」
→
本
部
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
ほ
し
い
。

ま
た
、
賃
下
げ
は
地
域
経
済
へ

も
悪
影
響
を
お
よ
ぼ
す
。
理
解

を
求
め
て
地
域
で
も
署
名
を
。

　
み
ん
な
で
頑
張
っ
て
取
り
組

む
こ
と
を
確
認
し
た
。

場
は
人
事
管
理
上
、
そ
の
あ
た

り
か
ら
賃
金
が
上
が
る
。
民
間

と
は
人
事
管
理
制
度
が
異
な

り
、
賃
下
げ
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
に
つ
な
が
ら
な
い
。

　「
学
習
会
と
署
名
を
全
組
合

　
今
年
も
阪
神
淡
路
と
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

が
実
施
さ
れ
た
。
半
数
が
生
活
の
苦
し
さ
を
訴
え
、仕
事
は
増
、

人
員
は
減
、
取
れ
な
い
年
休
、
慢
性
的
な
超
勤
の
職
場
実
態
。

き
び
し
い
生
活
・
職
場
の
実
態
を
訴
え
、
改
善
の
取
り
組
み
を

進
め
よ
う
。

　
阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

春
闘
の
取
り
組
み
と
し
て
「
権

利
・
職
場
実
態
」「
生
活
実
態
・

賃
金
要
求
等
」
の
２
つ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は

４
６
３
１
人
の
組
合
員
（
う
ち

臨
時
職
員
９
５
５
人
）
か
ら
回

答
が
あ
っ
た
。
引
き
続
く
賃
金

削
減
や
人
員
不
足
に
よ
る
生
活

や
職
場
環
境
の
厳
し
さ
が
数
字

に
示
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
約
7
割
の
組
合
員
が
、
配
偶

者
の
収
入
な
ど
を
加
え
て
家
計

を
維
持
し
、
約
半
数
が
暮
ら
し

向
き
が
「
苦
し
い
」
と
い
う
回

答
を
寄
せ
た
。
生
活
の
切
実
な

問
題
と
し
て
、
多
く
の
人
が
住

宅
関
連
費
や
医
療
・
保
険
、
老

後
の
備
え
な
ど
を
あ
げ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
厳
し
い
生
活
実

態
を
受
け
、
賃
金
引
き
上
げ
要

求
額
の
平
均
は
２
万
７
６
９
９

円
（
昨
年
２
万
７
２
０
０
円
）、

一
時
金
要
求
の
平
均
は
、
夏
２

･

26
ヵ
月
、
冬
２･

58
ヵ
月
と

な
っ
た
。

　
そ
の
他
に
も
、
仕
事
が
忙
し

く
年
休
が
取
れ
な
い
、
仕
事
が

増
え
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
人

員
が
増
え
な
い
、
過
労
死
ラ
イ

ン
を
超
え
る
残
業
時
間
な
ど
、

異
常
な
職
場
環
境
が
常
態
化
し

て
い
る
実
態
が
示
さ
れ
た
。

　
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ブ

ロ
ッ
ク
統
一
要
求
と
し
て
賃
金

や
一
時
金
の
要
求
額
に
反
映
さ

せ
る
と
と
も
に
、
阪
神・

淡
路

両
地
区
へ
の
申
し
入
れ
行
動
な

ど
の
際
に
、
組
合
員
の
職
場
や

生
活
の
実
態
を
訴
え
る
た
め
の

根
拠
と
し
、
た
た
か
い
を
進
め

て
い
く
。

　
賃
金
要
求
額
（
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
）
は
、
３
万
１
８
１
４

円
（
前
年
３
万
２
９
６
２
円
。

１
１
４
８
円
の
減
）と
な
っ
た
。

自
治
体
の
財
政
難
や
公
務
員

バ
ッ
シ
ン
グ
、
人
勧
の
状
況
か

ら
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
へ
の
期
待
が

弱
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
し
か
し
な
が
ら
、
ベ
ア

は
生
活
水
準
向
上・

維
持
の
基

本
で
あ
り
、
14
春
闘
で
は
、
ベ

ア
要
求
を
掲
げ
民
間
労
働
者
と

連
携
し
た
た
か
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
一
時
金
の
要
求
月
数
に
つ
い

て
は
、
夏
が
２･

31
月
（
前
年

２･

29
月
。
０･

02
月
増
）、
冬

が
２･

43
月
（
前
年
２･

41
月
。

０･

02
月
増）

と
な
っ
た
。

　
組
合
で
取
り
あ
げ
る
べ
き
重

点
課
題
と
し
て
は
、「
退
職
手

当
削
減
阻
止
」
が
も
っ
と
も
多

く
57･

６
％
（
前
年
59･

９
％
。

２･

３
％
減）

、
続
い
て
、「
人

員
増
、
労
働
量
の
軽
減
」
で

51･

６
％
（
前
年
51･

５
％
。
０

･

１
％
増）

と
な
っ
て
い
る
。

　
次
い
で
「
地
域
手
当
の
県

並
み
支
給
」
30･

８
％
（
前
年

29･

％
。
１･

８
％
増）

、「
職
場

環
境･

設
備
改
善
」
28･

５
％

（
前
年
28･

８
％
。０･

３
％
減）

、

「
年
休・

生
休・

休
憩
等
権
利
確

保
」
28･

４
％
（
前
年
28･

２
％
。

０･

２
％
増）

の
項
目
が
高
い
ポ

イ
ン
ト
を
示
し
た
。

　
人
員
削
減
に
よ
る
人
手
不
足

か
ら
、
慢
性
的
な
長
時
間
労
働

に
追
い
込
ま
れ
た
職
場
の
実
態

が
影
響
し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
当
局
の
合
理
化
攻
撃
に

屈
せ
ず
労
働
者
の
権
利
を
守
る

と
と
も
に
、
再
度
、
労
働
者
一

人
ひ
と
り
の
思
い
を
大
切
に

し
、
団
結
力
を
高
め
る
取
り
組

み
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　
臨
職
評
は
、
全
単
組
学
習
合

宿
を
１
月
25
～
26
日
の
２
日

間
、
28
単
組
63
人
の
参
加
で
篠

山
新
た
ん
ば
荘
で
行
っ
た
。

　
１
日
目
、
県
本
部
隅
田
龍
副

委
員
長
か
ら
あ
い
さ
つ
を
受
け

た
後
、
全
労
災
兵
庫
県
本
部
・

西
田
浩
樹
事
務
局
長
か
ら
加
入

者
増
加
を
め
ざ
す
推
進
委
員
会

設
置
な
ど
の
要
請
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、組
合
員
を
増
や
す「
仲

間
づ
く
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
等

を
協
議
し
、
雇
用
問
題
で
た
た

か
う
三
田
図
書
館
な
ど
３
単
組

の
取
り
組
み
報
告
・
全
単
組
報

告
と
続
い
た
。

　
２
日
目
の
学
習
会
は
全
員
参

加
の
討
論
会
形
式
を
初
め
て

行
っ
た
。
当
局
に
言
わ
れ
て
悔

し
か
っ
た
こ
と
や
言
い
返
せ
な

か
っ
た
事
例
と
し
て
、
①
財
政

難
で
賃
金
ア
ッ
プ
で
き
な
い
②

臨
職
と
い
う
こ
と
で
毎
年
試
験

を
さ
れ
雇
用
継
続
が
心
配
、
を

題
材
に
討
議
し
た
。
パ
ネ
ラ
ー

か
ら
は
、「
自
分
た
ち
の
雇
用

形
態
を
よ
く
知
り
、
総
務
省
や

市
町
振
興
課
交
渉
で
有
利
な
も

の
は
利
用
し
、
交
渉
し
ょ
う
」

と
助
言
が
行
わ
れ
た
。

震災と心のケアを考える
シンポジウム

パネルディスカッション
被災地派遣職員、被災自治体
職員の健康対策

３月９日（日）　午後１時30分
神戸市勤労会館
主催：�震災と労働を考える
　　　実行委員会

福島の現状から考える
公開学習会

講師
　竹中柳一さん
　福島県平和フォーラム前
　代表

３月11日（火）　午後６時30分
兵庫県私学会館
主催：さようなら原発・兵庫

希望者全員の再任用
格付けの引上げを
雇用と年金の接続

分
科
会
の
報
告

14
春
闘

討
論
集
会

全国で同じ仕事を
していて賃金差は不当
給与制度の総合的見直し

悔
し
か
っ
た
毎
年
の
試
験

臨職評

財
政
難
で
全
体
討
議

●㊤

ディスカッションの様子

生
活
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
春
闘
強
化
を

阪
淡
ブ
ロ
ッ
ク

播
磨
ブ
ロ
ッ
ク

要
求
額
は
2.7
〜
3.1
万
円

人
員
増
、労
働
量
の
軽
減
を
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「
仲
間
さ
え
い
れ

ば
ど
ん
な
仕
事
で

も
や
っ
て
い
け

る
」。
定
時
制
高

校
で
長
年
勤
務

し
た
先
生
が
話

し
て
い
た
。「
仲

間
」
が
い
る
こ
と

が
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
な
る

と
伝
え
、
働
き
続
け
て
い
く
こ

と
を
教
え
る
実
践
的
な
考
え
方

だ
っ
た
▼
労
働
相
談
に
応
じ
る

と
き
、「
同
じ
よ
う
に
感
じ
て

い
る
仲
間
は
い
ま
す
か
？
」
と

訊
ね
る
。
仲
間
の
存
在
は
、
交

渉
の
行
方
を
左
右
す
る
。
法
律

や
理
屈
で
は
勝
ち
得
て
も
、
周

り
に
共
感
し
て
く
れ
る
働
く
仲

間
が
い
る
か
ど
う
か
で
交
渉
後

の
職
場
の
状
況
は
変
わ
っ
て
く

る
。
労
働
組
合
へ
の
結
集
呼
び

か
け
は
、仲
間
づ
く
り
だ
▼「
組

合
加
入
し
た
ら
何
か
メ
リ
ッ
ト

あ
り
ま
す
か
？
」
と
い
う
質
問

を
受
け
た
ら
、
仲
間
づ
く
り
で

あ
る
こ
と
を
伝
え
る
よ
う
に
し

て
い
る
。
付
き
合
い
の
な
い
人

に
「
あ
ん
た
と
友
だ
ち
に
な
っ

た
ら
何
か
メ
リ
ッ
ト
あ
る
？
」

と
聞
く
人
は
あ
ま
り
い
な
い
。

労
働
組
合
が
働
く
仲
間
の
集
ま

り
だ
と
理
解
で
き
れ
ば
、
少
し

は
つ
な
が
り
や
す
く
な
る
だ
ろ

う
▼
「
１
年
生
に
な
っ
た
ら
友

だ
ち
１
０
０
人
で
き
る
か
な
」

今
年
も
春
が
来
る
。
頑
張
ば

ろ
っ
と
。

17日　男女がともに担う委員会（県本部）
20日　2014春季生活闘争中央集会および中央行動

（日比谷野音）
　　　戦争をさせない1000人委員会キックオフ集会

（日比谷野音）
22日　障害者春闘2014（神戸市勤労会館）

当面の日程

　
県
本
部
は
中
央
委
員
会
以
降
、
全
単
組
オ
ル
グ
を
行
い
、「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」

反
対
署
名
の
集
約
、
ス
ト
批
准
投
票
の
実
施
、
春
闘
要
求
書
の
提
出
と
交
渉
の
実
施
を
要
請

し
た
。
ス
ト
批
准
投
票
は
成
立
、
２
月
28
日
に
は
井
戸
敏
三
知
事
に
春
闘
要
求
書
を
提
出
、

３
月
６
日
に
は
一
斉
タ
ー
ミ
ナ
ル
行
動
を
行
い
、「
総
合
的
見
直
し
」
反
対
署
名
は
第
１
次

集
約
分
を
６
日
の
上
京
行
動
で
人
事
院
に
提
出
し
た
。
最
終
集
約
へ
取
り
組
み
を
。

　
県
本
部
は
２
月
28
日
、
井
戸

知
事
に
対
し
春
闘
期
の
申
し
入

れ
を
行
っ
た
。

　
本
多
義
弘
委
員
長
は
、
要
求

書
を
手
交
し
、
春
闘
情
勢
に
つ

い
て
、「
連
合
は
月
例
給
の
引

き
上
げ
に
こ
だ
わ
り
各
産
別
で

交
渉
し
て
い
る
が
、
経
営
側
は

貿
易
赤
字
や
ア
ジ
ア
で
の
内
紛

な
ど
を
理
由
に
一
時
金
な
ど
で

対
応
し
よ
う
と
し
て
い
る
」
と

切
り
出
し
た
。
ま
た
、
非
正
規

職
員
の
処
遇
改
善
や
、
再
任
用

制
度
の
運
用
に
関
し
て
単
組
オ

ル
グ
の
状
況
を
含
め
訴
え
た
。

　
こ
れ
に
対
し
知
事
は
「
民
間

が
手
当
改
善
だ
け
な
ら
、
給
与

の
総
合
的
見
直
し
に
反
映
し
な

い
。
国
家
公
務
員
の
多
く
は
手

当
の
高
い
と
こ
ろ
に
お
り
、
こ

の
問
題
は
地
方
公
務
員
に
大
き

く
影
響
す
る
。
正
規
を
や
め
さ

せ
非
正
規
に
逃
げ
込
む
こ
と
の

な
い
よ
う
非
正
規
や
再
任
用
の

定
数
管
理
を
行
い
情
報
公
開
を

進
め
る
こ
と
と
し
た
」
と
回
答

し
た
。

　
県
本
部
は
「
あ
る
自
治
体
は

再
任
用
条
例
を
定
め
た
が
、
対

象
者
を
嘱
託
職
員
と
し
て
雇
用

す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
県
か
ら

い
わ
れ
た
か
ら
形
を
つ
く
っ
た

が
中
身
が
無
い
、
問
題
だ
」
と

波  任  せ

長谷川	昭三
（兵庫県職労）

指
摘
。
知
事
は
「
情
報
を
整
理

し
示
し
て
ほ
し
い
と
」
し
た
。

　
自
治
体
の
外
郭
団
体
労
組
や

社
会
福
祉
法
人
等
の
労
組
が
結

集
す
る
公
共
民
間
協
は
、
３
月

１
日
に
県
本
部
会
議
室
で
春
闘

学
習
会
を
開
催
し
た
。

　
学
習
会
に
は
、
中
小
企
業
の

労
働
者
を
組
織
す
る
全
国
一
般

兵
庫
労
組
の
徳
山
銑
造
書
記
長

化
な
ど
14
春
闘
の
情
勢
に
触
れ

た
後
、「
全
て
の
職
場
で
要
求

を
提
出
」
す
る
こ
と
を
力
説

し
、
経
営
困
難
な
場
合
で
も
経

営
資
料
の
提
供
を
さ
せ
る
こ
と

を
求
め
た
。
さ
ら
に
、
成
果
主

を
講
師
に
む
か

え
「
春
闘
か
ら
始

め
よ
う
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
を

受
け
た
。

　
徳
山
書
記
長

は
、
物
価
上
昇
の

中
で
の
賃
上
げ
交

渉
の
重
要
性
、
労

働
者
保
護
ル
ー
ル

の
規
制
緩
和
の
動

き
、
政
治
の
右
傾

義
が
蔓
延
す
る
状
況
下
で
「
職

場
の
中
の
団
結
強
化
」「
組
合

活
動
が
希
薄
に
な
っ
て
い
な
い

か
？
」「
組
合
活
動
を
職
場
に

根
付
か
せ
よ
う
」
と
話
し
、
組

織
さ
れ
た
労
働
者
の
連
帯
や
同

業
種
が
同
じ
時
期
に
要
求
を
提

出
す
る
春
闘
の
重
要
性
を
訴
え

た
。
学
習
の
合
間
に
は
、
労
働

組
合
が
平
和
運
動
に
取
り
組
む

こ
と
に
つ
い
て
意
見
交
換
す
る

な
ど
、
幅
広
い
学
習
会
と
な
っ

た
。
公
共
民
間
協
は
、
14
春
闘

で
労
働
安
全
衛
生
に
つ
い
て
統

一
要
求
を
進
め
る
。

　
自
治
労
は
２
月
27
日
、
14
年

度
第
２
回
拡
大
闘
争
委
員
会
を

開
催
し
、「
ス
ト
ラ
イ
キ
体
制

を
確
立
す
る
批
准
投
票
」
の
結

果
、
73
・
72
％
の
批
准
率
で
ス

ト
ラ
イ
キ
権
が
確
立
さ
れ
た
こ

と
を
確
認
し
、
あ
わ
せ
て
闘
争

指
令
権
を
中
央
闘
争
委
員
長
に

移
譲
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　
県
本
部
の
批
准
率
は
71
・

37
％
で
、
前
年
を
０
・
７
ポ
イ

ン
ト
上
回
っ
た
。

　
３
月
１
日
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

限
定
正
社
員
と
い
う
働
き
方
…

問
題
点
と
課
題
」
が
兵
庫
勤
労

福
祉
セ
ン
タ
ー
・
連
合
兵
庫
の

主
催
で
開
催
さ
れ
た
。
企
業
ア

ン
ケ
ー
ト
の
報
告
と
基
調
講
演

の
後
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
が
あ
っ
た
。

　「
転
勤
や
残
業
が
な
い
の
で

子
育
て
な
ど
と
両
立
し
や
す

く
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

に
プ
ラ
ス
、
非
正
規
が
正
規
化

す
る
」
な
ど
と
し
て
導
入
賛
成

の
意
見
も
出
た
。

　
安
倍
首
相
が
、
利
潤
追
求
第

一
の
経
営
者
に
応
え
て
「
世
界

で
一
番
企
業
が
活
躍
し
や
す
い

国
」
を
め
ざ
す
規
制
緩
和
策
と

し
て
仕
事
や
勤
務
地
な
ど
を
契

約
で
限
定
す
る
「
限
定
正
社
員
」

が
導
入
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

導
入
す
れ
ば
工
場
閉
鎖
や
移
転

の
場
合
整
理
解
雇
が
し
や
す
く

な
る
し
、
賃
金
労
働
条
件
も
低

下
す
る
の
は
必
定
で
あ
る
。

　
必
要
な
の
は
均
等
待
遇
の
実

現
で
あ
り
、
過
重
労
働
や
「
追

い
出
し
部
屋
」
を
含
め
無
制
限

な
異
動
や
出
向
に
対
し
労
働
者

の
人
権
を
守
る
た
め
の
規
制
強

化
で
あ
ろ
う
。

　
現
業
評
議
会
は
２
月
14
～
15

日
、
フ
ル
ー
ツ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
で
現
業
闘
争
２
０
１
４
交
流

会
を
開
催
し
た
。
長
谷
川
克
彦

議
長
は
、「
悪
天
候
の
中
、
み
な

さ
ん
が
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
が
、
現
業
闘
争
の
必
要
性

や
意
義
を
感
じ
取
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い

る
。
こ
の
２
日
間
で
再
度
、
必

要
性
や
意
義
に
つ
い
て
確
認
し

て
も
ら
え
る
集
会
に
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
、
吉
田

秀
夫
事
務
局
長
が
基
調
提
起
を

行
い
、
13
年
現
業
・
公
企
統
一
闘

争
の
中
間
総
括
、
今
後
の
取
り

組
み
課
題
を
確
認
し
た
。

　
記
念
講
演
で
は
、
菊
地
憲
之

元
県
本
部
現
業
公
企
部
長
よ

り
、「
現
業
評
議
会
の
活
性
化

に
向
け
た
取
り
組
み
」
と
し
て

情
勢
や
課
題
に
つ
い
て
学
ん

だ
。

　
各
単
組
か
ら
の
取
り
組
み
報

告
で
は
、
神
戸
市
従
の
青
木
慎

吾
さ
ん
か
ら
「
政
治
闘
争
の
取

り
組
み
」
を
。
明
石
市
職
労
の

井
上
幸
次
さ
ん
か
ら
「
新
規
採

用
再
開
に
向
け
た
取
り
組
み
」、

西
宮
水
労
の
出
口
誠
さ
ん
か
ら

「
現
業
賃
金
行
Ⅱ
導
入
反
対
の

取
り
組
み
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
報

告
を
受
け
た
。

　
翌
２
日
目
に
は
「
現
業
賃
金

改
善
」「
安
全
衛
生
活
動
」「
闘

争
サ
イ
ク
ル
」
と
３
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
討
論
を

行
っ
た
。

春闘情勢を述べ、賃金改善を訴える本多委員長●左左

2014春闘
「
実
効
性
あ
る
再
任
用
」「
非
正
規
の
処
遇
改
善
」

賃
上
げ
に
こ
だ
わ
る

井
戸
知
事
に
申
し
入
れ

２
月
28
日

ス
ト
推
進
投
票

73
・
72
％
で
成
功

県
本
部
は
０
・７
ポ
イ
ン
ト
増

現業闘争交流会

新
規
採
用
の
成
果
共
有

統
一
闘
争
の
中
間
総
括
で
議
論

公
共
民
間
協

安全衛生の前進へ要求
学習会で春闘の取り組み確認

限
定
正
社
員
導
入
は

賃
金
労
働
条
件
低
下
に

連
合
が
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

学習会は県本部会議室で行った

雪
が
降
り
積
も
る
中
、
71
人
が
参
加
し
交
流
を
深
め
た
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分
科
会
で
は
、
冒
頭
、
自
治

労
本
部
の
北
川
啓
子
オ
ル
グ
か

ら
説
明
を
受
け
た
。
本
部
が
作

成
し
た
非
正
規
の
組
織
化
の
意

義
を
ま
と
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
に

続
き
、
組
織
拡
大
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
紹
介
し
た
。北
川
さ
ん
は
、

「
現
在
『
仲
間
づ
く
り
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
』
を
行
っ
て
お
り
、
既

に
活
動
し
て
い
る
組
合
に
対
し

て
働
き
か
け
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
活
用
し
、
未
加
入

者
に
説
明
す
る
た
め
だ
け
で
な

く
、
正
規
組
合
員
に
対
し
て
も

臨
時
・
非
常
勤
の
活
動
を
知
っ

行
委
員
会
の
開
催
状
況
、
学
習

会
の
取
り
組
み
な
ど
、
組
織
強

化
に
関
わ
る
部
分
で
の
確
認

　
例
年
、
町
職
連
協
で
は
春
闘

期
に
町
職
単
組
交
流
集
会
を
開

催
し
て
い
る
が
、
今
年
度
は
春

闘
討
論
集
会
に
結
集
す
る
こ
と

と
し
、
町
職
分
科
会
（
９
単
組

12
人
）
を
開
催
し
た
。

　
分
科
会
の
座
長
は
、
町
職
連

協
の
北
川
寿
一
事
務
局
長
（
稲

美
町
職
）
が
努
め
、「
町
村
会
交

渉
が
終
え
ん
し
て
以
降
、
各
単

組
が
バ
ラ
バ
ラ
に
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
し
た
中
で
各
単
組
が
で
き

る
こ
と
を
確
認
し
て
い
き
た
い
」

と
交
流
の
趣
旨
を
説
明
し
た
。

　
組
織
強
化
に
つ
な
が
る
具
体

的
な
活
動
報
告
と
し
て
藤
田
悦

孝
さ
ん
（
播
磨
町
職
）
よ
り
、

こ
の
間
、
播
磨
町
職
で
取
り
組

ん
で
い
る
活
動
内
容
に
つ
い
て

報
告
を
受
け
た
。
同
町
職
で
は

職
場
オ
ル
グ
を
通
じ
て
意
見
集

約
を
実
施
し
、
職
場
の
生
の
声

を
交
渉
に
い
か
し
て
い
る
と
の

報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
参
加
単
組
か
ら
は
秋
季
闘
争

以
降
の
交
渉
・
取
り
組
み
状
況

が
出
さ
れ
、
議
論
を
深
め
た
。

特
に
持
ち
家
に
係
る
住
居
手
当

引
き
下
げ
や
通
勤
手
当
の
改
悪

な
ど
、
共
通
し
た
攻
撃
へ
の
対

応
に
意
見
が
集
中
し
た
。

　
県
本
部
組
織
部
か
ら
は
、
各

町
職
単
組
で
の
役
員
任
期
や
執

て
も
ら
い
、
仲
間
を
増
や
す
努

力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
訴
え
た
。

　
取
り
組
み
報
告
で
は
、
加
東

市
臨
職
労
よ
り
ア
ン
ケ
ー
ト
の

取
り
組
み
を
通
し
て
10
人
の
新

規
加
入
者
が
あ
っ
た
こ
と
、
伊

丹
社
事
労
よ
り
月
１
回
の
加
入

説
明
会
を
行
い
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
の
開
催
と
新
聞
の
発
行
を

し
、
組
織
拡
大
に
向
け
て
福
利

厚
生
活
動
の
充
実
と
組
合
員
で

あ
る
こ
と
の
魅
力
を
訴
え
て
い

る
な
ど
と
奮
闘
が
語
ら
れ
た
。

　
意
見
交
換
で
は
、「
職
種
が

多
く
多
種
多
様
な
問
題
を
抱

え
、
そ
れ
ら
に
対
応
で
き
る
か

不
安
」。
明
石
で
は
、
市
職
労

と
協
力
し
て
組
織
化
を
し
よ
う

と
、「
ユ
ニ
オ
ン
」
を
立
ち
上
げ

た
こ
と
も
報
告
さ
れ
た
。

　
反
面
、「
声
を
か
け
る
側
の
問

題
意
識
が
な
い
」
な
ど
組
織
化

は
難
し
く
、
正
規
組
合
と
の
協

力
態
勢
の
課
題
が
あ
る
。
非
組

合
員
に
も
情
報
を
提
供
し
、
労

働
環
境
・
条
件
の
変
化
に
よ
っ

て
組
合
に
関
心
を
持
つ
人
が
い

る
の
で
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

話
し
て
み
る
。
オ
ル
グ
で
大
事

な
の
は
聞
く
こ
と
で
あ
る
。
正

規
組
合
の
理
解
と
協
力
、
覚
悟

が
必
要
な
ど
意
見
交
換
し
た
。

町職運動の前進へ
“できること”を模索

町職連協の取り組み

分
科
会
の
報
告

14
春
闘

討
論
集
会

未組織への情報提供
正規との連携が鍵

非正規の処遇改善と組織化

●㊦

や
、「
県
本
部
の
統
一
闘
争
に

向
け
て
全
12
町
が
一
体
と
な
っ

て
交
渉
を
実
施
で
き
る
よ
う
今

後
議
論
し
て
も
ら
い
た
い
」
と

の
要
請
が
あ
っ
た
。
報
告
に

あ
っ
た
よ
う
に
同
様
の
当
局
提

案
が
あ
る
中
、
12
町
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
連
携
・
連
帯
し
、
統

一
交
渉
に
取
り
組
む
こ
と
が
、

町
職
単
組
の
前
進
に
つ
な
が
る

こ
と
を
確
認
し
、
分
科
会
を
終

え
た
。

　
64
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
、
東
海
道
新
幹
線
の
開
業
、
大
阪

で
の
70
年
万
博
の
開
催
、
71
年
の
ド

ル
シ
ョ
ッ
ク
、
73
年
の
第
１
次

オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
と
続
く
10
年

間
。
政
治
的
に
は
、
日
韓
条
約

批
准
反
対
闘
争
、
ベ
ト
ナ
ム
反

戦
闘
争
、
70
年
安
保
闘
争
、
沖

縄
返
還
闘
争
が
た
た
か
わ
れ
た
。

　
自
治
労
は
統
一
行
動
、
ス
ト
を
重

ね
、
70
年
に
人
事
院
勧
告
完
全
実
施

を
実
現
。
自
治
労
初
の
66
年
10
・
21
ス

ト
は
県
本
部
80
単
組
が
実
施
し
た
。

　
68
年
か
ら
の
第
１
次
現
業
統
一
闘

争
で
は
、
差
別
的
低
賃
金
改
善
闘
争

を
展
開
、
68
年
の
新
潟
県
立
病
院
の

２
・
８
闘
争
は
全
国
に
広
が
り
、
豊

岡
・
神
戸
・
県
・
伊
丹
病
院
な
ど
で
夜

勤
制
限
・
増
員
を
確
認
し
た
。

　
68
～
69
年
に
は
定
年
制
反
対
で
ス

ト
、
座
り
込
み
行
動
を
実
施
。
町
職

連
は
64
年
、
町
村
会
と
の
統
一
交
渉

で
覚
書
に
よ
る
賃
金
決
定
基
準
を
確

立
。
71
年
３
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
が
発
足

し
た
。

１
人
夜
勤
の
心
細
さ

　
県
職
労
は
70
年
に
「
複
数
夜
勤
の

月
８
回
以
内
」
を
３
年
計
画
で
実
施

を
確
認
し
た
が
、
淡
路
病
院
で
は
看

護
師
不
足
が
続
き
、
そ
れ
以
降
も
看

護
師
の
充
足
、
救
急
医
療
確
立
の
た

た
か
い
を
続
け
て
き
た
。
当
時
の
状

況
を
東
野
千
代
子
さ
ん
、
小
西
ま
さ

子
さ
ん
に
伺
っ
た
。
２
人
は
当
時
副

分
会
長
だ
っ
た
濱
田
秋
さ
ん
の
指
導

の
も
と
、
た
た
か
い
に
参
加
し
た
。

　「
病
棟
で
の
１
人
夜
勤
の
心
細
さ
、

怖
さ
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
当
直
の
先

生
も
１
人
、『
今
日
は
重
症
い
な
い

か
、
や
っ
て
い
け
る
か
』
と
心
配
で

聞
い
て
く
る
」。
働
い
て
い
る
こ
と

の
不
安
。
複
数
夜
勤
の
要
求
は
本
当

に
切
実
だ
っ
た
。

　「
夜
勤
回
数
増
え
て
も
い
い
な
ら
」

と
い
う
当
局
に
対
し
、
５
病
棟
全
て

が
夜
勤
拒
否
の
組
合
ダ
イ
ヤ
（
オ
レ

ン
ジ
ダ
イ
ヤ
）
に
入
っ
た
。
当
局
は

他
病
院
か
ら
総
婦
長
ク
ラ
ス
が
来
た

が
、患
者
が
診
れ
な
い
の
で
帰
す（
強

制
退
院
さ
せ
た
）。
玄
関
の
横
の
会

議
室
が
団
交
の
場
、
患
者
が
帰
る
の

が
見
え
る
、
家
族
が
待
っ
て
い
る
。

何
を
し
て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
思
っ

た
。
こ
こ
ま
で
し
な
い
と
わ
か
ら
な

い
当
局
へ
の
怒
り
、
患
者
を
巻

き
込
ん
だ
の
が
つ
ら
か
っ
た
。

　
県
職
本
部
が
た
た
か
い
を
構

え
、
組
合
ダ
イ
ヤ
に
入
り
、
組

合
員
で
会
議
室
が
い
っ
ぱ
い
に

な
っ
て
交
渉
し
て
き
た
。
そ
し

て
看
護
師
の
完
全
充
足
を
確
認
し

た
。こ
れ
ら
の
た
た
か
い
を
通
し
て
、

院
内
保
育
所
、
看
護
学
院
、
夜
勤
者

の
タ
ク
シ
ー
送
迎
、看
護
宿
舎
な
ど
、

看
護
師
の
定
着
が
進
ん
で
き
た
。

　
東
野
さ
ん
は
、「
過
去
の
た
た
か

い
の
成
果
や
組
合
の
必
要
性
を
次
世

代
に
伝
え
る
こ
と
が
課
題
」
と
振
り

返
っ
た
。

統
一
行
動
、ス
ト
を
重
ね

人
勧
の
完
全
実
施
を
実
現

小西さん●右と東野さん

　
３
月
15
日
、
町
職
連
協
が

２
０
０
５
年
ま
で
取
り
組
ん
だ

町
村
会
と
の
統
一
交
渉
を
振
り

返
る
集
い
が
、
町
職
連
協
と
自

治
研
セ
ン
タ
ー
の
共
催
に
よ
り

開
か
れ
た
。
昨
年
末
、
自
治
研

セ
ン
タ
ー
が
、
こ
の
取
り
組
み

を
検
証
し
た
書
籍
を
発
刊
し
た

の
を
機
に
開
催
。
２
部
制
の
集

い
に
、
町
職
連
協
役
員
の
Ｏ
Ｂ

や
現
職
を
中
心
に
40
人
が
参
加

し
た
。

　
町
職
員
組
織
と
町
村
会
の
交

渉
で
、
県
下
町
職
員
の
賃
金
基

準
を
決
め
る
方
式
は
、
全
国
で

唯
一
の
も
の
。
書
籍
は
自
治
研

セ
ン
タ
ー
の
小
島
修
二
前
理
事

長
が
執
筆
し
た
も
の
で
、
こ
の

統
一
交
渉
が
成
立
し
た
背
景
や

取
り
組
み
、
そ
の
意
義
等
を
ま

と
め
て
お
り
、
賃
金
闘
争
の
あ

る
べ
き
姿
を
示
唆
す
る
。

　
１
部
は
県
本
部
や
町
職
連
協

の
役
員
や
Ｏ
Ｂ
が
参
加
し
、「
町

村
会
統
一
交
渉
を
語
る
会
」
を

開
催
。
２
部
は
、
当
時
の
県
地

方
課
（
現
市
町
振
興
課
）
課
長

他
の
来
賓
も
加
え
、
会
食
を
兼

ね
た
懇
親
会
で
、
統
一
交
渉
を

振
り
返
っ
た
。

　
Ｏ
Ｂ
ら
は
、「
こ
れ
を
第
１

回
と
し
、
こ
う
し
た
集
い
を
続

け
た
い
」
や
、
現
役
へ
の
叱
咤

を
熱
く
語
り
、
全
国
に
誇
れ
る

取
り
組
み
を
担
っ
た
闘
士
の
片

鱗
を
の
ぞ
か
せ
た
。

　
結
成
60
周
年
を
迎
え
た
県
本
部
は
、
年
間
を

通
じ
て
様
々
な
企
画
を
準
備
し
て
い
る
が
、
２

月
28
日
の
執
行
委
員
会
で「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」

を
決
定
し
た
。ま
ん
が
集
団
の
大
植
賢
代
表（
豊

岡
市
職
労
）
が
作
成
し
た
。

■前期講座■
　日　程　４月19日（土）～20日（日）
　場　所　ひょうご共済会館
　内　容　①労働組合は何のためにあるの？②ワークショップ

「身近な組合づくりを考える」③賃金の基礎中の基礎
をまなぶ

■後期講座■
　日　程　５月10日（土）～11日（日）
　場　所　コープこうべ共同学苑（三木市内）
　内　容　①職場の問題を改善しよう②組合の基本は支え合い。

自主福祉とは？③平和や人権も労働組合の課題

県本部の第24期労働学校を右記のとおり
開始します。組合活動の基礎を中心に学
びますので、青年層を中心にご参加下さ
い。詳細は組合事務所に問い合わせを。

第24期労働学校
受講生を募集中

自治研センター
町  職  連  協

全
国
に
誇
れ
る
制
度

町
村
会
交
渉
の
教
訓
振
り
返
る

シンボルマークを決定

歴
代
Ｏ
Ｂ
も
か
け
つ
け
た
。
上
か
ら
山
本
さ
ん
、
堂
脇
さ
ん
、
黒
田
さ
ん

60年
1964～1973年

県本部結成
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今
年
も
桜
の
季
節

が
や
っ
て
き
た
。

職
場
か
ら
多
く
の

仲
間
が
去
っ
て
い

く
。
今
年
定
年
退

職
を
迎
え
た
方
々

は
、
１
９
７
２
年

か
ら
76
年
頃
に
就

職
さ
れ
た
方
々
が
大
半
で
あ

る
。
春
闘
で
の
賃
上
げ
率
が

過
去
最
大
と
な
っ
た
の
が
74

年
（
32
・
9
％
）
で
あ
り
、
そ

の
前
後
に
就
職
さ
れ
た
世
代
で

あ
る
。
当
時
の
日
経
連
は
こ
の

結
果
を
受
け
て
、
賃
金
抑
制
攻

撃
を
強
め
た
。「
春
闘
再
構
築
」

を
た
た
か
っ
て
こ
ら
れ
た
世

代
、
長
い
間
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た
。
一
方
、
こ
の
季
節
は
新
し

い
仲
間
を
迎
え
る
。
学
校
を
卒

業
し
て
も
就
職
で
き
る
か
ど
う

か
と
い
う
不
安
の
中
で
、
厳
し

い
競
争
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た
世

代
だ
。
当
然
、
賃
金
や
労
働
条

件
へ
も
影
響
は
現
れ
て
お
り
、

労
働
組
合
の
必
要
性
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
先
日
開
か
れ
た
県

本
部
の
「
組
織
化
重
点
単
組
会

議
」
で
「
声
を
か
け
て
も
、
な

か
な
か
組
合
に
入
っ
て
く
れ
な

い
」
と
い
う
役
員
の
悩
み
が
交

流
さ
れ
た
。
い
か
に
労
働
組
合

の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う

の
か
。
毎
年
の
こ
の
季
節
は
、

声
を
か
け
る
私
た
ち
が
「
組
合

と
は
何
か
」
を
自
問
自
答
す
る

季
節
で
も
あ
る
。

６日　守れ憲法！許すな秘密保護法！関西集会
（扇町公園）

12 ～ 13日　地連・組織拡大アクション21
（神戸グリーンヒルホテル）

13日　但馬丹波ブロック臨職評学習会（養父公民館）

当面の日程

を
取
り
巻
く
情
勢
と
私
た
ち
の

課
題
」
と
題
し
た
問
題
提
起
を

受
け
た
。

　
次
に
各
単
組
報
告
と
し
て
、

「
絶
え
ず
財
政
状
況
を
把
握
し
、

交
渉
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
今
年
度
も
厳
し
い
状
況
で

の
判
断
を
行
な
っ
た
」（
神
戸
）、

「
27
年
度
末
を
も
っ
て
事
業
廃

止
す
る
こ
と
が
決
定
し
て
い

る
」（
尼
崎
）、「
行
政
職
Ⅰ
表

か
ら
行
Ⅱ
へ
の
賃
金
問
題
が
大

き
な
課
題
」（
伊
丹
）
と
報
告
。

　
最
後
に
兵
庫
交
運
の
平
田
周

司
議
長
が
「
今
後
も
交
通
の
必

要
性
を
追
求
し
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
結
ん
だ
。

　
県
本
部
都
市
交
評
は
3
月
20

日
県
本
部
の
会
議
室
に
お
い
て

春
闘
学
習
会
を
開
催
。
学
習
会

に
は
３
単
組
28
人
が
参
加
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
五
百
旗

頭
英
裕
議
長
が
「
自
治
労
の
一

員
と
し
て
と
も
に
職
場
の
改
善

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
」
と

あ
い
さ
つ
、
こ
の
間
の
経
過
を

説
明
し
た
。

　
ま
た
、
中
央
本
部
よ
り
國
眼

恵
三
都
市
交
通
局
公
共
組
織
局

長
を
招
い
て
「
都
市
交
労
働
者

　
豊
岡
の
過
労
自
殺
公
務
災
害

認
定
闘
争
で
大
阪
高
裁
は
３
月

11
日
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償

基
金
の
控
訴
を
却
下
す
る
と
判

決
を
い
い
渡
し
た
。

　
判
決
で
は
、
豊
岡
市
職
労
組

合
員
が
２
０
０
２
年
4
月
に
社

会
福
祉
課
地
域
福
祉
係
へ
異
動

と
な
り
、
通
常
業
務
が
過
重
で

あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
地
域
福

祉
計
画
と
い
う
新
規
事
業
計
画

の
策
定
を
、
職
員
が
協
力
し
あ

う
と
い
う
職
場
の
状
況
に
は
な

く
、
責
任
の
あ
る
立
場
か
ら
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
て
い
た
と

業
務
の
困
難
性
を
認
め
た
。
ま

た
４
月
の
残
業
は
約
92
時
間
、

５
月
の
残
業
は
約
67
時
間
と
認

定
、
業
務
の
過
重
性
や
長
時
間

労
働
な
ど
複
数
の
要
因
を
総
合

的
に
判
断
し
、
組
合
員
の
自
殺

は
公
務
が
原
因
と
判
断
さ
れ
、

原
告
の
主
張
が
ほ
ぼ
認
め
ら
れ

る
形
と
な
っ
た
。

　
な
お
、
基
金
本
部
の
上
告
が

な
か
っ
た
た
め
、
公
務
外
認
定

を
取
り
消
す
判
決
が
確
定
し
た
。

　
公
務
員
連
絡
会
・
自
治
労
は
、

人
事
院
の
「
給
与
制
度
の
総
合

的
見
直
し
」
に
反
対
し
、
３
月

５
～
７
日
と
ブ
ロ
ッ
ク
別
上
京

行
動
を
実
施
し
た
。県
本
部
は
、

3
月
6
日
の
行
動
に
14
人
が
参

加
し
、
決
起
集
会
、
代
表
団
に

よ
る
「
反
対
署
名
」
第
1
次
集

約
分
の
提
出
と
人
事
院
交
渉
、

人
事
院
前
交
渉
支
援
行
動
に
取

り
組
ん
だ
。

　
代
表
団
は
人
事
院
に
反
対
署

名
を
提
出
し
、「
特
例
減
額
措

置
が
３
月
末
で
終
了
す
る
の

に
、
ま
た
見
直
す
の
か
」「
同

じ
仕
事
を
し
て
い
る
の
に
、
勤

務
す
る
地
域
で
給
与
差
が
付
く

の
は
納
得
で
き
な
い
」「
現
業

職
員
の
賃
金
引
き
下
げ
に
は
断

固
反
対
だ
」
と
職
場
と
生
活
の

実
態
を
訴
え
、「
総
合
的
見
直

し
」
の
中
止
を
求
め
た
。

　
反
対
署
名
は
第
１
次
で
１
８

２
万
筆
を
集
約
。「
地
域
間
配

分
の
見
直
し
」「
高
齢
層
の
大

幅
引
き
下
げ
」「
技
能
・
労
務
職

員
の
給
与
引
き
下
げ
」阻
止
へ
、

「
総
合
的
見
直
し
」
反
対
署
名

の
全
組
合
員
集
約
を
急
ご
う
。

　
連
合
兵
庫
は
３
月
８
日
、
神

戸
・
東
遊
園
地
で
、｢

２
０
１
４

春
闘
総
決
起
集
会｣

を
開
催
し

た
。
辻
芳
治
・
連
合
兵
庫
会
長
は

『
賃
上
げ
に
全
て
の
組
合
が
こ

だ
わ
り
、
粘
り
強
く
た
た
か
お

う
。
１
１
０
０
万
人
の
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
ー
を
、
置
き
去
り
に

し
て
は
い
け
な
い
。
労
働
者
保

護
ル
ー
ル
改
悪
の
動
き
に
危
機

感
を
も
っ
て
行
動
を
展
開
し
よ

う
』
と
力
強
く
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
な
お
、
集
会
に
先
立
っ
て
、

連
合
官
公
部
門
連
絡
会（
代
表
・

本
多
義
弘
県
本
部
委
員
長
）
が

決
起
集
会
を
開
き
、「
総
合
的

見
直
し
」
反
対
の
意
思
統
一
を

行
っ
た
。

使ってるの？使われてるの？

大	植　	賢
（豊岡市職労）

　
記
録
的
な
豪
雪
を
も
た
ら
し
た
冬
が
終
わ
り
、
４
月
を
迎

え
ま
し
た
。
本
紙
を
読
ま
れ
て
い
る
方
の
中
に
は
、
新
し
く

自
治
労
の
仲
間
に
な
ら
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
今
号
で
は
、
新
入
職
員
の
み
な
さ
ん
と
最
も
年
齢
が
近

い
青
年
女
性
部
（
青
女
部
）
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。
青
女

部
で
は
、
様
々
な
取
り
組
み
を
通
し
て
、
交
流
や
学
習
を
深

め
て
い
ま
す
。
協
力
い
た
だ
い
た
の
は
、
南
あ
わ
じ
市
職
労

青
年
女
性
部
長
の
藤
本
佳
幸
さ
ん
で
す
。

―

新
入
職
員
の
み
な
さ
ん
に
ど

ん
な
ア
ピ
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
か
。

「
４
月
に
新
入
職
員
11
人
お
よ

び
入
職
３
年
目
以
内
の
若
手
職

員
と
の
交
流
会
を
実
施
し
、
青

女
部
の
活
動
理
念
や
具
体
的
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
伝
え
る
場

を
設
け
て
い
ま
す
。
昨
年
秋
実

施
し
た
青
女
部
員
対
象
の
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
の
報
告
か
ら
メ
ン

タ
ル
面
や
活
動
の
方
向
性
に
つ

い
て
青
女
部
と
し
て
の
現
状
認

識
を
共
有
し
ま
す
。
具
体
的
な

事
業
を
説
明
し
、
よ
り
青
女
部

の
活
動
に
理
解
を
深
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
新
し
い
職
場
環
境

に
対
す
る
期
待
や
不
安
は
大
な

り
小
な
り
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

組
合
と
し
て
し
っ
か
り
サ
ポ
ー

ト
し
、成
長
し
て
い
け
る
フ
ィ
ー

ル
ド
が
『
青
女
部
』
で
あ
る
こ

と
を
約
束
し
、
一
緒
に
自
己
実

現
へ
向
か
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る

こ
と
を
伝
え
ま
す
」

―

最
近
は
組
合
に
抵
抗
感
を
持

つ
若
い
人
も
多
い
と
聞
き
ま
す

が
…

「
組
合
と
い
っ
た
ら
、
動
員
と
か

賃
金
闘
争
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

先
行
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ

ら
も
重
要
で
す
が
、
私
た
ち
の

職
場
は
、
あ
る
意
味
、
運
命
共

同
体
な
の
で
す
。
何
十
年
と
顔

を
合
わ
せ
、
恩
師
、
友
人
と
し

て
同
じ
職
場
で
働
く
場
合
も
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
人
が
メ
ン
タ

ル
面
の
不
調
で
休
職
や
過
労
死

す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
当
局

側
の
思
う
ま
ま
に
な
れ
ば
、
例

え
そ
れ
が
違
法
行
為
で
あ
っ
て

も
指
摘
す
る
声
も
届
き
ま
せ
ん
。

　
自
分
や
大
切
な
人
が
よ
り
よ

い
職
場
生
活
を
送
る
た
め
に
も

組
合
組
織
の
重
要
性
を
伝
え
て

い
ま
す
」

―

新
入
職
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
。

「
学
生
生
活
や
民
間
勤
務
経
験

と
は
、
違
っ
た
生
活
が
は
じ

ま
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
職
員
生
活
を
有
意
義
に
す

る
た
め
に
一
番
役
立
つ
の
は
価

値
観
を
共
有
し
た
人
間
関
係
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
組
合
活

動
に
積
極
的
に
関
わ
れ
ば
、『
や

り
が
い
』
や
『
達
成
感
』
を
共

有
し
た
仲
間
が
で
き
、『
絆
』

を
深
め
る
場
＝
組
合
に
な
る
と

思
い
ま
す
」

南あわじ市職労

青
年
女
性
部
が

新
入
職
員
に
説
明
会

組
合
は
成
長
で
き
る
場

地域間格差の拡大は不当
人事院交渉で182万筆の署名提出

豊岡裁判闘争

高
裁
も「
公
務
上
」認
め
る

基
金
本
部

上
告
断
念
、判
決
確
定
へ

賃
金
引
き
上
げ
へ

連
合
兵
庫
が
集
会

交通の必要性訴え
取り組み進めよう
都市交評、春闘学習会開く

淡路３市の青年女性部長会議の様子。右端が藤本さん

交渉支援を行う兵庫の参加者

28人が参加した学習会
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平
均
２
万
８
９
８
１
円
（
32
・

９
％
）
と
い
う
史
上
最
高
の
賃
上
げ

を
勝
ち
取
っ
た
74
春
闘
を
前
後
し

て
、
国
民
春
闘
の
色
合
い
を
強

め
て
い
く
。
自
治
労
の
保
育
士

や
看
護
師
増
員
、
水
道
職
場
改

善
の
た
た
か
い
も
、
そ
う
し
た

動
き
と
連
動
し
、
住
民
の
健
康

と
福
祉
を
守
る
た
た
か
い
（
健

福
闘
争
）
と
し
て
取
り
組
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
公
務
員
の
労
働
基
本
権
確
立
を
求

め
、
75
年
に
は
公
労
協
が
「
ス
ト
権

ス
ト
」
を
実
施
。
自
治
労
も
半
日
ス

ト
な
ど
を
構
え
、
処
分
を
受
け
つ
つ

も
果
敢
に
た
た
か
い
、
活
路
を
切
り

開
い
て
い
っ
た
。
そ
し
て
76
年
に
は
、

「
産
別
自
治
労
の
強
化
」
を
う
た
っ
た

自
治
労
綱
領
を
採
択
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
73
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク

以
降
、
財
政
危
機
を
背
景
に
し
た
合

理
化
が
強
ま
り
、
賃
金
引
き
下
げ
や

民
間
委
託
提
案
が
示
さ
れ
た
。
し
か

し
こ
れ
ら
の
攻
撃
も
跳
ね
返
し
、
県

本
部
の
団
結
を
強
め
て
い
っ
た
。

　
県
本
部
運
動
で
は
、
74
年
に
部
落

解
放
運
動
と
の
連
帯
を
確
認
、
狭
山

差
別
裁
判
闘
争
の
全
面
的
な
支
援
が

は
じ
ま
っ
た
。
79
年
に
は
、
25
周
年

企
画
と
し
て
、
野
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

		

準
則
交
渉
で
格
差
是
正

　
兵
庫
の
賃
金
闘
争
に
お
い
て
、
町

村
会
準
則
交
渉
が
果
た
し
た
役
割
は

大
き
い
。
１
９
４
０
年
生
ま
れ
の
湊

崎
康
雄
さ
ん
は
、
町
職
連
協
で
事
務

局
長
な
ど
を
務
め
た
。

　
縁
故
採
用
、
ひ
ど
い
と
き
に
は
容

姿
な
ど
で
処
遇
が
異
な
っ
て
い
る
の

が
一
般
的
で
、
先
進
的
な
単
組
が
改

善
に
立
ち
上
が
り
、
町
職
全
体
の
運

動
へ
と
発
展
し
た
。
64
年
に
町
職
賃

金
の
初
任
給
や
昇
格
基
準
を
確
認
し

た
が
、
町
職
員
の
賃
金
は
ま
だ
ま
だ

低
か
っ
た
。
そ
の
後
、
準
則
を
て
こ

に
賃
上
げ
を
求
め
、
各
単
組
で
た
た

か
い
を
前
進
さ
せ
た
。
雇
用
関
係
の

透
明
化
は
、
職
場
の
民
主
化
へ
と
つ

な
が
っ
た
。

　
74
年
以
降
は
、
準
則
水
準
を
守
ら

せ
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
っ

た
。「
県
内
町
職
員
の
水
準
引
き
上

げ
、格
差
是
正
の
役
割
を
果
た
し
た
。

そ
の
た
た
か
い
は
現
業
賃
金
の

改
善
に
も
つ
な
が
っ
た
」
と
湊

崎
さ
ん
は
準
則
交
渉
の
意
義
を

振
り
返
っ
た
。

　
84
年
、
県
本
部
は
全
国
で
い

ち
早
く
完
全
組
織
化
（
全
自
治

体
単
組
の
自
治
労
加
盟
）
を
果
た
す

が
、
そ
の
背
景
に
準
則
交
渉
が
あ
っ

た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に

「
準
則
の
た
た
か
い
以
外
に
も
、
町

職
連
協
は
、
野
球
や
バ
レ
ー
、
卓
球

を
通
し
た
交
流
、
市
町
村
共
済
の
充

実
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
き
た
」
と

町
職
運
動
の
原
動
力
を
付
け
加
え

た
。

国
民
生
活
を
引
き
上
げ

職
場
改
善
か
ら
健
福
闘
争
へ

湊崎さん

　
３
月
20
日
、
悪
天
候
の
中
、

４
０
０
０
人
（
主
催
者
発
表
）

が
参
加
し
、
東
京
・
日
比
谷
野

外
音
楽
堂
で
憲
法
を
破
壊
す
る

集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に
反

対
す
る
「
戦
争
を
さ
せ
な
い

１
０
０
０
人
委
員
会
３
・
20
出

発
集
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　
集
会
で
は
、
開
会
あ
い
さ
つ

で
呼
び
か
け
人
の
１
人
ル
ポ
ラ

イ
タ
ー
の
鎌
田
慧
さ
ん
が
、
集

団
的
自
衛
権
行
使
容
認
へ
突
き

進
む
安
倍
政
権
と
対
決
し
、
戦

争
を
な
く
し
、
み
ん
な
が
明
る

く
生
き
て
い
け
る
社
会
を
め
ざ

す
運
動
と
し
て
「
１
０
０
０
人

委
員
会
」
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

全
国
に
広
げ
よ
う
と
訴
え
た
。

　
作
家
の
大
江
健
三
郎
さ
ん
か

ら
は
「
い
ま
、
世
界
が
非
常
に

危
険
な
状
態
で
す
。
ひ
と
つ
間

違
え
ば
、
世
界
が
滅
び
る
か
も

し
れ
な
い
時
代
に
、
ア
メ
リ
カ

は
戦
争
を
し
て
い
る
。
そ
う

い
っ
た
と
き
に
、
首
相
が
ア
メ

リ
カ
と
一
緒
に
た
た
か
い
ま
す

と
い
っ
て
、
集
団
的
自
衛
権
を

押
し
通
そ
う
と
し
て
い
る
」
と

発
言
が
あ
っ
た
。

　
最
後
に
今
後
の
取
り
組
み
と

し
て
、
署
名
運
動
や
１
０
０
０

人
委
員
会
へ
の
参
加
や
賛
同
の

輪
を
地
域
や
職
場
に
広
げ
る
こ

と
な
ど
の
提
起
が
あ
っ
た
。

　
県
本
部
は
３
月
11
日
、
県
市

町
振
興
課
と
春
闘
期
の
交
渉
を

行
っ
た
。

　
ま
ず
、
国
公
臨
時
特
例
法
の

反
映
に
よ
る
地
公
給
与
削
減
に

つ
い
て
は
、
14
年
度
は
予
定
し

て
い
な
い
と
各
自
治
体
に
周
知

し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
給
与
水
準
の
低
下
に
つ
な
が

る
人
事
院
報
告
の
「
給
与
制
度

の
総
合
的
見
直
し
」
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
推
移
を
見
守
り
、

給
与
原
則
に
基
づ
い
て
対
応
す

る
と
の
回
答
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
県
本
部
は
、
地
域
手
当
の
な

い
自
治
体
と
の
較
差
が
拡
大
さ

れ
る
矛
盾
を
県
と
し
て
も
国
に

意
見
す
る
よ
う
要
望
、
現
業
賃

金
は
労
使
協
定
事
項
で
あ
る
と

改
め
て
確
認
を
迫
っ
た
。

　
再
任
用
つ
い
て
は
、
条
例
化

さ
れ
た
も
の
の
嘱
託
制
度
で
運

用
す
る
不
適
切
な
自
治
体
が
あ

る
こ
と
を
指
摘
し
、
今
後
調
査

す
る
こ
と
を
約
束
さ
せ
た
。

　
雇
用
止
め
が
絶
え
な
い
臨
時

職
員
の
雇
用
問
題
に
つ
い
て
は
、

「
再
度
の
任
用
に
つ
い
て
整
理
さ

れ
て
い
れ
ば
問
題
な
い
」
こ
と

を
確
認
し
、
県
か
ら
雇
用
期
間

に
制
限
を
つ
け
な
い
よ
う
助
言

す
る
よ
う
申
し
入
れ
た
。

　東日本大震災から
３年を迎え、「震災
と心のケアを考える
シンポジウム」が３
月９日神戸市で開催
された。
　基調講演は、岩井
圭司兵庫教育大教授
が行い、復興期の心のケアと題し、「阪
神・淡路大震災の苦い経験をいかし
ていかなければならない」と訴えた。
　シンポジウムでは、４人のパネラー
（写真）が参加し、山元町に派遣され
た神河町の職員は、「被災地では職員
の休職が絶えない。職員を孤立させ
ないことが大切だ」と教訓を語った。
　県本部としても引き続き、被災地
派遣職員へのメンタル対策を訴えて
いく。

結成60周年事業の紹介
県本部は、結成60周年事
業として以下の取り組み
を実施します。
○カンボジア寺小屋への
支援
　組合員カンパで、文房
具を送ります
○第１回自治労カップ全
日本少年野球大会兵庫県
予選大会への支援
　兵庫県軟式野球連盟と
連携し、少年野球大会運
営を支援します
○結成60周年記念集会
○ロングランゴルフコン
ペ
○ボウリング大会

地域・職場で全国署名を

3・20出発集会

「
集
団
的
自
衛
権
」の
容
認
反
対

戦
争
を
さ
せ
な
い
1000
人
委
員
会

孤立させないことが大切

シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム

震
災
と
心
の
ケ
ア

振
興
課
交
渉

不適切な再任用の
運用調査を約束

1974～1983年

県本部結成60年

今日の情勢への危機感を訴える大江さん（写真上左）と
落合恵子さん（同右）　　　　　　　　　　　　　　　

給与制度見直しについても追及した
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沖縄から伊波さん招いて講演会
第17回平和・人権・環境を考える集い

　　　　　 6 月 7 日（土）
　　　　　　　  午後１時～５時

　　　　　 丹波市・柏原住民
　　　　　　センター

①地域の平和運動を考える②秘密
保護法を考える③国際結婚を取り
巻く現状④フィールドワーク・里山
ウォーク

	 2014．４．15
　月２回（１日、15日）発行　定価10円
　購読料は組合費に含まれる。
　自治労兵庫県本部
　書記長／森蔭　守・編集人／宮本誠之
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今
年
は
、「
デ
フ

レ
脱
却
の
た
め
に

賃
上
げ
を
」
と
安

倍
政
権
か
ら
財
界

に
要
請
が
な
さ
れ

る
異
例
の
春
闘
と

な
っ
た
▼
連
合
に

よ
る
と
３
月
31
日

時
点
で
、
加
重
平
均
定
昇
込
み

６
４
９
５
円（
１
・
97
％
）で
昨
年

同
期
を
１
２
１
１
円
上
回
る
と

い
う
▼
春
闘
相
場
に
大
き
な
影

響
を
与
え
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
は

史
上
最
高
の
営
業
利
益
を
計
上

さ
れ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
ベ
ア
が
２
７
０
０
円
で
決

着
し
た
。
一
時
金
は
満
額
回
答

と
は
い
え
、
高
収
益
を
上
げ
た

企
業
と
し
て
、
他
企
業
に
与
え

た
影
響
は
い
か
が
な
も
の
か
▼

一
方
、
ス
ト
で
ゼ
ロ
回
答
を
は

ね
の
け
た
組
合
も
あ
っ
た
。
相

鉄
労
組（
神
奈
川
）は
ゼ
ロ
回
答

に
終
始
し
た
会
社
に
対
し
、
ス

ト
に
突
入
。
賃
金
の
上
積
み
な

ど
を
勝
ち
取
っ
た
▼
私
鉄
で
は

複
数
の
組
合
が
ス
ト
に
入
っ
た
。

労
働
三
権
の
一
つ
で
あ
る
ス
ト

が
珍
し
く
な
っ
た
が
、
や
は
り

ス
ト
を
配
置
し
た
た
た
か
い
が

経
営
側
を
動
か
し
た
▼
31
日
時

点
で
ま
だ
63・４
％
の
組
合
が
交

渉
中
で
あ
る（
連
合
調
査
）。
賃

上
げ
を
要
求
し
奮
闘
し
て
い
る

組
合
を
全
体
で
支
え
る
態
勢
が

必
要
だ
。
最
後
ま
で
「
頑
張
れ
」

と
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。（
誠
）

19 ～ 20日　第24期労働学校・前期講座（共済会館）
21日　2014年度自治労年金集会（日本教育会館）
26日　第85回兵庫件メーデー（大倉山公園野球場）
　〃　　まんが集団第27回例会（県本部）

当面の日程

　
公
務
員
連
絡
会
は
、
賃
金
引

き
上
げ
、
臨
職
の
処
遇
改
善
、

超
勤
の
縮
減
、
雇
用
と
年
金
の

確
実
な
接
続
、「
給
与
制
度
の

総
合
的
見
直
し
」
は
十
分
な
交

渉
・
協
議
と
合
意
に
基
づ
く
対

応
を
求
め
て
、
中
央
・
全
国
統

一
行
動
、
反
対
署
名
を
行
い
、

3
月
27
日
に
新
藤
総
務
大
臣
、

尾
西
人
事
院
事
務
総
長
と
春
闘

期
最
終
交
渉
を
行
っ
た
。

　
交
渉
で
、
総
務
大
臣
は
①

２
０
１
４
賃
金
は
、
公
務
員
連

絡
会
の
意
見
を
聞
く
②
臨
職
等

の
処
遇
改
善
は
意
見
を
聞
き
な

が
ら
検
討
③
超
勤
縮
減
に
取
り

組
む
④
再
任
用
を
推
進
し
、
定

年
の
引
き
上
げ
を
含
め
検
討
、

と
回
答
し
た
。
人
事
院
事
務
総

長
は
①
給
与
は
、
民
間
の
実
態

を
精
緻
に
調
査
し
、
必
要
な
勧

告
を
行
う
②
給
与
制
度
の
総
合

的
見
直
し
は
公
務
員
連
絡
会
の

意
見
を
聞
く
③
臨
職
等
の
給
与

改
善
に
取
り
組
む
④
定
年
の
引

き
上
げ
は
意
見
の
申
出
を
踏
ま

え
、
再
検
討
が
な
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
、
と
回
答
し
た
。

　
公
務
員
連
絡
会
は
、「
回
答

は
、
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検

討
、
対
応
を
進
め
て
い
く
姿
勢

を
確
認
し
た
こ
と
に
と
ど
ま
る

も
の
」
で
あ
り
、「
要
求
に
明

確
に
答
え
る
も
の
と
は
な
っ
て

い
な
い
」
が
、春
闘
段
階
の
「
交

渉
の
到
達
点
と
受
け
止
め
、
闘

争
態
勢
を
継
続
・
強
化
し
て
い

く
」「
と
り
わ
け
、『
総
合
的
見

直
し
』
に
対
し
て
は
、
人
事
院

勧
告
期
に
向
け
、
交
渉
・
協
議

を
配
置
し
、
諸
行
動
を
一
層
強

化
」
し
て
い
く
と
の
声
明
を
確

認
し
た
。
春
闘
結
果
を
反
映
し

た
賃
上
げ
、臨
職
の
処
遇
改
善
、

定
年
延
長
の
実
現
、「
総
合
的

見
直
し
」
反
対
へ
、
取
り
組
み

を
強
め
よ
う
。

　
尼
崎
競
艇
場
や
園
田
競
馬
場

の
従
事
員
、
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
会
組
合
員
で
組
織
す
る
県

本
部
公
営
競
技
評
は
、
３
月
27

日
に
尼
崎
市
内
で
春
闘
学
習
会

を
開
催
し
た
。

　
学
習
会
で
は
、
長
く
阪
神
競

走
労
組
で
活
動
し
て
き
た
北
村

幸
子
前
議
長
を
講
師
に
「
公
営

競
技
労
働
者
を
取
り
巻
く
情
勢

と
課
題
」
と
題
し
て
講
演
を
受

け
た
。

　
北
村
さ
ん
は
、
戦
災
復
興
時

の
予
算
獲
得
と
し
て
発
足
し
た

競
走
場
が
社
会
福
祉
の
増
進
に

寄
与
し
て
き
た
歴
史
を
振
り
返

り
、
組
合
役
員
の
心
構
え
、
施

行
者
と
対
峙
す
る
心
構
え
、
制

度
政
策
要
求
・
省
庁
交
渉
の
必

要
性
・
地
域
公
共
財
産
と
し
て

の
競
走
場
の
在
り
方
な
ど
「
組

合
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
か
」

と
い
う
団
結
力
の
強
化
を
訴
え

た
。
さ
ら
に
、
時
代
に
翻
弄
さ

れ
な
が
ら
も
日
雇
い
か
ら
退
職

金
・
一
時
金
を
獲
得
し
て
き
た

運
動
は
、「
労
働
実
態
を
根
拠

に
勝
ち
取
っ
た
労
組
運
動
で

あ
っ
た
」
と
強
調
。
現
在
で
も

法
の
谷
間
に
お
か
れ
て
い
る
こ

と
は
変
わ
ら
ず
、「
権
利
は
与

え
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
勝
ち
取
る

も
の
」
で
あ
る
と

話
し
た
。

　
講
演
後
は
、
参

加
単
組
の
春
闘
報

告
を
行
い
、
65
歳

以
降
の
再
雇
用
の

取
り
組
み
や
年
休

取
得
状
況
等
で
交

流
を
深
め
た
。

物価が上がれば人気は下がる

大 西 英 剛
（兵庫県職労）

常
の
業
務
や
生
活
で
困
っ
た
と

き
の
助
け
に
も
な
り
ま
す
。

　
特
に
、
若
い
み
な
さ
ん
に

と
っ
て
は
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

も
数
多
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

悩
ん
だ
と
き
、
組
合
の
先
輩
が

き
っ
と
力
に
な
っ
て
く
れ
ま

す
。
ま
た
、
そ
の
悩
み
が
１
人

で
解
決
で
き
な
い
と
き
、
み
ん

な
が
力
に
な
っ
て
く
れ
る
の
も

組
合
で
す
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
何
十
年

と
勤
務
す
る
職
場
が
よ
り
楽
し

く
、
仕
事
に
や
り
が
い
を
持
て

る
よ
う
に
活
動
し
て
い
く
の
が

組
合
で
す
。
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ

積
極
的
に
活
動
に
参
加
し
、
一

緒
に
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

せ
る
た
め
の
一
つ
の
手
段
に
過

ぎ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
私
は
、
組
合
と
は
助
け
て
く

れ
る
仲
間
を
つ
く
る
場
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
職
場
で
は
、

自
分
の
関
係
す
る
部
署
以
外
の

人
と
知
り
合
う
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
組
合
で
は

仕
事
で
は
全
く
知
り
合
う
機
会

の
な
い
人
と
知
り
合
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
他
の
組
合

の
人
と
知
り
合
う
こ
と
も
で
き

ま
す
。
知
り
合
い
が
多
く
い
る

こ
と
は
、
た
だ
単
に
友
だ
ち
の

輪
が
広
が
る
だ
け
で
な
く
、
日

　
新
入
組
合
員
の
み
な
さ
ん
、

よ
う
こ
そ
自
治
労
へ
。
そ
れ
ぞ

れ
の
職
場
に
配
属
さ
れ
て
か

ら
、
半
月
経
ち
ま
し
た
が
、
職

場
に
は
慣
れ
ま
し
た
か
？

　
み
な
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
単

組
で
加
入
届
を
提
出
し
（
書
か

さ
れ
て
）
自
治
労
に
加
入
さ
れ

た
と
思
い
ま
す
が
、
正
直
、
自

治
労
や
労
働
組
合
っ
て
何
す
る

と
こ
ろ
？
と
思
わ
れ
て
ま
す
よ

ね
。
今
日
は
少
し
、
私
が
考
え

る
労
働
組
合
に
つ
い
て
お
話
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
労
働
組
合
の
イ
メ
ー
ジ
と
い

う
と
、集
会
や
デ
モ
行
進
な
ど
、

面
倒
く
さ
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が

あ
り
ま
せ
ん
か
？
。

　
確
か
に
集
会
や
学
習
会
等
へ

の
参
加
が
求
め
ら
れ
る
動
員
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で
も
、

そ
れ
は
組
合
を
維
持
し
発
展
さ

　
前
号
に
続
い
て
、
新
入
組
合
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
載

す
る
。
今
回
は
、
４
月
か
ら
県
本
部
で
専
従
を
務
め
る
藤
原

敏
也
青
年
部
長
か
ら
。

多くの仲間をつくろう

2014反行革・組織集会
「給与制度の総合的見直し」反対の取
り組み、人員確保闘争の意思統一、
組織強化の課題などを議論します。
単組代表者会議も兼ねますので、各
単組からの参加をお願いします。

と　き　5月16～17日
　　　　午後１時30分開会：正午閉会

ところ　いこいの村はりま

分
科
会

熱心に講演を聞く参加者

組
合
を
盛
り
上
げ
た
い

藤
原
青
年
部
長

意
見
聞
き
、検
討
・
対
応

総務大臣・人事院
春 闘 最 終 交 渉

勧
告
に
向
け
交
渉
、行
動
を
強
化

実
態
が
た
た
か
う
根
拠

公
営
競
技
評

春
闘
学
習
会

「悩んだとき仲間が力になってくれる」と話す藤原青年部長

人事院との交渉
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83
年
末
に
県
本
部
は
、
全
国
で
最

初
の
完
全
組
織
化
を
達
成
。
87
年
国

鉄
分
割
民
営
化
。
89
年
総
評
解
散
・

連
合
発
足
。
93
年
は
細
川
非
自

民
６
党
連
立
内
閣
発
足
、
自
民

党
38
年
の
政
権
に
幕
、
小
選
挙

区
比
例
代
表
制
が
成
立
。
81
年

の
第
２
臨
調
発
足
後
、
行
政

改
革
・
民
営
化
の
嵐
が
吹
き
ま

く
っ
た
。

　
自
治
労
は
、
非
正
規
労
働
者
の
処

遇
改
善
と
組
織
化
を
取
り
組
ん
で
き

た
が
、
全
国
協
議
会
が
結
成
さ
れ
た

の
が
２
０
０
３
年
。
初
代
議
長
で
県

本
部
執
行
委
員
を
10
年
務
め
ら
れ
た

中
谷
紀
子
さ
ん
に
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

泣
き
寝
入
り
し
な
い
と
組
合
結
成
へ

　
三
木
市
は
80
年
に
全
小
学
校
で

給
食
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
各
学

校
は
正
規
が
１
人
で
あ
と
全
部
パ
ー

ト
で
す
る
と
し
て
18
人
の
募
集
に

１
５
０
人
ほ
ど
の
応
募
。と
こ
ろ
が
、

募
集
要
項
と
実
際
の
労
働
条
件
は
大

き
く
か
け
離
れ
て
お
り
、
補
助
業
務

６
時
間
勤
務
と
い
う
も
の
の
仕
事
の

中
身
は
正
規
と
ま
っ
た
く
同
じ
、
と

こ
ろ
が
11
カ
月
雇
用
で
雇
用
保
険
に

も
入
れ
な
い
。「
文
句
が
あ
る
な
ら

い
つ
で
も
辞
め
な
さ
い
、
替
わ
り
は

い
く
ら
で
も
い
る
」
と
い
う
感
じ
。

　
そ
れ
に
対
し
て
、ど
こ
に
何
を
い
っ

て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
の
で
三
木

市
職
に
相
談
に
行
っ
た
が
非
正
規
職

員
の
規
定
は
な
い
と
い
う
の
で
、
総

評
オ
ル
グ
や
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
の
力
を

借
り
な
が
ら
82
年
２
月
三
木
市
学
校

給
食
労
働
組
合
を
結
成
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
毎
年
９
月
に
契
約
更

新
が
あ
る
の
だ
が
、
組
合
を
つ
く
っ

た
そ
の
年
、
全
員
解
雇
と
な
っ
た
。

解
雇
撤
回
と
い
う
こ
と
で
３
カ
月

間
、
座
り
込
み
、
１
日
ス
ト
、
試
験

会
場
の
ピ
ケ
な
ど
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

た
た
か
い
を
し
た
。
県
本
部
現
地
闘

争
本
部
の
設
置
、
地
労
委
の
あ
っ
せ

ん
な
ど
も
あ
り
、
最
終
的
に
は
市
議

会
も
入
っ
て
よ
う
や
く
白
紙
撤
回
、

再
雇
用
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
団
体
交
渉
は
は
じ
め
か
ら
全
員
参

加（
30
人
以
上
）。
た
た
か
い
は
し
ん

ど
い
だ
け
で
は
だ
め
、
楽
し
く
た
た

か
わ
な
い
と
続
か
な
い
。

　
当
初
、時
給
５
５
０
円
だ
っ
た
が
、

賃
金
交
渉
で
は
年
収
１
５
０
万
円
を

め
ざ
し
た
。
そ
れ
が
た
た
か
い

の
成
果
も
あ
り
、
98
年
に
は
年

収
４
０
０
万
円
程
度
、
退
職
金

も
つ
く
よ
う
に
な
っ
た
。

臨
職
評
議
会
の
結
成
へ

　
自
治
労
へ
は
87
年
に
明
給
労

と
同
時
に
加
盟
。
そ
の
後
、
90
年
に

６
単
組
で
県
本
部
臨
時
職
員
連
絡
協

議
会
（
現
臨
職
評
）
が
結
成
さ
れ
、

今
日
ま
で
運
動
を
続
け
て
い
く
こ
と

が
で
き
た
。

　
臨
職
評
の
合
言
葉
は
「
泣
き
寝
入

り
を
せ
ず
に
、
自
分
た
ち
が
た
た
か

う
こ
と
か
ら
し
か
は
じ
ま
ら
な
い
」

と
中
谷
さ
ん
は
語
っ
て
く
れ
た
。

た
た
か
い
は
楽
し
く

自
分
た
ち
が
声
あ
げ
て
は
じ
ま
る

初代全国議長も務めた中谷さん

1984～1993年

県本部結成60年

　
安
倍
政
権
は
昨
年
の
「
特
定

秘
密
保
護
法
」
強
行
採
決
、
さ

ら
に
は
今
国
会
で
「
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
容
認
」
を
憲
法
解

釈
の
変
更
で
行
お
う
と
す
る
な

ど
、
実
質
的
な
改
憲
の
道
に
踏

み
込
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
情

勢
を
受
け
、
学
者
・
有
識
者
ら

の
呼
び
か
け
で
３
月
に
は
「
戦

争
を
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人
委

員
会
」
が
発
足
す
る
な
ど
、
国

民
レ
ベ
ル
の
運
動
が
は
じ
ま
っ

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
動
き
と
連
動
し

て
、
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
４
月

６
日
、大
阪
・
扇
町
公
園
で
「
守

れ
憲
法
！
許
す
な
秘
密
保
護

法
！
」
関
西
集
会
を
開
催
、
１

５
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　
集
会
で
は
、
福
山
真
劫
・
平

和
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
が
「
憲
法

が
戦
後
最
大
の
危
機
に
陥
っ
て

い
る
。
集
団
的
自
衛
権
の
行
使

容
認
は
平
和
憲
法
の
放
棄
に
な

る
。行
使
容
認
や
原
発
再
稼
働
、

沖
縄
の
新
基
地
建
設
に
つ
い
て

国
民
の
多
数
は
反
対
。
１
０
０

０
人
委
員
会
を
地
域
・
職
場
で

呼
び
か
け
、
１
０
０
０
万
人
署

名
を
頑
張
れ
ば
絶
対
と
め
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
訴
え
た
。

　
集
会
終
了
後
は
デ
モ
行
進
を

行
い
、「
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
容
認
反
対
」「
秘
密
保
護
法

廃
止
」「
原
発
再
稼
働
反
対
」

を
訴
え
た
。

　
衛
生
医
療
評
は
３
月
７
日
、

共
済
会
館
で
病
院
集
会
を
開

き
、13
単
組
63
人
が
参
加
し
た
。

　
飯
田
雅
子
議
長
が
、「
評
議

会
の
交
流
か
ら
権
利
に
気
づ

き
、
職
場
の
問
題
を
一
緒
に
解

決
し
よ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
分
散
会
で
は
、
７
つ
に
分
か

れ
職
場
の
課
題
を
交
流
。
参
加

者
か
ら
は
、「
年
休
が
権
利
で

あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
」

「
他
病
院
の
現
状
や
勤
務
体
制

を
知
る
こ
と
で
、
自
分
の
病
院

の
業
務
改
善
策
が
見
つ
か
っ

た
」「
良
い
刺
激
を
受
け
た
。

今
後
の
活
動
に
い
か
し
て
い
き

た
い
」
と
の
声
が
出
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
今
年
は
臨
時
職
員
の

分
科
会
を
設
定
。
そ
の
中
で
は
、

人
員
不
足
で
リ
ー
ダ
ー
業
務
も

担
当
し
て
い
る（
看
護
師
）、
業

務
内
容
を
事
前
説
明
な
く
変
更

さ
れ
る
こ
と
が
あ
る（
介
護
福
祉

士
）等
の
実
態
が
報
告
さ
れ
た
。

　
第
９
回
県
本
部
卓
球
大
会
は

３
月
15
日
、
養
父
市
つ
る
ぎ
が

丘
公
園
八
鹿
総
合
体
育
館
で
養

父
市
職
労
の
協
力
の
も
と
開
催

し
、
神
戸
市
職
労
が
優
勝
に
輝

い
た
。

　
今
大
会
は
、
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
県
職
労
、
神
戸
市
職
労
、

川
西
市
職
労
、
洲
本
市
職
労
、

加
西
市
職
、
姫
路
市
職
、
宍
粟

市
職
労
、
福
崎
町
職
、
豊
岡
市

職
労
、
養
父
市
職
労
、
朝
来
市

職
労
、
篠
山
市
職
労
の
12
チ
ー

ム
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広

げ
た
。

　
大
会
は
予
選
リ
ー
グ
、
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
わ
れ
、

準
決
勝
で
前
年
度
優
勝
の
姫
路

市
職
が
接
戦
の
末
敗
れ
る
と
い

う
展
開
の
中
、
常
に
安
定
し
た

試
合
運
び
を
進
め
た
神
戸
市
職

労
が
優
勝
し
た
。
準
優
勝
は
朝

来
市
職
労
、
第
３
位
に
は
姫
路

市
職
が
輝
い
た
。

12チームが出場した

【60周年記念事業】

 ゴルフロングラン
 コンペの案内

開催期間
 6月1日（日）～8月31日（日）

開催場所
 西脇カントリークラブ
参加対象は組合員または自治労共
済加入者。詳細は、各単組に案内
します。

安倍政権下で進む“壊憲”の危機
5・3兵庫憲法集会に結集し、戦争準備をストップさせよう！

5月3日 13：30 ～ 16：00

神戸市勤労会館
大ホール

 講師  河上 暁弘さん
広島市立大学広島平和研究所准教授

戦争をさせない全国署名で

止めることができる
戦
争
を
す
す
め
る

「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
」反
対
4・6関西集会

「
年
休
が
権
利
、知
ら
な
か
っ
た
」

病
院
集
会

優
勝
は
神
戸
市
職
労

第
９
回
県
本
部
卓
球
大
会

1500人が参加し、集会後はデモを行った

分散会の様子
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プ
ロ
野
球
が
開

幕
。
い
き
な
り
の

ホ
ー
ム
ラ
ン
攻
勢

で
す
で
に
昨
年
を

は
る
か
に
上
回
る

ホ
ー
ム
ラ
ン
が
飛

び
出
し
た
。
飛
ぶ

ボ
ー
ル
だ
っ
た
と

の
報
道
に
世
の
中
の
議
論
は
飛

ぶ
ボ
ー
ル
が
悪
の
よ
う
に
言
わ

れ
る
が
本
当
に
そ
う
な
の
だ
ろ

う
か
？
「
飛
ん
で
も
い
い
じ
ゃ

ん
！
」
見
て
い
る
方
は
面
白

い
！
た
だ
、
プ
ロ
野
球
協
会
は

開
幕
前
に
周
知
し
、
選
手
に
キ

チ
ン
と
伝
え
る
べ
き
で
あ
る
▼

ま
さ
に
勤
務
労
働
条
件
の
変
更

で
あ
る
。
勤
務
労
働
条
件
の
変

更
は
労
使
協
議
、
協
定
が
必
要

で
あ
る
。
ト
ッ
プ
は
現
場
で
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り

と
把
握
し
て
い
な
い
。
一
部
の

声
や
報
道
等
に
流
さ
れ
、
本
当

に
大
事
な
議
論
が
で
き
て
い
な

い
。
飛
ぶ
か
ら
ダ
メ
の
整
理
で

は
話
に
な
ら
な
い
。
事
前
協
議

を
行
い
、
確
認
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
▼
現
在
、
セ
リ
ー
グ

ト
ッ
プ
の
広
島
は
得
点
率
は
セ

リ
ー
グ
最
下
位
、
で
も
防
御
率

は
セ
リ
ー
グ
首
位
を
走
っ
て
い

る
。
飛
ぶ
の
で
あ
れ
ば
飛
ば
な

い
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
！
と
言

う
こ
と
か
！
さ
あ
も
う
す
ぐ
こ

ど
も
の
日
、
セ
リ
ー
グ
首
位
の

コ
イ
も
ま
だ
ま
だ
元
気
に
泳
ぎ

そ
う
で
あ
る
。（
０
２
４
）

３日　憲法67年、5･3兵庫憲法集会（神戸市勤労会館）

10～ 11日　第24期県本部労働学校・後期講座（三木市）

16～ 17日　2014反行革・組織集会（いこいの村はりま）

当面の日程

できるか！ STAP細胞？

おやすみ漫

　
県
本
部
は
第
24
期
労
働
学
校
の
前
期
講
座
を
４

月
19
～
20
日
、
ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
で
開
い
た
。

13
単
組
42
人
が
参
加
し
、
労
働
組
合
や
賃
金
の
基

礎
を
学
ん
だ
。「
身
近
な
組
合
づ
く
り
を
考
え
る
」

と
題
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、「
先
輩
と
の

人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
ず
、
退
職
し
た
」
事
例

を
も
と
に
課
題
と
解
決
策
を
考
え
、
職
場
の
交
流

づ
く
り
や
苦
情
処
理
設
置
な
ど
も
労
働
組
合
の
役

割
と
確
認
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
働
き
や
す

い
職
場
を
つ
く
る
た
め
に
は
、
こ
だ
わ
る
こ
と
が

大
切
だ
」
な
ど
の
感
想
が
出
さ
れ
た
。

　
前
期
は
、
第
１
講
座
「
労
働

組
合
っ
て
何
の
た
め
に
あ
る

の
？
」、
第
２
講
座
「
賃
金
の

基
礎
中
の
基
礎
を
ま
な
ぶ
」、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
身
近
な
組

合
づ
く
り
を
考
え
る
」
を
テ
ー

マ
に
学
習
を
深
め
た
。

　
開
会
に
あ
た
っ
て
宮
本
誠
之

副
委
員
長（
県
本
部
教
宣
部
長
）

は
、「
労
働
組
合
は
仲
間
を
つ

く
る
場
、
２
日
間
の
労
働
学
校

で
交
流
を
深
め
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
第
１
講
座
の
講
師
を
務
め
た

松
丸
重
子
さ
ん
（
伊
丹
病
院
労

組
）
は
、「
な
ぜ
看
護
師
は
定

年
ま
で
働
き
続
け
ら
れ
な
い
の

か
」
と
の
疑
問
を
抱
き
、「
働
き

続
け
ら
れ
る
職
場
づ
く
り
を
進

め
て
き
た
」
と
自
身
の
原
点
に

触
れ
た
。
有
給
休
暇
取
得
日
数

や
平
均
勤
続
年
数
を
向
上
さ
せ

て
き
た
が
、「
労
使
対
等
の
組
合

が
あ
っ
た
か
ら
」
と
強
調
し
た
。

　
第
２
講
座
を
担
当
し
た
県

本
部
の
西
岡
裕
書
記
次
長
は
、

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
や
、
昇
給
と
昇

格
な
ど
、
賃
金
の
基
礎
用
語
を

説
明
し
た
。
ま
た
、
か
つ
て
は

使
用
者
の
さ
じ
加
減
で
個
別
に

賃
金
が
決
ま
っ
て
い
た
歴
史
を

紹
介
し
、「
組
合
が
た
た
か
っ

て
平
等
な
ル
ー
ル
を
確
立
し
て

き
た
が
、
能
力
実
績
主
義
は
、

再
び
当
局
の
恣
意
を
導
入
す
る

こ
と
に
な
る
」
と
説
明
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
栗

本
知
子
さ
ん
（
人
権
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
）
を
講
師
に
６
グ
ル
ー
プ

に
わ
か
れ
て
進
行
。「
先
輩
と
の

人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
ず
、

退
職
し
た
」
事
例
を
も
と
に
課

題
と
解
決
策
を
考
え
あ
っ
た
。

「
職
場
の
交
流
が
不
足
」「
苦
情

処
理
な
ど
相
談
機
関
が
必
要
で

は
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
県
本
部
は
４
月
７
日
の
執
行

委
員
会
に
お
い
て
今
後
の
取
り

組
み
を
確
認
し
た
。

人
員
確
保
・
夏
季
一
時
金
闘
争

の
日
程

　
人
員
確
保
・
男
女
平
等
産
別

闘
争
に
つ
い
て
は
、
６
月
６
日

に
統
一
行
動
（
１
時
間
ス
ト
ラ

イ
キ
）
を
配
置
し
て
た
た
か
い

を
進
め
る
。
夏
季
一
時
金
闘
争

は
、
６
月
13
日
に
統
一
行
動
日

（
29
分
時
間
内
食
い
込
み
集
会
）

を
設
定
す
る
。

　
５
月
16
～
17
日
に
県
本
部
単

組
代
表
者
会
議
を
兼
ね
た
反
行

革
・
組
織
集
会
を
「
い
こ
い
の

村
は
り
ま
」に
お
い
て
開
催
し
、

意
思
統
一
を
は
か
る
。

県
本
部
臨
時
大
会
の
開
催

　
本
多
委
員
長
の
近
畿
ろ
う
き

ん
常
務
理
事
選
出
に
伴
い
、
県

本
部
役
員
に
欠
員
が
生
じ
る
た

め
、
第
１
９
７
回
中
央
委
員
会

（
６
月
27
日
）
を
臨
時
大
会
に

切
り
替
え
、
役
員
の
補
充
選
挙

を
行
う
。

県
本
部
の
法
人
格
取
得

　
県
本
部
の
法
人
格
取
得
に
つ

い
て
は
、
大
会
で
規
約
等
の
改

正
を
行
い
、
兵
庫
県
人
事
委
員

会
の
「
証
明
」
を
受
け
、
３
月

22
日
に
法
人
登
記
が
完
了
し
た
。

　
５
月
13
日
告
示
、
18
日
投
開

票
で
行
わ
れ
る
稲
美
町
長
選
挙

で
県
本
部
は
、
組
織
内
候
補
と

し
て
古
谷
博
現
町
長
の
推
薦
を

決
定
し
て
い
る
。

　
古
谷
町
長
は
、２
期
８
年
間
、

町
民
と
の
対
話
を
重
視
し
、
生

活
者
重
視
の
町
政
の
実
現
に
向

け
取
り
組
ん
で
き
た
。
４
月
か

ら
は
、
自
校
直
営
方
式
で
の
中

学
校
給
食
を
実
現
す
る
な
ど
公

約
を
実
行
し
て
き
た
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度

の
実
施
に
向
け
、
地
方
自
治
体

で
は
、
事
業
計
画
や
条
例
等
の

策
定
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る

が
、
保
育
・
幼
稚
園
職
場
で
は
、

公
立
・
私
立
を
問
わ
ず
、
幼
保

一
体
化
施
設
へ
の
置
き
換
え
や

施
設
の
民
間
委
託
・
委
譲
が
急

速
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
保

育
の
質
の
拡
充
・
子
育
て
支
援
・

地
域
と
の
連
携
な
ど
、
い
か
に

地
域
の
中
で
公
的
施
設
の
存
在

意
義
を
発
揮
さ
せ
て
い
く
の

か
、
職
場
で
は
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
保
育
を
考
え
る
つ
ど
い
で
は
、

共
通
す
る
課
題
に
つ
い
て
議
論

を
深
め
、
取
り
組
み
の
意
思
統

一
を
は
か
る
。
ぜ
ひ
参
加
を
。

　連合兵庫は、４月２日の
午後５時より、ＪＲ元町駅
周辺で「労働者保護ルール
改悪阻止」街宣活動を実施
した。アピール文を添えた

　安倍政権は昨年12月、特
定秘密保護法を強行採決し
た。今国会では、憲法９条
を空文化する「解釈改憲に
よる集団的自衛権の行使容
認」へと踏み込もうとして
いる。
　こうした動きに対抗し
ようと、「戦争をさせない
1000人委員会」が発足し、
全国署名運動がはじまっ
た。家族・友人など、１人
５筆以上を目標に取り組も
う。

戦
争
を
さ
せ
な
い
全
国
署
名
ス
タ
ー
ト

１人５筆以上

第１次集約

５月16日（金）

労組や賃金の基礎学ぶ
第24期労働学校・前期

６
月
27
日 

臨
時
大
会

執
行
委
員
会

法
人
格
取
得
も
確
認

新
制
度
下
で
課
題
山
積

保
育
を
考
え
る
つ
ど
い
に
参
加
を

第31回保育を考えるつどい
と　き　６月22日（日）

ところ　じばさんTAJIMA

講　演　「保育が育てる
　　　　	自尊感情と自律」

古
谷
博
さ
ん
が

３
期
目
に
挑
む

５
月
18
日 

稲
美
町
長
選

ティッシュとバンドエイド
を配布し、今国会で行われ
ようとしている①労働者派
遣法改悪反対②パートタイ
ム労働法改正の早期実現に
ついて訴えた。
　この行動には、民主党か
ら各級議員の参加もあり、
働く者の環境整備に向けて
一緒に声をあげた。

連合兵庫が街頭で

労働保護ルール
改悪阻止で訴え

ワークショップの発表を行い全体で共有した

元町駅での街宣行動

古谷博さん

５
月
15
日
は
休
刊
で
す
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94
年
に
村
山
連
立
内
閣
発
足
、
95

年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
、
大
き
な
被

害
を
受
け
、
必
死
で
取
り
組
ん
だ
震

災
復
興
。し
か
し
こ
れ
以
降「
震

災
に
よ
る
財
政
赤
字
」
を
口
実

と
し
た
行
革
合
理
化
と
の
た
た

か
い
が
続
く
。
97
年
に
消
費
税

5
％
に
、
99
年
に
多
紀
郡
4
町

が
合
併
、
02
年
に
初
の
給
与
引

き
下
げ
勧
告
が
出
た
。

　
震
災
当
時
の
清
掃
職
場
の
実
態
に

つ
い
て
神
戸
市
従
環
境
支
部
の
南
典

昭
支
部
長
に
話
を
伺
っ
た
。
当
日
は

車
が
動
か
ず
、
昼
頃
支
部
事
務
所
へ

着
く
と
、
全
国
か
ら
「
応
援
に
行
く

で
」
と
電
話
が
か
か
っ
て
い
た
。

　
当
時
は
、
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き

の
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
な
く
、
支
部

と
当
局
と
で
話
を
し
て
進
め
て
い
っ

た
。
事
業
所
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
全

滅
、
で
も
被
災
者
が
避
難
へ
と
続
々

と
や
っ
て
き
て
い
た
。
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
も
被
害
を
受
け
、
燃
や
せ
な

い
。
街
中
に
出
さ
れ
た
ご
み
、
避
難

所
の
ご
み
も
と
ら
な
い
と
い
け
な
い
。

　
全
国
か
ら
仲
間
が
応
援
に
来
て
く

れ
た
。
泊
る
所
は
な
い
、
事
業
所
・

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
発
泡
ス
チ

ロ
ー
ル
敷
き
泊
っ
て
も
ら
っ
た
。
誰

も
文
句
は
言
わ
な
か
っ
た
。
た
く
さ

ん
励
ま
さ
れ
た
。
自
治
労
の
横
の
つ

な
が
り
、本
当
に
あ
り
が
た
か
っ
た
。

　
収
集
し
た
ら
布
施
畑
に
運
ぶ
が
、

大
渋
滞
で
１
回
収
集
し
て
帰
っ
て
く

る
の
に
３
～
４
時
間
か
か
る
。
そ

れ
で
中
継
地
を
探
し
回
っ
て
５
ヵ

所
確
保
し
た
。
昼
間
は
車
が
動
か

な
い
か
ら
、
夜
10
㌧
ダ
ン
プ
で
処

分
地
へ
持
っ
て
行
っ
た
。
し
尿
は

６
０
０
ヵ
所
の
避
難
所
、
仮
設
ト
イ

レ
１
０
０
０
基
ぐ
ら
い
、
と
り
に
行

け
な
い
。
バ
キ
ュ
ー
ム
車
の
応
援
も

ら
っ
て
処
理
場
へ
運
ん
だ
。

　
約
１
ヵ
月
休
み
な
く
走
る
こ
と
で

何
と
か
定
曜
日
収
集
の
形
に
戻
せ
た
。

　
震
災
後
に
高
齢
者
・
独
居
者
宅
ま
で

安
否
確
認
を
行
い
な
が
ら
の
「
ひ
ま

わ
り
収
集
」
を
は
じ
め
た
。「
ひ
ま
わ

り
パ
ト
ロ
ー
ル
」（
毎
日
走
っ
て
い
る

２
６
０
台
の
清
掃
車
が
、
学
校
周
辺
、

公
園
等
回
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
安
全

確
認
）も
し
て
い
る
。「
市
民
救
命
士
」

は
90
％
以
上
取
得
、
応
急
措
置
が
で

き
る
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
各
事
業
所
に
設
置
、

防
災
も
大
切
だ
が
、
減
災
も
大

切
（
特
に
人
命
）。
災
害
応
援
に

備
え
事
前
に
派
遣
順
番
を
組
ん

で
、
災
害
が
発
生
す
れ
ば
全
国

に
応
援
に
行
っ
て
い
る
。

　
将
来
必
ず
起
き
る
と
い
わ
れ

る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
、
津
波
も
心
配

で
あ
る
。
高
齢
者
は
逃
げ
遅
れ
る
、

震
災
の
教
訓
、
災
害
応
援
の
経
験
、

う
ち
で
何
が
で
き
る
の
か
話
を
し
て

い
る
。自
治
体
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
当
時
を
振
り
返
っ
て
南
さ
ん
は
、

短
く
語
っ
た
「
直
営
で
な
い
と
神
戸

の
復
興
は
な
か
っ
た
。」
と
。

直
営
の
大
切
さ
実
感

阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
の
復
興

神戸市従の南さん

1994～2003年

県本部結成60年

　
阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
現
業

評
議
会
は
3
月
25
日
、
尼
崎

市
立
弥
生
ヶ
丘
斎
場
で
職
場

安
全
点
検
を
実
施
。
当
該
職

場
の
尼
崎
環
境
財
団
職
員
労

働
組
合
の
組
合
員
を
含
め
５

単
組
13
人
が
参
加
し
た
。

　
現
評
議
長
、
斎
場
所
長
の

あ
い
さ
つ
の
後
、
当
該
の
組

合
員
か
ら
、
職
員
体
制
や
業

務
内
容
、
労
働
条
件
な
ど
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
た
。

こ
こ
で
は
課
題
と
し
て
、
炉

裏
の
ボ
イ
ラ
ー
に
よ
る
高
温

と
騒
音
な
ど
が
出
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
運
ば
れ
て
き
た

ご
遺
体
を
受
け
入
れ
、
遺
族

が
お
別
れ
を
し
、火
葬
、骨
上

げ
と
進
む
一
連
の
流
れ
と
と

も
に
作
業
環
境
に
つ
い
て
、

詳
し
く
説
明
を
受
け
な
が
ら
、

危
険
な
個
所
は
な
い
か
施
設

の
点
検
を
進
め
た
。

　
最
後
に
、
施
設
点
検
を
踏

ま
え
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の

気
づ
い
た
点
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
な
い
、
次
の
よ
う

な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

・	

施
設
内
の
段
差
な
ど
の
注

意
表
示
が
少
な
く
、
通
路
の

安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
あ
る
。

・	

収
骨
室
な
ど
、
ご
遺
族
が

利
用
す
る
場
所
で
温
度
が
高

く
な
る
場
所
が
あ
る
。

・	

電
気
系
統
の
点
検
に
必
要

な
照
明
が
確
保
さ
れ
て
い
な

い
。

・	

炉
の
配
管
が
低
く
、
作
業

中
に
頭
を
ぶ
つ
け
る
危
険
性

が
あ
る
。

・	

ぎ
り
ぎ
り
の
人
数
で
業
務

を
行
っ
て
い
る
た
め
、
必
要

な
休
憩
時
間
が
確
保
さ
れ
て

い
な
い
。

　
今
後
は
、
出
さ
れ
た
意
見

を
あ
ら
た
め
て
現
評
幹
事
会

で
議
論
し
、
改
善
の
要
望
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
播
磨
・
但
丹
の
各
ブ
ロ
ッ
ク

青
年
女
性
部
は
、
14
春
闘
期
に

交
流
会
を
開
催
し
た
。
職
場
実

態
や
賃
金
実
態
を
話
し
合
い
、

春
闘
へ
の
結
集
を
は
か
っ
た
。

　
２
月
28
日
～
３
月
１
日
、
新

温
泉
町
内
で
開
い
た
但
丹
ブ

ロ
ッ
ク
交
流
会
に
は
、
９
単
組

か
ら
35
人
が
参
加
。
２
日
間
に

わ
た
る
分
散
会
で
は
、
職
場
の

現
状
を
話
し
合
い
、「
部
署
に

よ
っ
て
超
勤
が
少
な
い
と
こ
ろ

が
あ
る
」
と
の
不
満
に
「
本
来

は
定
時
で
帰
れ
る
の
が
当
然
」

と
応
じ
る
場
面
も
あ
っ
た
。

　
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
の
交
流
会
は

３
月
20
～
21
日
に
宍
粟
市
内
で

開
き
、
前
兵
庫
地
方
自
治
研
究

セ
ン
タ
ー
理
事
長
の
小
島
修
二

さ
ん
か
ら
「
世
界
の
公
務
員
と

日
本
の
公
務
員
」
と
題
し
講
演

を
受
け
た
。参
加
者
か
ら
は「
日

本
と
外
国
の
権
利
意
識
の
違
い

や
労
働
組
合
の
影
響
力
の
違
い

に
驚
い
た
」
な
ど
と
感
想
が
出

さ
れ
た
。
13
単
組
27
人
が
参
加

し
た
。

　
両
ブ
ロ
ッ
ク
と
も
泊
ま
り
で

開
催
し
、
夜
に
は
懇
親
を
深
め

た
。

　
県
本
部
青
年
部
と
神
戸
交
通

労
組
青
年
部
の
交
流
学
習
会
を

４
月
５
日
、
神
戸
交
通
労
組
事

務
所
で
開
催
し
た
。
自
治
労
と

都
市
交
が
昨
年
６
月
に
統
合
し

て
か
ら
青
年
部
レ
ベ
ル
で
は
初

め
て
の
交
流
会
で
、
県
本
部
か

ら
５
人
、
神
戸
交
通
労
組
か
ら

10
人
が
参
加
し
た
。

　
藤
原
敏
也
青
年
部
長
が
、
自

治
労
の
組
織
や
県
本
部
青
年
部

の
活
動
等
を
説
明
。
そ
の
後
の

意
見
交
換
で
は
神
戸
交
通
労
組

か
ら「
統
合
の
メ
リ
ッ
ト
は
？
」

な
ど
の
質
問
が
あ
り
、「
組
合

の
最
大
の
武
器
は
数
」
な
ど
の

や
り
と
り
が
行
わ
れ
た
。

　
県
本
部
か
ら
も
神
戸
交
通
労

組
で
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
る
か
を
質
問
。「
交
流
会

を
開
催
し
た
り
、
市
民
ア
ピ
ー

ル
と
し
て
、
年
２
回
車
両
を
デ

コ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た
バ
ス
を
運

行
し
て
い
る
」
な
ど
の
回
答
が

あ
っ
た
。
お
互
い
積
極
的
に
質

問
し
あ
う
有
意
義
な
学
習
会
と

な
っ
た
。

【60周年記念事業】

カンボジア寺子屋事業への支援カンパ
― ご協力のお願い ―

県本部はエファジャパンの協力のもと、カンボジア
の寺子屋で学ぶ子どもたちに文房具等を贈呈しま
す。ご賛同をいただき協力をお願いします。

　  組合員１人100円
　  最終集約　６月20日（金）

泊
り
で
夜
ま
で
懇
親
深
め
る

神
戸
交
通
労
組
と
交
流

「
定
時
で
帰
れ
る
の
が
当
然
」

青年女性部

播
磨
・
但
丹
で
春
闘
期
交
流
会

尼
崎
斎
場
で
職
場
安
全
点
検

休
憩
と
れ
な
い
、高
温
・
騒
音

炉の裏を点検する様子

但丹ブロックでの分散会●上と神戸交通
労組青年部との交流会　　　　　　　



37

	 2014．6．１
　月２回（１日、15日）発行　定価10円
　購読料は組合費に含まれる。
　自治労兵庫県本部
　書記長／森蔭　守・編集人／宮本誠之

1431号
1993年９月６日　第三種郵便物認可

〒650－0004 神戸市中央区中山手通3－4－8 大東ビル TEL078－392－0820 FAX 078－392－0920

小
学
校
に
通
う
子

ど
も
の
宿
題
で
音

読
を
毎
日
聞
き
、

か
れ
こ
れ
10
年
に

な
る
。
今
日
も
聞

き
な
が
ら
小
学
校

２
年
の
教
科
書
に

載
っ
て
い
る
ス
イ

ミ
ー
の
話
を
ふ
と
思
い
出
し

た
。
ス
イ
ミ
ー
は
小
魚
で
兄
弟

は
み
ん
な
赤
い
が
、
ス
イ
ミ
ー

だ
け
は
真
っ
黒
な
魚
。
兄
弟
を

大
き
な
マ
グ
ロ
に
食
べ
ら
れ
て

し
ま
い
、
ス
イ
ミ
ー
だ
け
が
助

か
る
。
ス
イ
ミ
ー
は
岩
の
陰
に

隠
れ
て
マ
グ
ロ
に
怯
え
な
が
ら

暮
ら
す
兄
弟
そ
っ
く
り
の
赤
い

魚
た
ち
を
見
つ
け
、 

一
緒
に

泳
ご
う
と
誘
う
が
、
マ
グ
ロ
が

怖
い
か
ら
と
小
魚
た
ち
は
出
て

こ
な
い
。
そ
こ
で
マ
グ
ロ
に
食

べ
ら
れ
る
こ
と
な
く
自
由
に
海

を
泳
げ
る
よ
う
に
、
み
ん
な
で

集
ま
っ
て
大
き
な
魚
の
ふ
り
を

し
て
泳
ぐ
こ
と
を
提
案
し
、
小

魚
た
ち
は
マ
グ
ロ
を
追
い
払

い
、
岩
陰
に
隠
れ
る
こ
と
な
く

海
を
泳
げ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
物
語
。
私
た
ち
労
働

組
合
も
同
じ
よ
う
に
、
組
合

員
み
ん
な
が
団
結
・
結
集
す
れ

ば
問
題
解
決
に
も
つ
な
が
る
。

こ
れ
か
ら
人
勧
期
に
向
け
て

国
と
い
う
巨
大
マ
グ
ロ
に
、
み

ん
な
で
立
ち
向
か
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
と
再
認
識
さ
せ
ら

れ
た
。

２日　第９回執行委員会（県本部会議室）

７日　第17回平和・人権 ･ 環境を考える集い（丹波市）

９日　自治労公務員連絡会東西ブロック2014

　　　人勧方針説明・学習会（神戸市）

当面の日程

俺たちみんなサルだからどうぞ

　 地 球 人

基本はオルグと学習会

組
合
員
の
声
を
要
求
に

　
基
調
講
演
で
杣そ
ま

谷た
に

尚
彦・
自
治

労
副
委
員
長
は
、「
組
合
員
の
意

見
を
聞
く
職
場
オ
ル
グ
、
簡
素
な

も
の
で
も
組
合
ニ
ュ
ー
ス
の
発

行
、
重
要
な
取
り
組
み
課
題
は
必

　
県
本
部
は
５
月
16
～
17
日
、
加
西
市
で
「
反
行
革
・
組
織
集
会
」
を
開
催
、
本
多
義
弘
委
員

長
は
「
学
習
、
交
流
、
意
思
統
一
を
進
め
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
集
会
基
調
で
は
、
①
６

月
６
日
統
一
行
動
の
人
員
確
保
・
男
女
平
等
産
別
統
一
闘
争
の
強
化
②
「
給
与
制
度
の
総
合
的
見

直
し
」
阻
止
へ
の
取
り
組
み
③
「
単
組
の
強
化
」「
組
織
拡
大
（
臨
職
、
社
協
、
自
治
体
関
連
団

体
等
）」
を
柱
に
組
織
強
化
④
「
１
０
０
０
万
人
署
名
」
１
人
５
筆
を
と
り
き
ろ
う
と
提
起
し
た
。

ず
学
習
会
を
や
ろ
う
」
と
、
組
織

力・交
渉
力
の
強
化
を
訴
え
た
。

　
取
り
組
み
報
告
は
、
２
単
組

か
ら
。
豊
岡
市
職
労
か
ら
、「
４

月
に
異
動
、
福
祉
の
仕
事
は
初

め
て
。
重
い
仕
事
を
持
た
さ
れ
、

月
１
１
５
～
88
時
間
の
超
勤
、

持
ち
帰
り
残
業
も
。
う
つ
病
に

な
っ
て
自
殺
。
公
務
が
原
因
と

公
務
災
害
認
定
を
求
め
、
３
月

に
大
阪
高
裁
勝
利
ま
で
10
年
以

上
か
か
っ
た
。
多
く
の
協
力
、

署
名
や
カ
ン
パ
、
裁
判
傍
聴
の

支
援
に
お
礼
」
と
。

　
播
磨
町
職
か
ら
、「
組
合
員
の

本
音
を
聞
く
た
め
オ
ル
グ
を
実

施
。
事
前
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

り
、
①
固
有
の
問
題
を
洗
い
出

す
②
世
代
を
超
え
た
問
題
点
の

共
有
化
③
不
足
人
員
の
算
出（
超

勤
、
必
要
人
員
）。
オ
ル
グ
結
果

は
ニ
ュ
ー
ス
で
伝
え
、
意
見
は

独
自
要
求
に
盛
り
込
ん
で
い
く
。

小
さ
い
こ
と
か
ら
で
も
実
現
し

て
い
く
こ
と
に
組
合
の
意
義
が

出
て
い
る
と
思
う
」
と
。

　
分
科
会
１
は
、
組
織
強
化
に

向
け
て
交
流
、
分
科
会
２
で
は

4
分
科
会
に
分
か
れ
て
交
流
し

た
。各
分
科
会
の
報
告
は
別
掲
。 

　
自
治
労
本
部
の
野
角
裕
美
子

執
行
委
員
か
ら
問
題
提
起
を
受

け
、
そ
の
後
、
男
女
が
と
も
に

担
う
組
織
実
態
を
点
検
し
、
議

論
を
深
め
た
。

　「
全
雇
用
者
に
占
め
る
女
性

の
割
合
は
増
加
し
て
い
る
が
、

就
労
形
態
を
見
る
と
非
正
規
の

増
加
に
す
ぎ
な
い
」
と
野
角
さ

ん
は
女
性
の
社
会
進
出
の
内
実

を
説
明
し
た
。
ま
た
自
ら
非
正

　
６
月
15
日
告
示
、
22
日
投
開

票
で
行
わ
れ
る
加
古
川
市
議
会

選
挙
で
県
本
部
は
、
組
織
内
候

補
と
し
て
松
崎
雅
彦
市
議
会
議

員
の
推
せ
ん
を
決
定
し
た
。

　
松
崎
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
加

古
川
市
職
労
の
特
別
執
行
委
員

と
し
て
「
反
行
革
の
立
場
」
で

と
も
に
活
動
し
て
き
た
。
市
民

の
立
場
で
市
民
病
院
の
統
合
計

画
の
見
直
し
や
、
中
学
校
給
食

早
期
実
現
と
自
校
調
理
方
式
に

向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。
７
期

月
の
挑
戦
と
な
る
。

の
古
谷
博
さ
ん
が
無
投
票
で
３

選
を
決
め
た
。

　
古
谷
さ
ん
は
、２
期
８
年
間
、

自
校
直
営
方
式
で
の
中
学
校
給

食
を
実
現
す
る
な
ど
の
実
績
を

踏
ま
え
、
３
万
５
０
０
０
人
の

自
立
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ

し
、
地
域
福
祉
の
充
実
や
商
工

業
・
農
業
の
振
興
を
公
約
と
し

て
あ
げ
て
き
た
。

　
13
日
告
示
さ
れ
た
稲
美
町
長

選
挙
で
、
組
織
内
候
補
で
現
職

規
と
し
て
組
合
結
成
、
職
場
改

善
に
取
り
組
ん
で
き
た
経
過
に

触
れ
、「
女
性
だ
か
ら
、
非
正

規
だ
か
ら
と
人
権
が
保
障
さ
れ

な
い
現
状
を
変
え
て
い
こ
う
」

と
結
ん
だ
。

　
組
織
実
態
点
検
で
は
、
労
働

組
合
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
監
査
を
参

加
者
で
行
い
、
単
組
や
県
本
部

運
動
の
課
題
を
議
論
し
た
。「
三

役
に
女
性
は
い
な
い
」「
執
行

部
に
女
性
は
１
人
」
と
い
っ
た

単
組
が
大
半
で
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

バ
ラ
ン
ス
を
意
識
し
た
組
織
づ

く
り
が
課
題
と
改
め
て
確
認
し

た
。
女
性
の
割
合
が
高
い
病
院

単
組
な
ど
で
は
、「
会
議
が
遅

く
な
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け
て

い
る
」
と
工
夫
が
出
さ
れ
た
。

　「
部
内
の
掃
除
や
お
茶
出
し

は
女
性
が
行
っ
て
い
る
」「
非

正
規
の
組
織
化
が
で
き
て
い
な

い
」
な
ど
職
場
の
課
題
も
出
さ

れ
、
闘
争
期
間
に
改
善
に
取
り

組
も
う
と
意
思
統
一
し
た
。

　
12
単
組
15
人
が
参
加
し
た
。

　
冒
頭
、
県
本
部
の
宮
本
誠
之

副
委
員
長
が
、「
こ
の
間
、
各

自
治
体
職
場
で
は
人
員
不
足
か

ら
過
重
労
働
に
よ
る
精
神
疾
患

や
東
北
へ
の
職
員
派
遣
に
よ
っ

て
厳
し
い
職
場
実
態
に
な
っ
て

い
る
。
改
め
て
人
員
確
保
闘
争

を
強
化
し
過
重
労
働
の
解
消
に

つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
明
石
市
職
労
、
三
田
市
職
労

の
２
単
組
か
ら
闘
争
の
取
り
組

み
報
告
を
受
け
、
各
単
組
か
ら

は
現
状
の
報
告
を
受
け
た
。

　
問
題
と
し
て
現
業
職
場
の
任

用
替
え
、
幼
保
一
元
化
に
よ
る

任
期
付
職
員
の
採
用
や
労
使
確

認
以
上
の
削
減
を
余
儀
な
く
行

わ
れ
て
い
る
職
場
も
確
認
さ
れ

た
。
組
織
問
題
で
は
、
新
規
採

用
の
加
入
率
が
１
割
、
要
求
を

切
実
に
訴
え
る
役
員
が
い
な
い

等
が
出
さ
れ
た
。
篠
山
か
ら
は
、

合
併
当
時
６
７
０
人
い
た
職
員

が
４
５
０
人
と
な
る
確
認
を
し

て
い
た
が
、
今
年
度
は
４
５
０

人
を
下
回
っ
て
お
り
、
残
業
も

増
え
、
病
休
で
休
む
職
員
も
発

生
し
て
い
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。

　
課
題
と
し
て
、
時
間
外
勤
務

の
縮
減
を
訴
え
る
こ
と
が
人
員

要
求
に
つ
な
が
る
、
し
ん
ど
い

職
員
を
つ
く
ら
な
い
よ
う
対
策

が
必
要
と
再
度
確
認
し
た
。

　
県
本
部
は
、
結
成
60
周
年
記
念
事
業
の
青

少
年
育
成
事
業
と
し
て
、
県
軟
式
野
球
連
盟

主
催
の
「
全
日
本
少
年
軟
式
野
球
大
会
兵
庫

県
予
選
会
」
に
「
自
治
労
カ
ッ
プ
」
と
冠
し

協
賛
を
行
っ
た
。

　
５
月
３
日
の
開
会
式
当
日
、
県
内
各
地
区

の
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
36
の
代
表
チ
ー
ム

が
、
同
じ
く
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
学
童
32

チ
ー
ム
と
と
も
に
、
尼
崎
市
ベ
イ
コ
ム
野
球

場
で
、
力
強
く
入
場
行
進
し
た
。
来
賓
の
１

人
と
し
て
県
本
部
森
蔭
守
書
記
長
が
子
ど
も

た
ち
を
激
励
し
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
大
会
は
３
日
間
行
わ
れ
、
５
日
の
決
勝
戦

で
宝
塚
代
表
の
長
尾
中
学
校
を
接
戦
で
破
っ

た
、尼
崎
代
表
の
塚
口
中
学
校
が
優
勝
し
た
。

閉
会
式
で
、
宮
本
誠
之
副
委
員
長
が
自
治
労

カ
ッ
プ
（
優
勝
杯
）
を
塚
口
に
授
与
し
た
。

　
こ
の
自
治
労
カ
ッ
プ
に
は
24
単
組
・
２
野

球
部
が
協
賛
し
、
県
本
部
と
と
も
に
、
大
会

運
営
を
支
え
て
い
た
だ
い
た
。

労働安全衛生集会に参加を
と　き　６月17日（火）
　　　　午後１時30分開会

ところ　神戸市教育会館
テーマ　過重労働の影響と対策

「
自
治
労
カ
ッ
プ
」
と
の
表
示
を
背
に
入
場
行

進
す
る
選
手
た
ち	

提
供
＝
㈱
共
同
写
真
企
画

少年野球大会に協賛
「自治労カップ」に36チーム出場

ま
ず
は
超
勤
の
縮
減
を

反行革・人員確保

人
員
要
求
の
実
態
つ
か
も
う

「
三
役
に
女
性
は
い
な
い
」

男女がともに担う

組
織
実
態
点
検
し
議
論
深
め
る

加
古
川
市
議
会
選
挙

松
崎
さ
ん
を
推
せ
ん

６
月
22
日 
投
開
票

稲
美
町
長 

古
谷
博
さ
ん

無
投
票
で
３
選
果
た
す

反
行
革
・

組
織
集
会

基調講演を行う杣谷副委員長
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い
の
ち
と
く
ら
し
、平
和
守
る
憲
法

改
憲
で
な
く
、理
念
の
実
現
を

　
２
０
０
６
年
ま
で
続
い
た
小
泉
政

権
は
、「
聖
域
な
き
構
造
改
革
」
を

合
い
言
葉
に
規
制
緩
和
を
推
し
進
め

た
。
結
果
、
非
正
規
労
働
者
は

拡
大
し
、
働
く
者
の
賃
金
は
減

少
し
た
。
一
方
、
大
資
本
に
は

富
が
集
中
し
「
格
差
社
会
」
を

招
く
こ
と
と
な
る
。

　
09
年
、「
国
民
生
活
第
１
」

を
訴
え
る
民
主
党
が
政
権
交
代
を
実

現
。
戦
後
続
い
た
自
民
党
政
治
は
終

え
ん
し
た
か
に
思
え
た
が
、
民
主
党

の
政
権
運
営
の
ま
ず
さ
が
自
民
党
の

政
権
復
帰
を
許
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
自
治
労
は
02
年
の
全
競
労
（
現
・

公
営
競
技
評
）
と
の
統
合
に
続
き
、

11
年
に
全
国
一
般
と
、
13
年
に
は

都
市
交
と
組
織
統
合
を
果
た
し
た
。

ま
た
、
こ
の
10
年
で
私
た
ち
の
賃

金
・
労
働
条
件
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

「
50
年
に
１
度
」
と
い
わ
れ
た
給
与

構
造
改
革
、
そ
し
て
「
平
成
の
大
合

併
」
で
あ
る
。

超
勤
完
全
支
給
の
た
た
か
い

　
全
国
に
先
駆
け
、
99
年
に
合
併
し

た
篠
山
市
。
市
職
労
で
初
代
書
記
長

の
任
に
就
い
た
酒
井
和
正
さ
ん
に
取

材
し
た
。

　「
当
事
者
と
し
て
は
、『
先
駆
け
』

と
い
う
意
識
は
な
か
っ
た
が
、
結
果

的
に
そ
う
だ
っ
た
。
兵
庫
県
内
の
ほ

か
富
山
や
鳥
取
な
ど
、
全
国
に
講
師

と
し
て
招
か
れ
た
。
伝
え
た
か
っ
た

の
は
、『
合
併
は
ス
タ
ー
ト
す
る
ま

で
が
い
か
に
重
要
か
』と
い
う
こ
と
。

目
的
、
賃
金
・
労
働
条
件
を
し
っ

か
り
労
使
で
協
議
し
て
お
く
こ
と

だ
」

　
合
併
後
の
単
組
運
動
で
最
も
印

象
に
残
っ
た
の
は
、
時
間
外
手
当

完
全
支
給
の
た
た
か
い
だ
。
合
併

後
の
混
乱
や
業
務
の
変
化
に
よ
っ

て
職
員
の
時
間
外
が
増
え
た
。
市

職
労
は
03
年
に
「
02
年
度
時
間
外

勤
務
手
当
支
給
」
と
の
書
面
を
交
わ

し
て
い
た
が
、
瀬
戸
市
長
（
当
時
）

が
反
故
に
し
、「
予
算
を
超
え
る
分

は
支
払
わ
な
い
」
と
の
態
度
に
出
た

の
で
あ
る
。
完
全
支
給
を
求
め
、
県

本
部
現
地
闘
争
本
部
を
設
置
し
て
の

取
り
組
み
と
な
っ
た
。

　「
県
内
は
も
と
よ
り
、
全
国
の
先

例
と
し
て
県
本
部
か
ら
ハ
ッ
パ
を
か

け
ら
れ
て
い
た
。
町
村
会
交
渉

か
ら
自
立
し
た
労
使
関
係
の
構

築
が
問
わ
れ
て
い
た
」
と
闘
争

の
意
義
を
振
り
返
る
。「
未
支

給
額
を
計
算
し
て
、
み
ん
な
で

公
平
委
員
会
に
申
し
立
て
た

（
04
年
８
月
８
日
）。
以
降
、
毎
月
８

日
を
『
８
の
日
行
動
』
と
位
置
づ
け

学
習
会
な
ど
を
行
っ
た
。
ワ
ッ
ペ
ン

着
用
や
各
支
所
で
の
集
会
な
ど
、
初

め
て
の
経
験
ば
か
り
で
大
変
だ
っ

た
。
完
全
勝
利
と
は
い
え
な
か
た
が

が
、
み
ん
な
組
合
の
必
要
性
を
実
感

で
き
、
組
織
の
強
化
に
つ
な
が
っ
た

と
感
じ
て
い
る
」 

お
わ
り

労
使
協
議
を
し
っ
か
り
と

合
併
は
ス
タ
ー
ト
ま
で
が
重
要

2004～2013年

県本部結成60年

　
憲
法
施
行
67
年
目
を
迎
え
た

５
月
３
日
、
ひ
ょ
う
ご
憲
法
集

会
実
行
委
員
会
（
事
務
局
＝
自

治
労
兵
庫
県
本
部
）
は
、
神
戸

市
勤
労
会
館
で
「
や
め
ろ
安

倍
！
ス
ト
ッ
プ
戦
争
準
備
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
憲
法
集
会
を
開

催
し
約
４
５
０
人
が
参
加
し
た
。

　
冒
頭
、
実
行
委
員
会
を
代
表

し
て
坂
本
三
郎
副
実
行
委
員
長

（
部
落
解
放
同
盟
兵
庫
県
連
委

員
長
）
が
「
安
倍
政
権
に
よ
り

平
和
憲
法
が
か
つ
て
な
い
危
機

に
あ
る
。
各
地
で
改
憲
を
許
さ

ず
憲
法
を
守
る
運
動
を
進
め
て

い
こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
講
演
は
、
広
島
市
立
大
学
広

島
平
和
研
究
所
の
河
上
暁あ
き

弘ひ
ろ

准

教
授
が
、「
安
倍
政
権
の
壊
憲

政
治
と
私
た
ち
の
選
択
」
と
題

し
行
っ
た
。
河
上
さ
ん
は
、
最

初
に
日
本
国
憲
法
に
つ
い
て

「
い
の
ち
と
く
ら
し
と
自
分
ら

し
さ
と
そ
れ
を
支
え
る
土
台
と

し
て
の
平
和
を
何
よ
り
も
大

切
な
も
の
と
し
て
保
障
す
る
も

の
」
と
そ
の
大
切
さ
を
訴
え
た
。

そ
し
て
、
安
倍
政
権
の
改
憲
戦

略
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
特

に「
集
団
的
自
衛
権
」に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
の
内
閣
法
制
局
解
釈

な
ど
具
体
的
な
内
容
を
あ
げ
安

倍
政
権
に
よ
る
集
団
的
自
衛
権

合
憲
化
の
動
き
を
批
判
し
た
。

　
そ
し
て
、
い
ま
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
憲
法
を
変
え
る
こ

と
で
な
く
、
憲
法
の
理
念
を
実

現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が

「
日
本
国
民
の
誇
り
を
取
り
戻

す
こ
と
」
と
強
調
し
た
。

　
そ
の
後
、
課
題
別
報
告
と
し

て
①
労
働
法
制
改
悪
②
沖
縄
基

地
問
題
③
「
慰
安
婦
」
問
題
の

報
告
が
行
わ
れ
た
。

　
最
後
に
「
憲
法
の
精
神
を
生

か
す
社
会
を
私
た
ち
自
身
の
手

で
つ
く
ろ
う
」
と
集
会
ア
ピ
ー

ル
を
採
択
し
、
参
加
者
全
員
で

た
た
か
い
を
誓
い
合
っ
た
。

　
集
会
後
、
参
加
者
は
三
宮
セ

ン
タ
ー
街
を
デ
モ
行
進
し
「
平

和
憲
法
を
守
れ
」「
集
団
的
自

衛
権
容
認
反
対
」
と
力
強
く
訴

え
た
。

　
５
月
10
～
11
日
、
三
木
市
で

県
本
部
労
働
学
校
・
後
期
講
座

が
開
催
さ
れ
、
12
単
組
22
人
が

参
加
し
た
。
こ
の
講
座
の
１
日

目
は
青
年
部
・
女
性
部
が
企
画
・

運
営
を
担
っ
た
。

　
県
本
部
の
藤
原
敏
也
青
年
部

長
の
提
起
に
続
き
、
第
Ⅲ
講
座

と
し
て
、
徳
島
県
本
部
の
谷
西

健
司
青
年
部
長
が
「
職
場
の
問

題
を
改
善
し
よ
う
」と
題
し
て
、

自
身
の
体
験
や
徳
島
で
の
取
り

組
み
を
交
え
な
が
ら
話
し
た
。

谷
西
さ
ん
は
「
忙
し
く
な
れ
ば

な
る
ほ
ど
ほ
ど
お
か
し
い
こ
と

に
気
付
か
な
く
な
る
。
問
題
を

見
抜
く
た
め
に
は
仲
間
と
の
討

論
が
必
要
。苦
し
い
時
こ
そ『
外

に
』
出
よ
う
」
と
強
調
し
た
。

　
そ
の
後
、
分
散
会
で
職
場
実

態
を
交
流
。参
加
者
か
ら
は「
他

単
組
の
状
況
を
聞
き
自
分
の
単

組
の
改
善
点
が
見
え
た
」
な
ど

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
２
日
目
は
「
自
治
労
共
済
」

「
人
権
・
平
和
運
動
」
に
つ
い
て

学
習
し
た
。

　
第
24
期
労
働
学
校
で
は
、
８

人
が
終
了
し
た
。

　
県
本
部
書
記
の
瀬
合
宏
江
さ
ん
。

４
月
に
採
用
さ
れ
た
。
生
ま
れ
も
育

ち
も
淡
路
だ
。
県
職
労
で
臨
時
職
員

と
し
て
働
い
て
い
た
経
験
も
あ
り
、

「
初
め
て
組
合
事
務
所
で
働
い
て『
働

く
者
が
自
分
の
意
見
を
主
張
し
て
い

い
ん
だ
』
と
価
値
観
が
変
わ
っ
た
」

と
話
す
。

　「
淡
路
に
は
い
ろ
い
ろ
な
観
光
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
最
近
で
は
築

１
０
０
年
と
い
っ
た
古
い
民
家
を
改

装
し
た
カ
フ
ェ
が
増
え
て
い
る
。
新

た
な
淡
路
の
魅
力
」
と
地
元
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
。

　
県
本
部
で
は
財
政
を
主
に
担
う

が
、「
今
は
間
違
え
な
い
よ
う
に
必

死
」。
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
た
い
。

瀬合 宏江さん

　まんが集団は４月26日、
第27回例会を県本部会議室
で開いた。長谷川昭三幹事

（当時）から、筆を使った
まんがの描き方を学んだ。
　長谷川さんは墨と筆を
使った制作を日課にしてい
る。素速く数枚描いた長谷
川さんは「下書きをしない
ので、同じ線がない。筆の
勢いが魅力」と説明した。
　大植賢代表は、県本部の
コンクールですそ野を広げ
ようと提案、参加者で確認
した。

憲法集会で話す河上さん●上５月10日大阪
で開かれた平和フォーラムの関西集会

時間外手当の完全支給を求めて
03年８月には本庁前で決起集会
を開いた

戦
争
を
さ
せ
な
い
全
国
署
名
に
協
力
を

５・３兵庫憲法集会

筆を使った描き方学ぶ

忙
し
い
と
き
ほ
ど
交
流
が
必
要

労
働
学
校

後
期
講
座

新書記紹介

「
間
違
え
な
い
よ
う
必
死
で
す
」

作品を紹介する長谷川さん
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こ
こ
数
カ
月
、
テ

レ
ビ
や
新
聞
な
ど

で
「
集
団
的
自
衛

権
」
と
い
う
言
葉

を
聞
か
な
い
日
は

な
い
。
日
本
は
憲

法
９
条
の
お
か
げ

で
戦
争
を
し
な

い
、
巻
き
込
ま
れ
な
い
で
や
っ

て
き
た
。
今
、
解
釈
を
変
え
て

戦
争
へ
参
加
が
で
き
る
国
に
進

む
こ
と
を
、
自
民
党
は
も
く
ろ

ん
で
い
る
。
特
定
秘
密
保
護

法
、
憲
法
を
変
え
る
た
め
の
国

民
投
票
法
等
々
、
国
民
の
声
を

無
視
し
な
が
ら
「
戦
争
の
で
き

る
国
」
へ
と
ひ
た
走
り
、
憲
法

破
壊
へ
と
進
ん
で
い
る
。
こ
の

よ
う
に
何
事
も
無
理
や
り
進
め

て
い
け
ば
、
最
悪
の
事
態
を
考

え
て
し
ま
う
。
解
釈
を
変
え
て

戦
争
が
で
き
る
国
に
な
っ
て
し

ま
え
ば
、
自
衛
隊
が
参
加
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
い
ず
れ
は
徴

兵
制
な
ど
も
…
と
考
え
る
と
、

ぞ
っ
と
背
筋
が
寒
く
な
る
。
嫌

だ
、
可
愛
い
子
ど
も
や
可
愛
い

孫
を
戦
争
に
送
る
よ
う
な
こ
と

に
で
も
な
れ
ば
、
世
も
終
わ
り

だ
。
１
日
の
終
わ
り
、
仕
事
の

垢
を
落
と
す
よ
う
に
、
家
庭
の

団
ら
ん
や
居
酒
屋
で
１
杯
の

ビ
ー
ル
で
明
日
へ
の
活
力
を
と

る
。
こ
の
さ
さ
や
か
な
幸
せ
が

続
く
よ
う
に
安
倍
政
権
の
暴
走

に
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
な
く
て
は

い
け
な
い
。
○さ
さ

17日　2014労働安全衛生集会（神戸市教育会館）

21日　平和フォーラム・ひょうご学習会（ラッセホール）

28日　講演会「ＤＶから見えた女性の人権」

（ザ ･マーカススクエア神戸）

当面の日程

ダブルバインド

　
冒
頭
、
氏
家
常
雄
委
員
長
は
、

「
新
保
守・
新
自
由
主
義
へ
の
道

が
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
。
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
、
解
釈
改

憲
な
ど
安
倍
政
権
の
暴
走
に
歯

止
め
を
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
自
民
党
の
一
強
多
弱
を
食

い
止
め
る
た
め
に
は
中
道・
リ
ベ

ラ
ル
の
結
集
が
必
要
だ
。
自
治

労
が
一
丸
と
な
っ
て
た
た
か
う

し
か
な
い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　
本
委
員
会
で
は
給
与
の
総
合

的
見
直
し
反
対
の
取
り
組
み
、

戦
争
を
さ
せ
な
い
た
た
か
い
、

地
公
法
改
正
に
伴
う
人
事
評
価

制
度
に
対
す
る
対
応
、
子
ど
も

子
育
て
支
援
新
制
度
へ
の
対

応
、
新
た
な
政
治
対
応
な
ど
を

め
ぐ
っ
て
全
国
か
ら
45
本
の
質

疑
・
意
見
が
出
さ
れ
討
論
が
進

め
ら
れ
た
。

　
本
部
か
ら
は
意
見
を
踏
ま

え
、「
給
与
の
総
合
的
見
直
し

反
対
」
で
人
勧
期
に
向
け
た
大

衆
闘
争
を
強
化
す
る
こ
と
な
ど

闘
争
方
針
を
補
強
す
る
答
弁
が

な
さ
れ
た
。

　
兵
庫
県
本
部
は
、
報
告
の
部

に
お
い
て
豊
岡
市
職
員
過
労
自

殺
の
公
務
上
認
定
裁
判
で
勝
利

　
自
治
労
本
部
第
１
４
７
回
中
央
委
員
会
が
５
月
27
～
28

日
、
仙
台
市
で
開
催
さ
れ
た
。
被
災
地
で
の
開
催
と
な
っ
た

が
、
被
災
自
治
体
で
は
災
害
に
備
え
た
適
切
な
人
員
配
置
、

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
や
メ
ン
タ
ル
対
策
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
中
央
委
員
会
で
は
、「
給
与
制
度
の

総
合
的
見
直
し
反
対
の
取
り
組
み
」
を
は
じ
め
と
し
た
当
面

の
闘
争
方
針
な
ど
が
採
択
さ
れ
た
。
ま
た
、「
新
た
な
政
治

対
応
方
針
」
を
組
織
討
議
に
付
す
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

判
決
を
勝
ち
取
っ
た
経
緯
と
地

方
公
務
員
災
害
補
償
制
度
の
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
本
部

に
要
請
し
た
。
具
体
的
に
は
、

基
金
支
部
で
の
公
務
外
認
定
か

ら
勝
訴
決
定
ま
で
11
年
以
上
の

年
月
を
要
し
た
こ
と
、
災
害
補

償
基
金
が
公
務
上
災
害
認
定
を

さ
せ
な
い
機
関
と
な
っ
て
い
る

こ
と
、
公
務
災
害
補
償
が
労
災

補
償
と
同
程
度
の
適
用
と
さ
せ

る
な
ど
の
制
度
改
定
を
強
く
求

め
た
。
本
部
か
ら
は
安
全
衛
生

確
立
に
向
け
た
方
針
の
中
で
同

様
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

と
確
認
し
た
。

き
る
よ
う
な
案
が
あ
れ
ば
、
交

渉
も
進
め
や
す
い
」
な
ど
の
意

見
も
出
さ
れ
た
。

　
給
与
の
総
合
的
見
直
し
に
つ

い
て
は
森
蔭
守
書
記
長
が
、
昨

年
の
７
・
８
％
給
与
カ
ッ
ト
の

取
り
組
み
と
同
様
、
あ
き
ら
め

ず
、
組
合
員
と
一
緒
に
で
き
る

取
り
組
み
を
進
め
て
も
ら
い
た

い
と
提
案
し
た
。

　
都
市
職
を
中
心
と
し
た
グ

ル
ー
プ
で
は
、「
４
原
則
２
要

件
を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
の

か
」
な
ど
、
評
価
制
度
へ
の
組

合
介
入
に
つ
い
て
議
論
を
深
め

た
。

　
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員
の
継

続
雇
用
に
つ
い
て
の
分
科
会
に

は
、
25
人
が
参
加
し
た
。
当
局

は
財
政
難
を
理
由
に
、
正
規
職

員
か
ら
臨
時
職
員
に
お
き
か
え

て
い
る
。
恒
常
的
な
仕
事
を

担
っ
て
い
る
臨
時
職
員
だ
が
、

法
的
に
は
有
期
雇
用
の
た
め
、

１
年
や
３
年
と
雇
用
年
限
を
つ

け
ら
れ
て
い
る
。
継
続
雇
用
に

つ
い
て
交
流
し
、
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　
報
告
で
は
①
三
田
市
職
労
か

ら
図
書
館
指
定
管
理
者
制
度
へ

の
変
更
に
よ
る
嘱
託
職
員
の
任

用
替
え
②
加
古
川
パ
ー
ト
分
会

か
ら
試
験
制
度
導
入
に
よ
る
雇

用
問
題
③
加
東
臨
嘱
労
か
ら
障

害
者
雇
用
枠
の
嘱
託
職
員
か
ら

臨
時
職
員
の
雇
用
形
態
変
更
の

提
案
の
３
本
を
受
け
た
。

　
全
体
交
流
で
は
、
正
規
職
員

労
組
か
ら
臨
時
職
員
の
継
続
雇

用
や
条
件
を
上
げ
る
取
り
組
み

報
告
な
ど
の
発
言
が
あ
っ
た
。

こ
れ
以
上
不
安
定
な
労
働
者
を

増
や
さ
な
い
よ
う
、
仲
間
を
増

や
し
、
正
規
組
合
と
連
携
を

と
っ
て
一
緒
に
取
り
組
む
こ
と

を
確
認
し
た
。

　
井
戸
敏
三
知
事
は
４
月
28
日

の
定
例
記
者
会
見
で
、
県
と
阪

神
地
域
８
市
町
が
８
月
に
実
施

す
る
総
合
防
災
訓
練
に
「
在
日

米
軍
の
参
加
を
要
請
し
た
」
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
を

受
け
県
本
部
は
６
月
３
日
、
兵

庫
県
職
労
と
と
も
に
「
在
日
米

軍
の
参
加
中
止
を
求
め
る
」
要

請
を
兵
庫
県
に
行
っ
た
。

　
森
蔭
守
書
記
長
は
、「
防
災

訓
練
へ
の
米
軍
参
加
要
請
は
唐

突
で
驚
い
て
い
る
。
経
過
な
ど

詳
細
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」
と

説
明
を
求
め
た
。

　
災
害
対
策
局
の
瀬
尾
和
章
課

長
は
、「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、

『
国
難
』
と
も
い
え
る
事
態
が
想

定
さ
れ
て
い
る
。
消
防
、
警
察

だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
と
考

え
、
東
日
本
大
震
災
で
経
験
の

あ
る
米
軍
に
要
請
し
た
」
と
答

え
た
。
ま
た
阪
神
８
市
町
に
は
、

県
が
説
明
し
理
解
を
得
て
い
る

こ
と
も
付
け
加
え
た
。

　
県
本
部
か
ら
は
、
米
軍
の
指

揮
命
令
系
統
は
ど
う
な
る
の

か
、
米
軍
に
ど
ん
な
支
援
活
動

を
要
請
し
て
い
る
の
か
等
、
疑

問
点
を
ぶ
つ
け
た
が
、
県
当
局

は
「
訓
練
の
中
身
は
決
ま
っ
て

い
な
い
。
現
段
階
で
は
米
軍
が

参
加
で
き
る
か
尋
ね
て
い
る
に

す
ぎ
な
い
」
と
無
責
任
な
説
明

に
終
始
し
た
。

　
大
野
義
政
副
委
員
長
が
、「
軍

隊
は
戦
争
を
遂
行
す
る
た
め
の

団
体
。
米
軍
の
参
加
要
請
を
再

考
し
て
も
ら
い
た
い
。
ま
た
、

県
行
政
と
し
て
、
軍
隊
に
協
力

を
求
め
な
く
て
も
対
応
で
き
る

対
策
を
追
求
し
て
ほ
し
い
」
と

念
押
し
し
た
。

　
県
職
労
は
、
訓
練
に
組
合
員

を
参
加
さ
せ
る
さ
い
は
事
前
交

渉
を
求
め
、「
承
知
し
て
い
る
」

と
答
え
た
。

　
冒
頭
、
服
部
圭
司
副
委
員
長

か
ら
、
給
与
制
度
の
総
合
的
見

直
し
と
地
公
法
改
正
に
よ
る
人

事
評
価
制
度
に
つ
い
て
現
状
と

運
動
提
起
が
行
わ
れ
、
そ
の
後

２
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
議
論

を
深
め
た
。

　
町
職
単
組
お
よ
び
合
併
都
市

職
を
対
象
と
し
た
グ
ル
ー
プ
で

は
、
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て

質
問
が
集
中
。
ま
た
評
価
制
度

が
導
入
さ
れ
て
い
る
単
組
で

も
、
組
合
員
の
賃
金
・
処
遇
へ

の
反
映
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い

現
状
を
再
確
認
し
た
。
法
改
正

で
状
況
が
変
わ
る
こ
と
か
ら
、

「
組
合
側
か
ら
当
局
に
提
案
で

結成60周年  記念講演会
テーマ

神戸における大震災からの復興
講　師

  矢 田 立 郎さん（前神戸市長）

と　き　６月27日（金）　※臨時大会終了後
ところ　新長田「ピフレホール」

政治方針 組織討議へ
本
　
　
　
部

中
央
委
員
会

豊
岡
裁
判
か
ら
の
課
題
発
言

公
災
制
度
の
改
善
を

反
行
革
集
会
の
分
科
会
報
告

給与制度見直し

評
価
制
度
に
議
論
集
中

４
月
の
地
公
法
改
正
受
け
て

非正規の継続雇用

横
行
す
る
雇
用
止
め

委
託
や
試
験
制
度
、課
題
を
交
流

6月3日県に申し入れ

８
月
末
実
施
の
総
合
防
災
訓
練

米
軍
参
加
は
中
止
を

米
軍
の
指
揮
命
令
系
統
な
ど
、

疑
問
を
投
げ
か
け
て
も
、
県
は

「
現
状
で
は
何
も
決
ま
っ
て
い

な
い
」
と
の
回
答
に
終
始
し
た 「災害補償基金は労働者救済機関に

なっていない」と訴える宮本副委員長
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衛
生
医
療
評
議
会
が
毎
年
取

り
組
ん
で
い
る
「
ナ
ー
ス
ア
ク

シ
ョ
ン
」
を
5
月
31
日
、
私
学

会
館
に
お
い
て
開
催
し
、
14
単

組
１
１
７
人
が
参
加
し
た
。
飯

田
雅
子
議
長
（
西
神
戸
医
療
セ

ン
タ
ー
）
は
、
冒
頭
の
あ
い
さ

つ
で
、「
私
た
ち
医
療
労
働
者

が
自
ら
行
動
し
、
発
言
し
な
い

と
何
も
改
善
し
な
い
。
職
場
・

地
域
で
声
を
あ
げ
よ
う
」
と
参

加
者
に
訴
え
た
。

　
澤
本
明
事
務
局
長
の
提
起
で

は
、「
夜
勤
の
苛
酷
さ
か
ら
、『
何

度
も
電
車
で
乗
り
過
ご
し
て
し

ま
っ
た
』『
ふ
ら
つ
い
て
バ
ス

に
乗
れ
ず
、
タ
ク
シ
ー
で
帰
宅

し
た
』」
な
ど
、
自
身
の
経
験

に
触
れ
、職
場
改
善
を
訴
え
た
。

ま
た
、
今
日
の
政
治
情
勢
に
関

連
し
、
医
療
労
働
者
が
有
事
の

際
に
動
員
さ
れ
る
危
険
性
や
、

組
合
員
の
権
利
を
代
弁
す
る
候

補
者
に
投
票
す
る
大
切
さ
を
強

調
し
た
。

　
取
り
組
み
報
告
は
、県
病
労
・

県
立
姫
路
循
環
器
病
セ
ン
タ
ー

分
会
、
公
立
豊
岡
病
院
労
組
、

赤
穂
市
病
院
事
業
労
組
、
市
立

伊
丹
病
院
労
組
の
4
単
組
が

行
っ
た
。
会
場
か
ら
は
「
育
児

休
業
者
を
ス
ム
ー
ズ
に
復
帰
さ

せ
る
取
り
組
み（
県
職
労
）」「
夜

間
の
入
院
患
者
受
入
に
手
当
支

給
（
赤
穂
）」
の
報
告
に
質
問

や
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
集
会
後
は
、
元
町
駅
周
辺
と

大
丸
前
交
差
点
に
会
場
を
移

し
、
市
民
に
向
け
て
看
護
師
と

介
護
士
の
労
働
実
態
を
訴
え
る

と
と
も
に
、
労
働
環
境
改
善
に

向
け
て
活
動
の
支
援
を
呼
び
か

け
た
。

　
阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
野
球
大

会
が
、
5
月
17
日
と
24
日
に
淡

路
市
で
開
催
さ
れ
、
7
単
組
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　
準
決
勝
を
勝
ち
上
が
り
県
本

部
大
会
出
場
を
決
め
た
宝
塚
市

職
労
と
三
田
市
職
労
が
、
決
勝

を
た
た
か
っ
た
。
息
詰
ま
る
接

戦
の
末
、
安
定
感
で
勝
る
三
田

市
職
労
が
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
ち
で
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
優
勝
を
決
め
た
。

　
ま
た
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
6
月
1
日
に
宝
塚
市
で

開
催
さ
れ
た
。

　
4
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー

し
、
2
つ
の
県
本
部
出
場
枠
を

め
ざ
し
た
た
か
っ
た
。
変
則

リ
ー
グ
戦
で
、
対
戦
の
無
い
宝

塚
市
職
労
と
南
あ
わ
じ
市
職
労

が
2
勝
で
並
び
、
得
失
点
差
で

宝
塚
の
優
勝
が
決
ま
っ
た
。

　
県
本
部
野
球
大
会
出
場
権
を

か
け
て
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
町
職
野

球
大
会
が
４
月
26
日
・
27
日
と

２
日
間
に
わ
た
っ
て
上
郡
町
で

開
催
。
今
年
度
は
８
チ
ー
ム
が

エ
ン
ト
リ
ー
し
、
安
定
し
た

チ
ー
ム
力
で
上
郡
町
職
が
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
を
勝
ち
上
が
り
優

勝
。
県
本
部
大
会
出
場
の
切
符

を
手
に
し
た
。
も
う
一
枠
の
出

場
権
を
か
け
て
ブ
ロ
ッ
ク
都
市

職
野
球
大
会
が
６
月
上
旬
に
姫

路
で
開
催
さ
れ
た
。
ま
た
、
加

西
市
職
が
県
本
部
大
会
地
元
出

場
枠
で
出
場
す
る
。

　
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
５
月
10
日
に
小

野
市
で
開
催
さ
れ
た
。
今
大
会

で
は
総
当
た
り
戦
を
実
施
。
結

果
、
優
勝
が
加
東
市
職
労
、
準

優
勝
に
佐
用
町
職
、
第
３
位
に

神
河
町
職
と
な
っ
た
。
上
位
２

チ
ー
ム
が
県
本
部
大
会
に
出

場
。
ま
た
、
前
年
度
県
本
部
大

会
優
勝
の
小
野
市
職
も
出
場
権

が
あ
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
は
３

チ
ー
ム
が
県
本
部
大
会
に
出
場

す
る
。

　
但
丹
ブ
ロ
ッ
ク
野
球
予
選
大

会
に
つ
い
て
は
５
月
17
日
と
18

日
の
両
日
に
新
温
泉
町
内
で
開

催
し
、
9
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰

り
広
げ
た
。

　
試
合
は
新
温
泉
町
職
労
と
篠

山
市
職
労
が
順
調
に
勝
ち
進
み

決
勝
に
進
出
、
決
勝
戦
は
新
温

泉
が
初
回
２
点
を
先
行
す
れ
ば

そ
の
裏
篠
山
が
２
点
を
取
り
し

返
す
一
進
一
退
の
攻
防
と
な
っ

た
が
、
同
点
で
迎
え
た
５
回
に

新
温
泉
が
一
挙
３
点
を
入
れ
、

７
回
に
も
ダ
メ
押
し
の
３
点
に

よ
り
、
11
対
５
の
大
差
で
優
勝

の
栄
冠
を
つ
か
ん
だ
。

　
ま
た
、
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

予
選
大
会
は
養
父
市
内
で
５
月

24
日
に
開
催
し
６
チ
ー
ム
が
出

場
、
決
勝
戦
は
豊
岡
市
職
労
と

豊
岡
病
院
労
組
の
た
た
か
い
と

な
り
、
フ
ル
セ
ッ
ト
の
末
豊
岡

病
院
労
組
が
２
対
１
の
セ
ッ
ト

カ
ウ
ン
ト
で
激
戦
を
制
し
悲
願

で
あ
っ
た
予
選
大
会
初
優
勝
の

栄
誉
に
輝
い
た
。

　
51
年
前
、
石
川
一
雄
さ
ん
が

不
当
逮
捕
さ
れ
た
５
月
23
日
、

「
狭
山
事
件
の
再
審
を
求
め
る

市
民
集
会
」
が
、
東
京
に
お
い

て
開
催
さ
れ
た
。

　
集
会
で
は
、
東
京
高
裁
、
検

察
、
弁
護
団
に
よ
る
三
者
協
議

の
状
況
が
報
告
さ
れ
、
石
川
さ

ん
の
無
実
を
示
す
新
証
拠
を
提

出
。
証
拠
開
示
と
事
実
調
べ
・

再
審
開
始
を
東
京
高
裁
へ
求
め

て
ゆ
く
た
め
、
世
論
を
大
き
く

し
て
い
こ
う
と
呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
３
月
27
日
、
静
岡
地
裁

が
再
審
開
始
を
決
定
し
即
時
保

釈
と
な
っ
た
、
袴
田
巌
さ
ん
も

か
け
つ
け
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
集
会
終
了
後
、
参
加
者
は
デ

モ
行
進
し
、
道
行
く
人
々
に
、

石
川
さ
ん
の
無
実
と
、
１
日
も

早
い
再
審
開
始
を
訴
え
た
。
ま

た
、
集
会
前
日
に
は
、
人
権
政

策
確
立
を
求
め
国
会
議
員
へ
の

要
請
行
動
を
実
施
し
た
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
の
が
れ
き

処
理
で
ア
ス
ベ
ス
ト
を
吸
い
、

悪
性
腹
膜
中
皮
腫
を
発
症
し
た

と
し
て
公
務
災
害
の
認
定
を
申

請
し
た
が
、「
公
務
外
」
と
さ

れ
た
明
石
市
の
職
員
の
遺
族

が
、
決
定
を
不
服
と
し
て
５
月

21
日
、
地
方
公
務
員
災
害
補
償

基
金
神
戸
支
部
に
対
し
「
審
査

請
求
」
を
行
っ
た
。

　
公
務
災
害
認
定
を
支
援
し
て

き
た
明
石
市
職
労
に
よ
る
と
、

中
皮
腫
は
ア
ス
ベ
ス
ト
吸
引
以

外
で
発
症
す
る
こ
と
は
な
く
、

震
災
時
の
が
れ
き
処
理
等
に
よ

る
も
の
し
か
考
え
ら
れ
な
い
と

し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
職
員

は
昨
年
10
月
に
お
亡
く
な
り
に

な
っ
た
が
、
遺
族
ら
は
、
支
援

団
体
を
結
成
し
公
務
災
害
認
定

に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。
県
本
部
も
支
援
す
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。

県本部人権学習会
7月12日（土）午後１時30分

映
画「
Ｓ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
」上
映
会
に
参
加
を

　部落差別に基づくえん
罪事件として、早期再審
実現に取り組んでいる狭
山事件。昨年発生から50
年を迎えたことを機に、
ドキュメンタリー映画

「SAYAMA みえない手
錠をはずすまで」が制作
された。
　県本部は人権学習会の
一環として、映画上映と
あわせ、狭山事件の歴史
や非民主的な日本の司法
制度などを学習する。
　詳細は単組または県本
部まで問い合わせを。

	【神戸会場】
　			神戸市勤労会館
	【姫路会場】
　			姫路勤労市民会館

公
災
認
定
求
め

支
援
団
体
を
結
成

明
石
ア
ス
ベ
ス
ト
災
害

証
拠
開
示
と
事
実
調
べ
を

再
審
を
求
め
る
狭
山
市
民
集
会

阪
淡
ブ
ロ
ッ
ク

優勝は三田（野球）
女子バレーは宝塚

県
　
本
　
部

ス
ポ
ー
ツ
大
会

出
場
め
ざ
し
各
ブ
ロ
ッ
ク
で
熱
戦

播磨ブロック

上
郡（
野町
球職
）、加
東（
バ女
レ子
ー
）

野
球
都
市
職
決
勝
は
８
日

豊
病
が
初
優
勝（
バ女
レ子
ー
）

野
球
は
新
温
泉
が
接
戦
制
す
但丹ブロック

白
衣
を
着
て
、
元
町
駅
前

で
看
護
師
と
介
護
士
の
処

遇
改
善
を
訴
え
た

集会後、東京駅までデモ行進した

健
闘
し
た
上
郡
の
投
手
　

アタックを決める豊病●右右

ナースアクション

過
酷
な
夜
勤
実
態
、改
善
が
必
要

電
車
寝
過
ご
し
何
度
も

淡路で行った野球大会
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「
戦
争
に
な
っ
た

ら
ど
こ
に
逃
げ
た

ら
え
え
の
？
」
集

団
的
自
衛
権
の
憲

法
解
釈
の
変
更
を

進
め
た
い
安
倍
政

権
の
ニ
ュ
ー
ス

で
、
妻
が
真
剣
に

聞
い
て
き
た
。
子
ど
も
と
一
緒

に
ど
こ
ま
で
も
逃
げ
る
と
自
信

満
々
。「
子
ど
も
は
逃
げ
ん
と

な
ぁ
」
と
話
し
合
っ
た
。「
戦

争
に
な
っ
た
ら
国
は
ホ
ン
ト
の

事
は
言
わ
ん
な
」「
メ
デ
ィ
ア

も
あ
や
し
い
な
」「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
昔
み
た
い

に
は
隠
せ
ん
だ
ろ
」
▼「
逃
げ

る
」「
避
難
」
の
言
葉
が
出
て

き
て
、
話
は
自
然
と
福
島
原
発

の
話
に
移
る
。「
子
を
連
れ
て 

西
へ
西
へ
と 

逃
げ
て
い
く 

愚

か
な
母
と 

言
う
な
ら
ば
言
え
」

仙
台
か
ら
沖
縄
に
移
住
し
た
歌

人
の
俵
万
智
の
思
い
に
共
感
し

て
、
妻
は
事
故
以
来
何
度
も
口

に
す
る
。「
ど
こ
に
逃
げ
た
ら

い
い
か
」
は
切
実
だ
▼
ど
こ
に

逃
げ
る
か
を
考
え
て
い
た
ら
、

遠
方
の
懐
か
し
い
親
戚
や
友
人

の
顔
が
浮
か
ん
で
き
た
。
懐
か

し
く
遠
い
関
係
に
な
っ
て
い
た

の
が
、
近
し
い
関
係
に
感
じ
て

会
い
た
く
な
っ
て
く
る
か
ら
不

思
議
だ
▼
夏
が
近
づ
い
て
、「
ど

こ
に
逃
げ
る
か
」
よ
り
も
、
ど

こ
に
遊
び
に
行
く
か
の
話
が
し

た
い
。

３日　「給与制度総合的見直し」等人事院勧告に対す
る単組代表者会議（共済会館）

７日　　2014年度第10回執行委員・専従者会議
（県本部会議室）

９日　　2014人勧期ブロック別上京行動

当面の日程

　
県
本
部
は
、
人
員
確
保
、
男

女
平
等
闘
争
を
６
月
６
日
、
夏

期
一
時
金
闘
争
を
13
日
に
行

い
、
各
単
組
で
は
ス
ト
ラ
イ
キ

な
ど
戦
術
配
置
し
て
交
渉
が
実

施
さ
れ
た
。

　
阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

要
求
書
は
26
単
組
（
32
単
組
中
）

が
提
出
し
、
６
日
の
統
一
行
動

に
は
６
単
組
が
ス
ト
配
置
し
た
。

ま
た
、
13
日
の
一
時
金
と
同
時

交
渉
し
た
単
組
が
16
あ
っ
た
。

　
合
併
後
、
定
員
適
正
化
計
画

で
人
員
が
減
少
し
続
け
る
淡
路

３
市
職
労
は
、
適
正
な
人
員
配

置
と
超
過
勤
務
の
縮
減
を
訴

え
、
取
り
組
み
を
進
め
た
。
宝

塚
市
職
労
と
三
田
市
職
労
で

は
、
人
員
不
足
で
早
急
に
対
応

が
必
要
な
重
点
職
場
を
取
り
あ

げ
交
渉
を
進
め
た
結
果
、
人
員

配
置
を
含
め
て
検
討
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

　
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
高
砂

市
職
が
各
職
種
で
要
求
の
一
定

数
を
確
保
し
た
。
三
木
市
職

は
、
傾
斜
配
分
の
撤
廃
を
求
め

交
渉
、西
脇
市
職
は
来
年
４
月
、

新
規
採
用
41
人
を
確
認
。
加
西

市
職
は
幼
保
職
員
の
採
用
改
善

を
確
認
、
明
石
市
職
労
で
は
退

職
30
人
に
対
し
55
人
採
用
（
保

育
士
は
除
く
）
を
獲
得
し
た
。

明
石
病
院
労
組
は
薬
剤
師
の
増

員
回
答
を
得
た
。

　
但
丹
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
各
単
組

で
要
求
書
を
提
出
し
た
も
の
の
、

県
本
部
統
一
行
動
日
に
戦
術
配

置
し
た
単
組
は
な
か
っ
た
。

　
交
渉
を
行
っ
た
豊
岡
病
院
労

組
は
、
再
任
用
希
望
者
の
全
員

雇
用
を
要
求
、
６
月
に
再
任
用

希
望
者
の
募
集
を
締
め
切
り
、

７
月
中
に
は
人
員
採
用
計
画
を

作
成
す
る
の
で
そ
の
場
で
再
協

議
を
お
願
い
す
る
」
と
の
回
答

を
得
た
。

　
ま
た
、
昨
年
結
成
し
た
南
但

広
域
労
組
は
、
事
前
協
議
協
定

を
締
結
す
る
と
と
も
に
今
回
初

め
て
独
自
要
求
を
提
出
し
、
来

年
度
の
人
員
配
置
計
画
を
早
期

に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
要
求

し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
ひ
ょ
う
ご
は
6

月
21
日
、神
戸
で
学
習
会
と「
戦

争
を
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人
委

員
会
・
ひ
ょ
う
ご
」
結
成
集
会

を
開
き
、
高
良
鉄
美
琉
球
大
学

教
授
か
ら
講
演
を
受
け
た
。

　
高
良
さ
ん
は
「
戦
争
の
反
省

か
ら
生
ま
れ
た
平
和
憲
法
。「
集

団
的
自
衛
権
」
は
平
和
憲
法
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
変
え
る
も
の
。
武
器

輸
出
３
原
則
の
緩
和
、
秘
密
保

護
法
の
強
行
、
教
育
委
員
会
制

度
の
改
悪
な
ど
に
戦
争
の
臭
い

を
感
じ
て
い
る
か
。
自
衛
隊
は

軍
人
数
で
は
独
・
仏
・
英
を
上
回

り
、
実
質
世
界
3
位
の
軍
事
予

算
。
沖
縄
の
基
地
軽
減
と
い
う

　
今
年
の
集
い
は
憲
法
た
ん
ば

と
共
催
で
行
い
、
組
合
員
、
共

闘
団
体
、
丹
波
・
篠
山
市
民
な

ど
１
５
０
人
が
参
加
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
っ
て
本
多
義
弘

委
員
長
は
、「
戦
争
や
甚
大
な

原
発
事
故
な
ど
、
悲
惨
な
経
験

を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　「
沖
縄
基
地
問
題
と
安
倍
政

権
の
軍
事
化
の
危
険
性
を
考
え

る
」
と
題
し
た
記
念
講
演
を
伊

波
さ
ん
が
行
っ
た
。
中
国
の
経

済
成
長
を
踏
ま
え
た
米
国
は
、

米
中
全
面
戦
争
や
核
戦
争
を
回

避
す
る
た
め
「
非
対
称
戦
争
」

を
研
究
し
て
い
る
と
述
べ
た
伊

波
さ
ん
は
、
こ
の
作
戦
で
米
国

は
、
日
本
が
南
西
諸
島
で
先
端

を
開
い
て
中
国
軍
を
攻
撃
す
る

よ
う
求
め
て
お
り
、「
沖
縄
に

と
っ
て
は
戦
場
に
な
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
日
本
の
安
全
保
障
政
策
は
本

土
を
戦
場
に
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
と
強
調
し
、「
自
ら

の
頭
で
考
え
な
い
安
全
保
障
論

だ
」
と
批
判
。「
数
年
後
に
は

日
本
の
何
十
倍
も
の
経
済
力
を

有
す
る
中
国
と
競
う
の
で
は
な

く
、
学
び
合
い
、
互
い
に
成
長

で
き
る
関
係
を
構
築
す
る
こ
と

だ
」
と
ま
と
め
た
。

　
分
科
会
は
、
①
地
域
の
平
和

運
動
②
集
団
的
自
衛
権
と
憲
法

「
改
正
」
問
題
③
国
際
結
婚
を

取
り
巻
く
現
状
と
支
援
④
里
山

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
４
つ
を

実
施
し
た
。

　
①
の
分
科
会
で
は
、
憲
法
た

ん
ば
、
ピ
ー
ス
ネ
ッ
ト
明
石
、

平
和
友
好
祭
運
動
か
ら
報
告
を

受
け
「
担
い
手
づ
く
り
」
な
ど

で
交
流
を
深
め
た
。

が
、
普
天
間
の
辺
野
古
へ
の
移

設
で
73
・
8
％
が
73
・
1
％
に
な

る
だ
け
。
沖
縄
の
リ
ス
ク
は
米

軍
基
地
、
ア
メ
リ
カ
の
や
る
戦

争
に
く
っ
つ
い
て
い
く
憲
法
解

釈
の
変
更
に
反
対
し
よ
う
」
と

訴
え
た
。
講
演
後
、「
結
成
集

会
ア
ピ
ー
ル
」
を
確
認
、
解
釈

変
更
の
閣
議
決
定
に
反
対
す
る

運
動
を
発
展
さ
せ
て
い
く
こ
と

を
参
加
者
全
員
で
確
認
し
た
。

　
学
習
会
の
前
段
に
は
、フ
ォ
ー

ラ
ム
の
総
会
が
行
わ
れ
た
。

　
６
月
22
日
投
開
票
が
行
わ
れ

た
加
古
川
市
議
会
選
挙
で
松
崎

雅
彦
さ
ん
（
県
本
部
組
織
内
）

が
７
期
目
の
当
選
を
果
た
し
た
。

　
松
崎
さ
ん
は
、こ
れ
ま
で「
中

学
校
給
食
の
早
期
実
現
と
自
校

調
理
方
式
の
実
現
」
や
「
市
民

病
院
の
統
合
計
画
の
見
直
し
と

２
つ
の
病
院
の
存
続
」
な
ど
市

民
目
線
で
取
り
組
ん
で
き
た
。

今
回
は
、「
12
年
ぶ
り
の
市
長

選
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
か
ら

も
市
行
政
、
市
議
会
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
い
き
た
い
」
と
決
意
を

語
っ
た
。

　
県
本
部
は
６
月
７
日
、
丹
波
市
の
柏
原
住
民

セ
ン
タ
ー
で
第
17
回
平
和
・
人
権
・
環
境
を
考
え

る
集
い
を
開
催
し
た
。「
平
和
」を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
し
た
集
い
に
は
、
沖
縄
か
ら
伊
波
洋
一
元

宜
野
湾
市
長
を
招
き
、
記
念
講
演
を
受
け
た
。

伊
波
さ
ん
は
、
米
国
の
軍
事
戦
略
を
分
析
し
た

う
え
で
「
米
国
は
沖
縄
を
戦
場
に
す
る
こ
と
を

研
究
し
て
い
る
。
日
本
政
府
も
そ
の
前
提
で
議

論
を
進
め
て
い
る
が
、
再
び
沖
縄
を
犠
牲
に
す

る
の
か
」
と
参
加
者
に
問
い
か
け
た
。
分
科
会

で
は
、「
地
域
か
ら
平
和
を
考
え
る
」
な
ど
、

４
つ
に
わ
か
れ
て
議
論
を
深
め
た
。

2014人勧期の取り組み

【全国統一行動日（時間外集
会）】

第１次　６月20日（金）
人事院要求書提出の翌日

第２次　７月10日（木）
第２次ブロック別上京行
動最終日

第３次　７月29日（火）
中央行動に合わせて

第４次　８月上旬
人事院勧告日の翌日

【要請はがき行動】
期　間　７月末日まで
対　象　全組合員

　「
地
域
間
配
分
の
見
直
し
」
な
ど
を
含
む
給
与
制
度
の
総
合
的

見
直
し
を
、
人
事
院
は
勧
告
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
政
府

の
公
務
員
給
与
政
策
と
歩
調
を
あ
わ
せ
る
も
の
で
、
人
事
院
は
第

三
者
と
し
て
の
責
任
を
放
棄
す
る
こ
と
に
な
る
。
対
人
事
院
闘
争

に
集
中
し
、
生
活
を
守
る
た
た
か
い
を
強
め
よ
う
。

講演を行う井波さん●上里山ウォーク
で柏原の自然に触れる参加者

講演を行う高良さん

沖縄の戦場化を想定
第17回平和・人権・環境を考える集い

政
府
の
安
全
保
障
論
を
批
判

人員確保・男女
平等・一時金

重
点
職
場
取
り
あ
げ
交
渉

西
脇 

来
年
度
41
人
採
用
を
確
認

加
古
川 

松
崎
さ
ん

７
期
目
の
当
選
果
た
す

６
月
22
日
市
議
会
選
挙

1000
人
委
員
会
を
結
成

集
団
的
自
衛
権
反
対
の
運
動
強
め
る
フォーラムひょうご

私たちの声届けよう
人事院に要請はがきを
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県
本
部
は
６
月
22
日
、
豊
岡

市
内
で
第
31
回
保
育
を
考
え
る

つ
ど
い
を
開
催
し
、
２
３
０
人

が
参
加
し
た
。

　
社
会
福
祉
評
議
会
の
内
海
千

寿
議
長
は
「
子
ど
も・
子
育
て
支

援
新
制
度
の
本
格
実
施
が
来
年

４
月
に
迫
っ
て
い
る
。
各
単
組

で
学
習
会
を
開
催
し
、
自
分
の

自
治
体
の
子
ど
も・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
の
内
容
や
今
後
の

動
き
に
つ
い
て
当
局
と
協
議
し
、

現
場
の
思
い
や
組
合
の
要
求
が

反
映
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
保
育

を
考
え
る
つ
ど
い
は
、
労
働
組

合
と
し
て
の
人
員
確
保
や
非
正

規
職
員
の
処
遇
改
善
な
ど
職
場

改
善
と
あ
わ
せ
、
日
々
の
保
育

に
役
立
つ
専
門
的
な
知
識
の
研

修
の
場
で
も
あ
る
。
互
い
の
報

告
に
学
び
合
い
実
り
あ
る
つ
ど

い
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と

主
催
者
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
。

ま
た
、
本
多
義
弘
委
員
長
、
太

田
治
美・
兵
庫
県
人
権
保
育
研
究

協
議
会
会
長
も
か
け
つ
け
連
帯

の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　
そ
の
後
、
社
会
学
博
士
・ｃ

ｉ
ｔ
ｏ
ピ
ラ
ミ
ー
デ
日
本
代
表

の
辻
井
正
さ
ん
に
「
自
立
か
ら

自
律
へ
、
そ
し
て
自
尊
（
自
己

肯
定
）
感
情
を
育
て
る
保
育
環

境
」
の
記
念
講
演
を
受
け
た
。

　
午
後
か
ら
は
、
４
分
科
会
に

分
か
れ
議
論
を
深
め
た
。「
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ・
子
ど
も
と
楽
し
く

遊
ぼ
う
」で
は
、じ
ゃ
ん
け
ん
１

つ
で
も
、
こ
ん
な
に
遊
べ
る
ん

だ
よ
、
と
実
技
指
導
を
受
け
た
。

タ
ー
で
丹
波
市
職
労
協
力
の
も

と
開
催
し
、
南
あ
わ
じ
市
職
労

が
見
事
優
勝
に
輝
い
た
。

　
今
大
会
は
、
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
県
職
労
阪
神
、
神
戸
市
職

労
、
宝
塚
市
職
労
、
南
あ
わ
じ

市
職
労
、
小
野
市
職
、
加
東
市

職
労
、
佐
用
町
職
、
豊
岡
市
職

労
、
豊
岡
病
院
労
組
、
丹
波
市

職
労
の
10
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
た
。

　
大
会
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
行
わ
れ
、
初
戦
で
前
年
度
優

勝
の
小
野
市
職
が
セ
ッ
ト
カ
ウ

ン
ト
２

－

０
の
ス
ト
レ
ー
ト
負

け
と
い
う
展
開
の
中
、
終
始
安

定
し
た
試
合
運
び
を
進
め
た
南

あ
わ
じ
市
職
労
が
優
勝
し
た
。

準
優
勝
に
は
佐
用
町
職
が
輝
い

た
。

　
第
36
回
自
治
労
県
本
部
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
、
6
月

14
日
、
丹
波
市
柏
原
住
民
セ
ン

組
み
協
力
要
請
が
行
わ
れ
た
。

　
講
演
は
、「
過
重
労
働
が
心

身
に
及
ぼ
す
影
響
と
対
策
」
と

題
し
て
自
治
労
安
全
衛
生
対
策

室
顧
問
医
の
上
野
満
雄
さ
ん
が

行
っ
た
。
上
野
さ
ん
は
地
方
公

務
員
の
自
殺
や
心
身
の
疾
患
、

セ
ク
ハ
ラ
、パ
ワ
ハ
ラ
、い
じ
め

な
ど
職
場
の
人
間
関
係
の
問
題

に
触
れ
、「
労
安
委
員
会
は
、
過

重
労
働
だ
け
で
な
く
、
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
環
境
改
善
な
ど
あ
り

と
あ
ら
ゆ
る
内
容
が
議
題
と
な

る
。
予
防
活
動
と
し
て
し
っ
か

り
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

　
分
散
会
で
は
、
各
単
組
で
の

労
安
の
取
り
組
み
を
交
流
し
た
。

　
６
月
17
日
、
県
本
部
労
働
安

全
衛
生
集
会
が
開
催
さ
れ
、
17

単
組
30
人
が
参
加
し
た
。
開
会

に
あ
た
っ
て
宮
本
誠
之
副
委
員

長
が
、「
こ
の
集
会
を
機
に
各

単
組
、
職
場
で
労
働
安
全
衛
生

（
労
安
）
の
取
り
組
み
を
進
め

て
ほ
し
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
取
り
組
み
報
告
で
は
、
豊
岡

市
過
労
自
殺
公
務
災
害
認
定
闘

争
の
勝
訴
、
明
石
市
震
災
ア
ス

ベ
ス
ト
公
務
災
害
認
定
の
取
り

　
県
本
部
臨
職
評
は
6
月
12
日

市
町
振
興
課
と
教
育
委
員
会
と

の
交
渉
を
行
な
っ
た
。
交
渉
に

は
加
古
川
パ
ー
ト
分
会
、
三
田

嘱
託
分
会
、
伊
丹
市
職
労
臨
職

部
会
も
参
加
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱

え
る
問
題
を
訴
え
た
。

　
市
町
振
興
課
交
渉
で
は
①
試

験
制
度
②
空
白
期
間
③
年
休
の

繰
り
越
し
④
外
部
委
託
な
ど
に

つ
い
て
訴
え
た
。
市
町
振
興
課

は
試
験
に
つ
い
て
能
力
の
実
証

と
し
て
必
要
、
し
か
し
試
験
の

仕
方
は
各
自
治
体
で
工
夫
で
き

る
こ
と
を
助
言
す
る
と
答
え

た
。
ま
た
、
雇
用
と
年
金
の
接

続
の
た
め
、
60
歳
以
降
の
雇
用

に
つ
い
て
今
年
申
入
書
に
付
け

加
え
た
。
そ
し
て
臨
職
等
の
任

用
根
拠
や
処
遇
に
つ
い
て
、
総

務
省
と
本
部
臨
職
協
と
の
協
議

確
認
事
項
を
、
各
市
町
に
徹
底

す
る
こ
と
や
、
関
係
担
当
者
会

議
等
で
の
更
な
る
徹
底
を
再
度

確
認
し
た
。

　
教
育
委
員
会
交
渉
で
は
児
童

の
命
に
係
わ
る
多
種
の
ア
レ
ル

ギ
ー
や
伝
染
病
な
ど
の
研
修

は
、
伝
達
研
修
で
は
な
く
全
員

が
研
修
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

各
自
治
体
へ
の
助
言
を
求
め
た

と
こ
ろ
、
教
育
委
員
会
も
助
言

し
て
い
る
と
述
べ
た
。
ま
た
外

部
委
託
導
入
に
よ
る
臨
時
職
員

の
雇
用
問
題
は
、
市
の
雇
用
者

責
任
で
丁
ね
い
な
協
議
が
必

要
、
総
務
省
通
知
の
主
旨
は
指

導
し
た
い
と
答
え
た
。

　戦争をさせない1000人委
員会は、集団的自衛権の行
使容認の閣議決定強行に反
対する集会を６月12日、日
比谷野音で開いた。あわせ
てこの間取り組んできた全
国署名175万筆（署名は継
続中）を衆参両議長宛に提
出した。
　主催者あいさつを行った
ルポライターの鎌田慧さん
は、「戦後レジームからの
脱却とは、私たちが築いて
きた戦後民主主義を破壊し
ようという野望だ」と批
判。その後、大江健三郎さ
ん、菅原文太さん、香山リ
カさんなどがかけつけ激励
した。

追及する臨職評の前田議長

自治労顧問医の上野さん

「子どもと楽しく遊ぼう」のワークショップ

第31回保育を考えるつどい

現
場
の
思
い
を
支
援
事
業
計
画
に

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
制
度

県本部労安集会
「
メ
ン
タ
ル
で
休
む
人
多
い
」

上
野
さ
ん 

予
防
活
動
の
重
要
性
訴
え
る

戦争をさせない1000人委員会

全国署名175万筆を提出
国会前阻止行動も継続

南あわじが見事優勝
県本部女子バレーボール大会

試験の仕方は工夫を
雇用は協議が必要
臨職評が対県交渉で確認

日比谷野音には3000人が集まった

優勝した南あわじのメンバー
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都
議
会
の
差
別
発

言
が
明
る
み
に
出

た
が
、
発
言
し

た
者
は
な
か
な

か
名
乗
り
出
な

い
。
や
っ
と
思
い

出
し
た
よ
う
に
１

人
の
議
員
が
謝
罪

し
た
。
名
乗
り
出
な
い
議
員
は

心
臓
が
鉄
板
で
で
き
て
い
る
の

か
？
▼
兵
庫
県
で
も
ま
さ
か
の

涙
の
会
見
。
説
明
に
驚
か
さ
れ

た
。
う
ち
の
子
ど
も
が
嘘
を
ご

ま
か
し
て
バ
レ
た
と
き
の
状
態

と
よ
く
似
て
い
た
。
あ
き
れ
た

態
度
で
あ
る
▼
政
府
は
い
つ
も

理
屈
が
つ
い
て
も
っ
と
も
ら

し
い
会
見
（
解
釈
）
を
行
う
。

原
発
の
汚
染
水
の
問
題
で
は

１
０
０
０
％
大
丈
夫
、
集
団
的

自
衛
権
で
は
戦
争
は
し
な
い
か

ら
と
平
然
と
意
見
が
通
る
。
心

臓
も
鉄
板
以
上
、
鋼
鉄
で
で
き

て
い
る
の
だ
ろ
う
▼
嘘
つ
き
は

泥
棒
の
は
じ
ま
り
と
よ
く
い
っ

て
い
た
が
、
兵
庫
県
議
は
嘘
を

つ
い
て
泥
棒
に
な
っ
て
い
た
の

か
？
嘘
を
つ
く
と
エ
ン
マ
さ
ま

に
舌
を
抜
か
れ
る
と
い
わ
れ
た

が
都
議
は
舌
を
抜
か
れ
て
い
た

の
か
？
政
府
は
し
っ
か
り
と
嘘

で
固
め
て
い
る
が
後
戻
り
で
き

な
い
嘘
だ
け
は
つ
い
て
ほ
し
く

な
い
。
国
民
、
市
民
の
こ
と
を

考
え
て
く
れ
る
行
政
に
し
て
ほ

し
い
。
総
理
を
替
え
て
も
ら
わ

な
い
と
・
・
・（
０
２
４
）

16日　第30回反核平和の火リレー出発式（兵庫県庁前）
18 ～ 20日　第16次県本部沖縄視察団
26 ～ 27日　地連青年女性協議会「2014夏季セミナー」

（神戸セミナーハウス）
29日　2014人勧期7.29中央行動

当面の日程

　
冒
頭
、
本
多
委
員
長
は
、「
近

畿
労
働
金
庫
の
常
勤
役
員
に
選

任
さ
れ
、
委
員
長
を
辞
任
す
る

こ
と
に
し
た
。「
給
与
制
度
見

直
し
」
や
来
年
の
統
一
地
方
選

を
控
え
る
中
、
新
し
い
体
制
で

た
た
か
う
態
勢
を
整
え
て
も
ら

い
た
い
」
と
退
任
に
あ
た
り
あ

い
さ
つ
を
行
っ
た
。

　
来
賓
と
し
て
、
近
畿
地
連
高

橋
篤
事
務
局
長
か
ら
連
帯
の
あ

い
さ
つ
が
、
ま
た
、
５
月
の
稲

美
町
長
選
挙
で
再
選
さ
れ
た
古

谷
博
町
長
か
ら
支
援
に
対
す
る

お
礼
が
述
べ
ら
れ
た
。

　
特
別
報
告
と
し
て
、
豊
岡
市

職
労
の
川
端
委
員
長
か
ら
、
11

年
間
取
り
組
ん
で
き
た
「
豊
岡

過
労
自
殺
公
務
災
害
認
定
闘

争
」
勝
利
の
お
礼
と
今
後
の
決

意
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
、
遺

族
か
ら
こ
れ
ま
で
の
支
援
に
対

す
る
お
礼
が
あ
っ
た
。

　
報
告
の
部
で
は
、
稲
美
町
長

選
挙
支
援
や
加
古
川
市
議
会
選

支
援
に
対
す
る
お
礼
、
臨
職
評

の
取
り
組
み
の
発
言
が
あ
り
、

一
般
経
過
報
告
、
第
３
四
半
期

会
計
報
告
・
第
２
第
３
四
半
期

監
査
報
告
が
承
認
さ
れ
た
。

　
協
議
の
部
で
は
、
宍
粟
病
院

組
織
化
、
三
田
図
書
館
指
定
管

理
反
対
、
総
合
防
災
訓
練
米
軍

参
加
中
止
、
ア
ス
ベ
ス
ト
中
皮

腫
公
務
災
害
認
定
、
公
務
員
共

済
制
度
の
存
続
、「
給
与
制
度

見
直
し
」
反
対
、
現
業
評
議
会

体
制
の
強
化
な
ど
の
意
見
や
猪

名
川
臨
職
労
か
ら
直
営
を
取
り

戻
し
た
お
礼
の
発
言
が
あ
っ

た
。
執
行
部
答
弁
の
後
、
６
議

　
県
本
部
は
第
64
回
臨
時
大
会
を
６
月
27
日
、
新
長
田
ピ
フ
レ
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
た
。
情

勢
は
、
安
倍
政
権
の
給
与
水
準
引
き
下
げ
を
狙
っ
た
「
給
与
の
総
合
的
見
直
し
」
に
対
す
る

た
た
か
い
や
、
戦
争
の
で
き
る
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
」
容
認
反
対
の
取
り
組
み
な
ど
が
大

き
な
焦
点
と
な
っ
て
い
る
。
大
会
で
は
、
11
人
の
代
議
員
か
ら
方
針
に
対
す
る
補
強
意
見
な

ど
が
あ
り
、
人
勧
期
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
と
す
る
「
当
面
の
闘
争
方
針
」
や
「
会
計
補
正

予
算
」
な
ど
が
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
た
。
ま
た
、
本
多
義
弘
委
員
長
の
任
期
途
中
で
の
辞

任
に
伴
う
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
森
蔭
守
さ
ん
を
委
員
長
に
、
左
川
忍
さ
ん
を
副
委
員
長
に
、

尾
西
亮
太
郎
さ
ん
を
書
記
長
に
選
出
し
た
。

案
す
べ
て
が
賛
成
多
数
で
採
択

さ
れ
た
。

　県本部は、臨時大
会終了後に結成60周
年記念集会を開催し
た。
　集会は森蔭守委員
長のあいさつ。自治
労運動への功労者17
単組１直属支部64人
の表彰式を行い、神
戸市の広瀬朋義危機
管理監・理事より記念講演を受けた。
　広瀬さんは「来年1月で震災から20年、
42％の市民が震災未経験者。神戸も「市
民の安全推進条例」をつくった。備えを
していれば死者の数も99％減らすことが
できる。まず命を守る、助け合い、地域
のコミュニケーションの大切さ、支援に
感謝の気持ち、が忘れてはならない教訓」
と話された。

　
臨
時
大
会
で
は
、
次
の
通
り

役
員
を
確
認
し
た
。

執
行
委
員

　
石
田
　
幹
治（
加
東
市
職
労
）

　
朱
山
　
和
成（
宍
粟
市
職
労
）

　
森
本
　
英
行（
丹
波
市
職
労
）

特
別
執
行
委
員

　
本
多
　
義
弘
（
神
戸
市
従
）

〈
経
過
へ
の
発
言
〉

稲
美
町
職
　
穴
田
代
議
員

　
組
織
内
の
古
谷
町
長
を
無
投

票
で
再
選
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

た
。
支
援
に
感
謝
。

明
給
労
　
前
田
代
議
員

　
臨
職
評
の
対
県
交
渉
で
定
年

や
採
用
年
齢
制
限
を
設
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
こ
と
、
正
規
と

の
間
で
通
勤
手
当
に
格
差
を
つ

け
る
こ
と
の
不
当
性
な
ど
確
認

し
て
い
る
。今
後
も
た
た
か
う
。

支
援
を
。

加
古
川
市
職
労
　
松
木
代
議
員

　
市
議
選
で
松
崎
市
議
の
７
選

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
。
連

帯
し
て
反
行
革
を
た
た
か
う
。

〈
方
針
へ
の
発
言
〉

宍
粟
市
職
労
　
大
西
代
議
員

　
県
内
の
公
立
病
院
で
唯
一
組

織
化
さ
れ
て
い
な
い
。
県
本
部

と
協
力
し
て
取
り
組
む
。

三
田
市
職
労
　
楢
崎
代
議
員

　
図
書
館
へ
の
指
定
管
理
導
入

反
対
で
た
た
か
っ
た
が
、
阻
止

で
き
な
か
っ
た
。
５
年
後
の
直

営
化
も
視
野
に
、
た
た
か
い
を

継
続
さ
せ
る
。

県
職
労
　
金
本
代
議
員

　
知
事
が
防
災
訓
練
に
米
軍
の

参
加
を
求
め
た
こ
と
で
、
県
本

部
と
連
名
で
申
し
入
れ
を
行
っ

た
。
軍
隊
の
参
加
は
認
め
ら
れ

な
い
立
場
で
取
り
組
む
。
ま
た

戦
争
を
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人

委
員
会
に
も
結
集
す
る
。

明
石
市
職
労
　
弓
田
代
議
員

　
震
災
ア
ス
ベ
ス
ト
の
公
災
認

定
闘
争
は
、
審
査
請
求
を
行
っ

て
い
る
。
震
災
時
に
ア
ス
ベ
ス

ト
を
吸
っ
た
職
員
全
体
の
問

題
。遺
族
と
と
も
に
た
た
か
う
。

市
町
村
共
済
労
　
新
井
代
議
員

　
社
会
保
障
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム

法
が
昨
年
12
月
に
成
立
し
た
。

喫
緊
の
課
題
は
被
用
者
年
金
制

度
の
一
元
化
。
公
的
年
金
の
信

頼
性
を
高
め
る
こ
と
が
必
要
。

猪
名
川
臨
職
労
　
本
田
代
議
員

　
民
間
委
託
に
な
っ
て
い
た
留

守
家
庭
事
業
を
昨
年
４
月
、
直

営
に
取
り
戻
し
た
。
８
年
間
、

あ
き
ら
め
ず
に
た
た
か
っ
て
き

た
成
果
。
支
援
へ
お
礼
。

高
砂
市
職
　
石
野
代
議
員

　
55
歳
昇
給
停
止
、
現
給
保
障

廃
止
の
提
案
を
受
け
た
た
か
っ

て
い
る
。
14
人
勧
で
は
さ
ら
な

る
賃
金
合
理
化
が
予
想
さ
れ
る
。

反
対
運
動
強
化
を
要
請
す
る
。

尼
崎
市
職
労
　
村
上
代
議
員

　
尾
西
現
業
部
長
が
書
記
長
に

な
る
。
現
業
闘
争
に
支
障
が
出

な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

集団的自衛権
憲法解釈容認

「総理、お先にどうぞ」

大 西 英 剛
（兵庫県職労）

第64回臨時大会

新
委
員
長
に
森
蔭
さ
ん
を
選
出

人
勧
期
の
と
り
く
み
強
化
を
確
認

副
委
員
長
に
左
川
さ
ん
、書
記
長
に
尾
西
さ
ん

11人から補強意見

格差は不当、アスベスト審査請求
再直営化を視野、米軍参加反対

広瀬危機管理官が記念講演

記念
集会 功労者を表彰

執
行
委
員
の
確
認

選
出
さ
れ
決
意
を
述
べ
る
、
上
か
ら
森
蔭
委
員
長
、
左
川
副
委
員
長
、
尾
西
書
記
長
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県
本
部
は
、
７
月
３
日
ひ
ょ

う
ご
共
済
会
館
に
お
い
て
単
組

代
表
者
会
議
（
決
起
集
会
）
を

開
催
し
、「
給
与
制
度
総
合
的
見

直
し
」
に
対
す
る
人
勧
期
闘
争

に
つ
い
て
意
思
統
一
を
行
っ
た
。

　
講
演
で
森
本
正
宏
本
部
労
働

条
件
局
長
は
、
公
務
員
連
絡
会

の
こ
れ
ま
で
の
交
渉
経
過
を
詳

し
く
説
明
し
、「
本
省
を
優
遇

し
、
地
域
間
格
差
を
拡
大
す
る

な
ど
『
引
き
下
げ
あ
り
き
』
の

給
与
制
度
見
直
し
は
、
断
固
と

し
て
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
人
事
院
勧
告
ま
で
大
衆
行

動
を
背
景
に
人
事
院
交
渉
を
強

化
し
て
い
く
」
と
訴
え
た
。

　
県
本
部
と
し
て
も
、「
人
事

院
へ
の
要
請
は
が
き
」
行
動
や

９
日
の
上
京
行
動
、
29
日
の
中

央
行
動
に
結
集
し
な
が
ら
人
勧

期
闘
争
を
強
化
し
て
い
く
。

		

「
見
直
し
」の
問
題
点

　「
見
直
し
」の
大
き
な
問
題
は
、

①
全
国
一
律
の
賃
金
水
準
の
引

き
下
げ
、
②
高
齢
層
の
賃
金
水

準
の
引
き
下
げ
、
③
現
業
職
の

賃
金
水
準
引
き
下
げ
な
ど
。

　
人
事
院
は
２
０
１
３
年
の
賃

金
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
比
較
で
、

恣
意
的
に
民
間
賃
金
の
低
い
12

県
だ
け
を
取
り
上
げ
官
民
較
差

が
２
ポ
イ
ン
ト
台
半
ば
と
し
て
、

全
国
共
通
の
俸
給
表
水
準
を
引

き
下
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
２
０
０
６
年
の
給
与
構
造
改

革
で
現
在
、
地
域
手
当
の
支
給

さ
れ
て
い
な
い
地
域
と
東
京
特

別
区
の
間
に
は
18
％
の
差
が
あ

る
が
、
見
直
し
で
さ
ら
に
２
割

以
上
に
格
差
に
な
る
。
こ
れ
以

上
の
地
域
間
格
差
は
職
務
給
原

則
な
ど
に
も
反
す
る
。

　
安
倍
首
相
は
７
月
１
日
、
臨

時
閣
議
を
開
き
集
団
的
自
衛
権

行
使
を
容
認
す
る
決
定
を
行
っ

た
。
平
和
憲
法
の
柱
で
あ
る
第

９
条
を
空
文
化
す
る
も
の
で
、

「
戦
争
に
は
参
加
し
な
い
」
と

い
う
日
本
の
政
策
を
１
８
０
度

転
換
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
ひ
ょ
う
ご
憲
法
集
会
実
行
委

員
会
＝
事
務
局
・
自
治
労
県
本

部
は
２
日
、
こ
の
暴
挙
へ
の
抗

議
行
動
を
呼
び
か
け
、
三
宮
で

街
頭
宣
伝
を
行
っ
た
。
県
内
各

地
か
ら
約
１
０
０
人
が
集
ま

り
、「
戦
争
に
参
加
す
る
と
殺

し
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
子

ど
も
た
ち
に
そ
ん
な
未
来
を
残

し
て
い
い
の
か
」「
国
民
を
抜

き
に
国
の
基
本
政
策
を
変
更
す

る
こ
と
は
許
せ
な
い
」
な
ど
と

訴
え
た
。

　
閣
議
決
定
を
受
け
、
今
後
自

衛
隊
法
や
周
辺
事
態
法
な
ど
関

連
法
の
改
正
が
行
わ
れ
る
。
国

　「
地
域
の
平
和
を
考
え
る
」

は
、
伊
波
さ
ん
を
助
言
者
に
迎

え
実
施
。
冒
頭
、
３
人
か
ら
報

告
を
受
け
た
。

　
県
職
労
の
川
崎
さ
ん
は
、
憲

法
た
ん
ば
の
取
り
組
み
を
紹

介
。「
情
勢
に
あ
わ
せ
て
講
演
会

や
映
画
会
を
企
画
し
市
民
に
も

呼
び
か
け
て
き
た
。
一
定
の
市

民
権
を
得
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
明
石
市
職
労
の
狩
郷
さ
ん

は
、
ピ
ー
ス
ネ
ッ
ト
明
石
の
と

り
く
み
を
紹
介
。「
02
年
の
有

事
法
制
化
に
危
機
感
を
覚
え
、

地
域
レ
ベ
ル
の
運
動
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。現
在
は
、ピ
ー
ス
ネ
ッ

ト
明
石
と
ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ
明

石
が
地
域
を
網
羅
す
る
運
動
と

し
て
定
着
し
て
い
る
」
と
説
明

し
た
。

　
県
本
部
青
年
部
の
藤
原
部
長

は
、
今
年
で
30
年
目
を
迎
え
る

反
核
平
和
の
火
リ
レ
ー
運
動
を

紹
介
。「
全
自
治
体
を
走
り
つ

な
ぐ
運
動
と
し
て
継
続
さ
せ
て

い
き
た
い
」
と
決
意
を
込
め
て

語
っ
た
。

　
そ
の
後
、「
沖
縄
問
題
で
上

映
会
を
企
画
し
て
い
る
」「
継

続
し
た
運
動
に
す
る
に
は
ど
う

し
ら
い
い
の
か
」
な
ど
と
意
見

交
換
し
た
。

　
こ
の
分
科
会
は
自
治
研
セ
ン

タ
ー
が
担
当
し
、
集
団
的
自
衛

権
の
問
題
点
を
考
え
あ
っ
た
。

セ
ン
タ
ー
の
理
事
を
務
め
る
丹

治
初
彦
弁
護
士
の
講
演
を
中
心

に
進
め
た
。
同
氏
は
、
県
本
部

の
顧
問
弁
護
士
で
も
あ
り
、
刑

法
へ
の
造
詣
が
深
い
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
同
じ
く
セ

ン
タ
ー
の
理
事
に
就
く
大
野
県

本
部
副
委
員
長
が
分
科
会
の
趣

旨
を
説
明
し
、講
演
に
入
っ
た
。

　
丹
治
理
事
は
冒
頭
、
安
倍
政

権
に
つ
い
て
、
第
１
次
政
権
や

祖
父
の
政
治
に
も
遡
り
解
説
。

祖
父
の
岸
総
理
は
改
憲
論
者
で

戦
前
体
制
の
復
活
を
め
ざ
し

た
。
第
一
次
安
倍
政
権
は
、
教

育
基
本
法
改
悪
、
防
衛
庁
の
省

へ
の
昇
格
、
国
民
投
票
法
を
成

立
さ
せ
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し

た
。
こ
れ
は
も
う
「『
保
守
』

で
は
な
く
反
動
」
と
厳
し
く
非

難
。
立
憲
主
義
や
法
を
無
視
す

る
姿
勢
は
、
絶
対
君
主
制
と
言

え
、「
法
の
体
を
な
さ
な
い
特

定
秘
密
保
護
法
の
審
理
状
況
も

同
じ
」
と
憤
っ
た
。

　
そ
し
て
、
改
め
て
集
団
的
自

衛
権
を
め
ぐ
る
議
論
や
、
こ
れ

と
憲
法
９
条
と
の
関
係
の
矛
盾

を
、
法
曹
界
で
の
通
説
を
紹
介

し
な
が
ら
解
説
。
豊
下
楢
彦
著

「
集
団
的
自
衛
権
と
は
何
か
」

岩
波
新
書
、
松
竹
伸
幸
著
「
集

団
的
自
衛
権
の
深
層
」
平
凡
社

な
ど
の
書
籍
も
推
奨
し
た
。
ま

た
安
保
法
制
懇
の
報
告
を
説
明

し
、「
メ
ン
バ
ー
は
結
論
あ
り

き
で
、
内
容
は
国
家
あ
り
き
」

と
指
摘
し
た
。

　
後
の
討
議
で
は
、「
対
抗
す

る
具
体
の
方
法
は
」
な
ど
の
発

言
が
あ
り
、
大
野
理
事
か
ら
の

「
当
面
、
提
起
し
て
い
る
１
０

０
０
人
委
員
会
へ
の
取
り
組
み

に
結
集
さ
れ
た
い
」
を
ま
と
め

と
し
、分
科
会
を
締
め
括
っ
た
。

６月に発足した「戦争をさせない
1000人委員会・ひょうご」の賛同団
体が呼びかけられています。全単組
の賛同をお願いします。

全単組の賛同団体を
1000人委員会・ひょうご

会
内
外
の
た
た
か
い
を
強

め
、
憲
法
理
念
を
守
る
こ

と
が
必
要
だ
。
と
り
わ
け

６
月
に
発
足
し
た
「
戦
争

を
さ
せ
な
い
１
０
０
０
人

委
員
会
・
ひ
ょ
う
ご
」
の

賛
同
が
呼
び
か
け
ら
れ
て

い
る
。
全
単
組
が
賛
同
団

体
に
な
り
、
運
動
を
盛
り

上
げ
よ
う
。

三宮で街宣行動を実施

報告する右より川崎さん、藤原青年部長、狩郷さん

集団的自衛権
閣議決定抗議

国
民
ぬ
き
の
変
更
許
せ
な
い

憲
法
守
る
、関
連
法
阻
止

県 本 部 単 代
会議・決起集会

「
見
直
し
」で
２
割
以
上
の
格
差

人
事
院
要
請
は
が
き
集
中
を

「
担
い
手
づ
く
り
」な
ど
で
交
流

「
平
和
・
人
権
・
環
境
の
集
い
」分
科
会
報
告

丹波と明石、反核リレーを紹介
分科会 地域の平和運動

分
科
会 
集
団
的
自
衛
権

反
動
政
治
状
況
を
検
証

「
総
合
的
見
直
し
」
反
対
、

人
勧
期
闘
争
の
意
思
統
一
を

行
っ
た
単
代
会
議

講演する丹治弁護士
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２
０
１
４
年
３
月

期
決
算
で
役
員
報

酬
１
億
円
以
上
を

開
示
し
た
上
場
企

業
は
１
９
１
社
、

人
数
は
３
６
１
人

で
過
去
最
高
。
昨

年
同
期
よ
り
60
人

増
加
し
た
（
東
京
商
工
リ
サ
ー

チ
）。
円
安
・
株
価
上
昇
が
寄
与

し
、
大
手
企
業
を
中
心
に
好
決

算
が
反
映
さ
れ
た
ら
し
い
▼
日

産
の
カ
ル
ロ
ス
・
ゴ
ー
ン
社
長

は
役
員
報
酬
が
９
億
９
５
０
０

万
円
（
全
国
５
位
）
と
明
ら
か

に
し
た
が
、
株
主
か
ら
「
も
ら

い
す
ぎ
で
は
」
と
指
摘
も
あ
っ

た
▼
不
可
解
な
の
は
、
純
損
益

１
２
８
３
億
円
の
赤
字
だ
っ
た

ソ
ニ
ー
の
平
井
社
長
が
３
億
５

９
０
０
万
円
の
高
額
報
酬
に
▼

労
働
者
は
赤
字
で
賃
下
げ
を
強

要
さ
れ
な
が
ら
、
社
長
は
赤
字

で
も
報
酬
ア
ッ
プ
。
こ
ん
な
の

あ
り
？
こ
れ
こ
そ「
お
手
盛
り
」

だ
▼
変
わ
っ
て
連
合
の
春
闘
結

果
は
平
均
５
９
２
８
円
、
２
・

07
％
（
７
月
１
日
）。
昨
年
よ

り
は
若
干
上
が
っ
た
も
の
の
こ

の
結
果
。
労
働
者
は
な
ん
と
つ

つ
ま
し
い
も
の
か
▼
企
業
大
儲

け
の
一
方
で
、
自
治
体
労
働
者

の
「
賃
金
引
き
下
げ
」
が
は
か

ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
す

ま
す
広
が
る
格
差
に
対
し
、
労

働
者
の
「
怒
」
の
結
集
は
い
つ

に
な
る
の
か
。（
誠
）

４～６日　原水禁・広島大会
６日　水の浄水工程と水循環を考えるツアー

（神出浄水場、舞子海上プロムナードほか）
７～９日　原水禁・長崎大会
９～ 10日　県本部2014現業評議会総会・各種集会

（舞子ビラ）

当面の日程

おやすみ漫

　
自
治
労
・
公
務
員
連
絡
会
は
人
事
院
が
検
討
を
進
め
て
い
る

「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」
に
対
し
、
最
後
の
た
た
か
い

を
進
め
て
い
る
。
７
月
に
は
全
国
各
地
か
ら
の
上
京
行
動
を

背
景
に
人
事
院
交
渉
に
臨
む
と
と
も
に
、
29
日
に
は
中
央
行

動
・
決
起
集
会
を
開
催
し
、
た
た
か
う
決
意
を
表
明
し
た
。

　
７
月
16
日
に
、
自
治
労
・
公

務
員
連
絡
会
は
人
事
院
と
交
渉

を
行
っ
た
。
交
渉
に
先
立
ち
、

「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」

に
反
対
す
る
２
万
３
４
８
７
の

職
場
決
議
を
提
出
。
４
月
の

２
４
５
万
筆
の
署
名
と
と
も

に
、
決
議
の
内
容
を
踏
ま
え
た

対
応
を
強
く
求
め
た
。

　
人
事
院
は
、「
地
域
間
・
世
代

間
の
給
与
配
分
を
適
正
に
行
う

こ
と
が
全
体
と
し
て
の
組
織
活

力
の
維
持
に
繋
が
る
」
と
の
考

え
に
終
始
し
た
。

　
連
絡
会
は
、「
特
に
被
災
地

で
復
興
再
生
に
尽
く
し
て
い
る

国
・
地
方
の
公
務
員
に
対
し
て

給
与
の
引
き
下
げ
は
到
底
士
気

の
向
上
に
は
繋
が
ら
な
い
」
と

強
く
抗
議
し
た
。

　
交
渉
で
は
他
に
、
勧
告
作
業

の
進
捗
、
住
居
手
当
や
通
勤
手

当
な
ど
の
諸
手
当
、
再
任
用
職

員
の
給
与
、
超
勤
の
縮
減
な
ど

労
働
条
件
の
改
善
、
非
常
勤
職

員
制
度
等
に
つ
い
て
質
し
た
。

　
８
月
上
旬
と
見
ら
れ
る
人
事

院
勧
告
ま
で
「
人
事
院
総
裁
宛

要
請
は
が
き
行
動
」
や
対
人
事

院
交
渉
を
強
化
し
な
が
ら
た
た

か
い
を
進
め
て
い
く
。

 

反
対
の
意
見
反
映

 

賃
金
水
準
確
保
を

　			

県
人
事
委
員
会
に
申
し
入
れ

　
県
本
部
は
７
月
18
日
、
県
職

労
と
と
も
に
「
兵
庫
県
人
事
委

員
会
勧
告
」
に
対
す
る
申
し
入

れ
を
行
っ
た
。

　
兵
庫
県
に
お
い
て
は
独
自

カ
ッ
ト
が
７
年
目
に
入
り
、
職

員
の
痛
み
は
限
界
を
超
え
て
お

り
、
こ
れ
以
上
の
給
与
引
き
下

げ
は
認
め
ら
れ
な
い
。「
給
与

制
度
の
総
合
的
見
直
し
」
に
つ

い
て
は
反
対
の
立
場
で
人
事
院

へ
意
見
反
映
を
行
う
こ
と
や
生

活
改
善
の
た
め
の
賃
金
水
準
の

確
保
な
ど
６
項
目
に
わ
た
っ
て

申
し
入
れ
た
。

　
30
回
目
を
迎
え
た
反
核
平
和

の
火
リ
レ
ー
が
７
月
16
日
、
兵

庫
県
庁
前
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。

安
倍
政
権
が
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
を
閣
議
決
定
す
る
中
、

「
憲
法
を
守
れ
」
と
県
内
全
自
治

体
を
青
年
女
性
で
走
り
つ
な
ぐ
。

　
午
前
９
時
30
分
に
は
じ
ま
っ

た
出
発
式
で
平
和
友
好
祭
の
藤

原
敏
也
実
行
委
員
長
（
県
本
部

青
年
部
長
）
は
、「
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
は
戦
争
参
加
を
意

味
す
る
。
私
た
ち
青
年
が
戦
場

で
殺
し
殺
さ
れ
る
よ
う
な
社
会

に
し
て
は
い
け
な
い
」
と
決
意

を
述
べ
た
。

　
自
治
労
関
係
で
は
、県
本
部
、

県
職
労
が
激
励
の
あ
い
さ
つ
を

行
っ
た
。
ま
た
、
組
織
内
の
黒

田
一
美
県
議
は
、「
ま
も
な
く

原
爆
投
下
の
日
を
迎
え
る
。
被

爆
者
の
思
い
を
若
い
人
に
つ
な

い
で
も
ら
い
た
い
」
と
思
い
を

述
べ
た
。

　
出
発
式
に
は
、
民
主
党
、
社

民
党
、
新
社
会
党
か
ら
あ
い
さ

つ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ

た
。
県
行
政
か
ら
も
あ
い
さ
つ

が
あ
っ
た
。

　
午
前
10
時
、
県
庁
前
を
７
人

の
ラ
ン
ナ
ー
が
元
気
に
出
発
し

た
。

　
淡
路
地
区
保
育
所
学
習
交
流

会
が
７
月
15
日
、
淡
路
市
内
で

行
わ
れ
71
人
が
参
加
し
た
。「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の

概
要
と
問
題
点
」
を
テ
ー
マ
に

ブ
ロ
ッ
ク
事
務
局
の
梶
川
美
佐

男
さ
ん
の
講
演
に
学
ん
だ
。

　
最
初
に
、
淡
路
地
区
保
育
所

部
会
の
本
田
睦
部
会
長
（
南
あ

わ
じ
市
職
労
）
が
「
新
制
度
で

は
、
認
定
こ
ど
も
園
、
民
営
化

な
ど
の
声
が
聞
こ
え
て
く
る

が
、３
市
の
組
合
が
団
結
し
て
、

よ
り
良
い
保
育
環
境
を
確
保
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　
淡
路
の
違
口
美
代
子
さ
ん
、

洲
本
の
小
川
恵
美
子
さ
ん
、
本

田
部
会
長
が
活
動
報
告
を
行
っ

た
が
、
い
ず
れ
も
「
正
規
保
育

士
が
減
り
続
け
、
保
護
者
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
十
分
答
え
ら
れ

な
い
。
正
規
保
育
士
の
増
員
を

求
め
て
も
、
聞
き
入
れ
て
も
ら

え
な
い
」
な
ど
の
厳
し
い
職
場

実
態
が
報
告
さ
れ
た
。

　
学
習
会
で
は
、「
新
制
度

で
、
消
費
税
増
税
分
の
内

３
０
０
０
億
円
が
保
育
の
質
の

向
上
に
使
わ
れ
る
。
そ
の
た
め

に
も
保
育
労
働
者
の
処
遇
改
善

を
強
く
求
め
て
行
こ
う
」
と
訴

え
た
。

　
７
月
11
～
13
日
、
山
梨
県
で

自
治
労
青
年
女
性
中
央
大
交
流

集
会
が
開
催
さ
れ
兵
庫
県
内
か

ら
11
単
組
21
人
が
参
加
し
た
。

　
基
調
講
演
で
は
埼
玉
大
学
教

授
の
伊
藤
修
さ
ん
よ
り
講
演
が

あ
っ
た
。
伊
藤
さ
ん
は
「
労
働

時
間
の
規
制
緩
和
は
労
働
時
間

の
増
加
に
つ
な
が
る
」
と
政
府

が
推
し
進
め
る
規
制
緩
和
策
の

問
題
点
を
指
摘
し
た
。
夕
方
は

文
化
交
流
と
し
て
、
中
国
地
連
、

北
信
地
連
、
関
東
甲
地
連
か
ら

構
成
詩
の
発
表
が
あ
っ
た
。

　
２
日
目
は
本
集
会
の
メ
イ
ン

で
あ
る
「
職
種
別
分
散
会
」
が

開
催
さ
れ
、
１
日
か
け
て
同
職

種
の
人
と
職
場
実
態
、
組
合
で

の
取
り
組
み
な
ど
を
交
流
し

た
。「
同
職
種
の
仲
間
と
業
務

の
詳
細
な
と
こ
ろ
ま
で
話
が
で

き
、
と
て
も
有
意
義
だ
っ
た
」

な
ど
の
感
想
が
出
さ
れ
た
。
夕

方
に
は
兵
庫
、
秋
田
、
栃
木
、

大
分
で
越
県
交
流
を
行
い
、
組

合
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
実
態

を
話
し
合
っ
た
。

　
３
日
目
は
分
散
会
報
告
を
受

け
た
後
、
記
念
講
演
と
し
て
人

材
育
成
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
辛し

ん

淑す

玉ご

さ
ん
よ
り
お
話
が
あ
っ

た
。
講
演
の
中
で
辛
さ
ん
は
第

２
次
世
界
大
戦
で
日
本
は
政
府

の
い
う
こ
と
を
疑
い
も
せ
ず
受

け
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
あ
の
よ

う
な
惨
劇
が
起
き
た
と
指
摘

し
、「
騙
さ
れ
た
こ
と
も
罪
で

あ
る
。
現
在
も
別
の
嘘
に
騙
さ

れ
つ
つ
あ
る
。
問
題
が
ど
こ
に

あ
る
の
か
を
見
続
け
、
反
対
の

声
を
あ
げ
続
け
て
ほ
し
い
」
と

訴
え
た
。

　
最
後
に
佐
々
木
伸
青
年
部
長

の
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
集
会
を

終
了
し
た
。

7・29中央行動

人
事
院「
見
直
し
」に
固
執

は
が
き
行
動
、交
渉
を
強
化

減
り
続
け
る
正
規
保
育
士

増
員
、処
遇
改
善
を

台風の影響によ
り参加できなか
った仲間もいた
が、兵庫からは
21人が集った

会場いっぱいに集った

職種別分散会で
改善点をさぐる
青年女性中央大交流集会

集団的自衛権は
断じて認めない
第30回反核リレーがスタート

７月９日上京行動での兵庫・近畿の参加者

淡
路
地
区

保
育
所

第１ランナーのメンバー
こんなものが出てきた
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衛
生
医
療
評
議
会
は
、
県
に

対
し
て
「
２
０
１
４
年
度
兵
庫

県
の
医
療
・
介
護
の
環
境
改
善

を
求
め
る
要
求
書
」
を
６
月
16

日
に
提
出
、
７
月
15
日
に
幹
事

な
ど
10
人
で
交
渉
・
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
例
年
な
ら
健
福
闘

争
と
し
て
年
度
末
に
行
っ
て
い

た
が
、
今
回
は
衛
生
医
療
評
独

自
で
医
療
に
絞
っ
て
要
求
書
を

提
出
し
た
。

　
冒
頭
、飯
田
雅
子
議
長
が「
医

療
福
祉
現
場
の
厳
し
さ
は
、年
々

増
し
て
い
る
。
兵
庫
県
と
し
て

も
責
任
あ
る
指
導
を
お
願
い
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

　
要
求
書
は
「
医
療
体
制
の
整

備
・
拡
充
」
と
「
人
員
確
保
と
労

働
条
件
改
善
」
に
大
き
く
ま
と

め
、「
看
護
師
需
給
計
画
に
組
合

の
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
」「
介

護
職
の
処
遇
改
善
を
行
う
こ

と
」
な
ど
を
基
本
に
今
後
、
各

病
院
に
対
し
て
医
療
の
充
実
に

向
け
て
適
切
な
指
導
が
行
わ
れ

る
よ
う
強
く
要
請
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
取
り
組
ま
れ
る

「
医
療
勤
務
環
境
改
善
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
」
に
つ
い
て
は
、

現
場
で
働
く
職
員
の
代
表
で
あ

る
労
働
組
合
と
十
分
に
情
報
交

換
を
行
い
、
進
捗
状
況
な
ど
の

情
報
提
供
を
求
め
て
終
了
し
た
。

　
ま
た
、
各
自
治
体
・
病
院
で

取
り
組
み
要
請
し
て
い
る
「
医

療
提
供
体
制
の
整
備
に
向
け
た

『
新
た
な
財
政
支
援
制
度
』
に

対
す
る
要
請
書
」
を
衛
生
医
療

評
と
し
て
も
提
出
し
、
県
内
の

自
治
体
病
院
・
診
療
所
へ
の
必

要
な
基
金
が
配
分
さ
れ
る
よ
う

要
請
し
た
。

　
７
月
５
日
と
８
日
加
西
市
で

第
36
回
県
本
部
野
球
大
会
が
開

催
さ
れ
、
篠
山
市
職
労
が
８
回

目
の
優
勝
を
か
ざ
っ
た
。

　
大
会
に
は
神
戸
市
職
労
、
新

温
泉
町
職
労
、
上
郡
町
職
、
加

西
市
職
、
三
田
市
職
労
、
県
職

労
・
県
庁
、
篠
山
市
職
労
、
宝

塚
市
職
労
、
姫
路
市
職
の
９

チ
ー
ム
が
出
場
、
開
会
式
と
第

１
試
合
は
雨
の
中
の
試
合
と

な
っ
た
が
熱
戦
を
展
開
し
た
。

　
第
１
日
目
の
予
選
、
Ａ
ゾ
ー

ン
は
上
郡
１

－

２
新
温
泉
、
加

西
１

－

７
三
田
、
新
温
泉
４

－

２
神
戸
、
Ｂ
ゾ
ー
ン
は
篠
山
12

－

６
県
職
、宝
塚
４

－

２
姫
路
。

２
日
目
の
準
決
勝
は
新
温
泉
３

－

５
三
田
、
篠
山
３

－

２
宝
塚

と
な
り
、
優
勝
戦
は
三
田
と
篠

山
の
た
た
か
い
と
な
っ
た
。

　
６
回
表
に
１
点
差
ま
で
追
い

つ
い
た
三
田
を
篠
山
が
裏
の
攻

撃
で
振
り
切
っ
て
、
近
畿
地
連

大
会
へ
の
切
符
を
手
に
入
れ
た
。

三
田
は
２
年
連
続
の
準
優
勝
。

　
近
畿
大
会
へ
は
篠
山
と
、
昨

年
近
畿
大
会
優
勝
の
神
戸
市
従

の
２
チ
ー
ム
が
出
場
す
る
。
全

国
大
会
め
ざ
し
て
奮
闘
を
。

　
阪
淡
ブ
ロ
ッ
ク
は
５
月
31
日
～
６
月

１
日
、
洲
本
市
内
で
青
年
女
性
交
流
会

を
開
催
し
た
。
採
用
か
ら
３
年
目
ま
で

の
新
規
組
合
員
を
対
象
に
実
施
し
、
４

単
組
39
人
が
参
加
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
グ
ル
ー
プ
討

論
を
行
い
、
仕
事
の
実
態
な
ど
を
交
流
。

賃
金
面
で
は
、
親
と
生
活
し
て
い
る
人

が
多
く
、
強
い
不
満
は
な
か
っ
た
も
の

の
、「
民
間
で
働
い
て
い
た
と
き
よ
り
も

下
が
っ
た
」
と
公
務
職
場
の
若
年
賃
金

が
低
い
実
態
が
出
さ
れ
た
。こ
の
他
、「
持

ち
帰
り
残
業
が
あ
る
」
と
い
っ
た
実
態

も
出
さ
れ
、
具
体
的
に
対
応
が
必
要
な

課
題
も
確
認
し
た
。

　
６
月
20
日
か
ら
21
日
に
、
豊
岡
市
の

シ
ル
ク
温
泉
や
ま
び
こ
で
但
丹
ブ
ロ
ッ

ク
青
年
女
性
部
新
入
組
合
員
交
流
学
習

会
が
開
催
さ
れ
、
９
単
組
55
人
が
参
加

し
た
。

　
講
演
で
は
藤
原
敏
也
青
年
部
長
が

「
新
入
組
合
員
の
み
な
さ
ん
へ
」
と
題

し
、
労
働
組
合
と
は
何
か
、
ど
ん
な
こ

と
を
し
て
い
る
か
を
解
説
し
た
。

　
そ
の
後
、
分
散
会
交
流
が
行
わ
れ

日
々
働
く
中
で
自
分
自
身
が
お
か
し
い

と
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
話
し
合
っ

た
。

　
ま
た
、２
日
目
に
は
「
団
結
縄
跳
び
」

（
大
縄
跳
び
）
が
行
わ
れ
、
仲
間
と
と

も
に
汗
を
流
し
団
結
を
深
め
た
。

若
年
層
は
低
賃
金

阪
淡
Ｂ 

泊
り
で
交
流
深
め
る

　
７
月
４
日
に
神
河
町
の
セ
ン
タ
ー
長

谷
で
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
青
年
女
性
部
新
入

組
合
員
交
流
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　
ま
ず
賃
金
学
習
会
と
し
て
、
県
本
部

書
記
次
長
の
西
岡
裕
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
賃
金
の
基
礎
を
学
ん
だ
。

　
そ
の
後
、
分
散
会
で
職
場
実
態
を
交

流
。
比
較
的
時
間
外
勤
務
は
少
な
い
と

賃
金
の
基
礎
を
学
ぶ

播
磨
Ｂ 

夜
は
Ｂ
Ｂ
Ｑ

い
う
仲
間
が
い
る
一
方
で
人
員
削
減
に

よ
り
業
務
量
が
増
加
し
て
い
る
な
ど
、

様
々
な
職
場
実
態
が
報
告
さ
れ
た
。

　
夜
は
、ホ
テ
ル
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
に
会
場

を
移
し
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
交
流
し
た
。

縄
跳
び
で
汗
流
す

但
丹
Ｂ 
55
人
が
参
加

　
平
和
・
人
権
・
環
境
を
考
え

る
集
い
で
は
、
在
日
外
国
人

の
生
活
相
談
業
務
を
担
う

兵
庫
県
国
際
交
流
協
会
労

組
（
Ｈ
Ｉ
Ａ
労
組
）
が
ス
キ

ル
を
い
か
し
、
集
い
に
集
ま

る
様
々
な
人
た
ち
に
在
日
外

国
人
問
題
に
関
心
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

「
多
文
化
共
生
社
会
」
の
分

科
会
を
開
催
し
て
い
る
。

　
今
回
の
会
場
で
あ
る
丹
有

地
域
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

中
国
な
ど
の
国
際
結
婚
が
増

え
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
う
生

活
上
の
相
談
や
子
育
て
、
日

本
語
教
育
の
支
援
が
必
要
と

な
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い

た
め
、「
渉
外
実
務
（
離
婚

や
親
権
な
ど
）、
Ｄ
Ｖ
被
害

者
支
援
、
在
留
資
格
な
ど
、

国
際
結
婚
に
ま
つ
わ
る
現
状

と
今
必
要
な
支
援
」
を
テ
ー

マ
に
、大
阪
の
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｋ（
す

べ
て
の
外
国
人
労
働
者
と
そ

の
家
族
の
人
権
を
守
る
関
西

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
で
タ
イ
語

を
担
当
さ
れ
て
い
る
木
村
雄

二
さ
ん
に
お
話
し
い
た
だ
い

の
問
題
」「
こ
こ
ろ
（
差
別
）

の
問
題
」「
こ
と
ば
の
問
題
」

「
社
会
的
な
問
題
」
な
ど
に
分

け
な
が
ら
、
相
談
事
例
を
ま

じ
え
て
、
現
場
か
ら
の
実
態

を
踏
ま
え
た
現
状
と
そ
の
対

処
に
関
す
る
知
識
を
学
ん
だ
。

　
外
国
籍
住
民
の
問
題
は
、

実
は
身
近
な
地
域
の
中
に
あ

る
。
特
に
声
を
あ
げ
に
く
い

人
た
ち
、
外
国
籍
の
女
性
や

子
ど
も
た
ち
の
声
を
拾
え
る

の
は
同
じ
地
域
の
人
た
ち
で

た
。

　
ま
ず
は
、
○
×
ク
イ
ズ
で
、

私
た
ち
の
外
国
籍
住
民
の
現

状
に
関
す
る
知
識
が
ど
れ
く

ら
い
曖
昧
か・・・
を
確
認
し

た
あ
と
で
、
日
本
に
住
む
外

国
籍
住
民
の
「
法
律
や
制
度

あ
る
。「
窓
口
や
職
場
で
外

国
籍
住
民
の
方
が
困
っ
て
い

た
ら
、
ぜ
ひ
声
か
け
を
」
と

Ｈ
Ｉ
Ａ
労
組
か
ら
要
望
も
出

さ
れ
た
。

運航日　８月24日（日）
料　金　クルージング料金　特別割引料金
　　　　（大人）3,900円	 3,300円
　　　　（小人）1,900円	 1,600円
　　　　（幼児）1,000円	 700円
申し込み方法
フェリーさんふらわあ予約センター
（電話06-6614-1013）へ、直接、お申
し込みをお願いします。その際、必ず
「コード番号Ｙ（ワイ）の割引です」と
お伝えください。
http://www.ferry-sunflower.co.jp/

特別割引の案内

明石海峡ぐるり～んクルーズ

衛生医療評
対 県 交 渉

は
情
報
交
換
を

「
医
療
勤
務
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
」

人
員
確
保
、労
働
条
件
改
善
へ

篠山８回目の優 勝
神戸市従と近畿大会へ

県本部野球大会

衛生医療評の交渉団

平
和
・
人
権
・
環
境
の
集
い
分
科
会
報
告

離婚や親権など
相談事例から学ぶ

国際結婚にまつわる支援

各
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
で
新
入
組
合
員
交
流
会

雨の中、篠山対県職労



47



48



49



50



51



52



53



54



55

	 2014．9．1
　月２回（１日、15日）発行　定価10円
　購読料は組合費に含まれる。
　自治労兵庫県本部
　書記長／尾西亮太郎・編集人／宮本誠之

1437号
1993年９月６日　第三種郵便物認可

〒650－0004 神戸市中央区中山手通3－4－8 大東ビル TEL078－392－0820 FAX 078－392－0920

現
評
の
学
習
会
で

グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
模
擬
団
交
。

交
渉
相
手
の
総
務

部
長
・
課
長
は
現

評
議
長
や
事
務
局

長
が
務
め
る
▽
当

局
側
よ
り
手
当
引

き
下
げ
の
提
案
。
市
の
財
政
状

況
、
国
・
県
の
指
導
、
議
会
の

動
き
な
ど
が
あ
り
、
本
来
な
ら

廃
止
を
し
た
い
が
、
現
場
の
厳

し
い
状
況
も
わ
か
っ
て
い
る
の

で
半
額
の
削
減
に
と
ど
め
た
。

理
解
を
し
て
ほ
し
い
と
の
あ
り

が
た
い
内
容
▽
組
合
側
か
ら

は
、
財
政
状
況
を
つ
く
っ
た
の

は
そ
っ
ち
。
削
減
は
末
端
で
な

く
、
上
の
方
を
や
れ
。
毎
日
き

つ
い
、
危
険
な
仕
事
を
し
て
い

る
。
手
当
を
半
減
、
仕
事
の
価

値
が
半
分
に
な
っ
た
の
か
。
危

険
も
半
分
に
な
る
の
か
。
手
当

分
の
仕
事
を
し
て
い
る
と
、
議

会
に
説
明
し
て
ほ
し
い
。
事
故

を
な
く
し
、
職
場
を
安
全
に
し

て
か
ら
提
案
し
て
こ
い
。
財
政

が
理
由
な
ら
、
好
転
す
れ
ば
戻

し
て
く
れ
る
の
か
。
僕
ら
の
思

い
を
理
解
し
て
ほ
し
い
と
、
切

実
な
訴
え
と
怒
り
の
声
▽
時
間

の
関
係
で
団
交
は
途
中
ま
で
。

団
交
の
続
き
は
、
一
方
的
実
施

を
さ
せ
ず
、減
額
阻
止
へ
現
業
・

公
企
統
一
闘
争
で
頑
張
ろ
う
と

ま
と
め
た
。（
よ
）

６～７日　第31回自治体に働く障害労働者のつどい
（いこいの村はりま）

６～７日　第57回平和友好祭兵庫県祭典（養父市）
10日　但丹ブロックボウリング大会（豊岡）
12日　阪神淡路ブロック淡路地区ボウリング大会

（南あわじ市）

当面の日程

「 起 承 転 結 」

吉 田ノボ

　
県
本
部
は
７
月
11
～
13
日
、

第
16
次
沖
縄
視
察
団
を
派
遣
し

た
。
13
人
が
参
加
し
、
基
地
の

現
状
や
戦
争
の
歴
史
を
学
ん
だ
。

　
団
長
を
務
め
た
隅
田
龍
副
委

員
長
は
、「
日
常
的
に
上
空
を

戦
闘
機
が
飛
び
交
う
な
ど
、
本

土
と
は
異
な
る
現
実
を
通
し

て
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
て
ほ

し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　
視
察
団
は
、
初
日
に
普
天
間

基
地
、
嘉
手
納
基
地
な
ど
を
訪

問
。
北ち

ゃ

谷た
ん

町
役
場
で
は
、
池
原

誠
町
職
労
委
員
長
に
基
地
返
還

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。

　
２
日
目
は
、
首
里
城
（
日
本

軍
司
令
部
跡
）、
ひ
め
ゆ
り
資

料
館
な
ど
戦
跡
を
ま
わ
っ
た
。

　
沖
縄
訪
問
中
、
新
基
地
建
設

反
対
闘
争
が
続
く
名
護
市
辺
野

古
で
、「
新
基
地
着
工
に
向
け

た
ブ
イ
な
ど
を
搬
入
」
と
の

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
。
防
衛
局

が
反
対
運
動
の
阻
止
行
動
を
避

け
る
た
め
、
20
日
未
明
、
45
台

の
ト
レ
ー
ラ
ー
を
連
ね
て
キ
ャ

ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
（
米
海
兵
隊
基

地
）
に
機
材
を
運
び
込
ん
だ
。

20
日
早
朝
か
ら
現
地
で
は
抗
議

行
動
が
続
け
ら
れ
、
視
察
団
参

加
者
も
有
志
で
合
流
し
た
。

　
連
日
行
わ
れ
る
住
民
の
抗
議

行
動
を
排
除
す
る
た
め
、
防
衛

局
は
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ
ゲ
ー

ト
出
入
り
口
に
ギ
ザ
ギ
ザ
の
鉄

板
を
敷
き
つ
め
た
。
基
地
建
設

に
よ
っ
て
、
環
境
や
生
活
が
奪

わ
れ
る
住
民
の「
表
現
の
自
由
」

さ
え
認
め
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
本
土
で
は
、
政
府
の

こ
う
し
た
暴
挙
は
ほ
と
ん
ど
報

じ
ら
れ
て
い
な
い
。
政
府
の
基

地
建
設
着
工
を
阻
止
す
る
海

上
・
地
上
で
の
行
動
は
今
も
続

け
ら
れ
て
い
る
。
18
日
に
は

「
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
は
じ
ま
る
」

と
の
報
道
も
あ
っ
た
。

　
１
９
９
６
年
か
ら
続
く
辺
野

古
基
地
建
設
反
対
闘
争
は
大
き

な
岐
路
を
迎
え
て
い
る
。
現
地

の
動
き
に
関
心
を
持
ち
、
支
援

行
動
が
必
要
だ
。

　
県
本
部
公
営
企
業
評
議
会
は
、

第
30
回
自
治
労
水
週
間
の
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
、
８
月
６

日
に
、
大
人
21
人
、
子
ど
も
10

人
の
計
31
人
参
加
の
も
と
、
水

の
浄
水
工
程
と
水
循
環
を
考
え

る
ツ
ア
ー
を
開
催
し
た
。

　
最
初
に
、
兵
庫
県
企
業
庁

の
神
出
浄
水
場
の
見
学
を
行

い
、
呑ど

ん

吐ど

ダ
ム
な
ど
の
水
源
か

ら
、
ど
う
の
よ
う
に
し
て
水
道

水
が
で
き
る
の
か
、
ビ
ー
カ
ー

に
濁
っ
た
水
を
入

れ
、
実
際
に
使
用

す
る
薬
品
を
入
れ

て
か
き
混
ぜ
、
濁

り
が
固
ま
っ
て

ビ
ー
カ
ー
の
底
に

溜
ま
っ
て
い
く
様

子
な
ど
、
綺
麗
な

　
７
月
16
日
に
兵
庫
県
庁
前
を

出
発
し
た
第
30
回
反
核
平
和
の

火
リ
レ
ー
が
８
月
６
日
11
時
30

分
過
ぎ
に
神
戸
市
役
所
前
に
到

着
し
、
到
着
式
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
ず
平
和
友
好
祭
の
藤
原
敏

也
実
行
委
員
長
（
県
本
部
青
年

部
長
）が「
青
年
が
一
体
と
な
っ

て
反
戦
反
核
に
取
り
組
む
意
思

が
示
せ
た
と
思
う
。
今
後
も
平

和
を
考
え
る
取
り
組
み
を
継
続

し
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
た
。

　
来
賓
と
し
て
粟
原
富
夫
神
戸

市
議
が「
来
年
で
終
戦
70
年
、非

核
神
戸
方
式
が
採
択
さ
れ
て
か

ら
40
周
年
を
迎
え
る
。
今
一
度

核
廃
絶
の
取
り
組
み
を
盛
り
上

げ
る
必
要
が
あ
る
」
と
あ
い
さ

つ
。
続
い
て
神
戸
市
市
民
生
活

部
の
清
家
部
長
が
久
元
喜
造
市

長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
し
た
。

　
最
後
に
ト
ー
チ
の
火
を
納
火

し
て
、
３
週
間
に
及
ん
だ
リ

レ
ー
運
動
を
終
了
し
た
。

水
に
し
て
い
く
工
程
を
目
で
見

て
わ
か
り
や
す
く
説
明
を
受
け

学
習
し
た
。

　
そ
の
後
、
舞
子
海
上
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
に
移
動
し
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
説
明
を
受
け

な
が
ら
、
神
出
浄
水
場
で
つ
く

ら
れ
た
水
が
明
石
海
峡
大
橋
の

送
水
管
を
通
じ
て
淡
路
に
運
ば

れ
、
送
電
な
ど
と
合
わ
せ
て
生

活
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
大
事
な
役

割
が
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

　
人
事
院
は
、
８
月
７
日
７
年
ぶ

り
に
月
例
給
を
１
０
９
０
円
・
０
・

27
％
、
一
時
金
を
０
・
15
月
引
き
上

げ
る
勧
告
を
行
っ
た
。そ
の
一
方
で
、

「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」
と

称
し
、
私
た
ち
の
反
対
に
も
か
か
わ

ら
ず
俸
給
表
の
平
均
２
％
引
き
下
げ

と
地
域
手
当
の
級
地
区
分
・
支
給
割

合
の
見
直
し
や
高
年
齢
層
職
員
の
賃

金
抑
制
な
ど
の
２
０
１
５
年
４
月
実

施
を
勧
告
し
た
。

月
例
給
・
一
時
金
の
引
き
上
げ

①
月
例
給
の
較
差
１
０
９
０
円
・
０
・

27
％
に
つ
い
て
は
、
若
年
層
に
重

点
を
置
い
て
俸
給
表
を
引
き
上
げ

（
俸
給
表
９
８
８
円
、
は
ね
返
り
分

１
０
２
円
）。

②
一
時
金
は
４
・
10
月
（
０
・
15
月
引

き
上
げ
）
で
、
引
き
上
げ
分
は
全
て

勤
勉
手
当
に
配
分
（
民
間
支
給
割
合

４
・
12
月
）。

　
ま
た
、
交
通
用
具
使
用
者
に
か

か
る
通
勤
手
当
に
つ
い
て
、
使
用

距
離
の
区
分
に
応
じ
て
１
０
０
～

７
１
０
０
円
の
引
き
上
げ
。
寒
冷
地

手
当
（
香
美
町
の
み
）
に
つ
い
て
は
、

水
準
を
維
持
し
た
上
で
新
た
な
気
象

庁
デ
ー
タ
に
基
づ
き
支
給
地
域
の
見

直
し
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

２
０
１
５
年
４
月
１
日
実
施
と
す
る

と
と
も
に
、
廃
止
と
な
る
地
域
に
つ

い
て
経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
た
（
詳

細
は
別
途
協
議
）。

「
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
」

①
行
政
職
俸
給
表（
一
）（
以
下
、
行

（
一
））
の
水
準
を
平
均
２
％
（
０
～

４
％
）引
き
下
げ
。た
だ
し
、１
級（
全

号
俸
）
お
よ
び
２
級
の
初
任
給
に
か

か
る
号
俸
は
引
き
下
げ
な
し
。
３
級

以
上
の
級
の
高
位
号
俸
は
50
歳
台
後

半
層
に
お
け
る
官
民
の
給
与
差
を
考

慮
し
て
最
大
４
％
程
度
引
き
下
げ
。

②
そ
の
他
の
俸
給
表
に
つ
い
て
は
行

（
一
）と
の
均
衡
を
基
本
と
し
、
各
俸

給
表
に
お
け
る
50
歳
台
後
半
層
の
在

職
実
態
等
に
も
留
意
し
つ
つ
引
き
下

げ
（
医（
一
）は
引
き
下
げ
な
し
）。

③
地
域
手
当
は
、
厚
労
省
の
「
賃
金

構
造
基
本
統
計
調
査
」（
２
０
０
３

年
～
２
０
１
２
年
）
の
デ
ー
タ
に
基

づ
き
見
直
し
を
行
い
、
級
地
区
分
を

１
区
分
増
設
し
、
俸
給
表
水
準
の
引

き
下
げ
に
あ
わ
せ
支
給
割
合
を
見
直

し
（
た
だ
し
級
地
区
分
の
変
更
は
上

下
と
も
１
段
階
ま
で
）。

④
広
域
異
動
手
当
、単
身
赴
任
手
当
、

本
府
省
業
務
調
整
手
当
な
ど
を
引
き

上
げ
。

今
後
の
取
り
組
み

　
今
後
は
、
政
府
に
よ
る
勧
告
の
取

り
扱
い
が
焦
点
（「
給
与
法
案
」
が

内
閣
に
よ
り
提
案
さ
れ
る
か
ど
う
か

不
透
明
）
と
な
る
の
で
、
公
務
員
連

絡
会
は
以
下
の
考
え
方
を
基
本
に
政

府
と
の
交
渉
・
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　
ま
ず
は
、
本
年
の
官
民
較
差
に
基

づ
く
給
与
引
き
上
げ
を
確
実
に
実
施

す
る
こ
と
を
求
め
る
。「
給
与
制
度

の
総
合
的
見
直
し
」
に
つ
い
て
は
一

方
的
な
見
直
し
に
反
対
し
、
公
務
員

連
絡
会
と
の
十
分
な
交
渉
・
協
議
を

行
い
、「
見
直
し
」
勧
告
・
報
告
の
実

施
を
見
送
る
こ
と
を
求
め
る
。（
勧

告
の
詳
細
内
容
は
、
前
号
を
参
照
）

キャンプシュワブ前での抗議行動

ろ過実験の様子

平和の火を納火

給与制度見直しを勧告

地公の賃下げ狙う

14
確
定
期
は
、ベ
ア
実
施
に
全
力

●上上

14
人
勧
と

課
題

県
内
自
治
体
を

８
０
０
人
が
走
り
抜
く

平
和
の
火
リ
レ
ー

第16次沖縄視察団

防
衛
局
が
工
事
強
行

辺

野

古

新
基
地
建
設

反
対
へ
支
援
と
行
動
を

公 企 評

浄
水
の
流
れ
を
学
ぶ

「
自
治
労
水
週
間
」で
ツ
ア
ー
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但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

県
本
部
方
針
に
基
づ
き
ブ
ロ
ッ

ク
で
の
公
営
企
業
評
議
会
結
成

に
向
け
て
、
県
本
部
公
企
評
と

連
携
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て

き
た
。
３
年
前
よ
り
交
流
会
を

開
催
し
、
今
年
３
月
７
日
の
交

流
会
で
は
役
員
体
制
を
協
議

し
、
更
に
５
月
23
日
の
交
流
会

に
お
い
て
具
体
的
に
幹
事
会
体

制
に
つ
い
て
確
認
す
る
中
、
７

月
18
日
に
新
温
泉
町
「
ゆ
め
春

来
」
に
お
い
て
、
水
道
・
下
水

道
等
公
営
企
業
職
場
で
働
く
各

単
組
組
合
員
を
中
心
に
、
但
馬

丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
公
営
企
業
評
議

会
（
略
称
：
但
丹
ブ
ロ
ッ
ク
公

企
評
）
を
結
成
し
た
。

　
今
後
は
、
但
丹
ブ
ロ
ッ
ク
公

企
評
と
し
て
総
会
方
針
に
基
づ

き
、
①
幹
事
会
を
開
催
し
各
単

組
の
職
場
実
態
交
流
を
行
う
②

職
場
安
全
点
検
活
動
の
実
施
③

県
本
部
公
企
評
の
各
種
集
会
・

学
習
会
へ
の
積
極
的
参
加
④
各

単
組
で
の
「
苦
情
処
理
共
同
調

整
会
議
」
の
設
置
⑤
36
協
定
の

締
結
、
を
め
ざ
し
取
り
組
み
を

推
進
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　
な
お
、
ブ
ロ
ッ
ク
公
企
評
三

役
に
つ
い
て
は
、
議
長
に
豊
岡

市
職
労
の
吉
谷
藤
昭
さ
ん
、
副

議
長
に
丹
波
市
職
労
の
荒
木
敏

明
さ
ん
、
事
務
局
長
に
篠
山
市

職
労
の
古
谷
重
樹
さ
ん
を
選
出

し
た
。

　第36回自治労近畿地連スポーツ
大会が、８月４～５日にかけて、京
都市で行われた。
　バレーボール大会は、ハンナリー
ヅアリーナで行われ、南あわじ市
職労は１回戦で東近江市職労と対戦
し、接戦の末、セットカウント１対
２で敗れた。結果、豊中市職が優勝
した。
　野球大会は、わかさスタジアム等
で行われ、篠山市職労は１回戦で自
治労寝屋川と対戦し２対４で惜敗し
た。神戸市従は決勝戦で自治労寝屋
川に、５対１で勝利し、２年連続３
度目の優勝を果たした。優勝した神
戸市従は、９月に北海道で開催され
る全国大会への出場権を獲得した。

く
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
、県
本
部
は
、

「
尼
崎
市
交
通
局
民
営
化
対
策

　
尼
崎
市
は
、
市
営
バ
ス
事
業

に
つ
い
て
２
０
１
６
年
３
月
末

を
も
っ
て
一
括
し
て
民
間
事
業

者
に
移
譲
す
る
こ
と
を
決
定

し
、
そ
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
事
業
移
譲
ま

で
２
年
を
切
っ
て
い
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
ほ
と
ん
ど
職
員
の
処

遇
に
関
す
る
協
議
は
行
わ
れ
て

お
ら
ず
、尼
交
労
組
組
合
員
は
、

大
き
な
不
安
を
抱
え
な
が
ら
働

会
議
」
を
設
置
し
、
８
月
19
日

に
は
、
県
本
部
都
市
交
評
、
尼

崎
交
通
労
組
連
名
で
有
川
康
裕

事
業
管
理
者
に
対
し
て
「
尼
崎

市
交
通
局
事
業
民
営
化
に
関
す

る
要
求
書
」
を
提
出
し
た
。

　
提
出
に
あ
た
っ
て
、
五
百
旗

頭
英
裕
県
本
部
都
市
交
評
議
長

は
、「
職
員
の
不
安
を
払

し
ょ
く
で
き
て
お
ら
ず
、

誠
意
あ
る
対
応
を
強
く
求

め
る
」
と
厳
し
く
申
し
入

れ
を
行
い
、当
局
か
ら
は
、

「
真
摯
に
対
応
を
進
め
て

い
く
」
と
の
回
答
を
引
き

出
し
、
早
急
に
具
体
的
な

協
議
を
進
め
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
た
。

　
阪
神
淡
路
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

水
道
部
会
が
７
月
25
日
に
尼
崎

市
神
崎
浄
水
場
で
、
現
業
評
議

会
が
８
月
７
日
に
淡
路
市
給
食

セ
ン
タ
ー
で
、
そ
れ
ぞ
れ
職
場

安
全
点
検
活
動
を
実
施
し
た
。

　
神
崎
浄
水
場
（
写
真
）
で
は
、

施
設
概
要
、
安
全
衛
生
の
取
り

組
み
の
説
明
を
受
け
た
後
、
各

施
設
を
巡
視
。参
加
者
か
ら
は
、

フ
ェ
ン
ス
の
ボ
ル
ト
の
老
朽
化

や
夜
間
照
明
に
つ
い
て
指
摘
が

あ
っ
た
以
外
は
、
安
全
衛
生
委

員
会
の
定
期
開
催
や
各
施
設
の

安
全
対
策
な
ど
、
他
施
設
の
模

範
と
な
る
べ
き
取
り
組
み
を
評

価
す
る
声
が
多
く
あ
っ
た
。

　
淡
路
市
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、

２
０
１
０
年
竣
工
の
新
し
い
施

設
で
作
業
環
境
が
整
備
さ
れ
て

い
る
こ
と
、
過
去
の
労
働
災
害

を
受
け
て
改
善
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
を
評
価
す
る
一
方
、

安
全
衛
生
委
員
会
の
開
催
、
注

意
喚
起
の
表
示
の
少
な
さ
な
ど

に
つ
い
て
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
今
後
は
各
部
会
の
幹
事
会
で

活
動
を
総
括
し
、
成
果
の
活
用

を
協
議
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
７
月
17
日
に
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク

医
療
評
は
高
砂
市
民
病
院
で
点

検
活
動
を
実
施
し
た
。
は
じ
め

に
高
砂
市
職
よ
り
病
院
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
診

療
科
目
19
科
で
一
般
病
床
は

２
７
４
床
あ
り
Ｉ
Ｃ
Ｕ
や
Ｃ
Ｃ

Ｕ
、
人
間
ド
ッ
ク
、
緩
和
ケ
ア

な
ど
合
わ
せ
、
全
体
で
２
９
０

床
と
な
る
と
の
こ
と
。
概
要
説

明
の
後
、
ブ
ロ
ッ
ク
医
療
評
幹

事
が
病
院
内
の
点
検
活
動
を
実

施
。
休
床
病
棟
の
活
用
や
院
内

保
育
施
設
、
物
品
庫
、
緩
和
ケ

ア
病
棟
等
、
病
院
全
体
を
巡
回

し
た
。
点
検
活
動
後
、
病
院
当

局
も
出
席
し
て
も
ら
い
、
ブ

ロ
ッ
ク
医
療
評
幹
事
よ
り
感

想
・
意
見
を
出
し
た
。
院
内
保

育
施
設
に
関
し
て
、
柵
の
高
さ

や
庭
の
鉄
骨
が
危
険
、
廊
下
に

物
が
多
い
と
こ
ろ
も
あ
り
危
険

な
ど
の
指
摘
が
あ
っ
た
。ま
た
、

脱
脂
綿
用
の
ご
み
箱
が
あ
る
や

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
患
者
用
と
職

員
用
に
分
か
れ
て
あ
る
の
が
良

い
な
ど
自
分
た
ち
の
職
場
で
も

高
砂
市
民
病
院
の
良
い
と
こ
ろ

を
い
か
し
て
い
き
た
い
な
ど
の

意
見
も
出
さ
れ
た
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
現
評
が
７
月
10
日

に
三
木
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
予
定

し
て
い
た
点
検
活
動
は
、
あ
い

に
く
台
風
の
接
近
の
た
め
、
今

年
度
は
中
止
と
な
っ
た
。

　
但
馬
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
公

営
企
業
評
議
会
が
７
月
18
日
に

新
温
泉
町
・
新
市
水
源
地
の
点

検
を
実
施
し
た
。
こ
の
施
設
は

無
人
の
施
設
で
あ
り
、
機
械
設

備
を
中
心
に
点
検
を
行
っ
た
結

果
、
室
内
は
明
る
く
、
全
体
的

に
照
度
が
保
た
れ
て
お
り
室
内

通
路
は
整
理
整
頓
が
さ
れ
て
い

た
が
、
換
気
扇
ス
イ
ッ
チ
の
改

良
や
結
露
対
策
を
講
ず
る
こ

と
、夜
間
点
検
用
外
灯
の
設
置
、

各
種
配
管
へ
流
水
方
向
の
明
示

等
を
指
摘
し
た
。

　
ま
た
、
現
業
評
議
会
は
８
月

６
日
に
豊
岡
市
・
出
石
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
（
写
真
）
の
職
場

点
検
活
動
を
実
施
し
た
。
こ
の

施
設
は
昨
年
稼
働
し
た
新
施
設

で
あ
り
、
機
械
設
備
を
中
心
に

点
検
を
行
っ
た
結
果
、
適
正
な

空
調
管
理
の
も
と
、
調
理
室
出

入
り
口
に
は
自
動
ド
ア
が
完
備

さ
れ
、
動
線
が
動
き
や
す
い
よ

う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
一
方

で
、
一
部
通
路
に
つ
い
て
コ
ン

テ
ナ
搬
入
時
に
接
触
し
た
跡
が

あ
る
な
ど
台
車
の
改
良
を
指
摘

し
た
。

 

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
職
場
安
全
点
検

①テーマ　　「似顔絵」「落書き」
②応募〆切　９月 19 日（金）
③応募対象　組合員、組合員の家

族、退職者
④賞金　　　入賞者には、商品券

を贈呈
⑤作品規格　Ｂ５版。１コマ・４

コマ自由、カラー・
白黒　各自由

⑥応募点数　１人３点以内
⑦作品送り先　県本部教宣部まで

テーマは「落書き、似顔絵」
県本部まんがコンクール募集中

但丹ブロック

７
月
に
公
企
評
を
結
成

36
協
定
締
結
、議
長
に
吉
谷
さ
ん

神戸市従が全国大会
南あわじ、篠山は惜敗
近畿地連スポーツ大会

「
真
摯
に
対
応
」を
確
認

尼
崎
市
バ
ス
民
間
移
譲
問
題

阪淡ブロック
（
水
道
）ボ
ル
ト
や
夜
間
照
明

安
全
衛
生
委
の
開
催（
給
食
）

播磨ブロック

廊
下
に
物
が
多
い（
病
院
）

清
掃
は
台
風
接
近
で
中
止

但
丹
ブ
ロ
ッ
ク

結露対策を（水源地）
（給食）台車の改良必要

ブロック旗を掲げる吉谷議長●左と古谷事務局長

優勝した神戸市従のメンバー

要求書を提出する五百旗頭さん
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